
































she & sea　華とけだもの








糸森 環





[image: ]

角川ｅ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一章　不思議の姫の冒険







　目ま映ばゆい晴天の午後。

「なあ冥めい華か。俺の船はなぜ海鳥まみれになっている？」

　海かい賊ぞく王おうガルシアが、空の色より鮮あざやかな青い髪かみを風に遊ばせながら不思議そうに尋たずねた。

　笹ささ良らは海鳥を一羽抱だきしめて、彼を見上げた。冥華。船内ではそう呼ばれている。

　ここは海賊が支配する、広大な海上世界アルバシュナだ。

　ある夏の日、笹良はいきなりこの奇き妙みような世界に迷いこみ、海賊船で生活するはめになった。

　今もまだ、日本へ戻もどる方法は見つかっていない。
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「壮そう観かんだな」

　ガルシアはやや圧あつ倒とうされたような声でつぶやいた。船ふな縁べりに、ずらっと海鳥が並んでいる。

　笹良が毎日、小さくちぎった魚の身をそこに置いて懐なつかせたのだ。

　最近、近づいても逃にげなくなったし、やっと触さわらせてくれるようにもなったぞ。

「こんなに懐かせてどうする？」

「日本に戻るための銀河鉄道は見つからなかった。やっぱり機会をただ待っているだけじゃだめだよね。今度は積極的に帰る手段を見つけようかなって。飛行船っぽく海鳥に運んでもらってアルバシュナを越こえてみせる！」

　笹良は胸を張った。そのために、海鳥をたくさん懐かせる必要があったのだ。

「ササラ、なんだって？」

　彼は困ったように聞き返した。こっちの世界の言葉は日本語と異なる。聞き取りはなぜかできるのに話すほうはさっぱりなので、少しずつ学んでいるところだ。

　今は片言で会話するのが限度。アルバシュナの人々は、笹良が口にする日本語はまったくわからないらしい。勿もち論ろん、英語や中国語とかも通じない。

「そうか、さては肉が食べたいのだな」

　ガルシアは納なつ得とくしたように笑うと、腰こしの剣けんに手を伸のばした。笑え顔がおは悔くやしいことに魅み力りよく的てきだが、眼まな差ざしは残ざん虐ぎやくな獣けものそのもの。笹良のかわいい海鳥を食料にしようとしてるな！

「違ちがう。食べるために集めたんじゃない！」

「一羽くらい……、焼いたらうまいぞ」

　笹良は慌あわてて海鳥たちを空へ逃がした。やばっ、晩ご飯に海鳥の肉が並びそうだ。

　名残なごり惜おしそうに空を見上げるガルシアをどつこうとしたとき、いつの間ににじり寄ってきていたのか、熱い目をした海賊幹部たちが舷げん側そくに並んでいるのに気づく。

　全員、空へ舞まい上がった海鳥に、ひたと狙ねらいを定めているじゃないか。

「皆みんな、違うったら！」

　笹良は大声で叫さけんだ。レゲエ風の髪のヴィーとその弟のジェルドは短剣を投げつけようとしていたし、神かん巫なぎ風の雰ふん囲い気きを持つギスタは弓で狙いをつけている。見た目は凜り々りしい美少年、でも本当は女子というカシカまで、ブーメランもどきの武器を投げつけようとしていた。

「海鳥、食べる、ない！」

　腰に両手を当てて叱しかると、全員に不満そうな顔をされた。肉に飢うえているのか？

「数羽捕とらえるだけだって」

　カシカはそう言うが、海賊たちをよく見てほしい。数羽じゃすまない野や蛮ばんな顔つきだぞ。

「粗そ悪あくな酒さけ草ぐさの影えい響きようで調子の悪いやつが多いんだよ。力をつけさせてやらないと、航行もままならないだろ」

　カシカは顎あごの位置あたりまで長さのある髪を片手で荒あらっぽくかき上げると、深刻そうな表情を浮うかべて言った。

「酒草」

「そうそう。裏切り者のハディが手下どもにそれをつかませたろ。騎き士し団だんなんかに海賊の魂たましいを売り渡わたしやがって。王に育てられたようなもんなのにさあ」

　答えたのはジェルドだ。怒いかりもあらわに吐はき捨て、指先で短剣をくるりと回す。

「そこまでして陸の身分がほしいもんかねえ？　わっかんねぇー」

　複雑な思いでジェルドの言葉を聞く。もとは仲間だったというハディの顔を頭に描えがく。神父を連想させるような海賊だった。ガルシアの暗殺に失敗したあと、本来は心地ここちのいい酔よいをもたらすという酒草を悪用して海賊たちを操あやつり、この船を乗っ取ろうとしたのだ。

　その企たくらみも泡あわと消え、ハディは──行方ゆくえ知れずとなった。ただ、骨好きジェルドの部屋に、新しい頭ず蓋がい骨こつがひとつ増えたのは確かだ。

「ハディの置き土産みやげは、予想外に尾おを引いている。酒草にたちの悪い麻ま薬やくが混ぜられていた」

　ギスタは弓を下ろすと、甲かん板ぱんを見回して言った。笹良もつられて周囲に目を向ける。

　いつもよりも海賊の姿が少ない。

「まだ草を隠かくし持っている者がいるようだな」

　ガルシアが笹良の肩かたに手を置いて冷ややかに告げる。密ひそかに緊きん張ちようした。

「ていうか王、ハディの潜せん伏ぷくに気づいていた馬ば鹿かどもをなんで処しよ刑けいしねえの？　船に協力者がいなきゃ、あの野や郎ろうだって忍しのびこめるわきゃない──」

「余計なことを言うんじゃねえ」

　ヴィーが面倒そうな口調で遮さえぎった。

　一いつ瞬しゆん、不自然な沈ちん黙もくが流れる。笹良は小さく唸うなると、腕うでを組んだ。ジェルドが尋ねたくなる気持ちはわかる。確かに協力者がいないと潜伏は難しい。

「なにが余計なんだよ。怪あやしいやつならたくさんいるだろ。ハディと昔つるんでいたセリナルに、料理長のモンディ、奴ど隷れいの管理長のバスガン、機関室をまかせられているギスタだってそうだ。それに、草に詳くわしい船医のサイシャだってさ。その手伝いをしているこいつだって、腹の底は知れたもんじゃない」

　ジェルドの言う「こいつ」とは、カシカのことだ。

　笹良はむっとした。カシカやサイシャまで疑うのか？

　ジェルドは社交的な外見に反して、極度の人ひと嫌ぎらいだ。認めているのは兄のヴィーとガルシアくらい。ガルシアは答えずに苦く笑しようしている。名前を挙げられたギスタも素知らぬ顔だ。

　おかしい。いつもだったらこんな大事な問題はうやむやになんかせず、犯人を探し出して、きっちり制裁するはずだ。他ほかの海賊たちだってそう考えている。なのに今のところなんの命令も出さないから、海賊たちは不ふ審しんに思ってぴりぴりしている。

　もしかしてそれが狙いとか？

　笹良は目を瞬しばたたかせた。「協力者」が焦じれて行動を起こすのを待っているのかも。

　尋ねようとしたときだ。ヴィーが空を見上げ、にやりとした。嫌いやな予感がする！

「それよりもな、目下のところ、問題は肉だろ。船で飼っている家か畜ちくを全部潰つぶすわけにはいかねえからな。……海鳥の肉は滋じ養ようになる。血も、毒消しにうってつけだよな」

　海賊たちが再び熱のこもった目で空を見た。そして笹良を振ふり向き、物言いたげな顔をする。

　その直後、一羽の海鳥が嬉うれしそうにぱさっと舞い降りてきて、笹良の腕におさまった。まずい、懐かせすぎた！

　笹良は無言で一歩下がった。海賊たちが、じり……っと詰つめ寄ってくる。

「ササラ……、今日は皆に、肉を振る舞おうな？」

「ぎゃあっ、海鳥、逃げて！」

　急いで腕のなかの海鳥を逃がす。上空を飛び回っている鳥たちにも、「早くここから離はなれて！」と腕を振って合図する。海賊たちはにっこりしながら武器を構えた。

　そんな爽さわやかな笑みを浮かべたって、肉に対する欲望は全然隠しきれていないぞ！

「やっ、やめて！　それは笹良の飛行船のために──もがっ」

　にこにこしているガルシアにすばやく口を塞ふさがれる。ジェルドが「鳥肉の宴うたげだな」とわくわくした口調でつぶやく。空に向かって、短剣と矢とブーメランもどきが飛んでいった。

　はらっと舞いおちてくる羽根。ひどい！

　笹良は絶対に、この日の仕打ちを忘れない！
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　三日月が海賊船を見つめていた。

　甲板では賑にぎやかな「海鳥の肉の宴」が開かれている。

　笹良はそっと彼らの輪から抜ぬけ出し、船せん尾びのほうへと足を向けた。「食って飲んだら　さぁ帆ほをはれ　騙だまして奪うばい　さぁ舵かじを取れ　殺して沈しずめりゃ　一人前の海賊さ　親が捨てても笑って生きろ　死の神だけは決しておまえを見捨てやしない　アイ、食って飲んだら──……」──そんな調子外れの歌が響ひびいてくる。この声はジェルドだな。にしても、強きよう烈れつな歌だ。

「海賊たちめ……」

　日本へ戻るための、「海鳥の飛行船製作計画」は残念ながら皆の胃い袋ぶくろに消えた。

「笹良も美味おいしくいただいたけどさ！」

　いったいいつになったら家族のもとに戻れるのやら。

「陸が見えないなー」

　海賊船に乗って、どのくらいの日数がすぎたんだろう？　二ヶ月近くになる？

　夏の気配はまだ去っていない。どうやら夏季が長い世界らしい。それでも少しずつ季節が動いているのを、肌はだで感じる。笹良は船縁に寄りかかった。奇妙な歌はまだ続いている。

　飛行船計画を諦あきらめなきゃいけないのは悔しいけれど、下っ端ぱの海賊たちにまでたっぷりと新しん鮮せんな肉が振る舞われることって、あまりない。仕方ない、また別の方法を探すか。

「おい、冥華」

　横から声がかかった。誰だれかと思えばヴィーだ。ちょっとどきっとする。邪じや悪あくな海賊であることは間違いないのに、妙に目を引くのだ。その粗野な振る舞いが恰かつ好こうよく見えるときがある。

　帆ほ綱づなをとめる滑かつ車しやの軋きしむ音が、波のざわめきに重なった。すぐにそれらの音は海賊たちの陽気な笑い声に搔かき消される。見み蕩とれたことをごまかすため、笹良は眉まゆ根ねを寄せた。

「ヴィー、笹良になにか用？」

「ちゃんと食え」

　ずいっと差し出されたのは骨つきの海鳥の肉だ。ジューシーで美味うまそうなのが、やるせない。

「まさかコレを渡すために追ってきたのか？」

　どきっとして損した！　海賊にときめきを期待しちゃいけないってことか。

「もういらない。たくさん食べた」

「いいから食え。丸々と肥えろ」

「太らせて食べる気か？」

　ヴィーはばりっと肉を二つに引き裂さくと、片方を笹良に渡した。くそっ、笹良の飛行船！

　でもせっかく持ってきてくれたので、船縁の下に座り、食べることにした。彼も長い足を折り曲げて隣となりに腰をおろす。

　しばらくのあいだ無言でもぐもぐしていると、ふいにヴィーが口を開いた。

「海賊どもにああして酒が振る舞われているときは、一人でうろちょろするんじゃねえ。酔った勢いで襲おそってくるやつもいるぞ。覚えがあるだろう？」

　笹良は喉のどを詰つまらせ、咳せきこみそうになった。通つう廊ろうでカシカを襲っていたひげもじゃ海賊の末路を思い出し、血の気が引く。すぐにその恐おそろしい光景を頭から振り払はらい、ヴィーの横顔を見つめる。酔っぱらい海賊に笹良が襲われないよう、心配して追いかけてきたんだろうか。

「ゾイが感心してたぞ。海鳥を捕ほ獲かくしやすいよう懐かせるとは、冥華にしては気がきくってな」

　座った体勢のままぽいっと骨を海側に捨てると、ヴィーは服で脂あぶらまみれの手を拭ふこうとした。慌ててそれをとめ、笹良は腰帯に挟はさんでいたタオルを取った。

「海鳥、食べる、違う！」

　ヴィーの手を引っ張り、タオルで拭ぬぐう。服は手ふきじゃないんだぞ。海賊の躾しつけは大変だ。

「違う？　じゃあなんだ？」

「笹良、帰る、空、船、飛ぶ」

　飛行船計画のために集めようとしていた、と説明するのは難しい。まだ流りゆう暢ちようにアルバシュナ語を話せないのだ。語句の繫つなげ方とか、よくわかんない。

　ヴィーは真ま面じ目めな顔をして、笹良が手を拭う動きを見ていた。

「帰るって、おまえの故郷にか？　冥界にか」

　なんで冥界なのだ。笹良は死者か？

「お姫ひめさんの親は生きているのか？」

「え？　……うん」

「おまえの帰りを待っているのか」

「うん」

　きっと待っている。お父さんは涙なみだ脆もろいタイプだ。笹良がいなくなって、泣いているかもしれない。夏休みに入ると、笹良たちはよく真夜中にこっそり家を抜け出して、アイスを食べながら花火をした。二人だけの秘密の時間だ。

　そうだった、夏休みの最中にこの異様な世界へ来てしまったのだ。もう少し遅くしてくれたら、あと一回はお父さんと真夜中の花火ができたのに。思い出して、しょげてしまった。

「ヴィー、親？」

　生きているのか、と尋ねようとして、はっとする。

　さっきの海賊の歌が耳の奥に残っている。親が捨てても──。

「捨てられたわけじゃないさ」

「そ、そうなの？」

「だが、似たようなものかな。ろくでなしには違いない」

　ヴィーは淡たん々たんと言った。それ以上詳しく訊きいていいのか迷う。ガルシアのように凄すさまじい生まれかもしれない。

「俺の母親は美人だったが、酒好きのあばずれだ。何歳のときだったかな、俺を連れて、昔関係を持った男のもとへ押しかけたんだ。で、『てめえの息子むすこだ』と脅おどして小こ銭ぜにをせびったのさ。これで厄やつ介かい払いもできるといわんばかりに、俺までそいつに押しつけて消えやがった」

　壮絶だぞ。動きをとめた笹良に、ヴィーが静かな目を向ける。

「その男が実の父親とはとても思えねえ。……ちっとも似てねえだろ。俺と、あのあほたれは」

「あほたれって」

　ジェルドのことか！　とすると、『その男』は、ジェルドの父親なのか？

「一目瞭りよう然ぜんだろう。肌の色も顔立ちも違う。俺の容姿はどう見ても、大陸のものじゃない。蛮族の血筋さ」

　息がとまりそうになってきたじゃないか。相あい槌づちを打っていいのかもわからないような、つらい話だ。それなのにヴィーは、おかしそうな表情を浮かべた。

「だがジェルドはな、まぁ、あいつって馬鹿だろ？　俺を兄だと信じて疑いもしねえ」

　笹良は頷うなずいた。内心では、首を捻ひねりながら。ジェルドがあほっ子なのは否定しないけれど、それは、頭の回転が鈍にぶいっていう意味とは違う。

　血の繫がりはないとわかった上で、『兄』だと思っているんじゃないか？

　──ヴィーも、ジェルドの考えをとっくに『わかっている』んだ。

　笹良はそう結論を出し、笑った。

「なにを喜んでいやがる」

「愛！」

「はあ？　気味の悪い顔を近づけるな」

　タオルを奪われ、それをぐいぐいと顔に押しつけられた。ひどい扱あつかい……って、そのタオル、脂まみれ！　反はん撃げきしようと目を吊つり上げたとき、誰かの足音が近づいてきた。

　誰だろ。ヴィーの腕にしがみついて、こそっと窺うかがい、笹良はきょとんとした。

　その人物は、以前に奇き麗れいな石をくれたことがある下っ端海賊だった。

　年は三十代前半くらいだろうか。巨きよ軀く揃ぞろいの海賊のなかでは、小こ柄がらなほうかも。たぶん百七十センチ前後。赤茶色の髪の毛は、焼きそばみたいにちりちりだ。人のよさそうなぱっちりした目をしている。その身軽さを買われて、頻ひん繁ぱんに檣しよう楼ろうに登らされている。

　彼は船縁の下に座っている笹良たちに気づかなかった。忙せわしない動きで船縁に寄ると、ズボンのポケットからなにかを取り出し、海に投げ捨てる。なんだろう……、葉っぱ？

「おい、グライダー」

　ヴィーは、笹良の肩を抱かかえてすばやく立ち上がった。

　グライダーと呼ばれた海賊は飛び上がって驚おどろくと、慌てて逃げ出そうとした。ヴィーがさっと笹良から離れ、彼の首根っこを摑つかむ。抵てい抗こうをものともせず、彼のズボンのポケットへ強ごう引いんに手を入れる。海に捨てていたものが残っていたらしい。ヴィーはそれを、月明かりに掲かかげた。

「酒草だな？」

「あっ……、こ、これは、その」

　しどろもどろな彼へと、笹良も近づいた。彼の顔を見て、おののく。殴なぐられた跡あとがある！

「おまえが隠し持っていたのか？　それとも、誰かに捨てろと命じられたか」

　ヴィーの厳しい問いかけに、グライダーは肩を竦すくめた。即そく座ざにヴィーは舌打ちし、苦々しげな顔を見せた。

「馬鹿野郎が。てめえはなんだっていつもそう、とろいんだ。始末するならもっと早くしろ」

　冷たい口調のなかに、別の感情がこもっているような気がした。もしかして、仲がいい？

　いや、今は二人の関係を詮せん索さくするよりも、酒草をどうにかするほうが先だ。ガルシアは何度も処分しろって命じている。持っているのがバレたら、まずいことになる。

　へたをすれば、ハディの仲間と疑われ、処刑されかねないのだ。

「グライダー、捨てる！　早く！」

　項うな垂だれているグライダーに詰め寄り、笹良は海を指差した。彼は困こん惑わくの表情で笹良を見つめると、視線をずらしておずおずとヴィーを窺った。ヴィー、威い嚇かくしちゃだめだ。

「てめえが酒草をやらねえことは知っている。船内を攪かく乱らんしようと企むほどの度胸もねえってこともな。多少は王に取り持ってやるから、誰に捨てるよう命じられたか吐け」

　グライダーは困り果てた顔をした。物言いたげにヴィーを見て、俯うつむく。

「おい！　うじうじするな。言いたいことがあるなら、はっきりしろ！」

「ヴィーさんは、前に、なにがあっても仲間だけは売るような真似まねをするなって。それをしたら、もうけだものですらない、屑くずなんだって……」

　ヴィーは一瞬目を見張ると、不ふ機き嫌げんな空気を漂ただよわせて腕を組んだ。

「時と場合によるだろうが。その酒草を捨てるよう命じた野郎は、てめえを仲間だとは露つゆほども思っちゃいねえよ。そんな下げ種すに義理立てしてどうする」

　あけすけな表現に、グライダーは傷ついた目をした。ヴィーめ、ちょっとは言葉を選べ！　と言いたいところだが、本当に誰かに酒草を捨てるよう命じられているんだとしたら、たぶんヴィーは間違ってない。自分が隠し持っていたとバレたくないから、身代わりにできそうな『どうでもいい』他人に押しつけたのだ。大切に思っている相手にはそういう真似なんてしない。

「とっとと名前を言え。それですむ」

「俺は体格もこんなだし、取り柄えもねえし……、そそっかしくて馬鹿だから、せめて仲間くらい大事にしねえと」

「仲間だとは思われてないと言っただろうが」

　ヴィーは苛いら々いらとした態度を隠さず、早口で言った。その様子を、グライダーは眩まぶしそうに見つめた。笹良は少し、しんみりした。空の彼方かなたに輝かがやく月を見ているような眼差しだったのだ。

「でも、俺は仲間だと思っているから」

「……あぁ、とろくせえ！　甘っちょろいことをぐだぐだと言っているから舐なめられるんだ。もう知らん」

　そう吐き捨てると、ヴィーはむんずと笹良の腕を摑み、グライダーに背を向けて歩き出した。

「ヴィー、待って！　グライダー、あのままじゃ……」

　酒草の件はどうするんだ、という意味をこめて腰帯を引っ張ると、ヴィーは王様椅い子すのある場所をぐるっと迂う回かいする形で船尾を移動した。

「知らんと言っただろ」

　彼は、グライダーのいる場所の反対側──右舷側から左舷のほうへと回り道をするように動いたのち、足をとめた。グライダーを助けてやらないのか。尋ねようとして笹良は目を瞬かせた。ヴィーの「知らん」っていう言葉は、ひょっとして「見み逃のがす」の意味なんじゃないか？

　見なかった振りをするために、こっち側へ移動したのだ。そうに違いない！

「ヴィー！」

「なんだ、さっきから気味が悪いな。俺を見てにやけるんじゃない」

　口と態度はすこぶる悪いけれど、ヴィーって一度自分の懐ふところに入れた相手には甘いところがあると思う。グライダーとの会話から察するに、二人は意外にも交流がありそうだ。

　ヴィーは片手を船縁に乗せると、海面へ顔を向けた。横に並んで見上げると、彼はそっちを向いたまま笹良の頭をざらざらと撫なでた。……喜ぶもんか。

「グライダー、仲良し？」

「別段親しいわけじゃない。どこかのくそったれお貴族様が蛮族の住む島へ視察に向かった際、そこの女に手をつけた。そうして生まれたのがあいつさ。お貴族様は、自分が育てると女に噓うそをつき、あいつを引き取った。実際は大陸へ戻る途と中ちゆう、海に投げ捨てようとしたらしいがな。その船を当時の海賊が襲ったそうだ。それから海賊島で育てられ、十五、六で船乗りになったと聞いた」

　ガルシア、ヴィーに続いてグライダーまで気分が重くなるような生まれだ。

「だがあいつはとことんとろくてな。もとは他ほかの船にいたんだが、失敗ばかりで使い物にならねえってんで、鮫さめの餌えさにされかけた。板一枚の上に乗せられて、海に置き去りにされたのさ」

　笹良は白目になりかけた。言葉を挟めないほど残ざん酷こくだぞ。

「そこに、この船が通りかかった」

　ヴィーは、ぽんぽんと笹良の頭を軽く叩たたいた。こら、笹良は船じゃないってば！

「頭は鈍いが、身は軽い。マストに登らせるのにいいかと思って、船に乗せたんだ」

　グライダーを助けるよう、ヴィーが王様に掛け合ってくれたってことかな。

「冥華、だからおまえなあ、にやにやするんじゃねえ。いい加減、顔の皮を剝はぐぞ」

「海賊はどうしてそこまで、皮を剝ぐのが好きなんだ……？」

「なにを言ってやがる、ちび姫が」

　小こ突づかれそうになったので、慌ててヴィーの後ろに回る。ごつっと背中に額をぶつけて寄りかかると、ヴィーは少し振り向いて苦笑した。困ってしまう。海賊は悪党だ、それを嫌というほどわかっていても、不意打ちでいつも切なくさせられるのだ。

　劣れつ悪あくな環かん境きようで育ったからといって、誰もが悪人になるとは限らない。努力して、立派な人生を送る人もたくさんいる。なんでもかんでも環境のせいにするのは間違っている。

　その一方で、こうも思うのだ。「本人の意志次し第だいで道は開ける」だなんて、他人ひと事ごとだからこそ簡単に言える無責任な言葉でもあるんじゃないか。

　一心不乱に頑がん張ばっても、どうにもならないことってやっぱり存在する。

　それを努力不足だとか、心が弱いせいだとかって詰なじられたら、たまったものじゃない。

「おい、人の背中で頭をごろごろと動かすな」

　ヴィーが笑って身体からだの向きを変えたときだ。船尾の右舷側から、どやどやと海賊たちがやってきた。そのなかにはグライダーもいる。大柄な海賊に無理やり連れてこられたという様子だ。笹良たちの視線に気づくと、彼は後ろめたさと恐れが混ざったような表情を浮かべて俯いた。他にも、やけにおどおどしている海賊が数人いる。なんか、険悪な雰囲気だ。

「ヴィー、これはいったいどういうことだよ？」

　先頭の、真っ赤な髪をポニーテールにしている四十絡がらみの海賊がそう言って、こっちへと乱暴にグライダーを突き飛ばした。いよいよ不ふ吉きつな感じがする。

「こいつ、酒草を海に捨ててやがった！　……あんたも知ってるだろ？」

「うるせえな、モンディ。知らねえよ」

　ヴィーは嫌そうに返した。この真っ赤な髪の大男が料理長のモンディだ。笹良はあまり話したことがない。しかし海賊って刺青いれずみ大好きだな。顔にも入れてる。

「知らないはずがないだろ。さっきな、食いもんを運ぶ途中で、あんたがこいつと向こうで話していたのを見たんだぜ」

　モンディは険しい目をしてヴィーに指を突きつけた。

「見逃すつもりなのか？　いや、へなちょこグライダーは酒草が体質に合わないから、自分で使うわきゃないんだ。ってことは、あんたが捨てるように命じたのか」

「馬鹿を言うな」

「なにが馬鹿だってんだ。王に知らせるぜ。俺とハディが昔、少しつるんでいたからってな、船に匿かくまった協力者なんじゃないかと疑う阿あ呆ほがいやがる。巻き添えをくうのはごめんだ」

　モンディは荒っぽい口調で吐き捨てると、項垂れているグライダーの頭を摑み、メインマストの付近で海鳥の肉の宴を開いているガルシアたちのほうへ足を向けた。

「待って！　グライダー、違う！」

　笹良は急いでモンディに近づいた。すると彼は、嫌悪の滲にじむ冷たい表情で振り向いた。

　気け圧おされ、足がとまる。なんていうか──いかにも『海賊』の目だ。

「近づくな、冥華。俺は王やヴィーらのように、女によ人にん禁制のしきたりを軽く見てないんだよ。それにおまえは、姿からして薄うす気き味み悪わるい。蛮族の島にいるという醜みにくい妖よう精せいみたいだぜ」

　彼は目を合わせるのも嫌だというふうに顔を背そむけると、グライダーを連れていった。

　海賊全員に歓かん迎げいされているわけじゃないってわかっていたつもりだ。それでも面と向かってはっきり拒きよ絶ぜつされると悲しくなる。……笹良だってそれはおあいこなのにだ。

　落ちこんでいる場合じゃないや。グライダーを助けないと。

　思いきって追おうとすると、不満そうな顔のヴィーにとめられた。

「やめておけ。これ以上あいつを庇かばえば、こっちにまで災わざわいが降りかかる」

　でも、王様がヴィーまで処しよ罰ばつすることはないんじゃないか？　……そうとも言えない？

「面倒なことになったな」

　憂ゆう鬱うつそうにヴィーはつぶやいた。




[image: ]




　数分もしないうちに、肉を片手に持ったジェルドが近づいてきた。

「呼んでるぜ」

　もぐもぐしながらジェルドが骨で宴のほうを示す。

「おせっかいなんか、やめときゃよかったのに」

「うるせえぞ」

　ヴィーはすれ違いざまにジェルドの額を軽く叩たたいていった。笹良もついでに彼の腹部をぺちっと叩き、ヴィーを追う。ジェルドはなにが嬉しいのか、笑顔でついてきた。

　向かった中央甲板では海鳥の肉の宴が賑やかに続いている。

　仕事中の者もいるためだろう、昇しよう降こう口ぐちと宴の席を行ったり来たりする海賊が多かった。この調子だと深夜まで続くかもしれない。

　ガルシアは木箱の上に腰かけていた。隣にゾイがいる。他の幹部たちもいたけれど、ギスタやカシカの姿は見えなかった。彼らのそばにはモンディが立っている。甲板に膝ひざ立だちになっているグライダーの覇は気きのない姿もあった。それに、数人の海賊も同じ体勢を取らされている。

　皆の視線がこっちに──ヴィーに集まった。ガルシアは煙管きせるの煙けむりをくゆらせると、淡あわく笑った。

「モンディがな、ハディに味方していたのはこの『ネズミとり』たちだという」

　ネズミとり。前にカシカから聞いた。船で一番下の海賊のことだ。グライダーもだったのか。モンディはちらっと笹良たちを見ると、力強い口調で話し始めた。

「間違いありませんよ、王。こいつらは奴隷どもに食い物を運んでいるでしょう？　下の層はこいつらの巣みたいなもんだ。それをいいことにハディを石の部屋に隠していたんですって」

「それで、食事を運ぶ際に、ハディから酒草を渡されたということか？」

「ええ、そうですよ」

　モンディが大きく頷いたとき、周りにいた海賊の一人がうんざりした様子で軽く杯はいを掲げた。四十代後半あたりの海賊だ。片側の耳の上部が欠けていた。その部分を誇ほこるように、耳みみ飾かざりをたくさんつけている。この海賊とも笹良はほとんど話をしたことがない。目元がきりっとしていて、渋しぶい雰囲気だ。でもなんで上半身裸はだかなんだ？

「言っておきますが、俺は関係ありませんぜ。奴隷の管理を担になっているのは俺ですがね、人数の確かく認にんは三日ごとだ。酒草の被ひ害がいでゴタゴタしていたあいだは、診しん察さつも兼かねてサイシャにまかせていましたよ」

「バスガン、おまえ、責任転てん嫁かをするのか？」

「てめえもだろ、モンディ。よりによってハディが奴隷のなかに紛まぎれるなんてよ、ついてねえぜ。俺が真っ先に疑われちまう」

　バスガンは、迷めい惑わくそうにぼやくと、杯を一息で空にした。

「実際は下のやつらに奴隷の監かん視しをやらせてるんだ。俺はそいつらの報告をまとめて、日誌をつけてる」

　彼の説明で、何人かの海賊が落ち着きを失った。バスガンはいわば班長みたいな立場らしい。仕事を部下に割り振りする役目で、直接奴隷を監視しているわけじゃないようだ。

　そのあたりはガルシアも承知しているのか、軽く頷いた。

「食いもんを運んでいるときに酒草を忍ばせていたっていうならよ、怪しいのはやっぱりてめえだろ、モンディ」

「なんだと？」

「食いもんを配る際、酒草も一いつ緒しよに受け渡ししていたんじゃねえのか？」

「ふざけるな！　俺だってな、奴隷用の食事は作っちゃいない。下のやつらの仕事だ」

　分が悪いと思ったのか、モンディはヴィーに顔を向けた。

「ヴィー、あんたはさっき、グライダーが海に酒草を捨てたのを見てたのに、知らん振りをしたよな」

「グライダーは酒草を受けつけない体質だからな。こいつ自身の持ち物じゃないと思ったのさ」

　ヴィーは肩をすくめた。笹良もこくこくと頷いておく。そうだぞ、グライダーは犯人っぽくないのだ。

「自分で使わなかったってだけだろ。ハディの企みに賛同したのか、脅されたのかは知らんが、グライダーが酒草を持っていたのは間違いない。──それから王、こいつらの荷物のなかにも酒草がありましたよ」

　モンディは、グライダーと同じように甲板に膝を落としている数人の海賊を乱暴に小突いた。

「なるほど。では、おまえたちがハディに協力していたのか？」

　ガルシアの問いかけに、「ネズミとり」たちはぎょっとし、顔を見合わせた。

「ち、違いますぜ、王。俺らは、頼たのまれただけだ！」

「上の命令には逆らえねえから！」

　ガルシアは優やさしくにこりとした。この笑顔が曲くせ者ものだ。次になにを言うのか、冷や汗あせが滲む。

「誰の命令だ？　モンディか？　バスガンか？　それともヴィーか？」

　ネズミとりたちは、そこですばやく視線をかわした。

「サイシャです。あいつがハディから草を受け取って、薬と称しようして皆に渡していた」

　笹良はぎょっとした。サイシャ!?







　その後、モンディが、引きずるようにしてサイシャを連れてきた。分厚い丸眼鏡をかけた小太りの海賊だ。何度も世話になっていることもあり、海賊のなかでは親しいほうに入る。

　サイシャと目が合った。わかっているぞ、サイシャは無実だって！

　励はげましをこめて手を振ると、サイシャはなぜか顔を歪ゆがめた。どういう反応なのだ。

「さあて。これは困ったことになった。船医を失いたくはないのだが」

　ガルシアは平等に全員を眺ながめ回すと、落ち着いた口調で恐ろしい言葉を放った。

「待ってくださいよ、王。俺がハディの仲間って、いきなりなんの話ですか。冗じよう談だんじゃないっ」

　王様の前に立たされたサイシャは、身体をぶるぶるさせて必死に言い募つのった。

「あんたが酒草を調合したんじゃねえか！」

「そうだ、従わなきゃもう薬を作ってやらねえって脅したろ！」

「もとは陸の医師だ、だからハディと一緒に恩おん赦しやをもらって陸へ戻りてえって！」

　ネズミとりたちが勢いこんで責め立てると、サイシャは目を剝むいた。

「な、なんだと!?　俺がいつそんなことを言ったんだ！　おまえら、俺なら報復される心配はねえから騙してやれって腹かよ！」

　一気に甲板が騒さわがしくなった。ガルシアは注意せず、ぷかぷかと煙管の煙を吐き出している。

　ネズミとりたちには悪いが、笹良はサイシャの味方だ。それにサイシャってちょっぴりへなちょこ……いや、理知的な船医だから、すぐバレるような危険な行動はとらないと思う。

「サイシャ、違う。笹良、思う」

　ガルシアの前に立ち、身振りを交えて訴うつたえる。前に、酒草についてサイシャと会話した覚えがある。医務室にも頻繁に出入りしていたことがあるけれど、少しもおかしな気配は感じなかった。

　サイシャが縋すがるような目を向けてくる。大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ、ガルシアもさっきの口ぶりからしてサイシャが犯人だとは思っていないように見えるし。

　むしろ今は、皆に話し合いをさせて真犯人がぼろを出すよう仕向けているふしがある。

「……王、冥華の言う通り、サイシャさんは関係ないです」

　グライダーがぼそぼそと口を挟んだ。するとネズミとりたちは慌てふためいた。

「てめえっ、なんのつもりだ！」

「噓をつくな！」

「う、噓じゃない。サイシャさんはなにも知らない」

　再び甲板が騒そう々ぞうしくなる。ガルシアはちらりと笹良を見て、首を傾かしげた。

「面おも白しろいことになってきたな。なあササラ、誰が正しいのだと思う？」

　それは──。

「冥華の気まぐれな一言で決められちゃあ困りますよ、王。──おい、グライダー、だったらおまえたちがやっぱり共きよう謀ぼうしていたのかよ。それとも誰かが命じたのか！」

　モンディはそう怒ど鳴なると、グライダーの首を猫ねこのように摑んで立たせた。そのまま舷側へ引きずっていき、突き落とすかのようにぐいっと彼の頭を海のほうへ押す。

「言え！」

　グライダーは答えなかった。暴力はだめっ。そう思って駆かけ寄ろうとすると、ガルシアに眼差しでとめられる。モンディが苛ついたようにこっちを睨にらんだ。八つ当たりしないでほしい。

「王、グライダーの言い分だけが皆と違う。それにこいつはサイシャとも親しかった。庇っているんですよ」

　ガルシアは、「そうか？」と冷静に言った。信じたら、どついてやる！

「見せしめにこいつを吊るしましょう」

「それで、サイシャはどうする？」

「船医を今失うわけにはいかない。だが、二度とくだらん策略に乗らぬよう、残りの足も切っちまえばいい」

　モンディの残酷な提案に、サイシャは一層震ふるえた。片側は義足なのだ。両方を失えってこと。

　笹良は急いで船縁にしがみつき、真っ青になっているグライダーの顔を覗のぞきこんだ。

「グライダー、誰、言う！」

　仲間として見てくれないようなひどい相手じゃないか。

　仕返しを恐れているなら笹良が闇やみ討うちしとく！

　彼は、モンディに押さえつけられて苦しそうにしながらも、迷いのない目を笹良に向けた。

　報復に怯おびえている顔じゃない。さっきの彼の言葉が脳のう裏りをよぎる。仲間だと思っているから。

　少し息が詰まった。海賊にもこういう考え方をする人がいる。

　彼にとっては海賊船が故郷なのかもしれない。どれほど冷れい遇ぐうされ、簡単に裏切られようとも守ろうとする。それって、仲間というより家族に近いんじゃないか。

　だから、なおさらグライダーのことがもどかしい。ヴィーが目をかけたり、逆に、他の海賊が邪険にしたりするの、なんとなくわかる気がする。まっすぐすぎて海賊らしくないのだ。彼を見ていると、腹立たしいような、寂さびしいような感情が芽生える。

　真っ暗な海面に視線を戻したグライダーは、突とつ然ぜん慌てふためいた。つられて笹良も海面を見下ろす。……今、なんか発光したばかでかいクラゲがふわっと浮き上がっていなかったか？

　やけにきらきらしていたぞ。

「──王！　針路の変へん更こうを！」

　グライダーは手足をばたばたさせて叫んだ。拷ごう問もんが怖こわくなったって雰囲気じゃない。

「ポーラスが泳いでいた！　激しい通り雨がくる合図だ、波が大きくうねる!!」

「はあっ？　どこにポーラスがいるって？」

　モンディが、やや表情を引き締めて海面を見下ろした。

　笹良も見たけれど、さっきのクラゲはもう見当たらなかった。あれがきっとポーラスっていう生物なんだろう。通り雨を知らせるクラゲなのか。……食用になるのか？

「この期ごに及およんで見苦しいぞ。逃げようたってな、そうはいくか」

「本当だ！　噓じゃない、ポーラスがいたんだ。早く向きを変えないと！」

　モンディは無言でグライダーを殴った。どたっと勢いよく甲板に転がされてしまう。

「グライダーにひどいことしないで！　クラゲ、笹良も見た！」

「冥華、おまえはサイシャともグライダーとも親しくしていたっけな。まさかあんたもハディの一味か？」

「違うったら！」

　本当に見たのに！　他に誰か目撃した人はいないのか。

　そう思ってきょろきょろするも、船縁のそばにいるのは笹良たちだけで、あとは皆、船の中央寄りにいる。今夜はよく晴れているし、通り雨が降るような気配もない。

　まずい、グライダーが殺されるかもしれない。サイシャも足を切断される！

　笹良はやきもきした。グライダーが少しでも不審な態度を取っていたら、信じなかったかもしれない。でも眼差しは落ち着いていた。それに笹良もこの目でクラゲを見たのだ。

　どうしたらいい!?　ここでまた、まごまごしていたら──。

　グランのように、カシカのように、ひげもじゃ海賊のように、恐ろしい処罰が下る。

　あの光景を繰くり返すなんて冗談じゃない。

「やってやる」

　乙女おとめはたとえ恋こいじゃなくても紳しん士しのために命をかけるものなのだ。グライダーは、海賊だけど心は紳士！

　笹良は縄なわばしごに似た横静索に飛びついた。

「ササラ？」

　ガルシアが目を見張り、立ち上がった。

「マスト！　帆、畳たたむ！」

　この静索からマストに登り、ヤードを渡って帆をしまう。……怖こええっ！　甲板から一メートル程度しか上がってないのにマジ震えてきた。マスト高すぎ！

「笹良、見た！　ぽ……、ぽーらす！」

　海賊が動かないなら笹良が船を回してみせる。ここでむざむざ死ぬ気はないし！

　そう思って、あたふたする海賊たちを無視し、静索を登る。

「冥華、危ねえって！　ほら、受けとめてやるから落ちてこい！」

　ジェルドが腕を広げて叫んだ。それに、ぶるっと首を横に振る。ヤードまで頑張る！

「ぎゃあっ、落ちるっ！」

　顔を上げたとき、急に静索が揺ゆれ、足を踏ふみ外しそうになった。熟練した船乗りでも落下の事故が多いって聞いたことがある。やばい、死ぬっ。

　静索にしがみついて震えていると、突然ベリッと腕を引き剝がされた。叫ぶ間もなくくるっと身体の向きを変えられ、誰かの腕に抱えこまれる。振り向いて、驚いた。ヴィーだ。

「さっきこれが揺れたのって、ヴィーが登ってきたせい!?」

「おまえには無理だ。どけ。おい、ジェルド、放ほうるから受け取れ」

「えっ、放るって、ちょ──ぎゃあああっ!!」

　本当にぽいっと放り投げられた。と思った瞬間、またも誰かの腕のなかに抱えこまれる。ほっとした顔のジェルドだ。今だけジェルドが天使に見える！

「ジェルド、よく受けとめてくれた……っ、ヴィー！　許さないっ！」

　ぷくく、とジェルドが笑った。

「冥華、俺さ、おまえのこういう度胸のよさって、すげえ好きだぜ！」

「え？　いきなり愛の告白──ぎゃあああああああっ!!」

　二度あることは三度ある、という感じで再びぽーんと身体をぶん投げられる。そして今度はガルシアの腕のなかだ。

「海賊たちめ、笹良をボールのようにぽんぽん投げるって、信じらんねえっ!!」

　言葉遣づかいも乱れて当然だ。

　ヴィーに続いてジェルドも索を登り、帆を畳みにいく。どこにいたのか、カシカも顔を出し、ぴょんと身軽についていった。ガルシアはくすっと笑うと、海賊たちに指示を出した。ぽかんとしている海賊たちを転てん桁こう索さくへと走らせ、ゾイには変針を告げる。

「いいか、『ネズミ』、ヴィー、それにササラ。おまえたちは連帯責任だぞ？　俺の船を動かすんだからな」

　ガルシアは、優ゆう雅がながらも力のある表情を見せた。

「ゆっくりと回頭しろ、雨神に見つからぬように！」

　船首を回し、風上へ。さらに回し、潮の流れに抵抗する。わずかに船首が立ち上がった。波に乗り、ゆるやかに沈む。ぎいっと帆綱が軋み、船体に水がぶつかる音が響く。

　笹良はガルシアの腕から飛び降り、船首のほうへ走った。またかすかに船が傾かたむいた。甲板は、滑すべらないよう海賊たちが毎日磨みがいているけれど、それでも揺れると立っていられない。慌てて船縁にしがみつく。そこから、にじり寄るようにして船縁沿いに進んだ。顔を上げて、マストの上を見み遣やる。帆をしまうのは大仕事だ。ヴィーたちは綱を渡って帆桁の端はしへと向かっている。

　その様子を三日月も見守っている。急に胸がざわめいた。

　あんなふうにマストを登れたら、気持ちがいいだろうな。帆桁に立って見上げる月は、どのくらい奇麗だろう。船灯をほのかに映す水面みなもの揺らめきも、どれくらい壮大だろう。

「──って、なに考えているんだ、笹良ってば！」

　狼狽うろたえながら顔を背ける。海なんて大嫌いなのに、ヴィーたちを羨うらやんでどうするのだ。

　船縁を摑む手に力をこめたときだ。ぷん、と異い臭しゆうが鼻先をかすめた。

　笹良は微び妙みような気持ちになった。

「人が真剣に悩んでいるときに、排はい泄せつ物ぶつの臭においとか……」

　回頭し、風を受ける向きが変わったせいだろう。

　風力を利用する帆はん船せんって、船首側にトイレが作られている場合が多い。そのため、ガルシアたちの部屋や海図室などの重要な船室は、船尾側に設けられている。

「ササラ」

　ぽんと肩に手を置かれた。振り向くと、ガルシアがそこに立っていた。

「海賊たちを手て懐なずけるとは、さすがは俺の冥華だな」

「手懐けるって、別にそんなつもりはないけど」

「ヴィーやジェルドを動かしただろう？」

　ガルシアの表情に、警けい戒かい心しんが浮かぶ。笑っているものの、どこか刺とげ々とげしい空気を漂わせている。

「ササラはヴィーがお気に入りか？」

　そりゃあ、ヴィーは時々兄の総そう司じを思い出させるので、特別に感じているけれど。

「暇さえあれば、ヴィーといるものな？」

　笹良はびっくりした。そんなことはないぞ。むしろカシカと一緒にいる時間のほうが長い。

「女とは、まったく海のように移り気だ」

「ガルシア？」

　なにか怒おこってる？　そう尋ねようとしたとき、ガルシアは乙女の心を撃うち抜くような色っぽい微笑を見せた。わずかに目を細め、やや肉厚の唇の端を上げる。

「これでもしも通り雨が訪れなければ、処罰する者が増えそうだ」

　笹良は、背筋がぞくりとした。どういう意味？

　言葉を失っていると、ガルシアははぐらかすように、にこっと笑った。

「なあ、前から薄々感じてはいたのだが──」

　凶きよう暴ぼうな光を秘めた眼差しに、笹良は息をとめた。なに──？

「もしかしておまえ、俺を狂くるわせたい？」

　……はい？

「俺へのあてつけに他の男と親しくしているのだろう？　海鳥の恨みか？」

　くそっ、思い出したじゃないか、笹良の飛行船！

「こんなに俺を悩ませるとは。ササラは悪わる巧だくみの女王だな？　これほど俺が健けな気げに愛めでているというのに……他の男に笑いかけるおまえなど見たくないな」

　純情な振りが似合わねえっ。

「胸を痛めるあまり、目についた者たちの首をへし折っていくかもしれぬ……」

　切なそうに言うんじゃない。全然かわいくない。

「ササラ、認めろ」

　もうっ、なにさ！

「何度も、おまえは俺の冥華だと言っている。抗あらがわずに、認めないか」

「冥華、冥華」

「違う、流して言うな。心をこめて嬉しそうにしろ」

「海賊王、めんどくさい……」

「なんだって？」

「ガルシア、最高」

「憎らしい顔だ」

　ガルシアは楽しそうに笑った。

「誰に対しても、おまえは『ガルシアの冥華』なのだと言え」

　ガルシアは、逃げ道を塞ぐように、船縁に手をついた。

「海賊王と遊んでいる場合じゃない！　ポーラスが出たって！」

　身振り手振りで訴えると、ガルシアはさらりと首を横に振った。

「どんな状じよう況きようであっても、首を落とされる直前であっても、そう言え」

　ガルシアは、なんだか口づけをするような角度に顔を傾けて囁ささやいた。

「死んでも忘れるな。ガルシアの女だぞ」

　笹良は思わず──不敵な海賊王の腹部に頭突きした。
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　嫌な予感ほどよくあたる。たぶん、四時間近くはすぎたと思う。

　月が傾き、潮風も冷えてきた。夜明けが来る前の、最も闇が濃い時刻だ。

「降らぬな」

　ガルシアの声に、自然と肩が揺れる。ヴィーたちも厳しい顔だった。他の海賊たちも縮帆作業を手伝ってくれたので、すでに通り雨対策はすんでいる。それで、あとはロープで荷をくくったり、下へ運んだり。笹良たちは船尾に移動していた。

　多少風が強くなった程度で、雨の気配はまったくない。空にも雲は流れてこない。三日月は明るく輝いている。この雰囲気ってまずくない？

　脇わきの下がじんわりと汗ばんだ。

「夜明けまで、あと三時間ほどか？」

　ガルシアがゾイに尋ねた。ゾイは躊躇ためらいがちに頷いた。

「ポーラスが本当に泳いでいたのなら、とっくに雨が来ているはずです」

「そうだな。──虚言だったのか、それとも見間違いか。どちらかだろうな」

　ガルシアの視線がグライダーに向かう。彼は限界まで身を縮めた。笹良までぞわっとする。

「酒草についての追つい及きゆうをかわすため、その場しのぎの噓をついたのか？」

　グライダーは、誰の目にも明らかなほど、全身を震わせた。本当、こっちもつられる！

「おまえが積極的にハディを匿かくまっていたとは俺も思っておらぬ。別の者だろう？　その名を言えば、今回の不始末には目を瞑つぶってやろうよ」

　ガルシアは優しく言った。けれどグライダーは、小さく首を横に振った。

　どうしよう！　雨は降らなかったのに、ここでグライダーを庇ったら余計に状況が悪くなるかもしれない。かといって、黙だまっていればそれも危険な気がする。

「では、責任を取れ。名を言いたくなったら叫ぶがいい。船から離れずにいろよ」

　ガルシアはそう告げると、グライダーの首を摑み──海に放り投げた。

　悲鳴と、水の弾はじける音。笹良は啞あ然ぜんとした。命綱もつけてあげずに夜の海に突き落とすなんて、死ねと言っているに等しい。

「ガルシア、ロープを早く──!!」

　また、ぼちゃんと激しい水音が響く。再びの悲鳴。笹良は愕がく然ぜんとした。

　モンディが「連帯責任だろ」と言って他のネズミとりも海に突き落としたのだ。

「さて、ヴィー？」

　ガルシアの目が、ヴィーを捉とらえる。

「グライダーを庇ったそうだな。おまえだろうと、罰するときは罰さねばならない」

　ヴィーは苦い顔をした。えっ、噓でしょ？　ヴィーにまで手を出さないよね？

「夜明けまで三時間だ。耐えてみせろ」

　まさか。ちょっと待ってよ。

　ヴィーは睨むようにガルシアを見つめると、自ら船縁に上がり、飛び降りた。ばしゃっと水の跳ねる音。笹良はつかの間、頭が真っ白になった。

「──ガルシア!!　最初にグライダーを庇ったのは笹良だよ！」

「あぁササラ。おまえは、どうしようか。グライダーの噓に賛同したことは見過ごせぬ」

　ガルシアは腕を組んで笹良を見下ろした。

「噓じゃない！　本当にポーラスを見たもの！」

　グライダーは噓をついてない、と身振りで伝える。笹良まで海に突き落とすのか!?

「……王、気になっていたんですがね。冥華がポーラスを知っているとは思えない。船灯で白く輝く水面を、それと見間違えただけでは？」

　ゾイが考えこむような顔をして口を挟んだ。

「見間違いなんかしてない！　本当にクラゲがいたんだってば!!　きらきら、クラゲ、ふわっと！」

「なんだって？」

　ゾイは怪け訝げんそうにした。不機嫌な表情を浮かべていたジェルドがつかつかと歩み寄ってきて、笹良の肩を摑む。めったにない真剣な態度だ。

「冥華、噓じゃないんだな？」

「噓、言う、ない！　クラゲ、大きい！　……うー、クラゲって、アルバシュナ語でなんて言えばいいの。ええと、こんな感じの生き物！」

　身振りで、ふわっ、ふっくら、ふよふよ、とクラゲの独特な動きを伝えると、ジェルドに続いて他の海賊たちも変な顔をした。

「……なんか、おまえの見たものってポーラスじゃなくねえ？　あのさ、ポーラスって尾びれの長い魚なんだけど。こう、青白くてさ」

「えっ？　魚？」

　奇妙な沈黙が広がったときだ。

「ポーラスじゃない！　〈死し花かの群れ〉だ！」

　船縁から海面を覗きこんでいたゾイが、珍めずらしく慌てた声を上げた。

「しかのむれ？」

　笹良は急いでゾイの横に立った。海面すれすれを、ふわっとばかでかい、きらきらしたクラゲが数匹漂っている。奇麗だけれど、なぜか怖い雰囲気もあった。

「ポーラス、あれ」

「違う、冥華。あれは〈死花の群れ〉──姿を変えた死神だ」

「……死神？」

「海に沈んだ海賊の魂を狩かるため、死神が泳いでいる。捕つかまれば、生者であろうと水底へ引きずりこまれる」

　ゾイの説明に、きょとんとする。死神って……つまり、ロンちゃんがクラゲに化けて海を泳いでいるっていう感じか？　そういえば、ロンちゃんと初めて会ったとき、仲間の死神とはぐれたって言っていたっけ。死神って、群れで行動するみたいだ。

「──ふざけんなよ、ヴィー！」

　ジェルドは頭をかきむしり、声を荒らげた。その直後、船縁に飛び乗り、とめる間もなく海に飛びこむ。

「馬鹿！　縄も持たずに飛びこむやつがあるか！　おい、誰か小舟を下ろせ！」

　ゾイが慌てて海賊たちに命じたときだ。ガルシアが荷物用のロープをすばやく船縁の突起にくくりつけた。

「王!?」

「小舟を下ろす余裕はないな。死花を追い払えるのは俺くらいだろう？」

「船長自ら飛び降りてどうするんです！」

「平気さ。それにジェルドまで飛び降りたからな。さすがに見捨てられぬな」

　ガルシアはなんでもないことのように言うと、ゾイの制止を無視し、ロープの端を摑んでひらりと海に飛びこんだ。

「どうしてこの船のやつらは……！」

　ゾイが呪のろいの声を上げた。冷静沈着な彼も、海賊王の暴挙を目にすると荒あれ狂わずにはいられないらしい。笹良も慌てふためきながら海面を見下ろした。ガルシアは魔ま法ほうのような〈水の力〉でクラゲたちを追い払うつもりに違いない。でも数が増えてる！

「どっ、どうする!?　死花って死神なんだよね、じゃあロンちゃんの仲間だし、くそっ、乙女はいつでも恰好よくいなきゃ!!」

「どけ冥華！　おい、おまえたち、縄ばしごを下ろせ！　念のために小舟も──冥華!?」

　笹良は、ごくっと喉を鳴らしたあと、船縁に乗った。やばい、この時点で死にそうだぞ！

「おまえまでなんのつもりだ！」

「迎むかえに行く！」

「この……、剝ぐぞ!!」

　ゾイまでとうとう剝ぐ発言か！

　思いきって身体を宙に躍おどらせた。ふわっと、胸が浮くような感覚。強く目を瞑った直後、どぽんという音が響き、全身が冷たい水に包まれた。笹良は、はっと目を開けた。

「──」

〈死花の群れ〉が、きらきらと星の光のような輝きを散らして、真っ暗な海面を漂っていた。なんだか、夜空を泳いでいるみたい。不思議とこのときだけは、海も、暗闇も怖くなかった。息ができないことさえも。青白く発光しているクラゲのような〈死花の群れ〉に手を伸ばしたとき、誰かに横から引っ張られた。ぐんっと身体が持ち上げられる。

「ぷは」

　音を立てて笹良は海面に顔を出した。というより、身体を抱えてくれている誰かと一緒に、頭を出す形になったのだ。うー、少し海水を飲んじゃった。しょっぱい！
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「馬鹿」

　耳元で響いた低い声に、笹良は我に返った。

「あ……ガルシ……」

「なんで落ちてきた」

　怖い顔で叱られた。おののきながらも視線を巡めぐらすと、そばに、グライダーを抱えたヴィーがいた。ジェルドも横にいる。でも、ネズミとりたちの姿は、どこにもなかった。

「王、死花が」

　ジェルドが水を搔きながら声を上げた。そのとき、船縁からするすると縄ばしごが下りてくる。

「先に行け」

　ガルシアがヴィーたちに声をかけた。ジェルドも彼らに続いて船腹のほうへと泳ぐ。

　波のせいで、少しだけ船から離れてしまっていた。皮肉にも、周囲を漂う死花の群れが明かりがわりになっている。ジェルドがふいに、泳ぐ手をとめて振り向いた。

「変だ、死花が寄ってこない……？　さっきはネズミとりたちを飲みこんだんだぜ」

　ジェルドの言葉通り、死花の群れは笹良たちの周りを巡るだけで、近づこうとしなかった。マジでロンちゃんの仲間なのか？　笹良のことを知っているとか。ガルシアにしがみつきつつ、お礼の意味をこめて軽く手を振ったとき、視線を感じた。ガルシアもジェルドも、笹良を見ていた。海面を漂う縄ばしごの端を摑んだヴィーまでも、やっぱり戸と惑まどった顔をしてこっちを見ている。

　船縁から、声が聞こえた。見上げると、ゾイがなにかを叫んでいる。「早く上がってこい！」って言ってるんだろう。

　ヴィーは気を取り直したように前を向くと、ぐったりしているグライダーに手を貸して縄ばしごを登った。そのあとにジェルドも登っていく。最後に笹良たちだ。ガルシアは、先に笹良を縄ばしごに摑まらせてくれた。ずり落ちそうになって焦あせったものの、後ろからガルシアが支えてくれる。押し上げてくれる力強い腕。振り向くと、ガルシアも視線を上げた。

「おまえは少しも死花を恐れていないな？」

　ロンちゃんたちかもしれないし……とは説明できない。困ったな。

「……おまえは予想を超こえる娘だな」

　ガルシアは溜ため息いきとともに笑った。

「なあ、ササラ」

　なに？

「誰のために追ってきた？」

　ガルシアは、縄ばしごを登っているヴィーたちに聞こえないよう小さな声で言った。笹良は驚いた。なんでそんなことを訊くんだろう？

「誰を死なせぬために？」

　ガルシアの瞳ひとみはこの海のようだ。月を映す暗い水面。奇麗だけれど底知れない。

　誰のために飛びこんだのか、笹良もはっきりしなかった。ただ迎えに行かなきゃっていう焦りに突き動かされたのだ。そうするのが当たり前だと思った。

　片腕を縄ばしごに巻きつけてから、おずおずとガルシアの顔に触ふれる。

　ガルシアは、微笑ほほえんだ。
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　甲板に戻ってから、遅れて恐きよう怖ふがやってきた。夜の海に飛びこむなんていう無謀な真似がよくできたものだ。一歩間違えば、笹良も海の藻もくずになっていたと思うぞ。

「ゾイ、船を静かに動かせ」

　ガルシアは濡ぬれた服を絞しぼることもせず、船縁から熱心に海面を見下ろした。

「いつの間にか死花の群れの数が増えてる！」

　でも一定の距きよ離りを保ったままで、それ以上は船に近づいてこない。遠くに視線を動かし、笹良は仰ぎよう天てんした。なんか、黒い物体が向こうの海面にふよふよと浮かんでいる。

　あれって──死神ロンちゃん!?　危うく声を上げそうになり、口元をぱっと手で覆う。

　やっぱりロンちゃんが仲間を抑おさえてくれたのか？

　改めて見ると、友達になれたのが不思議っていうくらい不吉な姿だな！

　ロンちゃんがこっちを見た気がしたので、こっそり手を振っておく。

　久しぶり！　あっ、あっちもさりげなく三日月鎌がまを振った。ロンちゃんで間違いない！

　ロンちゃんは、ふうっと海中に沈み、死花に変化して群れに交ざった。

　死神って海中ではクラゲになるのか。知らなかった。感心して眺めていると、横からいきなりがしっと誰かに飛びつかれた。誰だっ、海にまた落ちかけたじゃないか！

「冥華すげー！　おまえって本当、不気味でかわいいよな！」

「ジェルド!?　不気味って、乙女に失礼だぞ」

　海賊たちにとっては、笹良も死花のようなものなのか？　きゃっきゃするジェルドに困っていると、後方に立っていた赤髪のモンディが恐ろしげに口を開いた。

「冥華が死花の群れを呼んだんじゃないのか？」

「違う！　死花、船、襲う、ない」

「……本当かよ」

「大丈夫、船、平気」

　実際死花は船を襲おうとはしていないし。確信をこめて告げると、一瞬、甲板が静まり返った。ロンちゃんと友達なので安心して、と説明できないのがつらい。

「……死花を操って、グライダーを救おうとしたって無む駄だだぞ。この糞くそ野郎がハディを匿っていたんだ。それで食い物を運ぶ際に、酒草も受け渡ししたのさ」

　笹良はたかたかとモンディに近づいた。彼は、やや怖おじ気づいたように笹良を見下ろした。

「なんだよ冥華。俺に呪いでもかける気か？」

「くそ」

「…………。てめえっ！　俺を糞だと嘲あざけるつもりなのか！」

　いきり立つモンディを見て、ジェルドがぷっと笑った。張りつめていた甲板の空気が、少しだけ和やわらいだのがわかった。違うぞ！　海賊たちを笑わせるために罵ののしったんじゃない！

「そうじゃなくて、食事のとき以外にも酒草を運ぶ方法があるって気づいたの！」

「はあっ？　なにを言っているのかわからん」

「えーと、食べる、運ぶ、違う。くそ」

「……おまえ、本気で俺に喧けん嘩かを売っているのか？」

「モンディを罵っているんじゃないんだってば！　バケツのこと！」

　さっき思いついたのだ。船首側にトイレが作られている。でも、船の原動力である比ひ石せきを研けん磨まする『石の部屋』に関しては奴隷たちの自由行動を禁じるため、バケツで用を足す決まりになっている。それは、前に石の部屋に入った際、知ったことだ。

「容器、酒草、隠す。違う？」

　よくあるじゃないか、麻薬を袋に入れて飲みこみ、税関を通ったあと、下剤で出す……って方法。それと似た感じで、用を足したバケツのなかに、水袋とかに詰めた酒草を隠す。で、別の場所に運んだんじゃないんだろうか。

「糞のなかに隠したって言いたいのか？」

　そうそう！

「確かに、まだ調べてないところって言ったら、それくらいか……？　容器を運んでいたのは──ちくしょう、ネズミとりのジャックじゃないか。とっくに死花の群れに飲みこまれたぞ！　いや、だが待て、ジャックに運ぶよう命じたのは誰だ？」

　モンディの視線がぐるっと動いた。奴隷の管理をしているというバスガンに。

「──俺じゃねえ。冥華の戯ざれ言を真に受けてどうするんだ！」

「いいや、どう考えてもおまえしかいないだろ。第一、ハディの野郎は奴隷どもの部屋に隠れていたんだぞ。そこの管理をまかされているおまえが気づかないってのはおかしな話だよな！」

「奴隷の確認は三日ごとっつったろ！　それさえ知っときゃあ、いくらでもごまかせるじゃねえか。一時別のところに潜ひそんでいればいいんだからよ！」

「どこに隠れる場所があるんだ」

「その気になりゃ、どこにでも隠れられるだろうが。だいたいな、糞を出すのは奴隷どもだけじゃねえ。そうとも──家畜もだろ、モンディ？」

　やり返されて、今度はモンディが目を見開いた。それから、顔を真っ赤にする。

　バスガンは勝機を摑んだとばかりに身を乗り出した。

「なあ、よく考えたらよ、ハディが奴隷部屋に隠れてるっていうのは、無理があるだろ。夜はどうするんだよ？　やつらと一緒に檻おりで寝るってか？　ねえだろ。だからと言って汚水がたまる『底』にこもっていたら狂っちまうぜ」

「なら家畜と寝ていたっていうのか？　冗談じゃない、そんな真似をすれば家畜が落ち着きをなくす」

　二人は火花を散らして睨み合った。なんだかどっちも同じくらい怪しく思えてきた。

　海賊船って隠れられる場所はたくさんあるんだけれど、それが長時間となると案外難しい。というのも、船体に異常があれば一大事。ちょっとの故障や破損が原因で沈ちん没ぼつしかねないので、各場所をこまめにメンテナンスする。ただ、大型船なので、一人であれもこれも受け持つのは無理。バスガンのように手下に仕事を割り振りする場合がほとんどだ。

　それに、航海が長引くと、どうしたって気が緩ゆるみがちになる。

　奴隷部屋や家畜部屋以外で長時間潜伏できる場所って、かなり限定されるんじゃないか。

「どこだろ？」

　罵り合う二人を見つめながら、うーんと首を捻る。隣に来たジェルドが笹良の真似をして「んんー？」と首を傾けた。するとガルシアも倣ならって「うーん？」と首を傾げる。そんな彼らを見てゾイまでもが「うん？」と不思議そうに首を傾けた。こらっ、皆して真似をするな！　……えーとなんだったっけ。そうだ。ハディは娼しよう船せんの荷とともにこっちの船に来たはずだ。

　ということは木箱に隠れていた？　待てよ、もっといいものがあるんじゃないか？

「ああっ！」

　思わず叫ぶと、言い争いに熱中していたモンディとバスガンがぎょっと身を引いた。いつの間にか周りに集まって首を傾げていた海賊たちも、仰のけ反った。

「樽たる！　水樽だ！」

　確かサイシャかカシカが言っていた。娼船から水も運んだって！

「なんだ？　水樽に隠れていたって言いたいのか？　それを管理していたのは俺じゃないぜ」

　モンディの視線はバスガンに──じゃなくてゾイに向いた。

　あ。そういえば、水の管理はゾイだった。…………ええっ、ゾイ!?

「冥華のようなちびならともかく、大の男がどうやって水樽に入るんだ。身動きすらできないだろうが」

　ゾイは、腹立たしげに笹良を睨んだ。それもそうかー、と全員で落らく胆たんしたとき、いきなりジェルドが「はーい！」と元気よく挙手する。うるさいぞ、今は遊んでやれん！

「簡単じゃないか、家畜用の水樽は一回り大きい！」

　あ！　と全員が目を丸くする。そうなのか？

「ゾイ、かん……、管理？」

「違う、家畜用の水は」

　ゾイの視線はモンディに向かった。彼は青ざめた。

「おい待て。糞の容器も家畜用の水樽も、毎日の点検は手下に──」

「あのさー、俺、よくわかんないんだけど、別に糞ん中に隠す必要なくねえ？　酒草って、草じゃん？　だったら、ふっつーに家畜用の草に混ぜときゃいいんじゃねえの。臭いもごまかせるしさあ」

　ジェルドは不思議そうに言った。

「あー、でも王に捨てるよう命じられたあとは、やっぱそうしたのかな。見つからないようにさー、糞に混ぜてちょっとずつ海に捨てていったんだろ？」

　これで合ってる？　と問うようにジェルドが笹良を見た。

　たぶんこの瞬間、皆の頭に同じ思いがよぎったに違いない。

　あほっ子って、思わぬところで侮あなどれねえ！

「つーか、家畜の管理はモンディだけどさぁ、実際の世話は違わね？」

「あ？　あぁ、それは、だから助手のジムたちに──」

　モンディが、つられたようにジェルドの質問に答えたときだった。

　がたっと近くで音がした。なにか重いものが、海にどぼんと落下する音も。

　まさか誰かが飛び降りた!?

　笹良たちは、慌てて船縁にはりついた。会話に集中しているあいだに、さっきゾイが準備させていた小舟が海面に下ろされていた。いや、誰かがロープを切って落としたのだ。

　小舟には数人の海賊が乗っていた。さっきまでモンディと一緒に行動していた海賊たちだ。脅すようにグライダーやネズミとりたちを連行していたのを覚えている。

「ジム!!」

　モンディの怒鳴り声が届いたのか、小舟の男たちがランプを掲げて振り向いた。でも、すぐにオールで水を搔き、離れていく。死花の群れのあいだをするすると進んでいく。

「あの野郎っ！」

　モンディは怒りで顔を赤く染めると、船縁に上がろうとした。バスガンが慌てた様子でとめる。笹良も二人の帯を引っ張って、甲板に戻そうとした。

「死花に襲われてえのか！」

「うるさい、あの野郎どもを一発ぶちのめさなきゃ気がすま──」

　モンディは途中で言葉を切り、怪訝そうな顔をした。ガルシアが船縁にもたれて笑っていた。

「彼らを追う必要はないぞ、モンディ」

「しかし王！　このまま逃がせば、いい笑い者だ！」

「船に、ハディの協力者がいるのは確実だった。皆が落ち着きを取り戻せば、犯人探しが始まるのも、わかりきっている。いずれ逃げ出すだろうと思っていたからな、とっくに穴を開けている」

　全員の目が点になった。穴？　……なんの話？

「小舟に、穴だ。わざわざ追いつめるまでもない。勝手に自じ滅めつしてくれる」

　海賊王は作戦成功というような誇らしげな表情を浮かべた。

　とっくに手を打ってたから、積極的に動こうとしなかったのか！

　感心する海賊たちのあいだから、一人、険しい顔のゾイが進み出た。どうした？　とガルシアが笑いながらもやや動どう揺ようを見せた。

「……もしかして先ほど小舟を下ろす余裕はない、と言ったのは」

「あそこで下ろされたら、穴が開いていると知られてしまうだろう？」

　ゾイはぎゅっと目を瞑ると、ものすごく迫はく力りよくのある唸り声を上げた。めっちゃ怒ってる！

「船長、まさかと思うが、積んでいる小舟全部に穴を開けていないでしょうね？」

「俺を誰だと思っている。抜かりはないな」

　空気が凍こおった。ジェルドがそっと笹良の背に隠れ、びくびくする。あんなに怒り狂っていたモンディも青ざめていた。

「そうですか。では今、突発的な嵐あらしが来たとしましょう。船が浸しん水すいし、あなたの力も追いつかず、脱出せねばならぬような危機が訪おとずれた場合、俺たちはどうやって逃げればいいんですかね」

　一いつ拍ぱくののち、海賊王は、かつてないほど色気に満ちた微笑を浮かべてゾイを見つめた。同性でもころっと落ちてしまいそうな妖あやしい眼差しだ。……つまり、全力でごまかそうとしてる。

「それを考えるのがゾイの役目じゃないか？」

「俺の？」

「おまえを信用して、穴を開けたのだぞ」

「相談もせずに？」

　まったく靡なびかないゾイがすげえ！　腕を組んで威圧的にガルシアを見ている！

「いや、おまえならとっくに俺の考えを理解してくれているものと」

「ええ、俺が浅せん慮りよだったのが悪いんでしょうね」

「そうだな」

「嬉き々きとしながら小舟すべてに穴を開ける大胆な船長などいるはずがないと、思っていましたのでね。まったく、俺が馬鹿でした」

「いい経験になったな？　航海では、どんな事態も起こり得るということだ」

「──」

　ゾイは、ふっと柔やわらかく笑った。これまた背筋がぞくぞくするような色っぽい微笑だった。

　……怖い!!　ゾイがなにか、突き抜けた！　ガルシアまで怯ひるんでいるぞ。

　海賊王って時々、ゾイに弱いと思うんだ。以前の海賊旗の件もそうだったし。ラスボスか？

　全員、そろ……っと静かにゾイから距離を取った。ガルシアは軽く咳払いをした。

「安心するがいいよ、嵐も雨も来ぬ。ほら、ポーラスはいなかっただろう？　ネズミとりが死花と誤解して騒ぎを起こしたがな」

　狡こう猾かつな海賊王は、思い出したように早口で言った。悪党だ！　ゾイの怒りをグライダーに向けようとしてる！

「そ、そうだよな。こいつがさぁ、事態をややこしくした張本人じゃねえか。王は悪くない！」

　王様大好きなジェルドが身を乗り出し、一生懸けん命めい庇った。悪いが、笹良はゾイ側につく！

「死花とポーラスを見間違うわ、ジムたちの名前は吐かねえわ……本当とろいぜ、おまえ」

　ジェルドは両手を腰に当てて説教した。グライダーは可哀かわい想そうに、真っ青だ。

　そのとき、会話に参加せず小舟の行方を目で追っていたヴィーが、無表情で振り向いた。

「王。……残念だが、ポーラスが本当に出やがった」

「なに？」

「あそこにいますよ」

　皆で、無言で海面を見つめた。死花の輝く黒い海。そのなかに数匹、違う形の生物が交ざっている。小型の龍りゆうのような青白い魚だ。ぽつ、と頰ほおになにかが落ちてきた。これも全員、無言で空を見上げた。いつの間にか、分厚い雲がずんずんと押し寄せてきていた。

　ガルシアに向けられているゾイの視線が、磨みがき上げたばかりの刃やいばのように鋭するどい。

「──グライダー、バスガンたちとともに転桁索につけ」

　ガルシアは厳おごそかに命令した。グライダーは慌てて走り出そうとして、ふと立ち止まった。

　笹良も気づいた。名前をちゃんと、呼ばれてる。

「仲間を売らぬ、その意志の強さは悪くない。さあ、行け」

　グライダーは、くしゃっと笑顔になって「アイ！」と答えた。ゾイの怒りはともかく、笹良もなんだか嬉しくなった。でもふと海面を見て、笑みが剝がれ落ちるのがわかった。

　ジムたちを乗せた小舟は、いつの間にか沈んでいた。







　二章　海賊船の中の密談







　短い時間ではあったけれど、凄すさまじい雨だった。縦たて揺ゆれ、横揺れ、なんでもありという状態で、笹良は船室のなかを荷物と一いつ緒しよに転がった。おかげで頭を長持の角にぶつけるし、頰ほおに切り傷はできるしで、全身痣あざだらけのひどい有様だ。

　ぐったりするうちに眠ねむってしまい、気がつけば朝だった。笹良、よく生き延びたな。

　同じように憔しよう悴すいした様子のカシカが現れ、「無事か？」と声をかけてきた。どうやら、心配になって見にきてくれたらしい。

「……見事にぼろぼろだな」

　カシカは少し笑って笹良の髪かみを撫なでつけた。

「顔を切ったな？　馬ば鹿かだな、ちゃんと寝しん台だいの足に摑つかまっていろよ」

　そうしたかったんだけれど、揺れがひどくてままならなかったんだもの。

　突とつ然ぜんの豪ごう雨うだったから、ガルシアの〈水の力〉は間に合わなかったのかな。

「薬を持ってきてやる。あとはどこに怪け我がをした？」

　カシカは優やさしい。揺れのひどいときに一緒にいられなかったことを気にしているようだ。皆みんな、船の荷や家か畜ちくを守ることで必死だったんだから、そんなの当然なのに。

「なあ、サイシャのところへ行こうか。冥華に礼を言いたがっていたし」

「れ……、礼？」

「昨日、サイシャを庇かばってやったろ。……そら、行くぞ」

「!?　んぬぅ！」

　呻うめき声が漏もれた。カシカが笹良の背と膝ひざ裏うらに手を当て、ぐいっと抱だき上げたのだ。

　実際は女子のはずなのに、こうも軽々と笹良を花はな嫁よめ抱きするってどうなのだ！

　そりゃあカシカのほうが背は高い。見た目も美少年で、そんな相手に抱き上げられたらうっとりしてもおかしくないだろうけれど、でもガルシアやヴィーと違ちがって細いし！

　あたふたしていると、どうも笹良に非力と思われていると誤解したらしく、カシカは軽い足取りで扉とびらへ向かいながら口を開いた。

「暇ひまを見つけては身体からだを鍛きたえているんだよ。それに、この輪を首にはめているあいだは体力も違う」

「王子様がここにいる！」

　歓かん靡びの蛇じや輪りんっていう性別を変えるアイテムは、肉体だけじゃなくて心も男子に近づけるんだろうか。笹良は内心悩なやんだ。恰かつ好こういいぞカシカ。でもそれでいいのか？

「人のことより自分の心配をしな。おまえってちびすぎるし瘦やせすぎで、身に全然脂あぶらが乗ってない。なんだよこの頼たよりない重量！　牛の脚あしより軽いだろ？　もっと食いな」

　重量という表現はなんだ。物扱あつかいするんじゃない。比ひ較かく対象も間違っている。

　思い返せば、ヴィーにも似たような言葉で罵ののしられたことがある。海賊って！

「それに身に脂が乗っていないってなに？　笹良は魚か？」

　せっかく素す敵てきな王子様だと感心していたのに、台無しだ。

「その反はん抗こう的てきな目はなんだよ？」

　そっちこそ暴言を吐はきすぎだし生意気だ。

「冥華は本っ当、奇き妙みような生物だよな！　つついても泣かないくせに、わけのわからないところでは喚わめくし。感謝するべきときに腹を立て、大人しくしなきゃいけないときに走り回る。おまえの頭のなかってさ、逆さに雨が降っているんじゃないか？」

「カシカって、ヴィーに並ぶ皮肉の王者だ！」

「その言葉もわからないっての」

　そこまで侮ぶ辱じよくされて、素直にありがとうなんか言えるものか！

「さっきまでは見み蕩とれてどきどきもしていたんだぞ！」

　乙女おとめの純粋な心を蹴けり飛ばしたのはカシカのほうだ。糸のように目を細くして見つめると、カシカはやれやれっていう呆あきれた表情を浮うかべた。本気の憎にくしみが生まれそうだ。

　でもさ。

　もしかすると、わざとそういう言葉を口にして気持ちを浮ふ上じようさせてくれようとしたのかもしれない。本当はかなり参っている。小こ舟ぶねとともに沈しずんだジムたちのことが、頭を離はなれない。

　ハディに脅おどされたのか、それとも惹ひかれて協力したのか。答えは海の底だ。

　彼らの死は自じ業ごう自じ得とくだと思う。それをとめられなかったとはいえ、笹良が後ろめたさを感じるのは微び妙みように違う気がする。そういうことじゃなくて、ただ……改めて、ここはあっさりと人が死ぬ恐おそろしい世界なんだなって考えずにはいられなかったのだ。

　だから、色々言われてつい不ふ貞て腐くされた振ふりをしてしまったものの、カシカの気き遣づかいが胸にしみる。心に感謝をまたひとつ、積み上げておこう。







　無理やりドレスに着き替がえさせられ、支し度たくを終えたあと。

　医務室へ向かう途と中ちゆう、前方から聞き覚えのある声が響ひびいてくるのに気づき、足をとめたカシカと顔を見合わせる。ヴィーとギスタかな。今は、ヴィーたちとあまり会いたくない。

　昨夜は慌あわただしかったので流せたけれど、海に飛び降りたのちに彼らが見せた戸と惑まどいの表情を思い出すと、気が重くなる。笹良が困っているのを敏びん感かんに察したようで、カシカはすばやく方向転てん換かんし、昇しよう降こう口ぐちを下りてくれた。感謝だ、カシカ。

　こっちの気配を感じ取って、足音の主が追ってきたりしないかと、少しひやひやする。

「今は大半が、上と、船室の片付けに追われている。歩き回っているやつは少ないはずだ」

　カシカは小声で説明すると、さらに下の層へと移動した。ところでずっと笹良を抱き上げたままだが、本当に腕うでが疲つかれないのか？

「ここらで少し様子を見ようか。……俺もちょっと休みたいんだよな。誰だれかと顔を合わせて、余計な仕事を押しつけられたくない」

　海かい賊ぞくたちとの鉢はち合あわせを避さけるうちに、ずいぶん下に来てしまったようだ。もしかしてあの『石の部屋』が近いんじゃないだろうか。淀よどんだ重い空気と異い臭しゆうが広がっている。

「下の層って別世界だ」

　カシカの代わりに抱かかえているランプが、通つう廊ろうの状態をぼんやりと浮き上がらせる。船は時々、洞どう窟くつを連想させる。どこまでも続いていそうな錯さつ覚かくを抱いだいてしまう。

　材質の不明な、太さの異なるつぎはぎだらけのパイプが隔かく壁へきや頭上に何本も通っていた。耳を澄すますと、ごうっと熱風が通過しているような音がそこから聞こえて、急に胸むな騒さわぎを覚えた。

「アルバシュナの帆はん船せんって、笹良の知っている港のボートや漁船と全然違う」

「うん？　なに？　……怖こわいのか？　冥華はあまり下に来たことはないよな。まあ、ここら辺は俺たちでも居い心地ごこちが悪いけどさ」

　笹良は微笑ほほえんだ。怖がっていたわけじゃないけれど、今の気持ちを片言では説明できそうにないので黙だまっておく。脳のう裏りをよぎるのは、異国情じよう緒ちよ漂ただよう、どこか寂さびれた港の風景だ。小さな頃ころに乗った船は、もっと通路が狭せまくて天てん井じようも低かった。自分の背せ丈たけが縮んで、人形の家に入っているような気分になったものだ。海賊船は「比石」っていう不可思議な動力の源が存在するせいか、機器のたぐいは極きわめてシンプルだ。そのぶん部屋を広く作ることができているんだと思う。

　太いパイプが連なる場所で、カシカと二人、座りこんでいたときだ。

　ことりとかすかな物音が耳に届いた。条件反射でびくっと肩かたが揺れる。

　隣となりのカシカも警けい戒かいの表情を浮かべ、ランプの明かりが広がらないよう手で囲った。

　物音はすぐに絶えたものの、遠ざかったわけじゃないようだ。

　カシカは険しい眼まな差ざしを音がしたほうへ向けた。やがて、いつでも飛びかかれるような体勢を取る。ひげもじゃ海賊やハディの潜せん入にゆうなど、このところ物ぶつ騒そうな事件が続いている。それで笹良を守ろうと考えてくれたんだろう。気持ちは嬉うれしいのだが、もしも相手がヴィーたちだった場合、襲おそいかかったらまずいことになると思うぞ。

　また笹良が引き金となって、血の制裁を招いてしまうかもしれない。

　大変だ。笹良は慌ててカシカの腰こし帯おびを引っ張った。カシカが振り向き、苛いらついているのとはちょっと違う真しん剣けんな目で、静かにしていろと諭さとしてくる。そのときだ。

「あっ」

　笹良は思わず間ま抜ぬけな声を上げた。同時にカシカが視線を走らせ、身を起こそうとして──怪け訝げんそうに動きをとめる。

　笹良たちのほうへ接近してきたのは娼船から連れてきた白はく髪はつの奴ど隷れいだったのだ。

　微妙な沈ちん黙もくが広がるなか、三人して見つめ合ってしまった。

　なにか言わなくては！　いきなり殴なぐり合いとかが始まってしまっては目も当てられない。

「は」

　笹良は混乱しながら立ち上がり、二人を交こう互ごに見た。は？　と二人が奇妙な目を向けてくる。

「はう、あー、ゆー？」

「……」

「……」

　二人から不ふ審しんな目で見られてしまった。日本語で語りかけるのならまだわかるけれど、なぜ英語で「How are you?」なのだ。自分の考えがわからない！

　カシカが大きく溜ため息いきをつき、肩の力を抜いて白髪の彼に尋たずねた。

「おまえ、ここでなにをしている？」

　むしろ不審なのは笹良たちのほうじゃないかと思うんだけど。

　白髪の彼は、カシカの厳しい眼差しにもめげず、手にしていた空の容器を無言で掲かかげた。

「あ、バケツ」

　複雑な気持ちになった。石の部屋に置かれている排はい泄せつ用の容器を連想したためだ。でも、それは空だった。独特の異臭もしない。

「比石を運んでいたのか」

　カシカは納なつ得とくしたように頷うなずいた。研けん磨まし終えた比石を機関室に届けた帰り、ってことかな。

　予想通り、ここの通廊は石の部屋に近いようだ。

「うろちょろするなよ。もう行け」

　カシカは少し疑うような顔を向けたものの、それ以上詮せん索さくすることなく素っ気ない仕草で彼を追い払はらおうとした。

「あ、待って！」

　身を翻ひるがえそうとした白髪の彼の腕をとっさに摑んで引きとめる。彼は驚おどろいたような顔をして、笹良を見下ろした。せっかく会えたのだ。やっておきたいことがある。

「ちょっとここで待ってて！　えーと、まずは、カシカ、頼たのみ！」

　と言いかけた途と端たん、低い声で「だめだ」と拒きよ絶ぜつされた。

　まだお願いの内容を口にしていないのに！

「サイシャ、薬、ほしいっ」

　顔を背そむけるカシカにしつこく訴うつたえる。ちょうど医務室へ行こうとしていたのだ。

　笹良の薬をもらうという名目で、ごそっと医薬品を奪うばい取り、それを彼に渡わたして石の部屋の人々に使ってもらおうという計画だ。

「冥華！　おまえって本当に馬鹿じゃないのか！」

「なんで怒おこるの！」

　睨にらんでくるカシカに、お願いお願いとごねまくり、じわっと噓うそ泣なきもする。

「笹良、ここ、待つ。カシカ、薬！」

　ここで彼と仲良く待っているので、そのあいだに医務室から薬をくすねてきてほしい。

「だめだと言っているだろ！」

「ぬ」

「ぬ、じゃない！　こんなところを他ほかの者に見つかったらどうするんだ。やっと酒草の問題が解決したばかりだってのに、痛くもない腹をさぐられるだろ。また王に折せつ檻かんされるぞ」

　笹良が制裁されることより、石を磨みがく人々の体調のほうがよっぽど深刻な問題だ。

「カシカ」

「何度頼んでもだめだ」

「ガルシア、見る、笹良、罪。カシカ、ない」

「馬鹿！　俺が巻き添ぞえを恐れているって思うのか。そういうことじゃないだろ」

　強ごう情じようだ！　そっちがその気なら笹良にだって考えがある。

「くふふふ」

「……なんだよ！」

「ゾ」

　イ、と言葉を繫つなげる前に、顔を真っ赤にしたカシカに片手で口を塞ふさがれた。

「冥華!!」

　お願いを聞いてくれないと、ゾイにあることないこと喋しやべってしまう危険があるぞ。

　視線で脅すと、カシカは呻いた。笹良って最近、海賊色に染まってきていないか？

　勿もち論ろん、本気で断られたとしても、ゾイに暴ばく露ろするつもりなんてないんだけれどさ。

　ガルシアはきっと石の部屋の改善を許可してくれないだろう。

　こういう偶然の機会がない限り、笹良は動けない。ルーアを傷つけただけで、奴隷の人々もこのまま過か酷こくな状じよう況きようが続く。そう考えると切なく、やりきれない気分になる。

　卑ひ怯きような脅きよう迫はくをして悪いとは思っているのだ。でもカシカが一人でサイシャのもとに行って薬をもらってくるんなら、他の海賊にもそんなに不審がられないはず。途中でガルシアにバレたとしても、笹良の手当てを船室でするため、薬を余分に持ってきたと言えばいい。

　あとは笹良がなんとかする。疑われたって、それは笹良の責任で、カシカの罪じゃない。

　いや、薬を持って下の層を歩いていたら、やっぱりごまかせないかも。カシカが取りに行ったほうが時間をロスせずにすむと考えたんだけれど、自分で動いたほうがいいみたいだ。

「噓。今、なし。カシカ、聞く、ない」

　カシカは渋しぶい表情を浮かべると、深々と溜息を落とした。

「……おい、おまえはここで冥華を見ていろ。他の者が来たらなるべく隠かくれておけ」

　やや突つつ慳けん貪どんな口調で彼にそう命じると、笹良をじろりと睨む。

「まったく」

「待って、笹良、行く」

「いいから。おまえだと薬の種類がわからないだろ」

「う」

　呆れた顔をしたのは一いつ瞬しゆんで、カシカはすぐに柔やわらかな眼差しを寄よ越こした。

「なるべく早く戻もどってくる。動くなよ」

「うん」

　手を振ってカシカを見送ると、笹良は隔壁に並んでいるパイプの陰かげに大人しく座った。

「隣、座る」

　白髪の彼を見上げ、ぽんぽんと床ゆかを叩たたく。

　彼は結構度胸があるのか、カシカとの会話を興味深そうな顔をして聞いていた。今も、隣に座ってと合図する笹良を面おも白しろそうな目で見下ろしている。

「早く！」

　ところが彼は座ろうとせず、親指でちょいっと別の場所を指し示す。

「向こうのほうが、死角になる」

「どこ？」

「排はい水すいパイプの奥。このあたりだと見張りの者が頻ひん繁ぱんにやってくる」

　そうだった、バスガンは手下に監かん視しをさせているんだっけ。

「わかった。行こ！」

　なかなか思し慮りよ深い彼の判断に従うことにした。ぎゅっと手を握にぎって歩き出すと、彼は目を見張った。カシカがランプを置いて行ってくれて、助かった。通廊は真っ暗だ。

　やがてパイプが複雑に交差する場所を発見した。そこの隙すき間まに潜もぐるようにして腰を下ろす。

「入って！」

　両手を振って合図すると、彼は苦く笑しようを堪こらえるような顔をした。今度は素直に近づいてきて、長い手足を折り曲げ、笹良の隣に腰を下ろす。

　不ふ謹きん慎しんだが、なんだかかくれんぼをしているような気分になってきたぞ。

　鼓こ動どうの速さを意識しながら、片膝を立てて行ぎよう儀ぎ悪く隣に座る彼の様子を窺うかがう。

　汚よごれたズボンを穿はいている。上半身は裸はだかで、足首に重そうな枷かせをはめていた。

「他の奴隷たちもはめていたっけ……？」

　はっきりと思い出せない。それが心にずしんときた。

「どうした？」

　彼は戸惑ったように笹良を見つめる。苦しい毎日をすごしているだろうに、彼の顔には暗さがない。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは、ちょっときついと思うくらい意志が強そうだ。勝ち気そうっていうか。そういえば初めて会ったときもずいぶん威い勢せいよく暴れていたんだっけ。

　しかし、会話の糸口が見つからないな。

　とりあえず可か憐れんな美少女だとアピールしとくか。そう決めて、か弱げな微笑を作る。

　ところが、なぜか彼は笑いを堪えるような表情を浮かべた。どういう意味だ、それ。

「名前、なに？」

　自分を指差して「笹良」と名乗ったあと、彼に手を向ける。

「──オズ」

　オズっていうのが名前？

「オズの魔ま法ほう使いだ！」

　日本語でつい喜びの声を上げると、オズは不思議そうに首を傾かしげた。それからすぐに、笹良の頰へ指を向ける。
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「その顔は？」

　冷静な口調で問われ、どう返答していいか迷う。

「転んだ」

　昨夜の豪雨でかなり船が揺れたのを思い出したのか、彼は軽く頷き微笑ほほえんだ。

　少し気恥ずかしくなる。そのまっすぐな瞳が心臓に悪い。

　ジェルドがくれた首くび飾かざりを意味もなく弄もてあそび、はっとする。

　この首飾りは奴隷の人々が磨いた比石を使っているんだった。

　彼らの命のかけらに等しい物を、無断で持ち出し、アクセサリーにしてしまった。嫌いやな気持ちにさせたかもしれない。

「比石、一個、んむ……」

　わざとじゃないとはいえ、結果的に盗ぬすんだことには変わりない。もごもごと口ごもり、どう伝えればいいのか頭を悩ませる。アルバシュナ語をマスターするのはまだ時間がかかりそうだ。

「似合っている。顔の傷が惜おしい」

　勝手に首飾りにしたこと、怒っていない？

「だが、石の部屋で会ったときのほうが、今の姿よりも美しく見えた」

「あ、バケツを運ぼうとしたとき……えっ!?　もしかして今、笹良を本気で褒ほめてくれた!?」

　衝しよう撃げきに打たれ、しばらく動けなくなった。ややあって、感動の拳こぶしを握る。

「オズって、見る目がある！」

　無理やり握手をすると、彼はいささかぎょっとした。喜んでいる笹良に気づくと、きつい印象の目を細めて苦笑する。オズって恰好いい兄ちゃんって感じがするぞ。

「あなたは異国の姫ひめか？」

「違う」

　真顔で否定したのに、あまり信じていないようだった。

　アルバシュナ語だと出身をうまく説明できない。別の話題に変えよう。

「身体、平気？　痛い、ある？」

　比石の研磨って毒を注がれるのと同じなんだって。大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「そうたやすくは死なない。健康体なら、要領よくこなせば数年は耐たえ抜ける」

「数年って、そんな」

「奴隷の身の上を心配するのか？　なぜ？」

「苦しい、悲しいから」

　自分の近くで苦しんでいる人がいたら、普ふ通つうは無関心じゃいられないぞ。

「不思議の姫、冥めい界かいの女め神がみというのは真実か？」

「誰から聞いたの、それ！　違う、断じて違う！」

　これはきっぱりと否定させてもらう。

「王の寵ちよう姫きであると？」

「それも違う……」

　今度はかなり暗い気分になった。前までは単純に好きなだけ腹を立てて反論できたのに、今は臆おく病びようになってしまっている。ここ最近の騒動で忘れそうになっていたけれど、本当の寵姫だったらガルシアからあんなふうに叩かれたりしないだろうなあ。

　ヴィーやゾイにだってよく詰なじられたり小突かれたりしているのに、なぜか平気だ。それが、ガルシアになると、途端に心が脆もろくなる。

　遊ゆう戯ぎの域を出ぬように。愛らしい我が儘ままだけを演じていればよい──投げかけられた言葉を思い出して、今いま更さらながら瞼まぶたの裏が熱くなった。昨夜のジムたちの件もあって、気持ちがずいぶん弱くなっているみたいだ。ガルシアの存在は、笹良のなかで、誰よりも謎なぞめいていて透とう明めいな冷たさに満ちている。溶とけない氷を心に持つ王様だ。

「不思議の姫？」

　オズが、どうしたんだ？　と問いかけるような声こわ音ねで呼んだ。

「笹良って色々な呼び方をされる」

　少しおかしくなり、また胸が軋きしむ。不思議の姫。冥華。馬鹿姫とか、ちびとか、ろくでもない呼び方ばかりだ。でも、たった一人、ガルシアだけが「ササラ」って呼んでくれる。

　特別のように聞こえてしまう。それが怖い。ガルシアのことを考える時間が増えている。

　──本当に、ぐずぐずしていないで早く家族のもとへ帰らないと。

「オズ……、帰る、したい？」

　彼の国はどこだろう？　笹良のように遠い場所？

「帰る？」

「ん。笹良、帰る、望む。でも帰る、無理。悲しい」

　自分の両膝をぎゅうっと強く抱きかかえ、俯うつむく。

　帰りたい。けれど、まだ道がわからない。

　ずっとここにいたら、心がいつか青い色に染まってしまう。変化するのは笹良だけだ。

　ガルシアが笹良の色に染まることはないのに。そんな寂しい考えが頭に浮かぶ。自然と吐と息いきが漏れた。なんだか、ガルシアは一人で高い場所に立っていて、笹良はその姿を地上から眺ながめているみたいだ。駆かけ寄りたいのに、高い場所へと続く階段は取り外されてしまっている。

「俺には帰る場所などない」

　ごく当たり前の調子で言われ、我に返った。とくに嘆なげくふうでもない、淡たん々たんとした口調だった。

「不思議の姫には故郷があるのか？」

　オズの強い瞳が一本の剣のように鋭するどく笹良の心を貫つらぬく。

「こきょう……」

　故郷ってなんだろう。改めて考える。土地を示すのか。それとも大切な人がいる場所？

　言葉を重ねようとしたときだ。突然オズはぴくりと肩を揺らすと、小さく体育座りをしていた笹良を勢いよく引っぱった。

　ぎゃっと叫さけぶより早く、笹良の身体を抱きかかえたオズに口元を覆おおわれてしまう。

　なにするの!?　……って、誰か来た？

　オズの手を外そうとすると、「大人しくしていろ」という無言の威圧とともに、もう片方の腕でがちっと自由を封ふうじられてしまった。なにが起きているのか、わからないのは怖い。

　邪じや魔まもしないし勿論余計な手出しもしないから、せめて覗のぞき見だけでもさせてほしい。

　そう思ったのに、こっちの身体を懐ふところに隠すような形で深く抱えられてしまった。ちっとも状況が把は握あくできず不安が募つのる。

　というか、腕の力が強くて痛い！

　絞しめ殺されそうだぞ。痛みを訴えたくて小さく唸うなろうとすると、オズは緊きん張ちよう感かんを漂わせた。つられて笹良も身を強こわ張ばらせる。誰かが近づいてくる音がする。

　相手がカシカならこうして警戒する必要はないだろうから、きっと別人だ。

　誰かな。ガルシアじゃないよね。ヴィーとか、ゾイ？

　ずるいぞオズ。自分だけ通廊を覗き見るなんて。カシカに隠れているよう命じられたので、忠実に守ってくれているんだろうけれど……それ以上に厳しい気配を彼はまとっている気がする。唾だ液えきを飲みこむ音まで響いてしまいそうな、緊張感に満ちた沈黙が流れた。

　やがて、足音が遠ざかる。誰だったんだろう。石の部屋へ向かっているのか？

　急ぎながらもなるべく足音を立てないようにしている感じだ。普段の海賊たちはいつもどやどやと騒がしい足音を立てて歩くんだもの。

　その正体不明な誰かが完全に遠ざかるまで、オズに動きを封じられてしまった。

　もういいだろうと判断し、もがいてみても、彼は警戒心が強いのか、それとも抱きかかえている笹良の存在を忘れて考えに没ぼつ頭とうしているのか、腕を放してくれない。

　痛い、腕の力が本当に強いのだ！

「むぐ」

　窒ちつ息そくしそう。呻き声を辛かろうじて発するのに成功すると、ようやく気づいてくれたらしく、腕の力が弱まった。

　笹良はぼてりと床に潰つぶれた。アルバシュナの人たちってなぜ誰もかれも馬鹿力なのだ。

「不思議の姫」

　床にうずくまって空気を貪むさぼっていると、彼は慌てた表情を浮かべて笹良の肩を起こした。心配してくれるのはありがたいが、力の加減を考えてほしい。ふらふらの状態のときに無理やり上半身を起こされて肩を揺さぶられたら、胃のなかが逆流しそうになるじゃないか。

「く、苦し……」

　肩を摑む手の力がとにかく強いのだ。視線で訴えると、オズは一瞬怪訝そうにし、はっと身を引いた。うー、胃が回転しているみたいで気持ち悪くなってきた。別のことを考えて気を紛まぎらわせよう。もう一度床に潰れ、困った表情を浮かべているオズを仰あおぐ。

「オズ、誰？」

　通りかかったのは誰？　と尋ねたい。けれども彼は、笹良の質問を無視して「どう接していいかわからん」という悩める目を向けてきた。

「平気」

　悪気があってしたことじゃない。単に馬鹿力なだけだ。少し休めば治るという意味をこめ、笑みを返す。

　少しのあいだ目を閉じさせてもらうことにした。ひんやりとした床板の感かん触しよくは気持ちいいけれど、強きよう烈れつな異臭が染しみついている。顔が引きつりそうになった。恐るべし海賊船だ。

　突然、床と後頭部のあいだに手を差しこまれた。

　まだ身を起こしたくない。このまま潰れて丸まっていたい。そういう願いをこめて見上げると、差しこまれた手は笹良の後頭部を支えたまま動かなくなった。

　オズは「いやいや、悪かったよ許せ」というような、後ろめたい顔つきで見下ろしている。

　もしかすると、床が硬かたいのを気にして自分の手を枕まくら代わりにしてくれたのか？

「大丈夫」

　彼は手を引っこめなかった。他になにをすればいいのか、考えているらしかった。

　オズの困こん惑わくがじわじわと笹良にも伝でん染せんする。「どうする……？」という感じの視線をかわしていると、再び足音が聞こえた。彼はそれまでの戸惑った気配を消し、ぴりっと鋭い視線を通廊に注いだ。でもすぐに普通の態度に戻る。きっとカシカだな。

　身を起こすと、彼は顔をしかめた。「寝ねていたほうがいい」と言いたげな目だ。遠慮がちに腕が伸のばされるも、結局触ふれることはなかった。

　病は気からというじゃないか。ここで寝ていると、カシカが心配してしまう。

「冥華？」

　囁ささやき声と同時に、薬をつめているらしい小こ袋ぶくろを抱えたカシカが姿を見せた。

「おかえり！」

　手を振ると、カシカは安心したように微笑んだ。
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　カシカはやや素っ気ない態度でオズに薬を渡した。大人しく薬を受け取ったものの、オズは何度か躊躇ためらうような視線を笹良に向けてきて、すぐには立ち去ろうとしなかった。

　笹良も名残なごり惜しいが、ここに長々と居座っていると誰かに目撃されるかもしれない。

「早く戻ったほうがいいぞ」と目で訴え、軽く手を振る。

「行けよ」

　カシカの催さい促そくで、ようやく彼は去っていった。カシカは小さな溜息を落とすと、さて、というように笹良に向き直った。医務室で安静にする予定だったけれども、こうして薬をくすねてきた以上、笹良が姿を見せるわけにはいかないだろう。

「部屋、戻る」

　ガルシアが与あたえてくれたいつもの部屋に戻る、と言いたいのだ。

「平気か？」

　心配そうなカシカの問いかけに、うむ、と厳いかめしい顔をして頷く。するとカシカは呆れと穏おだやかさが混じる苦笑を見せた。最初の頃から比べると、カシカもかなり丸くなったな！

「なあ、俺のところで休むか？」

「え？」

「俺は一応、おまえ付きなんだしさ、別におかしな話じゃないだろ」

　俺のところ、ってことは、カシカの部屋か。

　そういえばカシカって、どこで眠っているんだろう。性別を変える首輪を外していたときがあったというし、共同部屋で他の海賊と寝起きをともにしていたとは考えにくい。

　視線で問うと、カシカは急に動どう揺ようし、顔を背けた。

「俺一人ではないけれど。……ゾイさんの船室を借りているんだよ」

「ゾイ！」

　思わず声が裏返っちゃったじゃないか。まじまじとカシカの横顔を見つめる。怒ったように眉まゆ根ねを寄せているものの、ほんのりと耳が赤くなっている。

「おまえね！　邪推するなよ！　汚けがらわしいことなんか、するもんか」

　なにも言ってないじゃんっ。

　にやにやしていると、カシカに軽く睨まれた。ランプを笹良の手から奪い、乱暴に足音を立てて歩き始める。

「俺は女に戻る気はないんだ」

　カシカはふと厳しい表情を浮かべた。

「男として生きる道を選んだ。歓靡の蛇輪を外さなきゃいけないときもあるが──俺はもう、以前の自分は捨てている」

「どうして？」

　カシカの思い詰つめたような冷たい眼差しにびっくりする。心底男性体に憧あこがれを抱き、その結果性別を変える決意を固めたっていうんならわかる。けれど、なんだかカシカの言い方は、そうしなきゃならないんだ、と無理に自分を納得させて歪ゆがめているように思えるのだ。

「カシカ、海賊、なぜ？」

　片言でも質問の意味は伝わったはずだ。

　カシカは答えてくれなかった。口元をぎゅっと結んでいる。

　男ばかりの、それもいつ死んでもおかしくないような、危険な世界に性別を隠して飛びこみ、略りやく奪だつ行こう為いに手を染める。それって、よほどの覚かく悟ごがないと無理だ。

　いや、覚悟の問題じゃなくて、そうするしか生きる道がなかった？

　薄うす暗ぐらい通廊のなかで見るカシカの頰は、強張っている。苦痛がべったりと肌はだにはりついて、動けなくしているみたいだった。不安になって手を引っ張ると、カシカは我に返ったように目を瞬しばたたかせた。笹良を見て表情を緩ゆるめ、笑う。

「冥華は警戒心が足りないんだ。海賊家業のやつなんて、なんであれ、信用すべきじゃない」

「でも、カシカは」

「俺のことなんてかまわなくていい。女だと思うな。忘れているようだけれど、性別を誰かに密告した場合、俺はおまえを殺すよ」

　カシカの目がすっと鋭えい利りな色をたたえた。

「俺は人を殺せる。勘かん違ちがいしているようだけれどな、この前の殺しが初めてじゃないんだ。何人だって殺してやれる。十人だって百人だって。たやすいことだ、ただ首をかっ切ればいいんだから。人なんか、こんなものだ。自分のために相手を壊こわす。なにがいけない？　どこが罪だ？　どんなに正論を垂れ流そうが、いざというときは皆、他人を蹴け散ちらし、踏ふみ越えて逃にげるんだ。昨日のネズミとりたちだってそうだったろ、サイシャに責任を押しつけようとした。ジムだって、グライダーに罪を被かぶせようとした。とろいやつが結局、悪いんだ」

　カシカまでが以前のヴィーと似たような荒すさんだ言葉を口にする。それは、寂しい。

「カシカ、笹良、助ける、してる」

　今こうして、笹良を休ませようとしてくれている。生理になったときも、ヴィーやジェルドに睨まれ、暴行を受けるかもしれないってわかっていただろうに、救おうとしてくれた。

　誰だってきっと、たくさんの人を平等に助けることなんかできやしない。

　でも、たった一人でも助けられたら、それって最高にすごいことじゃないだろうか。

「笹良、嬉しい」

　ぽそぽそと訴えると、カシカは一瞬立ちどまった。すぐに落ち着いた歩調で通廊を進む。

　少女のような、少年のようなカシカ。どっちであっても奇き麗れいな横顔だ。

「手軽なやつ」

「口が悪いぞ、カシカ」

　誰の影えい響きようだ？

　ちょっとお姉さんぶった表情を浮かべると、カシカは、むっと眉まゆをひそめた。ふと悪戯いたずらを思いついたようなすこぶる悪党な顔をする。

「俺を男扱いしないってわけだな。じゃあさ」

　突然笹良の耳に唇くちびるを寄せてきた。

「湯ゆ浴あみのとき、洗ってやろうか？」

　なに？

「気にしないんだろ？　見られても平気なんだよな」

　王様とジェルドを足して二で割ったようないかがわしい台詞せりふは禁止だ。さっきの会話をはぐらかした上に、本気で心配している優しい笹良をからかおうとしているじゃないか。

「奇麗に洗ってやるよ。なんだったら添い寝もしてやるけど？」

　遠慮する！

　厳しく睨むと、カシカは耐えきれないというふうに吹ふき出した。

　許せないな、あとで必ず報復してやる。そうとも、ゾイの部屋を借りているというなら──ゾイの前でわざと、恋こい心ごころについてあれやこれやと意味深な発言をするつもりだ。

　余裕の笑みを浮かべると、カシカは探さぐるような目つきをした。

「余計な真似まねをしたら、本当に襲ってやるからな」

　おそれおののくがいいさ、カシカ！
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　笹良たちは無言で睨み合いながらゾイの部屋に向かった。

「ゾイ、いない？」

「まだ甲板にいるんじゃないか？　あの人は普段からあまり部屋にいないんだ。休きゆう憩けい中でも、だいたい人の多い場所にいる」

　そうなのか？

「騒々しいのは嫌きらいなくせに、一人はもっと苦手なんだよ。優しいってか、他者に甘えられるのが好きな人なんだよな。暇なときはさ、熱心に手下たちに稽けい古こをつけてやってるんだぜ」

「ゾイが？」

　海賊のなかで一番冷静沈着な彼の顔を脳裏に描えがき、笹良は唸った。どちらかといえば、孤こ独どくを好むタイプに見えるぞ。

「本気で人嫌いだったら、俺を部屋に置こうとしないだろ？」

「あ、それもそうだ」

　なるほどなあ。しかし、さすがは恋する乙女、詳くわしいな！

「……なんだよ、その目。抉えぐるぞ」

「海賊はどうしてそんなに抉ったり剝はいだり削けずったりしたがる」

　カシカの視線を無視し、船室をじっくりと観察する。ヴィーの部屋より広い。二段ベッドが片側に置かれている。逆側の壁かべにくっついている小さな机や棚たなは、きちんと整理整せい頓とんされていた。

　ただし二段ベッドの下には書物が山積みになっている。繰くり返し読まれているのがすぐにわかるくらい、どの本もぼろぼろだった。ゾイって頭よさそうだ。

　家庭教師になってもらおうかな。そう考えた直後、複雑な気持ちが生まれた。いつになったら学校に……もとの世界に戻れるんだろう。授業もどのくらい進んでいるのかな。

　密ひそかに悩んでいると、カシカに腕を引っ張られた。机の椅い子すに座るよう、促うながされる。

「水を持って来てやろうか？　昨日、あれだけ雨が降ったからな、しばらくは好きなだけ飲めるぞ」

　カシカは口こそ悪いが、親切なのだ。

「ちょっと休んでろ。すぐに持ってきてやる」

　ゾイの船室なら笹良を一人にしても安心、と考えたのか、カシカは微笑んだ。

　返事をする前に、足早に出て行ってしまう。

　カシカがいなくなると、急に落ち着かない気分になった。部屋の空気も、よそよそしく感じられる。笹良は両足を椅子の上に引き上げ、膝を抱えてから室内観察に勤いそしんだ。

　もとは林りん檎ごを入れていた樽たるや木箱を再利用し、そこに日用品のたぐいを入れているらしい。

　椅子から立ち上がり、壁に近づく。黄ばんだ古い紙切れが何枚もはりつけられている。フックには衣服がかけられていた。それらをぼんやりと眺めていると、船室の扉が通路側から開かれた。ずいぶん戻ってくるのが早い。そう思ったけれど、姿を見せたのはカシカじゃなかった。

「グラン？」

　若草色の瞳を持つ大おお柄がらな海賊だ。以前、ガルシアたちに折檻され、背中の皮を剝がされたこともある。ここに彼がやってくるとは思っていなかったので笹良は驚いた。

　彼のほうも、笹良の存在は予想外だったらしく、ひとつしかない目を丸くしていた。

「……なぜ冥華がここに？」

「カシカ、待つ」

　身振りを交えて、カシカに連れてこられたことを説明する。グランは納得したように軽く頷くと、室内へすばやく視線を走らせた。笹良以外に誰もいないのか、確かく認にんしたらしい。

「笹良、一人。グランは？」

　どうしてここに来たの？　と尋ねたい。

「ゾイはいないのだな」

「うん」

　ゾイとグランって交流があったのか。意外に思ったのは一瞬で、すぐに納得する。二人とも落ち着いているタイプだから、気が合いそうだ。

「グラン、こっち！　座る」

　せっかく来たんだから話し相手になってよ、という意味をこめ、笹良は両手で彼の腕を引っ張った。ベッドの下段に座るよう訴える。

　彼は躊躇うように首を傾げると、笹良と一緒にベッドの端はしに腰かけた。

「その顔はどうした？　頰を切ったのか？」

　昨夜、豪雨が降ったことに気付いていないのかな。船もかなり揺れたと思うんだけど……って、海賊たちは船の揺れや雨には慣れっこか。いちいち驚くほどのことじゃないんだろう。

　笹良だけが、なにからなにまで違っているんだ。

　同じ思いを共有することの難しさ、それを強く意識して、落ちこんでしまった。

「目立つ？　えーと、笹良、大丈夫。痛い、ない」

　笑ってごまかすと、グランはしばしのあいだ考えこむように押し黙った。ふと視線を動かし、ベッドから毛布を取って笹良の肩にかけてくれる。不器用な優しさに、ぐっときた。

「痛むだろう」

「……うん」

　こんなふうに、静かな口調でぽつんと言われたら、噓を突き通せない。

「グランも、背中、痛い？」

「あぁ」

　背中の傷が癒いえていないので、彼は医務室にいることが多い。

　正直に答えたことが恥はずかしくなったのか、グランは困ったように小さく笑った。その素そ朴ぼくな話し振りを見ているとなぜだか急に泣きたくなって、慌ててしまった。

　それでも、少し心を宥なだめられた気がする。痛いよね？　海賊だって笹良だって。

　価値観は違っていても、探せばきっと分け合っていけるものもあるはずだ。

「陸の者には、海の生活はつらいだろう。海賊も、恐ろしいやつらばかりだからな」

「グラン、怖い、ない」

　他のひねくれた海賊とは違って、彼からははっきりと笹良に対する同情を感じる。女性や子どもに弱いタイプなのかもしれない。

「冥華は陸に帰りたいか？」

「帰りたいんだけれど、帰れないよ」

　細く吐息を漏らす。グランの言う『陸』と、笹良が求める『陸』はきっと別なのだ。

「もう少し、待て」

　グランは表情を引き締しめると、横から笹良の顔を覗きこんだ。

「待つって、なにを？」

　不思議に思って尋ねると、彼は身を引いて視線を逸そらした。

「王は気まぐれな方だ。そのうち考えを変えて、おまえを陸に連れていってくれるかもしれない」

「そうかなー……」

　ガルシアが気まぐれだっていう部分には同意するが、あまり期待できないぞ。

「そうだ。グラン、ルーア、知る？」

「娼船の女のことか？」

「うん。ルーア、頼む、してくれた。笹良、陸、行くって。でもだめ。ガルシア、認める、なし」

　ルーアとの、別れ際ぎわのやりとりを思い出し、憂ゆう鬱うつになる。海上で生きる娼しよう婦ふのルーア。奇麗な赤毛の髪だった。彼女は笹良を気に入ってくれて、この船に留とどまろうとしたのだ。

「あの女がなにをしたのかは、サイシャから聞いている。海賊船に残りたがったそうだな。だが、冥華はそれを拒絶したと」

　笹良は毛布を胸の前でかき合わせた。

　彼女の気持ちを変えさせるためとはいえ、ひどい真似をしてしまった。

「冥華の判断は、悪くはないだろう」

　グランは穏やかに言うと、眼帯の位置を指で直した。

「ルーアを船に置けば、いずれは殺されていたはずだ。慰なぐさみ者になるだけではすまない」

「うん」

「不ふ吉きつな出来事や諍いさかいが起きたときが、厄やつ介かいだ。女が船にいるせいだと、真っ先に責任を押しつけられる。本来、女は禁きん忌きの船だ。娼婦として短い期間、滞たい在ざいするのとはわけが違う」

　笹良は項うな垂だれた。ルーアが身にまとっていた甘い香かおりが、ふわっと鼻先をかすめた気がした。

「王の庇ひ護ご下にある冥華に手を出せないぶん、船員たちの鬱うつ憤ぷんはルーアに向かう。不本意な行為を強しいられ、あげく殺されるという未来は避けられない。船に置かぬほうが、本人にとってもいい。ルーアも落ち着けば、いずれ冥華の判断に納得する」

　そうかな。彼女は死を覚悟していたようだった。海賊たちを侮あなどってもいないし、なんとかなる、っていう軽い気持ちでもなかったと思う。だったら笹良も、揉もめ事が起きたときには一緒に海に身投げするってくらいの度胸でルーアを受け入れるべきだったんじゃないか？

　グランの顔を必死に見つめる。本当に笹良の判断は正しかったのか、それとも間違っていたのか……その答えを知りたくてたまらなかった。

「落ちこむな。冥華は、明るくしていたほうがいい」

　ぽむ、とグランがやや荒あらっぽい手つきで笹良の頭を撫でた。元気づけてくれているらしい。

　グランは励はげます目的でここへ来たんじゃなかったんだろうけれど、こうして話ができてよかった。さっきよりもずいぶんと気持ちが楽になっている。彼の気遣いが嬉しい。

「海賊も悪い人ばかりじゃない。笹良、嬉しいぞ」

「なにを言っているかわからないが。冥華が話す言葉は独特な響きだな」

　笹良が笑えるようになるまでのあいだ、グランは隣に座り続けてくれた。もう大丈夫と判断したのか、カシカが戻ってくる前に部屋を出て行く。ゾイを捜さがしに行ったんだろう。

　グランとこの部屋で会ったことは、秘密にしよう。なんとなくそう思った。
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「──冥華」

　誰かに肩を揺すられ、目が覚めた。

「冥華、起きなよ」

　楽しそうな明るい声が耳に滑すべりこむ。これってジェルド？

　すぐには眠気を振り払えず、頭が回らない。笹良は何度も目をこすり、こっちを見下ろしているジェルドの笑顔が幻まぼろしじゃないか確かめた。

「好きなだけ寝かせてやりたいけどね、王が呼んでいるぜ」

「……ガルシアが？」

　笹良の髪を楽しそうにつまむ彼を見ているうち、意識がはっきりしてきた──そうだった、グランが去ったあと、カシカが水を持って戻ってきた。しばらくのあいだ二人でおしゃべりを楽しみ、それから、いつも寝起きしている船室に戻ったのだ。

　夕食の時間まで軽く休むつもりが、本格的に眠りこんでいたみたいだった。

「今、何時？」

「うん？　なんて言ったんだ？」

　時間の経過がわからない。まだ夜にはなっていない……と思うんだけれど、どうだろう？

　笹良はあちこちに視線をさまよわせた。小テーブルの上に、ジェルドが持ってきたらしきランプが置かれている。明かりはもうひとつあった。扉のそばに、ランプをさげたカシカが立っている。片腕にはなぜかドレスを抱えていた。目が合うと、カシカは困った顔をした。

「ほら、ぼんやりしていないでさ。早く支度しなよ」

　ジェルドは笑いながら言うと、ひらひらと手を振って船室を出て行った。

　なんでわざわざジェルドが起こしにきたんだろう。

「カシカ、なにかあったの？　……えーと、海賊、困る、ある？」

　こっちへ歩み寄ってきたカシカに片言で問うと、緊張感が滲にじむ表情で見つめられた。

「いや……問題が起きたわけじゃないんだ。ただ」

　そこでカシカは言いよどんだ。苦しそうに俯いたあとで、感情を退けた目をする。

「カシカ？」

「甲板に行けばわかる」

「そう？」

「不安にならなくていい。王に折檻されるわけじゃないからな」

　カシカは宥めるように囁くと、ドレスを差し出した。

　それを見て、戸惑う。いつもより豪ごう華かなドレスに思える。

「ガルシアがこれを着ろって言ったの？　……ガルシア、着る、命令？」

　カシカは横を向いた。ランプの明かりに浮かぶ頰の輪りん郭かくは、硬かった。

「余計なことを考えるな。おまえはなにもする必要はないんだ」

「でも、ドレスは着替えるの？　なんで？」

「おい、根ね掘ほり葉掘り聞くのはやめて、早く支度をしろ。とにかく、おまえはこれを着て、俺のそばにいればいいんだよ」

　カシカは真剣だった。なにがあるのか説明してくれないせいで、不安が募る。

「笹良、なんだか怖いよ。上に行きたくない」

「起きろって。着替えを手伝ってやるから」

　軽く抗あらがってみるも、諦あきらめてくれなかった。

　カシカは海賊の顔をしていた。







　ここは海賊王国。そんな重要な事実を、笹良は忘れていた。いや、正確には、忘れていたというより馴な染じみのない世界だから、リアルには想像しきれなかったのだ。彼らは長閑のどかに航海を楽しむ無害な旅人なんかじゃなく、尖とがった剣と野望を背に隠した強奪者だった。

　海賊の本ほん性しようを、笹良は初めて目にした。







　三章　黄昏時の赤の蛮行







　カシカが用意してくれたドレスは、着るのを躊躇ためらうほど鮮あざやかな赤い色をしていた。

「こういう派手な大人っぽい雰ふん囲い気きは、苦手なんだけど……」

　頭ごなしに「着ろ！」と強要されたわけじゃないものの、拒きよ否ひできない空気をカシカから感じる。笹良がこのドレスを着ることに、なにか意味があるようだ。

「それにしても、本当にどこかの高貴なご令れい嬢じようが着そうなドレスだぞ」

　コルセット付きの、腰こし元もとをきつく締しめるタイプのものだ。細かい刺し繡しゆうがスカート全体に施ほどこされている。むき出しの両りよう腕うでには透すける素材のショールをかけて、ドレスと同色の手て袋ぶくろをはめる。

　ジェルドがくれた首くび飾かざりは外さないでおく。奴ど隷れいの人たちが命をすりこむようにして研けん磨ました比石は、笹良のお守りだ。色が躍おどる奇き麗れいな石を眺ながめていると、不思議と心が落ち着く。

「冥華、耳飾りをつけな」

　きらきらと輝かがやく黄色の大きな耳飾りをつけてもらい、完成。

「この恰かつ好こうって、娼船のお姉さんたちにも負けないくらい豪ごう華かだ」

　ルーアが最後に見せた表情を思い出すと、胸が痛くなる。

「少し顔に粉をはたくか」

「カシカ、胸と腰、苦しい」

「我が慢まんしろ。女のドレスってどれもそんなもんだ。限界まで腹部を絞しぼる」

　カシカがパウダーみたいな白っぽい粉をはたく。

　頰ほおにかすり傷があるので、それを目立たなくするためだろう。

「よし、これでいい。行くぞ」

　準備を終え、カシカと一いつ緒しよに甲かん板ぱんへ出る。空はいつの間にか夕日の色に染まっていた。

　居い眠ねむりをしていたのはせいぜい二時間程度ってことか。

「海って不思議だ。日中は、青！　って感じなのに、この時間は隅すみ々ずみまでオレンジ色に変わってる」

　海かい賊ぞく船せんに連れてこられたばかりの頃ころは、海を見るのも嫌いやだった。今は普ふ通つうに甲板に立って波の揺ゆらめきを眺めることができる。髪かみを舞まい上げる潮風も、時々なら心地ここちいいと思うようになった。

　これからもっとアルバシュナに馴な染じんでいくんだろうか。そのうち、海賊たちのように索さく具ぐを操あやつったり、檣しよう楼ろうに登って水平線の彼方かなたに思いを馳はせたりする？

「冥華、どうした？」

「……なんでもない」

　感傷を振ふり払はらい、カシカの手に摑つかまって夕日を浴びた甲板を見回す。そこで違い和わ感かんを抱いだいた。

「ねえカシカ、船、なんか変」

　マストの帆布を何気なく見上げ、ぎょっとする。

「帆ほ、どうした！」

　丈じよう夫ぶさだけが取り柄えといった小こ汚ぎたない帆布の一部が、貴族の船のように華はなやかな絵え柄がらを施した緑色のものに取り替かえられていたのだ。

　帆船にとってセールはいわば、鳥の翼つばさ。なにより重要な部分だ。

「あっ、船首の飾りまで変わってる！」

　悪あく魔まめいていた禍まが々まがしい像から金色の龍りゆうに替えられている。ただしこっちは、よく見るといかにもハリボテという急ごしらえのものだった。もともとの像の上にかぶせているだけらしい。

　紋もん章しよう入りの優ゆう美びな船旗まで飾られ、夏の終わりの風に翻ひるがえっている。

　啞あ然ぜんとしながら今度は舷げん側そくを確かめる。

　そこにも戦せん闘とう時のキズを隠かくすようにタペストリーに似た色鮮やかな織物がかけられていた。

「海賊船があまりに小汚いから、皆みんながようやく心を入れ替えてリフォームしたのか？」

　笹良は首を捻ひねった。おかしいな、海賊たちがそう素す直なおに改心するとは思えないんだけど……。

　怪あやしみつつも感心する。帆布の緑と船体の黒が、うまい具合に気品を生み出している。

　本当に身分の高い人々が利用するような立派な帆船に見えるぞ。

「──ササラ、やっと来たか」

　突とつ然ぜん呼びかけられ、はっと振り向く。

「ガルシア」

　背後に海賊船の王様が立っていた。声を聞いた瞬しゆん間かん、なんだか全身に鳥とり肌はだが立つような恐きよう怖ふが芽生え、逃にげ出したい衝動に駆かられる。けれど実際には一歩も足を動かせなかった。

　ガルシア──恰好いい。

　いつもの適当な服じゃなかった。リフォームした船に合わせて、彼も貴族みたいにきりっとした衣い装しようを身にまとっている。

　青で縁ふち取どりされた、丈たけの長い黒の上着。襟えり元もとからちらりと覗のぞくシャツはシルクのような光こう沢たくがあった。革かわ製せいのベルトをつけていて、その留め具に二本の剣けんをさしている。

　肩かたには灰色がかった白い毛皮をひっかけていた。髪も後ろ側で奇麗にまとめられている。

「どうだ、見み蕩とれたか？」

　笹良の反応に気づいているくせに、意地悪な海賊王はわざわざ顔を覗きこんできた。

　今が夕暮れでよかった。熱くなった頰を少しはごまかせる。

　こんな野や蛮ばんで獣けものみたいな海賊に惹ひかれちゃいけない。急いでいつものナマイキな表情を浮うかべ、彼を睨にらみ上げた。胸がきりっと新たな痛みを訴うつたえてきたけれど、気づかない振りをする。

「見蕩れる、ない！　ガルシア、笹良、見蕩れる！」

　そっちこそどこから見ても可か憐れんなお姫ひめ様さまに変身した笹良に見蕩れただろう、という意味で、胸を張る。片言じゃなければもっと色々主張できるのに！

「ああ、そうだな。麗うるわしい姫君だ」

　ガルシアは笑いながら言うと、両手を自分の後ろに回し、紳しん士しのように背を伸のばした。それから笹良の全身をしげしげと眺める。近寄られると、うまく呼吸ができなくなるから禁止だ。

「そんなに見られたら、笹良、減る！」

「減る？　なにがだ」

「じろじろ、だめ」

「あまり見るなって言いたいのか？　なぜ？」

「口答え、なし」

「しかしな、かわいい子を愛めでずにはいられない。それは、男の性さがだろう？」

　笹良は眉み間けんに皺しわを寄せ、カシカの背後に逃げた。どうしてかわからないけれど胸がざわめいて、体温が上がっていく。ガルシアの顔をまともに見られないなんて、変だ。

　カシカの背に張りついていると、誰だれかの足音が近づいてきた。

「王、準備が整いましたよ」

　なにも悩なやみがなさそうなこの明るい声は、ジェルドに違ちがいない。

　そう確信し、カシカの背からひょっこりと顔を出す。そこで、驚おどろきのあまりよろめきかけた。

「ジェルド、その服装なに!?」

　彼までが、いつもの賑にぎやかなスタイルから貴族然とした恰好に変わっている。ワインレッド系のシックな色合いが意外にもよく似合っていた。アクセサリーも少なめで、髪にも丁てい寧ねいに櫛くしが入れられている。

「どぉ、冥華。俺ってさあ、いい男だろ！　あーん抱だかれたぁい！　って胸が疼うずかねえ？」

「その余計な一言さえなければ、心から褒ほめてあげたのに……」

　残念すぎるぞ、ジェルド。

「えー、なんだって？　冥華もかわいいね。今日のドレスはなかなか悪くない見立てだ。少し大人っぽいもののほうがさ、冥華は雰囲気が出るんだよ」

　ジェルドは笑って、笹良の手を取った。軽く引っ張られて躓つまずきそうになったところを、片腕で器用に支えられる。大丈夫？　と問いかける瞳ひとみは、楽しげだ。

「うー、悔くやしい。ジェルドが王子様っぽく見えるなんて！」

「なぁに？　なんで俺を悔しそうに見てんの？」

　衣装のおかげで笑え顔がおもなんだか品よく映る。人間、恰好って大事なんだな。

　ジェルドに手を取られながら、うんうんと感じ入っていたときだった。

「──おい、勝手にうろちょろするんじゃねえ。紅こう弾だんの用意がまだ終わっていないぞ」

　怒おこった声を上げて、ヴィーが足早に近づいてきた。

「どうしたの皆！　貴族のコスプレ!?」

　仰ぎよう天てんせずにはいられない。ヴィーも貴公子みたいなぴしっとした服を着ている。

「海賊船になにが起きた！」

「このお姫さんは、なぜ俺を指差して叫さけびやがる？」

　ヴィーに不ふ審しんそうな顔をされてしまった。

「今日って異世界式の仮装舞ぶ踏とう会かいとか、ハロウィンのような祭りのある日？」

　日本語で尋たずねてしまったが、なにについて驚いているのか顔色でわかったらしい。

　でもヴィーには親切に説明してくれる気がちっともないようだ。馬ば鹿かにした微び笑しようを浮かべて笹良を見下ろし、軽く額を弾はじく。

「お姫さんは相変わらず色気がないな」

　恐おそるべし、豪華な衣装の威い力りよく。憎にくまれ口を叩たたかれているのに、いつものように反はん撃げきできない。そういう皮肉な笑みでさえ、どきりとするような艶なまめかしいものに見える。ちなみにヴィーは濃こい青を基調とした貴族服だった。

「なあ冥華。ヴィーと俺って、どっちが男前？」

　高鳴る胸を一瞬で静めてくれるような、お馬鹿な質問をしたのはもちろんジェルドだ。呆あきれるヴィーの肩にわざとらしく寄りかかると、片手を腰にあて、ちらりと笹良を見つめる。

　いかにも「俺を褒めて！」というポーズだ。期待に輝く瞳に、なんだか負けてしまった。

「ジェルド、男前。似合う！」

「だよねぇ！　俺も自分の恰好よさにびっくりしたもん。ヴィーよりも数段精せい悍かんだよな」

「いや、精悍という意味でならヴィーのほうかな！」

「なにー？」

「じ、ジェルド、ステキー！」

　夢を壊こわすまい。笹良はにこりと笑ってごまかした。

「じゃあさぁ、王とどっちがいい？　やっぱ俺だと思うけど！」

　調子に乗ってジェルドが胸をはった直後、ヴィーが、ぱこっと後頭部を叩いた。

「阿あ呆ほが」

「痛いてぇ！　なんだよヴィー、俺が美男すぎるから妬ねたんでるんだろ」

　ヴィーの気配が後あと退ずさりしたくなるほど危険になった気がする。

「ジェルド、悪いが、俺のほうが見事だろうよ」

　ガルシアの参戦に驚き、笹良は振り向いた。

「どうだ、ササラ。俺に一番見み惚ほれるはずだな？」

　女性を口説くときのような、色っぽい微笑を浮かべてガルシアが囁ささやいた。

「王までなにを言ってるんですか。馬鹿どもの会話に交ざらないでくださいよ」

「だがヴィー、おまえも王が美しい男だと嬉うれしくないか？」

「……時々あなたのことがわからなくなりますよ」

　脱だつ力りよくするヴィーにまで、ガルシアはよそいきの表情を向けている。

　ジェルドが頰を膨ふくらませ、上目遣づかいで王様を見上げた。

「王、大人げねえ！」

「なんとでも言え。そら、ササラ。俺に胸が高鳴るだろう？」

　ガルシアは、ふふっと笑った。張り合うなんて本当、大人げない！

　そう呆れながらも、なぜか急に頭がぐらぐらし始める。頰が、熱い。

「──ジェルド、最高！」

　おっ、とジェルドが目をきらきらさせた。

「ひどいな、俺の冥華なのに他ほかの男を選ぶのか。多情な娘むすめだ」

「知らないっ」

「ははぁ、恥ずかしいのだな。そうだろう？」

　カシカ、針と糸を持ってきて悪い言葉ばかり落とす王様の口を縫ぬい上げてしまうがいい。

「冥華、わかってるぅ！　やっぱり俺が一番だよなぁ」

　勝ち誇ほこったような笑みを浮かべて深々と頷うなずくジェルドを、ヴィーが冷たく睨みつけながら無理やり引っ張っていく。あたふたするジェルドに手を振りながら、笹良は首を傾かしげた。

　さっきヴィーが言っていた「コウダン」ってなんだったんだろう？

「ササラ、こちらへおいで。沈しずみゆく日が美しいよ」

　ヴィーを追いかけようとすると、ガルシアに引きとめられてしまった。柔やわらかく微笑ほほえみながら笹良の腕を取り、王様椅い子すが置かれている船せん尾びへと歩き出す。

　戸と惑まどいとともに振り向くと、後ろに控ひかえていたカシカが軽く頷いた。その仕草に安心し、ガルシアに手を引かれるまま足を動かす。王様椅子がある場所に到とう着ちやくしても、ガルシアはそこに座ろうとしなかった。船ふな縁べりにゆったりと寄りかかり、隣となりに立つ笹良へ視線を投げてくる。

「コウダン、なに？」

「紅弾か？　小型の破は裂れつ弾だんのことさ」

「破裂弾？」

　馴染みのない言葉なので、想像しにくい。爆ばく弾だんの一種なんだろうという程度しかわからない。でもどうしてそんな物ぶつ騒そうなものを用意しているのだ。

「船の修理に爆弾なんて使わないよね？　……紅弾、なに、する？」

「案ずることはないよ。おまえに襲しゆう撃げきの参戦を命じはしない」

　襲撃。その響ひびきに息を吞のむ。脳のう裏りによぎったのは、火薬を仕し掛かけられて爆発を起こしたハディの船だった。不安が高波のように勢いよく押し寄せてくる。

「まあ、見ているがいいさ」

　夕日の輝きに目を細めて笑うガルシアの顔は、整っているぶん、不ふ吉きつなものに見えた。
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　海の彼方に太陽が沈んでいく最さ中なか──。

「さぁ悪党ども、稼かせぎ時だ！」

　ジェルドが野や卑ひな笑みを浮かべ、高らかに宣言した。







　遠方にぽつんと、黒点がひとつ。鯨の影かげではなさそうだ。

「用意はいいな、おまえたち！」

　全身着飾った海賊たちが皆、ガルシアに向けて恭うやうやしく礼をとった。

　黒点が近づいてくる──船せん影えいだ。あれは、誰かの船。

「ガルシア」

　笹良、なんだか怖こわい。あれって娼船とは違うよね。

　ぎゅっと胸を押さえて恐る恐るガルシアを見上げると、耳元に唇くちびるを近づけられた。

「ササラ、笑え」

「なんで……？」

「笑って、向こうの船を誘おびき寄せるんだ」

「え……、誘き寄せるって、どうして？」

　ガルシアは狙ねらい澄すましたように甘く笑った。どきっとする。狩かった獲え物ものを鋭するどい爪つめで気まぐれに嬲なぶる、残ざん酷こくな獣の目だ。海賊がこういう眼まな差ざしを見せるとき、なにかが始まる。

「おまえは異国の姫。我らは姫の護衛団さ」

「なんでそんな設定がいるの？」

　どうしよう。なんか皆、おかしいよ。

「ガルシア、なに、狙う？　……服だけじゃなくて、船まで奇麗にするなんてやっぱり変だ」

　この不気味な状じよう況きようをちゃんと説明してほしい。

　皆の顔を見回すも、答えを返してくれる人はいなかった。カシカもヴィーも、接近してくる船を、笹良の知らないぎらぎらした目で見つめている。笹良は彼らの表情に気け圧おされた。

　誰もが真剣で、集中していて……なんらかの『機』が来るまで、必死に高ぶりを堪こらえているというような顔つきだった。

「荷船で間違いありませんね。女も複数乗船しているようです」

　水すい晶しよう製の大型望遠鏡の前に屈かがみこんでいたギスタが、ガルシアに聞かせるような口調で告げた。彼も他の海賊たち同様、小奇麗な恰好に変わっている。

「貴族船じゃないのか？」

　ジェルドの問いに、ギスタはもう一度望遠鏡の覗き口に近づいた。

「貴族船にしては船体が大きい。熟練の船乗り以外は近寄らぬこの海域に突つっこんできたのだから、ただの遊船でもない。王の読みが正しいな。貴族船を装よそおった荷船だ」

「結構なことだ。これで次の晶しよう船せん海域まで楽に凌しのげるぞ」

　ガルシアは軽く船縁を叩くと、低く笑った。

「護衛船があとから出現するかもしれませんよ」

「あの手の荷船に、騎き士し団だん船がつくことはまずない。せいぜい船着き場で雇やとう海賊紛まがいの中型船だろう」

　ガルシアはよどみなく答えると、笹良に視線を流した。

「さあ、ササラ。向こうの船もこちらを観察しているだろう。貴族の姫らしく、しとやかに笑え」

「でも、でもっ」

　ガルシアの指が、すっと笹良の顎あごを捉とらえた。甘やかしているようで、実際は脅おどしている。

「可愛かわいい姫君。おまえはその無む垢くなる笑みで、人を誘ゆう惑わくするのが得意だろう？」

「ガルシアぁ」

　ガルシアの手が偶然を装って、首に触ふれる。

　その瞬間、全身に震ふるえが走った。乱暴に首を押さえつけられたときの記憶が蘇よみがえる。

「言うことをおきき」

　拒否を許さぬ眼まな差ざしで、笹良を貫つらぬく。

「なあ？　ササラ」

　ガルシアは背後に移動すると、笹良の腹部に両腕を回した。あたたかい腕だった。きっとガルシアは穏おだやかな微笑を浮かべている。見なくてもそれがわかる。

　あぁそうか。人形のように笑っていなくちゃだめなんだ。そうしないと──殺される。ひげもじゃ海賊のように首を切断され、マストに一昼夜飾られるのだ。

「見ろ、俺の海賊どもの顔つきを。誰もが飢うえた獣のようだ。これだから海賊はやめられぬ。欲望のままに海を駆けていけ。誰も縛しばれはしない。法も理ことわりも、決して我らをとめられるものか」

　海上の王様は、熱っぽい口調で囁いた。
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　助かりました、先日の嵐あらしで船が破損したので──。

　そう言って感謝の笑みを浮かべた荷船の船長の身体からだが、血ち溜だまりのなかに転がった。

　笹良は、悲鳴を上げた。







　波間を漂ただよっていた荷船は吸い寄せられるように近づいてきた。豪華な旗を掲かかげている海賊船を、貴族船と判断したようだった。舷側の手前に立つ笹良やガルシアの姿を確かめて、荷船の船長は問題ないと胸を撫なで下ろしたに違いない。岩がん礁しよう付近を進んできたのか、船体の、波をかぶる位置に穴が開いている。早く手を打たないと排はい水すいが間に合わず、船が沈んでしまう。

　それできっと、修しゆう繕ぜん用の木材のたぐいを分けてもらおうと考えたのだ。

　接舷した荷船に鉤かぎ竿ざおを引っかけ、梯子はしごを渡わたす海賊たちの笑顔は、どれも人が良さそうに見える。だけど、ちらりと荷船を見るとき、ひどく冷たいものが瞳によぎる。

　荷船の船長は五十代の口ひげを生やした大柄な男性だった。貴族船に偽ぎ装そうした海賊船に乗りこむと、出で迎むかえたガルシアに丁寧な挨あい拶さつをした。

「いや、まったく助かりました。先日の嵐で船が破損してしまい、困っていたんですよ。優ゆうし秀ゆうな船員も多く波に飲まれ、修理もままならぬ状態でした」

「それは災難でしたね。だが、あなたは運がいい」

「そうですね。大海の上、こうして巡めぐり会えたのも神の導きに違いない」

　ほっとする船長に、ガルシアは普段とは違う落ち着いた態度で微笑んだ。笹良はなんだか、滑こつ稽けいな芝しば居いの一幕を眺めている気分になった。声がうまく出ない。呆ぼう然ぜんとガルシアのそばに寄り添そうだけで精せい一いつ杯ぱいだ。ガルシアの目は正面に立つ船長を通り越こして、荷船の様子を鋭く窺うかがっている。かなりの数の海賊たちが、修繕の手伝いと称しようして向こうの船に渡る用意をしている。

　ロープで括くくった木材の隙間から、なにかがきらっと光った。──刃は物もの？

　ねえ、これって、まさか。

「あ……待っ」

　震える声を漏もらした笹良に、ガルシアと船長の視線が集中した。ガルシアの片手が肩に乗る。笹良はびくっとした。「口を開くな」っていう無言の脅しを感じる。

「愛らしい姫君ですな。失礼だが、あなた方はいったいどちらの国から……」

　笹良の恰好を見て、船長は異国の令嬢と勘違いしたらしく、お世辞とともに恭しく片手を取って挨拶してくれた。それでも異質な気配を拭ぬぐえなかったのか、薄うすい緑色の瞳に訝いぶかしげな光を宿して笹良たちを見み遣やった。

「私たちは遥はるか西の国より航海に乗り出したのですよ。この方は、我らがお守りすべき貴とうとき姫なのです」

　ガルシアが笑みをたたえたまま、すらすらと噓うそを吐はき出した。

「西の国？　というと、あなたはラモント国のほうから──」

「カシカ。姫を船室へ。潮風が冷たくなってきた」

　違和感の正体を探さぐろうとする船長の言葉を遮さえぎって、ガルシアは後方に控えていたカシカを呼んだ。いつの間にかカシカも従者めいた雰囲気の衣装をまとっていた。床に視線を落として静かに歩み寄り、笹良にそっと手を差し伸べる。

　声を出そうとすると、またガルシアに視線でとめられる。笹良が片言でしか会話ができないって、船長に知られたくない？

　船室へ戻もどるよう命じるってことは、この時点で笹良の出番は終わったと考えていいはずだ。

　荷船を誘き寄せるのに成功したからだろう。じわりと、嫌な予感が強くなる。こっちの船長と交こう渉しようし、今後の航海に必要な物品を交換するのかと考えたんだけれど、違うのか？　海賊の恰好をしていると怖がられて物を売ってくれないから、それで着替えたってわけじゃないの？

　でも、待って──海賊たちが親切に、荷船の修繕を手伝うはずがない！

「ガルシア」

　笹良は無意識にカシカの手を強く握り、ガルシアを見つめた。

　船長の目がふと、記き憶おくを辿たどるかのように虚こ空くうをさまよう。

「ガルシア……？　どこかで聞いた覚えのある名だが……」

　胸が壊れそうなくらい、どきどきする。怖いことは、起こらないよね？

　また誰かが傷ついたりしないよね？

「姫様、船室にお戻りを」

　カシカは早口で囁くと、笹良の手を軽く引っ張った。足が縫いとめられているかのように動かない。

「こちらの船長に挨拶をしたいのだが」

　貴族の恰好をしたガルシアが船長本人だとは気づいていないようだ。でも、会話をするうちに荷船の船長は、違和感と焦あせりを深めたらしかった。目を細めて笹良を見下ろしていたガルシアが、船長に視線をずらす。冷酷な微笑が浮かんでいた。

「その必要はありませんね。私が船の主ですよ」

　同情の響きがこもった返事に、船長は目を見開いた。頭のなかで猛もう烈れつに考えを巡らせているような瞳だった。やがて、どんな結論をはじき出したのか、通り魔にでも出くわしたように、恐怖に顔を強こわ張ばらせ、後退りする。

「あなた方は、まさか」

　彼が高い声を上げた直後──ガルシアは腰に差していた剣をするりと抜き取った。

　ざっ、と空気までをも叩き切る刃やいばの音。

　真っ赤に染まった夕焼け空を背景に、それよりもっと鮮やかな色が勢いよく飛び散った。

「え……？」

　突然の出来事で、身じろぎすらできなかった。ただ呆然と立ち尽つくして、瞬まばたきを繰くり返す。

「なに？」

　今、なにが起きたんだ？

「戻れと言ったろうに、ササラ」

　ガルシアは振り向いて苦笑した。その手に握られている長剣。先せん端たんから赤い血が滴したたっている。

　タイミングをはかったように、荷船から次々と悲痛な叫び声が上がった。ぎこちなくそっちへ目をやり、再びガルシアに戻してから、甲板の上に転がっている物体を凝ぎよう視しする。

「……船長？」

　甲板を黒く染める液体。伏ふした船長の身体からどくどくと溢あふれ出るその水は──血。

「ガルシア……！」

「俺は海賊の王なのさ」

　海賊。笹良はその響きに打たれた。本物の海賊。

「襲おそって奪うばう。殺して沈める。それができれば、一人前の海賊だ」

　海鳥の肉の宴うたげを開いた夜にジェルドがうたっていた歌が、脳裏をよぎる。食って飲んだら　さぁ帆をはれ　騙だまして奪い　さぁ舵かじを取れ　殺して沈めりゃ　一人前の──……。

「ササラ、この世界ではな、昔、海賊行為は貴族や商人でさえも当たり前だったのさ。お奇麗な屋敷の窓から道へ糞くそを捨てるように、都合の悪いものも皆、海へと流した。不義の子も、老いた親も孤こ児じも──。海に法はなかった。波の上では殺さつ戮りくや略りやく奪だつも一切咎とがめられぬ。そうして大陸の国々は力を蓄たくわえた。勝手なことだ、時代が変わって今度は紳士面づらをし、都合のいい法を神しん託たくのごとく声こわ高だかに叫ぶ。いったい誰の血肉を食くらって肥えたというのか」

　闇やみが押し寄せてきたかのような重い声だった。もしもガルシアの言う通りなら、この海の底にはどれほどのよどみがあるんだろう。

「陸の者が忘れぬよう、悪は悪でいてやらねば。なあ、ササラ？」

　ガルシアは長剣を軽く振って血を落とすと、聞きわけのない子どもを諭さとすように、ゆっくりと言った。笹良は我に返ると、転がるようにして船長のそばに膝ひざを落とし、身体を揺さぶった。

「起きてっ、しっかりして!!」

　動かない。目が虚うつろに見開いたまま！

　指先がぬるぬるする。笹良は愕がく然ぜんと自分の手を見つめた。手袋がぐっしょりと濡ぬれていた。

　船長の血だ。

「ああっ……！」

　ガルシアが、この人を──殺した!!

「おまえの役目は終わったと言ったろうに。船室へ戻れ」

　ガルシアは無情にそう言い捨てると、自らも荷船へ乗りこもうとした。

「待って、だめ、お願い、やめて!!」

　ガルシアの背に無む我が夢む中ちゆうでしがみつく。たちの悪い冗じよう談だんとしか思えない。

　足あし下もとから這はい上がってくる震えが、不思議にさえ感じる。

　なんで笹良、こんなに怯おびえているんだ。これって現実のはずがない、夢に違いないのに！

　だってガルシアが、笹良の前で簡単に人を殺すわけがないもの!!

　人殺し──。

「やだ、殺す、もうだめ！　向こうに行かないで！」

　海賊船。海をさまよう獣たち。彼らは遊びで広い海を漂っているわけじゃない。

　この船が慈じ悲ひで作られていると思うかと、ヴィーが以前そう言っていた。

　──違う、信じない、ありえないったら。夢だ、幻まぼろしだ!!

「うるさい子だ。カシカ、早く下に連れていけ」

　王様は面めん倒どうそうな素振りで、混乱する笹良の腕を払った。

「ガルシア!!」

　前までの、あんなに優やさしくしてくれたお気楽な海賊王はどこへ行ったの。

　この人は誰!?

「冥華、逆らわずに来るんだ」

　カシカが咎めるような声音で笹良を呼ぶ。王様は一度も振り向くこともなく、優雅な足取りで向こうの船へと渡っていく。ふと視線を巡らせば、荷船にはたくさんの叫び声が満ちていた。波のように激しくうねり、甲板を駆け巡る。

　逃げ惑う人々を、海賊たちは嬉き々きとしながら襲っていた。

「そんな」

　巨きよ大だいな夕日を飲みこもうとする海の上で、追う者と追われる者の姿がはっきりと目に焼きつく。酒に酔よい、楽しげに踊おどり狂くるっているようにすら見えた。皆で、大おお袈げ裟さに腹を抱かかえ、床を転がって、げたげたと笑っているように──。

　異常な錯さつ覚かくを振り払おうと、笹良は肌に爪が食いこむほど拳こぶしを握った。荷船の上で繰り広げられる凄せい惨さんな襲撃の様子を、瞬きもせずに見つめる。

　切り落とされて無惨に踏ふみにじられる旗、傾かたむく帆布。船がぐらぐら揺れて、泣いている。

　逃げ惑う人々のなかには剣を取って、勇ゆう敢かんに立ち向かう者がいた。だけど。

「なんで……？」

　ざくりと、こっちにまで音が聞こえてきそうなくらい容よう赦しやなく、海賊の一人が彼の胸を貫いたのが見えた。笹良はその場にへたりこみそうになった。

「あれってギスタ？　噓でしょ」

　一緒に仲良く鯨くじらを見たじゃないか。そんな人が、どうして？

　水が割れるような、大きな音が響く。船縁から身を乗り出すと、白い泡あわが広がる海面に、夕日よりも濃い赤が混じっていた。その中央にうつ伏せの状態で浮かぶ誰かの死体。

　ふいに視線を感じて、笹良は顔を上げた。ギスタの位置から離はなれた舷側に立って、こっちを見つめている海賊。ヴィーだ。

「ヴィーが、あの人を海に突き落とした？」

　笹良の兄に似ているような人が？

　どこかに救いがないかと、笹良は急いであたりを見回した。でもだめだった。見つけられない。冷酷な獣ばかりだ。隣に立つカシカでさえ、そういう目をしていた。

　悲鳴に、悲鳴が重なる。さらに悲鳴。両手で耳を塞ふさいでも無む駄だだった。唸うなり声、泣き声、怒ど号ごう。それらが波紋のように響き渡る。夕日が照らし出す野蛮な時間に、笹良は惚ほうけた。

　今、なにを見ているんだろう？

　荷船の甲板の上で踊る海賊は、皆楽しそうだ。もう誰一人、貴族のようには見えない。

　傲ごう慢まんな殺戮者だ。そして、非情な略奪者。彼らは海賊なんだ。わかりきっていたことなのに、それでも認めたくなかった。

「やだよぅ」

　頭がおかしくなりそうな光景に目眩めまいがする。

「誰か、海賊たちをとめて。やだよ」

　こっちを見ていたヴィーが別の場所へ顔を向けた。彼の視線の先には、死に物狂いといった様子で海賊の刃を打ち砕くだこうとする誰かの姿があった。

「──ヴィーっ!!」

　だめ、殺さないで。

「やめてっ！　お願い、殺さないで！」

　笹良の声は、ヴィーに届いているはずなのに。

　ざく、ざく、と剣がその人の肌を引き裂さき、血が飛び散って、ぐるぐる回り──。

「嫌だ、やだあ！」

「冥華、王の言いつけを守るんだ！」

　船縁に身を乗り出すと、カシカが慌あわてた動きで笹良の腕を摑んだ。

「ガルシア、ヴィー、やめて！　お願いだから、なんでもするから、もう殺さないで！」

　向こうの船に渡らないと。そして皆を海賊船に連れ戻す。

「暴れるなって！　おまえが口を挟はさんでも、どうにもならない！」

「あぁカシカ、お願い、やめて、皆、人殺しはだめ、殺したら、だめ!!」

　ぎゅうっとカシカの両手を握り、震える唇を懸けん命めいに動かして訴える。

「冥華──目を瞑つぶっとけ。これはおまえに関係のないことなんだ。船室で休もう。な？」

「カシカ、お願……っ」

「わかってる。俺はそばにいる。大丈夫だ」

　カシカはぎこちなく微笑んだ。声音は優しいのに、瞳は野蛮な海賊のままだった。

　一緒に笑ったよね？　寝しん台だいに転がり、夜よ更ふけまでふざけ合って、色々な話をした。主な海賊幹部たちのとっておきの秘密とか海賊船の七不思議、海にまつわる謎なぞ。笹良もお返しに『学校』やファッションについて語った。話は尽つきなくて、眠ってしまうのがもったいなくて……クラスの女子と遊んでいるときのように楽しかった。明るさに満ちた、安らかな時間を分け合ったのに。その光景が色いろ褪あせ、がらがらと音を立てて崩くずれ落ちていく。

「カシカ、なにをしている。ササラが邪じや魔まならば、船室に閉じこめておけ！」

　荷船に移動した海賊王が、こっちを振り向いて声を張り上げた。

　目の前が暗くなる。ガルシアは笹良の願いを聞いてくれない。

「襲わないで、あの人たちを殺さないで。カシカぁ」

　カシカはなにかが喉のどに支つかえているような表情を浮かべると、さっと目を逸そらした。

　全身が闇のなかに沈んでいく気がした。

　カシカも海賊なんだ。
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「出して！　カシカ、置いていかないでよ！」

　あんまりうるさく訴えたせいなのか、木箱や網あみのたぐいがしまわれている倉庫のような一室に隔かく離りされてしまった。

「あとで迎えにくる。頼たのむから、なぁ冥華……、大人しくしていてくれ」

　扉とびらの外から、カシカの少しくぐもった声が聞こえた。

「あと、なんて時間、知るものか！」

　そんなのは永遠に来ない時間だ！

「カシカ！　出してったら!!」

　どんなに喚わめいても、カシカは扉を開けてくれなかった。困ったように扉を軽く二度叩くと、足音を響かせて去っていく。笹良だけが狭苦しい倉庫部屋のなかに取り残されてしまう。

　ランプをひとつ置いていってくれたのは、せめてもの情けだろう。

「開けてよ！　誰か！」

　大声を上げ、皮ひ膚ふが擦すり剝むけるほど扉を叩いても、迎えは来ない。

「開けてってば！」

　腹を立てながら扉を繰り返し叩き続けたときだ。扉の表面に尖とがったところがあったらしく、小指の付け根あたりを少し抉えぐってしまった。

「痛っ」

　ぽたんと一いつ滴てき、自分の手から血が落ちる。それをきっかけに、涙なみだまでもぼたぼたとこぼれた。

　たった一滴血が流れただけだというのに、飛び上がりそうなくらい痛い。

「う、うー」

　斬きられた人たちは、もっと痛かったはずだ。

　笹良は扉に額を押しつけ、そのままずるずると屈みこんだ。荷船の船長、「これで助かった」ってとても安心していたのに。お愛あい想そでも笑いかけてくれた人が目の前で刃に倒たおれ、大量の血を流していた。夕日を穢けがす血の赤が脳裏に蘇よみがえる。今まで見たなかで、一番残酷な景色だった。

　たまらない気持ちになり、笹良は片手で喉元を押さえた。腹部がぐっと押し上げられるかのような不快感を覚える。その直後、胃が痙けい攣れんした。けほっと少しだけ吐いてしまう。

「笹良、なにをしているの」

　こんな暗い場所で、一人で泣いて、どうなるっていうんだ。

　閉じこめられたおかげでもうなにも見ずにすむ──って安心できるわけがない。

　ルーアやひげもじゃ海賊を助けることができなかった自分と、今ここにいる自分は同じだ。吐こうが泣こうが状況はちっとも好転しない。恐ろしい海賊だと知りながら、他の船を襲うっていう展開を少しも予想していなかった。その甘さが、監かん禁きんされる原因になったのだ。

「ガルシアもヴィーもカシカも皆、本物の海賊」
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　冷たい床にうずくまって涙を必死に堪えていると、遠くのほうから、どん、となにかが爆発するようなくぐもった鈍にぶい音が聞こえた。室内で花火の音を聞いたときと似ている。

　身体の奥に響くような低い音だった。はっと顔を上げると同時に、またその爆発音が響く。

「紅弾って、このこと!?」

　ガルシアが教えてくれた言葉がふと思い浮かんだ。小型の破裂弾。

　なぜそんな音が響いているのか、いったいどこで爆発しているのか。

　答えはひとつしかない。荷船を爆破するためだ。

　いや、ギスタが、「護衛船があとから出現するかも」と言っていた。占せん領りようした荷船に砲ほう撃げきするはずがない。たぶん、その護衛船と一戦を交えているんだろう。

「そんな」

　ちょっと待ってほしい。相手側の乗組員はどうなってしまうんだ？

「護衛船を沈めるつもりなの!?」

　吞のん気きにうずくまっていられない!!

「絶対にここから脱だつ出しゆつしてやる」

　恐怖に蓋ふたをし、自分を奮い立たせると、笹良は急いで扉に飛びついた。小ハンドルのような形をした把とつ手てを摑んで引っ張ったり押したりしてみるも、びくともしない。

　小汚い室内を見回し、立ち尽くす。どうする、なにかいい方法はないのか！

「……こうなったら！」

　笹良は靴くつを脱ぬいだ。以前履はいていたタイプと違って、華きや奢しやな作りのものだけれど踵かかと部分が高くなっている。木箱のひとつに駆け寄り、金かな槌づちの要領で、えいっと踵部分を振り下ろす。

　もしかすると、木箱のなかに脱出に役立ちそうなアイテムが入っているかもしれない！

　湿しつ気けにやられていくつも染しみが浮かび、斑まだら模様になっている木箱には、四よ隅すみに留め具が取りつけられている。素手ではこじ開けられないと思ったのだ。

「ん、む、む！」

　力をこめて、木箱の蓋に靴の踵を叩きつける。

「痛っ」

　踵が木箱の蓋にめりこんだ拍ひよう子しに、木き屑くずが弾け飛んで頰に直撃した。それにかまわず、躍やつ起きになって靴を振り下ろす。蓋の中心にようやく穴が開いたとき、靴が壊れてしまった。

「んぬー」

　ぎざぎざの穴に手を入れ、少し行ぎよう儀ぎの悪い体勢だが木箱が動かないよう片足で固定する。そして体重をかけ、思いきり引っ張る。

「固いっ」

　木箱め、なんて強情なんだ。心のなかで罵ば倒とうしつつ、さらに力を加える。

　めきめきと木箱の蓋が軋きしみ始めた。

「ぎゃ！」

　バキン、という小気味いい音が響くと同時に、木箱の蓋がとうとう壊れた。

　勢い余って笹良の身体も後方に転がってしまう。

　ぎざぎざの部分を摑んでいたため、手のひらが傷つき、薄うつすらと血が滲にじんでしまっていた。床に打ちつけた腰をさすり、手を開いたり握ったりして痛みを散らしたあと、木箱を覗きこむ。

「……使えねえ！」

　笹良は不ふ貞て腐くされた。なかにはサイシャやジェルドが喜びそうな、奇き妙みような道具や布が詰つまっている。他にも木箱はあるけれど、どうもこの様子を見るに、入っているのはがらくたのたぐいじゃないだろうか。あまり期待できそうにない。

「だいたいこれ、なんだ」

　憤いきどおりつつ、変な形の物を取り出す。土産みやげ物もの屋で売られているような、出来の悪い木き彫ぼりの人形だ。手にしてみると意外に重量があり、しかも無駄に光沢がある。

　誰だ、こんな趣しゆ味みの悪い代しろ物ものを海賊船に持ちこんだのは。いかにも適当に彫りこんだと言わんばかりの、半笑いの表情がまた小憎らしい。馬鹿にされている気分になってきたぞ。

「こいつめっ」

　八つ当たり混じりに、その半笑い人形を扉に向かって投げつける。

「んぬ!?」

　扉に半笑い人形が衝突した瞬間、きぃん、と身体が痺しびれるような音が響き、笹良は思わず両耳を塞いだ。

「半笑い人形のくせに、自己主張激しすぎ！」

　呆あつ気けに取られたあとで、案外使えるかもしれないと思い直す。拡声器で木もつ琴きんの音量を倍にしたようなこの音、もしかして通路にも響くんじゃないか？

　床に転がった半笑い人形を摑み、それで扉を連打する。耳がきんきんするくらいの音が室内に響き渡った。自分へのダメージがすごいが、我慢だ。

「誰か、開けて！」

　叫びながら何度も半笑い人形で扉を叩く。

「笹良、出る！　扉を開けないと、皆が寝ているときにもこの音を響かせてやるっ」

　把手を引っ張り、また大声を上げる。誰もこの通つう廊ろうの近くにいないのか？

「ガルシアの馬鹿！　ヴィーの馬鹿っ、カシカ、ひどい！　皆、あんなふうに……殺すのは嫌!!」

　世界が違って、価値観も異なる。それでも、理り不ふ尽じんに傷つけられて楽しい人なんかいない。

　人生経験の少ない笹良でもわかる。他人から奪うことばかりを繰り返していると、心は腐ってしまうのだ。いつかきっと後こう悔かいする。でも、そのときに謝ったって、もう遅い。

「ねえ、開けて。誰か、来てよ！」

　焦りに突き動かされ、身体ごとぶつかるような勢いで扉に拳を叩きつけたときだ。

　かたっと小さな物音が扉の外側から響いた。

　あっ。

「開けて、お願い。笹良、出る、出るっ」

　誰かが扉の向こうにいる！

　笹良の言葉を受けとめたらしいその人が、鍵かぎをひねっている音が聞こえた。えらい！

　きぃ、と扉が開かれる。待ち焦こがれていた瞬間だった。

「やった！」

　開かれた扉の外へ、喜びとともに飛び出した。

「──冥華」

　静かな声音に、笹良はたたらを踏み、立ち止まった。

「グランっ」

　扉を開けてくれたのは、隻せき眼がんのグランだった。

「ありがと、笹良、嬉しい！」

　ぎゅむっとグランの腰にしがみつき、精一杯感謝の気持ちを表す。

「なぜこんな場所に隠れている？」

　隠れていたわけじゃないぞ。悪いけれど説明はあと！　一刻も早く甲板に上がりたいのだ。

　でもグランを一緒に連れて行くわけにはいかない。閉じこめていたはずの笹良を逃がしたと、のちにガルシアたちに知られた場合、またしても凄すさまじい体たい罰ばつを受けてしまいかねない。

「グラン、笹良、逃がす、言う、なし。グランと笹良、会う、ない」

　ここで会って、笹良を逃がしてくれたことは秘密にしよう、と伝えたいのだ。

　ところがグランは、笹良の意図に気づいただろうに立ち去ろうとしなかった。ちらりと笹良の足元を見つめて小首を傾げ、おもむろに腕を伸ばす。

「えっ、グラン!?　なんで抱き上げるの、だめだってば！」

「靴」

「靴？　……平気だよ、裸足はだしでも歩ける！」

　下ろしてくれるよう身振りを交えて懸命に訴えるも、グランは聞いてくれない。

「笹良と一緒にいたら、グランが危険なんだよ！　下ろす、離れる！」

　グランは無表情ですたすたと歩き始めた。

　笹良が遠えん慮りよしているだけと思っているのかもしれない。

「あぁ、もう！」
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　日は、落ちていた。

　グランに連行される形で到とう着ちやくした甲板には、対極の空気が混在していた。歓かん喜きと悲ひ嘆たん。その二つが練り上げられて、息苦しくなるくらい淀よどんだ雰囲気を醸かもし出している。夜の色がなおさら不気味さを強くしていた。あちこちに置かれているランプが、夜風にゆらりと揺れていた。

　甲板の片隅には荷船から強奪したらしい木箱がいくつも積み上げられている。

　その山に海賊たちが群がって、中身を確かく認にんしては笑い転げ、美しい布を次々と広げたり目ま映ばゆい宝石をじゃらじゃらと鷲わし摑づかみにしたりしていた。彼らの横では、捕とらえられた十数人の荷船の者が身体に縄なわをかけられ、涙や血を流して座りこんでいる。

「──ひどい」

　皆、髪は乱れ、怪け我がを負っていた。襲撃の凄まじさを物語るようなひどい恰好だった。

　絶望を瞳に宿して、深く俯うつむいている人がほとんどだ。なかにはまだ若い女性もいた。男性陣じんの年齢も様々のようで、年配の人もいれば二十代らしき人もいる。

　強奪した荷を見て浮かれていた海賊が、嗚お咽えつを漏らす女性に近づき、卑ひ猥わいな言葉をかけてからかったり、小こ突づいたりし始めた。ガルシアは仲間のそういう下卑た行動には興味がないのか、無感動な眼差しで眺めている。

　海賊幹部たちは強奪した荷を運ぶよう下っ端ぱに指示し、仲間に怪我人がいないか確認していた。海賊側にも多少犠ぎ牲せいが出たらしい。

「あ、冥華！　ちょっとおいでよ」

　様相が一変している甲板の様子に呆然としていると、ジェルドが笑顔を向けてきた。海賊幹部たちが一いつ斉せいに振り向いて、笹良を見つめる。

　ガルシアも、笹良を抱きかかえているグランへ一瞬冷ややかな目を向けた。背筋がぞくっとする。

　笹良はとっさにグランの腕から飛び降り、背に庇かばった。ガルシアと視線がぶつかった。

「こっちに来いったら」

　ジェルドが、手にしていた剣で自分の肩をぽんぽんと叩きながら近づいてきた。頰に血の飛ひ沫まつが付着している。その不気味さと楽しげな表情との落差に、笹良は強い目眩を覚えた。

　よく見れば、肩を叩く剣も血まみれなのだ。

「ほら、好きなのを持っておいきよ。女物の服もあるしさ」

「──いらない」

「遠慮してんの？　気にしなくていいのに。俺の取り分から、やるんだぜ」

　首を振って拒否するも、本気じゃないと思われているのか、ジェルドは取り合ってくれなかった。笹良の手を摑むと、木箱のひとつへ足を向ける。

　海賊船になぜ女性用の衣服があったのか、やっとわかった。こういう形で強奪したのだ。

　笹良が今、身にまとっているドレスもきっと、以前襲った荷にあったものなんだろう。

　血まみれのドレスを着ているような気持ちになり、肌が粟あわ立だった。

「冥華は小さいしなあ、こういうドレスならいいか？　寸法を少し変えてやるからさ」

　ジェルドの『親切』に顔が歪ゆがむ。

「……笹良、ほしい、ない」

「ドレスが気に食わない？　布地から仕立ててやろうか？」

「そういうことじゃないっ、なにもいらないよ！」

　笹良は声を張り上げた。ジェルドは、どうして笹良が嫌がるのか考えようとせず、訝しげな顔をするばかりだ。手を放してもくれない。

「わっかんないって！　服よりも宝石のほうがいいってことか？」

「違うんだよ、ジェルド！」

　宝石とか、ドレスとか！

「そんなもの、こんな状況でもらって、誰が嬉しいって思うんだ！」

「……なに、宝石も気に入らないってわけ？　我が儘ままだなあ、冥華。じゃあなにがいいのさ。好きなの探しなよ」

　ジェルドは機き嫌げんを損そこねたような表情を浮かべると、そっぽを向いた。

　笹良は彼の腕を引っ張り、少し屈ませた。背伸びをし、彼の頰を両手で包みこむ。

「ジェルド、見るものが違うよ！　ねえ、泣いてる人、いるよ。血を流している人もいる！　笹良、ジェルドより子どもだけど、きっと知っていること、あるんだよ」

　急に鼻の奥がつんとした。悔しいことに、平気で剣を振り回すようなこの海賊たちを心から憎めない。たまに親しみすら感じてしまう。

　一から百まで悪いってわけじゃないと、どこかで庇いたくなる。

　──違う。とても悪い。

　本物の悪人だ。それなのに……苦しんでいる人々がそばにいるというのに、拗すね始めるジェルドから手を放せない。そうか、笹良が本気で拒絶してないってわかるから、ジェルドも手を振り払わないんだ。

「血がたくさん流れたら、死んじゃうんだよ。死ぬ、二度と、会えない。笹良はジェルドがもしも死んだら、悲しい！　皆も同じだ。この人たち、死ぬ、家族、悲しい、同じっ」

　死って恐ろしく、つらいことだ。だから血は嫌な臭においを放つんじゃないだろうか。

　他人を簡単に傷つけたり、血を流させたりしないようにだ。

　それはいけないことなんだって、臭いで訴える。

「宝石がどんなに奇麗で高価でも、心臓の代わりにはならないよ。石で心は作れないんだよ」

　胸に下げている比石の首飾りを片手でぎゅっと握り締しめる。これはジェルドが作ってくれたものだ。大事に思う理由は、その石がどう研磨されたかを知っているからだ。

「笹良は宝石やドレスをもらうより、ジェルドが優しくしてくれるほうが嬉しいもん！」

　ジェルドの頰を撫でる。弱肉強食の海賊王国で生きている彼には、笹良の望みなんて甘ったるくてつまらないものだろう。それでも、こういう光景は受け入れられない。

「……なんで冥華まで泣くわけ？」

　ジェルドはなにかを警けい戒かいするように笹良を見つめた。

「冥華からさぁ、代金を取り立てるつもりとかないけど？　せっかく着飾らせてやろーと思ったのに、どうしていつも嫌がるのさ」

「笹良、嫌がる、ジェルド、嫌？」

「当然だろ。喜ばせてやるっつってんの！」

　頰を膨らませて笹良を睨むジェルドに、苦しくなる。

「笹良は、前にジェルドが林りん檎ごの芯しんや魚の骨で作ってくれた船の模型のほうが、好き」

「……あのさぁ！　その言葉、わかんねえんだけど！　苛いらつく！」

　彼は片手に提さげていた血まみれの剣を乱暴に木箱の上に投げ出して、怒鳴った。木箱にうまく乗せられなかった剣が、音を立てて落下する。気がつけば、甲板は静まり返っていた。笹良は剣を見下ろすと、密ひそかに深呼吸した。

「今のジェルド、嫌きらい」

　アルバシュナ語で告げると、彼の気配が冷たくなった。

「はぁ？　おまえ、なに言ってんの？」

　ジェルドの、心臓が動いているあたりに自分の両手を押しつける。

「この音、笑いながらとめるジェルドは、大嫌い」

　彼は眉まゆをひそめて笹良の手を見下ろした。

「笹良の音、もしもとまったら、もうジェルド、遊ぶ、ない」

　むかっとしたのか、ジェルドは荒あらっぽい動きで笹良の手を摑んだ。

　そのとき、後ろから強い力で腕を引っ張られる。驚きながら振り向き、笹良は息を吞んだ。

「ガルシアっ」

　月と海、角度によって色を変える不思議な瞳が笹良を見下ろしていた。

「うるさい娘だ。仲間の士気が下がるだろうに」

　ガルシアは上品な笑みを浮かべた。知らず知らず気圧されてしまう。笑っていても、本当は腹を立てていることが、ひしひしと伝わってくる。

「弱い者ほど、よく吠ほえる」

　ずきっと胸が痛む。

「偽いつわりの善意を振りまかねば、自分一人で立てぬのさ」

　そうかもしれない。笹良は弱いから、周りにいる人たちの手助けがなきゃ生きていけない。

「部屋へ戻れ、ササラ」

　甘く命じるガルシアへ、首を横に振る。

「お願い、この人たち、助けて。殺す、やめて」

　ガルシアの黒い上着にしがみつき、必死に揺さぶる。ここは海賊王国だ。
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　強い者が力を握る。ガルシアの決断にすべてかかっている。正論や常識なんかで、振り下ろされる血まみれの剣は防げない。それはこうして、嫌というほど見せつけられた。

　だけど、形のない心を突き刺すことができるのは、剣じゃない。心と同じ、形のない言葉だ。

「殺す、嫌、助ける、ガルシア！」

　冷や汗あせが滲む。ガルシアの手のなかに、捕ほ虜りよの命が乗っている。ちょっと傾けただけで、ぼろぼろと落ちてしまう。だから笹良は、ガルシアの心を狙ってひたすら訴える。力でも知識でもガルシアに遠く及およばないとわかっているけれど、言葉という刃を振りかざす。

「まったく、おまえは！」

　ガルシアは笑いながら笹良の後頭部に手を回し、髪をぐっと握った。

「なんていう子だろうか。どれほど可愛がっても不満ばかりを口にする」

「う、ぅ」

　つま先立ちになるくらい髪を強く摑まれ、身体のバランスが崩れかけた。

「なあ、俺はずいぶんと目をかけ、贅ぜい沢たくな待たい遇ぐうを与えてやったろう？　なのにまだ拒絶し、楯たて突つくのだな？」

　捕ほ縛ばくされた人が泣き止やむくらい、柔らかに声が響く。

　誰もがもう気づいている。王様は、優しい声を出すときほど残酷になる。

「可愛いササラ、さあ、いかにしよう？」

　笹良の髪を片手で摑んだまま、彼は紳士的な微笑を見せ、耳元で囁いた。

「ジェルドではないが、女を泣かせるのも時には愉ゆ快かいさ。おまえにこの場で命いのち乞ごいでもさせようか」

　身体が一瞬震えたのをガルシアは見み逃のがさなかった。その瞳に、冷めた光が宿る。

「腐るほど贅沢をさせても満足せぬという。ならば次は、力をもって試ためしてみるか？　おまえがなにに屈くつするのか、興味がある」

「ガルシアは、笹良が跪ひざまずいて、許してってお願いするのを待ってるの？」

「その不可思議な言葉が曲くせ者ものだ。おまえを神秘の化け身しんに変える。意味がわからぬのに、つい耳を傾けてしまう」

　無造作に笹良の髪を摑んでいる手。それが以前、頭や頰を優しく撫でてくれたことを覚えている。思い出すと、切なくなった。

「まさか本気で俺を惑わせようとしているのか？」

「違う」

「いや、おまえは見事に俺の野や獣じゆうどもの心を搔かき乱し、弄もてあそんでいるだろう？　ジェルドにまで、そら、ああいう顔をさせるんだから」

　ガルシアは呆れたように笑うと、笹良の顔を強ごう引いんにジェルドへと向けさせた。笹良がよろめき、痛がってもおかまいなしだ。

　──笹良って本当、どうしてこんな救いのない世界に来たんだろう。

　いくら考えてもわからない。誰かに答えを教えてほしくてたまらなかった。

　だってこんなの、おかしい。普通に学校へ行って、友達と遊んだり、時々は総司と喧けん嘩かしたり、お母さんと買い物に出かけたり、皆には内緒でお父さんにお小遣いをもらったり……そういう平和な暮らしをしていたのに。

　いきなり海の上に落ち、青い髪の海賊王に脅されるなんて展開、夢にすら見たことがない。

　本当に、変なの。頭がぐるぐるする。小さな頃好きだったレトロな音楽とか、家族と観みた退屈な映画の台詞せりふとかが、なぜか急に思い浮かぶ。でも、頭のなかを駆け回るそれらの記憶の断だん片ぺんは、ひとつとして今の笹良を助ける鍵にはならない。

　笹良って薄っぺらなんだなあ。ガルシアの奇麗な目を見つめ返しながら、落ちこむ。

　ぼうっとしているあいだに、ガルシアの手が髪から離れた。

　笹良が口答えをやめて怯えたため、つまらなくなったみたいだ。興味を失った顔をして、後方に控えていたカシカへ視線を向ける。笹良を船室に追いやるつもりなんだろう。

　何度か瞬きして、ふと視線を巡らせる。海賊幹部たちがこっちを見ていた。他の海賊も熱心に視線を向けてきたし、甲板に座らされている捕虜の人もじっと見つめてくる。

　彼らの眼差しに引き寄せられるようにして、笹良はよろよろと近づいた。とうに腰砕けな状態だったので、捕虜の人々の前にぺたんと座りこむのは立っているよりも楽だった。

「ガルシア……」

　カシカを呼び寄せていたガルシアが、怪け訝げんそうに振り向いた。

　なにを乞おう。月を映す冷たい海のようなその目に、どんなものを捧ささげればいいんだろうか。

「……殺す、やめて」

　身体ごと向き直ったガルシアが、かすかに眉をひそめた。笹良はちょっと笑った。やっぱだめ、同じ言葉しか出てこない。いきなり頭がよくなったりするもんか。

　怖いし、つらいし、弱さしかないんだとしても、どうにかして皆を守りたいと思うのは本当なのだ。何度も繰り返せば、偽善にだって意味が生まれるだろうし。──いや、この人たちを守りたいっていうより、海賊たちの手がこれ以上血で染まるのが嫌なんだ。

　だったら、初志貫かん徹てつだ。死ぬほどお願いしてやる！

「ガルシア、許す！」

「──ササラ、まだ言うのか」

「殺すことが簡単にできるんだったら、助けることもできるじゃないか。お願い、殺す、嫌」

　甲板に座りこんだ姿勢のまま、深く頭を下げて頼みこむ。

「笹良、怖い。こんなの、もう嫌だ……怖いの、見たくない」

　ガルシア、助けて。残酷な真似をしているのはガルシアなのに、助けを求める相手も同じだなんて、よく考えると奇妙な話だ。

「なるほど、それがおまえの命乞いか？」

　頭上から降ってくるガルシアの声は静かだったけれど、今までとは違う種類の感情が秘ひめられている気がした。

　勇気を出して顔を上げてみる。ガルシアが腕を組み、冷然と笹良を見下ろしていた。

「冥華ってさあ、なんか──」

　ふとジェルドが奇き怪かいなものを見るような目をして口を挟んできた。笹良が視線を向けた瞬間、彼はなぜか頰を引きつらせ、くしゃりと自分の髪を摑んだ。

「なんか、俺、頭痛い」

　戸惑いながらジェルドを見ていると、王様が落とした小さな溜息に、意識するより早く肩が揺れた。笹良は視線をガルシアに戻した。

「荷、盗とる、終わる、十分。この人たちを、殺す、なし」

　目当ての荷は手に入れたのだから殺戮は不要、って言いたいのだ。

　あんまり喋しやべったことのない海賊幹部の一人が、ガルシアを気にしつつもこっちへ近づこうとした。笹良はとっさに「来ないで！」と声を張り上げた。

　必死に両手を広げ、威い嚇かくする。座ったままというのがなんとも情けないけれどさ。

　虚きよ勢せいをはる笹良の前に、ガルシアが身を屈めた。また叩かれるんだろうか。そんな恐れが膨れ上がり、全身が強張る。でもここで手を下ろしたら負けだ！

　きつく唇を嚙かみ締め、ガルシアの視線を受けとめる。

「殺す、いけない。人、泣く。そうしたらきっと、海だって泣くよ」

　片言の異世界語と日本語が混ざり合って、意味が伝わりにくいかもしれない。そこは雰囲気でなんとか察してほしい。

「ササラ──見上げたものだ」

　ガルシアは唇の端はしを小さくつり上げた。獲物に照準を合わせる目だ。寒気が走る。

「どうしても、殺あやめてほしくはないと言うのだな？」

　頷きたいのに、身体が凍こおりついてしまう。やけに胸がどきどきしてきた。

「では、同じ境遇に落ちてみるか？」

「……え？」

「そうだおまえ、奴隷の安否についても気にかけていたな。殺めてほしくはないというのならば、この者たちを奴隷として働かせよう。おまえも同様の身になってみるか」

　啞然とした。ガルシアが腕を伸ばし、おかしそうに目を細めて笹良の髪に再び触れる。

「どうする？　檻おりに入りたいか。粗そ末まつな食事しか与あたえぬ。美しい布も、自由も、日の光もない。我が儘も許さぬよ。これまでのように愛でもしない。耐えられるか？　散々贅沢を与えられたおまえに？」

　心に言葉の刃を突き立てられたのは、笹良のほうだった。

「それが我慢できぬのなら、黙だまっていろ」

　従順にしていれば、今まで通り、許された範はん囲いのなかで好きなように振る舞わせてやる。そう言いたいんだろう。また選せん択たくを迫せまるんだ。今度は、笹良の偽善を秤はかりにかける。

　瞼まぶたを閉じて考える。どうしようか。今の贅沢を、手放せる？

　広げていた腕を下げて、膝の上でぎゅうっと拳を握る。

「……うん」

　全力で甘えたくなる気持ちを抑おさえて、自分を納なつ得とくさせる。

「皆を助けて、ガルシア」

　ゆっくりと目を開き、ガルシアを見つめ返した。

　本当は今までみたいに優しく撫でてほしい。こんなに傷ついて泣いている人が後ろにいるのに、心底そう思ってしまう。人形のように振る舞ってでもいいからガルシアのそばにいたい。

　友達でもない、家族でもない、名前さえ知らない人たちを、なんで笹良が命をかけて助けなきゃいけないんだろう。そんな冷めた疑問までもが浮かぶ。恥ずかしい。乙女おとめとしてあるまじき卑ひ怯きような感情だけど、それだって笹良の一部だから、どうやっても打ち消せない。

　なのに、逆の言葉を口にしたのは、最後の最後で良心を選び取った……なんて清くまっとうな正義感のためじゃなかった。全然違う、もっとひどい。

　もしもここで自分の立場を優先すれば、きっとガルシアは。

「助けて」

　激しい痛みを感じた。むしろ、こんな笹良を助けてほしい。どれほど噓つきなのか、自分に寒気がする。両手で顔を隠したい。誰にも見られたくない。

　──笹良が自分を優先した瞬間、ガルシアは嘲あざけりの微笑を浮かべると思ったから。

　これまで多少ではあったものの、彼は笹良に対して興味を持っていてくれた。未知の世界から来た、珍めずらしい子だって。言動や容姿も、この世界の人たちと比ひ較かくして異なる点が多かったはずだ。それも王様の好奇心を刺し激げきしていたに違いない。

　けれども今、差し出された選択で「自分の安全」に手を伸ばした場合、ガルシアはこの先、笹良に対する一切の興味をなくすだろう。それみたことか、結局おまえも皆と同じだ。そんなふうに受けとめ、笹良の『普通さ』に同情さえ見せて、あとは一巻の終わりだ。

　どんなに飾った言葉でごまかしても、小石を見るような目しか向けてくれなくなる。

　ガルシアの関心を繫つなぎとめるためには、自分の安全を捨てなきゃいけなかった。そして、彼の興味を失わせないという選択は、長い目で見れば、自分を守ることと同じ。

　結局は自分が一番なんじゃないか。

　どうしよう──さっきまでは本当に、皆を助けたいと思っていたのだ。

　だけどそれは、自分を安全な場所においての話だった。

　やばいよ、いくらなんでもこんな考えって、すげえ汚くない？

　笹良は項うな垂だれた。じわっと目元が熱くなる。

　心が冷たくても、頰を転がり落ちる涙はあたたかいって変なの。

「皆を助けて。お願い」

　汚よごれた心を海に投げこめば、奇麗な青に変わるだろうか。

　アルバシュナに迷いこむはめになったのって、笹良への罰？

　濁にごった心を隠し持っていたことが神様にバレたのかもしれない。身体も冷たくなってきた気がする。ガルシアや血の臭いのせいじゃなく、自分に対する怖さでだ。

　やっとわかった。悪い子だから、いつまでたっても家族のところへ帰れないんだ。

「──これほど震えながらも、他者を庇うのか？」

　ガルシアの指で、後ろに座らされている人たちのほうへ無理やり顔を向けさせられた。

「人とは薄汚いものさ。おまえがどんなに庇っても無駄なこと。よいか、この者らは、おまえを犠牲にしてでもおのれを優先するぞ」

　彼は確信をこめて言うと、氷のような視線を捕虜たちへ投げた。

「おまえたち、聞け！　この娘は穢れを知らぬ高貴な異国の姫よ。その姫が、自分の身を貶おとしめてでもおまえたちを救いたいという。さあおまえたちはいかにする？　恩義に報むくいたいという者はいるか。姫を助けたくば、名乗り出よ！」

　ガルシアはよく響く声で皆に告げると、笹良の腕を取って立たせた。皆に姿が見えるよう、そうしたのだと気づく。

「愛らしく、稚いとけない姫よな。その姫が、なんとも健気なことよ、自ら奴隷になると言うぞ」

　背後に立ったガルシアが、笹良の首を撫でた。

　ひゅっと喉が鳴り、身が竦すくんだ。船室で喉を押さえつけられたときの恐ろしさが蘇る。

「どうだ、小さく、白い手だとは思わないか！　愛を捧げる者の口づけを受けるためだけの、繊せん細さいな手だ。丹たん念ねんに磨みがかれ、香こうをまとう肌。この目も、美しきものしか映したことがない。純白の心を持った聖なる姫だぞ」

　ガルシアは一度、笹良の手を掲げ、わざとゆっくり自分の指を絡からませた。

「そら、姫はこれほどまでに怯えているようだ。哀あわれだろう？　救いたくば、俺の手から姫を奪ってみるがいい。──おまえたちのなかに、俺に刃を向けられる者がいるならば」

　そう笑ってガルシアは指を離すと、笹良の髪を一ひと房ふさ、摑んだ。

　ぎくしゃくと見上げた直後、ぱつっと音がして、笹良の髪が床に落ちた。ガルシアが腰のベルトから抜いた短剣で笹良の髪を切り落としたのだ。

　ぱつり、ぱつり、と髪が少しずつ切られていく。見せしめみたいに。笹良は身体の震えを堪えるため、両手でドレスをぎゅっと摑んだ。それでも足が震えてしまった。

「姫を助けたい者は？」

　彼は覇は気きのある声で言うと、鮮やかにくるりと短剣を回した。それをすっと投げる。前方に座っている人のそばにその短剣は突き刺さった。

　何人かが、甲板に短剣が突き刺さる鋭い音にびくっと身を揺らした。

「一人もいないのか！　俺と刃を交える者は！」

　ほとんどの人が顔を伏せていた。一人、二人、蒼そう白はくな顔でこちらを見つめる。

　──笹良のことは、気にしなくていいのだ。

　笹良のほうがずるいんだもの。助ける価値なんてない。

「ガルシア、やめて」

「見るがいい、哀れな姫。誰も救おうとせぬわ。おまえがどれほど身を砕いてもなあ。誰もが結局、自分を選ぶ。他者の命など羽根より軽い。これが人の、真の姿だ。そうだろう！」

　おかしそうにガルシアが言う。

　様子を見守っていた海賊たちが、同感だと言いたげに低く笑った。

「なあ姫、それでもまだこの者らを救いたいか？　おまえの温情に平然と唾つばを吐く者たちだぞ」

　どうしたんだろう、ガルシアらしくない。いつもよりずっと荒すさんだ目だ。

　今までみたいにあっさりと終わらせず、執しつ拗ように責め立てている。

　笹良がこの人たちに背を向ける瞬間を待ち望んでいるような気がした。

「見捨ててしまえ。それをしたってなんの罪にもならぬ」

　囁きに耳を傾けたあと、じっとガルシアを見上げる。

「唾を吐かれても、助けたいか？」

　嗜し虐ぎやく的てきな感情が浮かぶ瞳を見つめたまま、こくりと頷く。

　だって先に汚い考えを持ったのは、笹良だ。ならこれって、自分への罰だもん。

「──」

　ガルシアは薄い笑みを消すと、笹良を静かに見下ろした。ほんのわずか、王様の眉がひそめられた。気味の悪いものを見るような顔をされてしまい、ぎりっと胸が痛む。

　すぐに彼は目を逸らし、海賊たちを見回した。

「──よかろう。ヴィー、ゾイ、この者らを下へ連れて行け」

　カシカがこっちへ来ようとしたけれど、ガルシアは眼差しでとめた。ヴィーたちのほうに笹良の身を押す。

「ササラも檻に入れろ。俺の名を呼ぶまで、出すな」

　近づいてきたヴィーに、笹良は腕を取られた。

「ギスタ、荷船を回収するぞ。いい船だ。手入れをすれば高く売れる」

「予備船にしては？」

「ふうん、それもいいか……？　よし、手下を連れて内部を見てこい。それと風向きが変わったぞ。帆を確かめろ。見張りを怠おこたるな。別の護衛船が現れるかもしれぬ」

「アイ──」

　ガルシアは次々と号令をかけた。笹良の存在なんて、すでに頭にないという様子だった。







　四章　奴隷達の薬の天使







　連れられた場所は、吃きつ水すい線せんよりも下──海かい賊ぞく船せんにはまだこんな汚きたないところが隠かくされていたのかと驚おどろくほど、狭せまく重苦しい船室だった。隔かく壁へきの向こうに石の部屋があるようだった。

　内部は思ったよりも広く、猛もう獣じゆう用にしか見えない大型の檻おりがいくつか置かれている。

　空の檻には、薄うす汚よごれた毛布やバケツ類が放置されていた。

　もしかすると、労働を強要されている奴ど隷れいたちはここで眠ねむっているのかもしれない。笹良と捕ほ虜りよの人々は、隔壁の横に置かれている檻に入るよう命じられた。ほとんど換かん気きされていないのか、湿しめっぽくて蒸むし暑い。明かりといえば、ヴィーたちが手にしているランプだけだ。

「あ、そうだ」

　皆みんなと檻に入る直前、気がついた。片方だけ靴くつを履はいた状態だったのだ。ひとつは監かん禁きん部屋で木箱の蓋ふたをこじ開けようとしたとき、金かな槌づち代わりに使って壊こわれてしまった。

「靴……」

　捕虜の人々が怖こわ々ごわと檻に入る様子を見守っていたヴィーに、脱ぬいだ靴を差し出す。片方だけ履き続けるのもどうかと思うし。

「──馬ば鹿かが！」

　ヴィーは腹立たしげに笹良を見下ろすと、すこぶる低い声で罵ののしった。その声があんまり厳しかったので、無関係な捕虜の人々もびくっと怯おびえ、息を殺した。

　勿もち論ろん笹良も、靴を差し出した体勢のまま硬こう直ちよくした。

「このお嬢じようさんはどこまで愚おろかなんだ」

　がつっと鉄てつ格ごう子しを拳こぶしで叩たたくと、ヴィーは尖とがった目で笹良を睨にらんだ。

「なんだとっ」と言い返したくなったが、もうそんな気安い態度は取っちゃいけないのかもしれない。そう気づいて、今回は自重してやることにした。

　ヴィーと一いつ緒しよについてきたゾイが、腕うでを組んで深い溜ため息いきを落とした。

「冥華、なぜこの者らを助けた？」

　ゾイにもすっげえ恐おそろしい目を向けられた。聞かなかった振ふりをしようか、少し迷う。

「なんの理由で救ったんだ。おまえにどういう得がある」

「得……？」

　なんかゾイの聞き方って、笹良の向こう見ずな行動に呆あきれているとかじゃなく、もっと深刻な意味で責めているような響ひびきがある。

　うまく言えないんだけれど……別のことを疑っている感じ？

　汚い考えで「皆を助けてほしい」と頼たのんだことが見破られたんじゃないか。

　笹良は狼狽うろたえた。きっとそうなんだ。他ほかに理由が思いつかない。

「おい、ちび！　どうなんだ」

　ヴィーに骨が折れるんじゃないかってくらい強い力で腕を握にぎられた。

「痛いっ」

「答えろ、馬鹿姫ひめ！」

　皆ひどい！

　気持ち的にいっぱいいっぱいなのだ。ひげもじゃ海賊のときだってめちゃくちゃつらかった。今も夢に見ては魘うなされる。その苦しさが薄れる間もなく、荷船の襲しゆう撃げきだ。

　船長の笑え顔がおと血だまりが頭から離はなれない。

　逃にげ惑まどう人々の引きつった表情と夕日を浴びて輝かがやく刃やいばの色も、交こう互ごに思い浮うかぶ。

　何人が死んじゃったんだろう。ひとかけらも余よ裕ゆうなんてないのに、続けざまに自分の卑ひ怯きような部分まで目まの当たりにしてしまった。

「どうせ、笹良、汚い！　心、悪いっ。自分、安全、望んだ！」

　渋じゆう面めんを作っているヴィーの腕をぱしぱしと叩き、八つ当たりするように喚わめく。

「笹良、怖い……怖くて、だから！　言われなくたって自分で気づいてるから、もうやめてよ。どうすればいいのか、わかんないんだもの！」

　大声を上げて泣きながら、さらにヴィーの腕や胸を攻こう撃げきする。だいたいヴィーもゾイも人を斬きってきたあとなのに、どうして平然と話しかけてくることができるのだ。笹良、信じらんない。普ふ通つうはもっと悩なやむんじゃないのか。アルバシュナってここまで無法地帯なのか。

「人殺しの手なんて大だい嫌きらい!!」

「暴れるんじゃねえ、馬鹿姫！」

「それなのに、なんで笹良はヴィーたちがここにいて安心してるんだ！　これじゃ笹良だって同じじゃないか、自分のために皆を助けようとしたんだもん。こんなの、乙女おとめじゃない！」

「おい！」

「笹良、乙女、なし！　悪い！」

「……なにを言っているんだ？」

　ヴィーは抱だきかかえるようにして笹良の動きを封ふうじると、啞あ然ぜんとした顔を見せた。笹良は息荒あらくヴィーを見上げた。

「なにって！　笹良が後ろめたい考えを持っていたこと、責めてるんでしょ！」

「冥華、おまえの言葉は理解できない。こちらの言語で伝えろ」

　ゾイにも奇き妙みような眼まな差ざしを寄よ越こされる。無言で睨みつけると、彼は笹良の額に手のひらを押し当てた。笹良が興奮しているので、宥なだめようとしたらしかった。

「もうっ、ひどい！　笹良、心、悪い。ゾイ、ヴィー、責めるっ」

　頭を振ってゾイの手を払はらいのけ、涙なみだが溢あふれる目をぎゅうぎゅうとこする。

　自分が抱いだいた疾やましい気持ちを白状すると、もっと頭に血がのぼった。恥はずかしいし、いたたまれない。乙女じゃいられなくなったら、この先どうすればいいのだ。

「馬鹿、誰だれがそんなことを聞いたんだ」

　ヴィーは疲れたような顔をして、遠くを眺ながめた。

「おまえ……なぜそういうズレた話になる？」

　ゾイもまた疲ひ労ろう感かんの滲にじむ表情を浮かべ、こめかみを押さえる。

「なんなの、その反応！」

　ゾイは「もう諦あきらめた」と言いたげに緩ゆるく首を振ると、本気で迷めい惑わくそうな目を向けてきた。

「まあいい──それよりも、冥華に船での労働などできるのか？」

　労働って、比石の研けん磨まをするんだろうか。

「こんなちび餓が鬼きに力仕事がつとまるものか。どうあがいても足手まといになるだけだ。おらぬほうがよほどはかどる」

「ヴィー、失礼！」

　つい彼には遠えん慮りよなく攻撃をしかけてしまいそうになる。というか、実際にぱしっと腰こしのあたりをはたいてしまったが。あぁ気持ちが暴走して、とめらんない。

「この餓鬼。人ひと騒さわがせな真似まねをしやがって。おまえの頭のなかはどうなっていやがるんだ」

　すぐさま逆襲された。ヴィーに首の後ろを摑つかまれてしまう。

「──なんだ、冥華？　頰ほおが切れている」

　罵ろうとしていたに違ちがいないヴィーが、ふと眉まゆをひそめて顔を覗のぞきこんできた。そういえば監禁部屋で木箱の蓋をこじ開けたとき、破は片へんが頰を掠かすめた気がする。

「放せっ、ヴィー、嫌いや！」

　首を摑むヴィーの手をなんとか外し、脱だつ出しゆつに成功した……と思ったら、またしても腕を取られた。笹良はなんだか、暴れたくてたまらなかった。そうしないと本当に変になってしまいそうだった。

「その手も、どうした。なぜお姫さんは少し見ないうちに傷を増やしちまうんだ」

「うるさいな、皮肉王！」

　これも木箱を開けようとしたときの傷だ。──笹良が負ったのは、この程度の傷。

「やめろ、二人とも。騒がしい」

　ゾイが笹良たちを一緒くたにして叱しかった。ヴィーの顔が鬼おにのようになっている。

「とにかく、王の命には従わねばならない。たとえ冥華であっても、多少は罰ばつを受けてもらう。皆の前で王に逆らったんだ。殺されずにすんだことを感謝しろ」

　ゾイが濃のう厚こうに疲労感を漂ただよわせながらも、冷静にそう言った。

「……うん」

　確かにその通りかもしれない。笹良は唇を嚙かみ締しめた。ガルシアは笑いながら人を殺せる。そういう人だ。なのにこの程度の処罰ですまされている。

　それって、ガルシアの興味はまだ完全には失われていないという意味じゃないか。

　そんなふうに都合よく考えてしまった自分に、また項うな垂だれる。ぽぬ、と乱暴な動きで頭に手を置かれた。視線を上げると、ヴィーが苦々しげに笹良を見つめていた。

「笹良って、よく正気を保ってる」

「なんだって？」

「もうとっくに狂くるっててもいいはずだよね？」

　笑いかけると、目から熱いものが再び溢あふれ出て、頰を転がった。ゾイまでもが笹良を見て、眉をひそめた。
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　今日のところはひとまず檻のなかで休んでいいらしかった。

　彼らは奪うばった荷の整理と分配に忙いそがしく、こっちにまで気が回らないようだ。

　捕虜と同じ檻に入れられたのだけれど、長いあいだ、誰も笹良を見ようとはしなかった。でも強く意識している気配は感じる。笹良は檻の隅で膝ひざを抱かかえ、丸くなった。

「このドレス、きついったらない……」

　口のなかでつぶやく。剣けんを取って戦ったわけじゃないのに、床ゆかに腰を下ろすと、二度と立ち上がれないんじゃないかというほど身体からだが重く感じられた。瞼まぶたの裏にちらつく血だまりの光景を懸けん命めいに打ち消しながら、微睡まどろむ。起きたときには全部、夢に変わっていればいいのに。

　──精神的な疲労も大きかったんだろう、気がつけば笹良は本格的に眠りこんでいた。こっちへ近づいてくる複数の足音で、目が覚めた。

　隣となり部屋で比石を研磨していた奴隷たちが帰ってきたようだ。

　どの程度時間がすぎたのか、わからない。かなり長く眠っていたんだろうか。

　もしかすると、今はもう深夜を回っているのかも。

　ヴィーたちが置いていったランプもそろそろ油が切れそうだった。炎ほのおが弱々しく揺ゆれている。

　室内は、辛かろうじて人の顔がぼんやり見えるといった程度の薄暗さだ。戻もどってきた奴隷たちは、誰もが疲労の影かげを背中にはりつけていた。身体を引きずるようにして歩いている。動くたび、足あし枷かせが音を立てた。それぞれの檻に戻る奴隷のなかに、オズの姿があった。まさか手を振って挨あい拶さつするわけにもいかないので黙だまっていると、ふと顔を上げた彼に気づかれてしまった。戸惑った末、鉄格子越しに微笑ほほえみかけてみる。作り物であっても笑える自分が不思議でならない。

「不思議の姫か？　なぜ……」

　オズはひどく驚いた表情を浮かべ、一いつ瞬しゆん足をとめた。

　あ、ウェーブヘアもいる。彼も笹良に気づくと、オズのように愕がく然ぜんとした。

　さすがに気まずい。視線を他へ移すと、奴隷たちの最さい後こう尾びに、何度か顔を合わせたことのある下っ端ぱ海賊数人とグライダー、サイシャの姿があった。彼らは大おお鍋なべと器うつわを手に持っている。

「……なんだろ？」

　笹良のつぶやきが聞こえたのか、グライダーが振り向いた。彼は悲しそうな顔をすると、笹良から目を逸らして、大鍋を床に置いた。

　別の海賊が器を差し出す。そこに、大鍋からすくったどろどろの物体を盛る。

「あ、皆の食事か」

　海賊が乱暴な手つきで人々に器を配り始めた。笹良のほうへはサイシャが近づいてくる。

「……ほらよ、冥華」

　サイシャが突つつ慳けん貪どんに差し出してきた器の食べ物を見て、びっくりする。

　こういっちゃ悪いが、これまで見たなかで一番粗そ末まつな食事だった。なんていうか、ポテトサラダに泥どろを混ぜて、なおかつ水っぽくした感じ？　これはひどい。

　器の中身を改めてしげしげと眺め、笹良は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「しっかり食っとけ。これしか与あたえねえんだぞ」

「うん」

　サイシャに文句を言うわけにはいかない。大人しく器を受け取ったとき、笹良はどきっとした。手のなかに硬かたい物をこっそりと押しこまれたのだ。

　慌あわてて見つめ返すと、彼はささっという感じで視線を逸らした。渡わたされたものを恐る恐る確かめると、それは小さな貝かい殻がらを容器代わりにした外傷用の塗ぬり薬だった。

　サイシャ、感謝なのだ！

　さすがは船のお医者さん、優やさしい！　今はさり気ない優しさだけで、ほんと号ごう泣きゆうできる。

　内心でサイシャを褒ほめ称たたえているうち、今度はグライダーが、そそっと近づいてきた。すばやく懐ふところからなにかを取り出して鉄格子の隙すき間まに落とす。

「うぬ？」

　彼を見上げると、サイシャのときと同様に慌てた様子で顔を背そむけられてしまった。

　……あ、靴だ。

　彼がくれたものは、ドレスに合うような豪ごう華かな靴じゃなかった。ぺたんとした動きやすそうな短靴だ。ろくに会話もかわさず去っていく海賊たちの背中を、驚きとともに見つめる。

　最後まで残っていたサイシャが、扉とびらから出る直前、少し躊躇ためらう素振りで立ちどまり、ぎこちなく戻ってきた。自分が手にしていたランプと、鉄格子の前に置かれていた油の切れかけの古いやつを取り替かえてくれる。

「サイ……」

　目を合わせてはくれずに、彼はそのまま立ち去った。

　じいっとランプの明かりを見つめる。それから、靴と、薬を順番に。

　本当はどれも差し入れ禁止の物じゃないか？

　だからあんなに慌てた態度で渡してくれたのだ。

「ううっ、マジ感謝」

　ガルシアにバレたらすごく怒おこられるだろうに。

　めちゃくちゃ感激し、その余よ韻いんを味わった。泣くのは我が慢まんしないと。

　これだから、海賊たちを完全には嫌えない。思いがけない優しさを見せてくれたりする。根っからの悪人じゃないかもって思わされるのだ。

　いかにもまずそうな食べ物を膝の上に置く。

　──狂わなかったことを、喜ぼう。

　食べ物を与えられたのは、まだ命があるためだ。死んだら、まずいも美味うまいもない。

　しっかり食べよう。生きて、帰るんだ。

「でも……これ、どうやって食べればいいんだろ？」

　ちらっと皆の様子を窺うかがうと、笹良と一緒に連行されてきた捕虜の人々も戸惑いの表情で器を見ている。別の檻に入っている古参の奴隷は、当たり前のように手摑みで食べていた。

「そうか、手で食べるのか……」

　よし、食べてみよう。

　意気込みつつも、最初は小こ狡ずるく人差し指と親指でちょびっとだけすくい取り、口に運ぶ。

「!?」

　まず……っ！　と絶ぜつ叫きようできたらどんなに楽か。

　これは予想以上にまずい！　味がしない、というか青あお臭くさい、変な臭におい。腐くさっているみたいだぞ。この食べ物だけでも笹良が今までどれほど優ゆう遇ぐうされてきたか、わかる。いつも口にしていたものは、見た目こそ怪あやしげだったものの、吐はき出すほどじゃなかった。でもその食事にありつけていたのは中ちゆう堅けん以上の海賊に限られていたんだろう。下っ端海賊はあんまり豪勢な物を食べていなかったんじゃないだろうか。それでもここまでひどくはないはずだ。

「残したら、だめだ」

　食べなきゃ明日からの労働に堪たえられない。

　どんな仕事を押しつけられるのか想像もできないけれど、今はとにかくコレを平らげよう。

　笹良は違う意味で滲みそうになる涙を堪こらえ、少しずつ食べ物を口にした。

　しかし決意も虚むなしく途と中ちゆうでギブアップした。どうしても身体が受けつけない。半分くらいは我慢して飲みこんだが、これ以上はきっと吐くぞ。

　皆はどうなのかと気になって見回すと、捕虜の大半は笹良のようにこの味が我慢できず、残していた。古参の奴隷たちはひとかけらも残さず奇き麗れいに食べ尽くしている。

　それにしても、静かだ。誰も話そうとしない。

　捕虜の人々はとても会話できる心境じゃないだろう。目の前で仲間が殺され、船までも奪われたのだ。笹良はどちらかといえば海賊側の人間だ。彼らからすれば憎にくい敵に他ならない。

　……なんだか、身の置き所がないや。

　グライダーがくれた靴をとりあえず履き、小さく吐と息いきを漏らす。

　何気なく顔を上げたとき、近くに座っていた女の人と目が合った。でも見てはいけないものを見てしまったというように、すぐに顔を背けられてしまう。

「あのぅ」

　話しかけるのは心臓が飛び出そうなくらいの勇気がいった。

　笹良が呼びかけた相手はその女の人だけだったんだけれど、檻にいる捕虜全員が一斉にこっちを向いた。皆、戦々恐きよう々きようって感じで笹良を見ている。

「これ……」

　さっきサイシャからもらった薬を女の人に差し出す。笹良自身の傷は軽いのだ。このくらいなら、放ほうっておいても問題ない。けれど捕虜のなかには重傷の人もいる。

「薬。使う」

　この量ではたぶん、全員には行き渡らない。せいぜい数人分だが、ないよりはましだ。一番傷が深い人に使ってほしい。

　女の人は身を強こわ張ばらせたままで、笹良が差し出した薬をすぐには受け取ろうとしなかった。そんなに見つめられても困ってしまうのだ。

「怪け我が、治す」

　片言って本当に不便！

　うまく話せず、もじもじとしていると、少し離れた場所からこつっと音がした。

「不思議の姫」

　振り向くと、隣の檻に入っていたオズが鉄格子のぎりぎりの位置まで近づいてきた。

　話があるのか？

　笹良も彼のほうに向き直り、鉄格子を摑んだ。オズの瞳は、ランプの明かりを受けて濡ぬれたような輝きを見せていた。強い意志を感じさせる眼差しだ。

「不思議の姫、その薬はあなたが使え」

「笹良、傷、痛い、なし」

「その者たちには、別の薬を渡す」

「別の薬、ある？」

「あなたが昼時に手に入れてくれたものがある」

　忘れていた。そういえば、カシカに取りにいってもらったんだった。

「わかった」という意味をこめて頷うなずくも、彼は表情を和やわらげなかった。怖いほど真剣に、じいっとこちらを見ている。なにかまだ訴うつたえたいことがあるのか？

「姫」

　別の方向から呼ばれた。今度はなんだ。

　そちらに顔を向けると、オズと同じ檻に入っているウェーブヘアが鉄格子のそばまで寄ってきて、笹良と目を合わせた。互いの檻の距きよ離りは一メートルも離れていない。

「なぜあなたがこのようなところに来た？」

　彼の切なげな声に、笹良は身を縮めた。笑ってごまかそうとすると、オズの視線をはっきりと感じた。苛いら立だちを堪えているような雰ふん囲い気きだ。本気で喧けん嘩かを売っているのか？

　だいたい、笹良は姫じゃないのに。ドレスを着ているせいで誤解を呼んでいる。

「私たちに薬を持ってきたことで、処罰されたのですか」

「違う」

　申し訳なさそうな表情をするウェーブヘアの質問に、慌てて首を横に振る。でも納なつ得とくしていない様子だ。彼は言葉を探すように少しのあいだ、片手で無ぶ精しよう髭ひげの生えている口元を撫なでた。彼らが笹良のことで気に病やんだりしないよう、元気に振る舞まったほうがいい。

　そう決めて、全身に力を入れる。

「あなたのような方が、なぜ海賊船に乗っている？」

　それは笹良も謎なぞだな！

「海賊どもに攫さらわれたのですか」

　いや、拾われたといったほうが正しい。

「姫君」

　ウェーブヘアは躊躇いがちに呼びかけてきた。真顔で姫君と言われると、少し恥ずかしいぞ。

「あなたにとっては不本意だろうが、あの王には逆らわぬほうがよいでしょう。私たちのことは気にせず、王の怒いかりが解けるまで耳を塞ふさいでいてほしい」

　これはとんでもなく誤解されている！

　彼の頭のなかでは、どうも笹良は海賊に拉ら致ちされた不幸な姫君になっているようだ。本気で同情されると、罪悪感が生まれる。

「姫、違う、笹良」

　自分を指差して名乗ると、彼は目を丸くし、それから淡あわい笑みを見せた。

「……ローランです」

　ウェーブヘア改めローランは俯うつむき、小声で告げた。オズが彼を静かに見つめていた。

「いつか必ず、助けがきます。それまでどうか、お気を確かに」

　嚙み締めるように強く、ローランは言った。

「笹良……大だい丈じよう夫ぶ、元気」

　笑顔で答えたのに、なぜか痛々しいという顔つきをされた。

　やべっ、ますます勘かん違ちがいされているではないか。

「謙けん遜そんじゃなくて本当にお姫様じゃないぞ。乙女だったんだけど……、半分くらい乙女度が減ったかも」

　それを片言で告げようとし、はたと気づく。今の状態で何度も身分を否定すれば、逆に恩を売りつけているように思われるんじゃないか？　なぜならガルシアが甲かん板ぱんで笹良をお姫様扱あつかいした。その上で、皆のために自ら奴隷になると口にしたのだ。この前提があるせいで、「皆のせいで姫じゃなくなった」というニュアンスに聞こえてしまう。

　もとから身分とは無関係の一般人だった、と訴えても信じてくれなそうだ。「じゃあどうして海賊船にいたのか」という疑問も持ち上がるはず。片言では、詳しく説明するのは難しい。

「どうしよう。笹良は、純じゆん粋すいな気持ちで皆を助けようとしたわけじゃない……」

　うろうろと視線を泳がせていると、ローランは鉄格子の隙間から腕を伸のばしてきた。

「──髪かみが」

「髪？」

　ガルシアに切られたので、不ふ揃ぞろいな部分があるようだ。

「いいよ、こんなの。すぐ伸びるし」

　髪を切られたって痛みは感じない。そう答えてもローランは悲痛な表情を浮かべたままだ。

　考えた末、伸ばされた指をきゅむっと摑む。

「平気、勇気。頑がん張ばる」

　ローランは一度、痛くない強さでそっと指を握り返した。

　すると彼の横にいた別の奴隷が這はい寄ってくる。

「あっ、あのときのおじさん」

　石の部屋で話しかけた人物だ。顔色は相変わらず悪いみたいだけれど、大丈夫だろうか。

「身体、平気？　苦しい、ない？」

　質問に答えてはもらえなかったけれど、その人も鉄格子の隙間から腕を伸ばしてきた。

　驚いたものの、ローランのときと同じように、笹良はきゅっと指を摑んだ。

「……今、笑ってくれたよね？　笹良、嬉うれしい」

　笹良も笑い返すと、彼も目元を和らげた。

　不思議なことに、その後も何人かの奴隷が手を伸ばしてきた。

「わかった、笹良が可か憐れんな美少女だから、握あく手しゆをしてほしいんだ！」

　冗じよう談だんを言ったら、彼らは眩まぶしそうに笹良を見た。

　女子との触ふれ合いに飢うえているのか？

　元気、元気、と繰くり返しながら皆の手を握る。ぬくもりが心地ここちよかった。

　皆も同じなんだろうか。それまで濁にごった目でぼんやりとしていた人が、握手のあとで微笑んでくれた。なぜか泣き出す人もいて、笹良は慌てた。たくさん、手を握っておいた。

　最後にオズの手も摑んだ。彼は指が痺しびれるくらいの力で握り、俯いた。

　──その強い力に、笹良も救われたみたいだった。うとうとするたび血の色に変わった海の夢を見た。屍しかばねの散らばる甲板で、剣を掲かかげる血まみれの船長に追われたけれど、その夢のなかでもオズにぐいっと強く手を引っ張られた。彼は、一緒に走ってくれた。不思議の姫、そう言ってオズは薬を差し出した。あなたが使え。どこも怪我なんかしてないよって答えると、彼は首を横に振り、笹良の胸を指差した。

　自分の胸から真っ赤な心臓が半分飛び出していた。小さな切り傷から、血が滲んでいた。
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　翌日、皆と同じように足に枷をつけられた。はめたのはゾイだ。

　逃とう亡ぼう防止のため、本当なら両足につけなきゃいけないみたいだった。ところがだ。

「重い！」

　片足分だけでよろめいてしまった。歩けねえっ。

「……片方でいい」

「えっ、いいの？」

「貧弱なものは、仕方ないだろうが」

　ひどい言い草に不ふ貞て腐くされながら、室内を眺める。

　昨日の捕虜の大半は、石の部屋へ回されてしまった。残っているのは女性数名だ。

「おまえたちは、上だ」

　ゾイの命令に、笹良は密ひそかに首を捻ひねった。上？　どうしてだろう。青ざめる女性たちとゾイを交互に見て、気づく。もしかして、海賊たちの相手をさせられるんじゃないのかっ。

「待った！」

　ルーアや奇麗なお姉さんたちの姿が脳のう裏りに蘇よみがえる。でもこの人たちの場合は、『娼船』という後ろ盾だてがない。乱暴に扱われるのは目に見えている。笹良は女性の前に立ち、ゾイを睨み上げた。

「だめ、笹良、一緒！」

「冥華には関かかわりのないことだ。どけ」

「嫌！」

　ゾイが冷たい目で笹良を見下ろした。女性たちは震ふるえながら笹良のほうに身を寄せてきた。

「そうか、ではおまえが皆の相手をするか？」

　やっぱり海賊の欲望解消のために女性をあてがおうとしていたんだな。

「ゾイ、変態っ、いけない！」

　叫さけぶと、思いっきり嫌そうな顔をされた。

「俺をなんだと思っている。女などいらん」

　ゾイは潔けつ癖ぺきそうだ。変態と言われたのが腹立たしいらしい。

「じゃあ、女、許す！」

「俺が求めているわけではない」

「ゾイ、偉えらい。上。海賊、……んんっ、アルバシュナ語め、なんて言えばいいんだ！　……海賊、皆、許す、する！」

　ゾイは幹部なんだからその立場を存分に利用して、女性をいたぶろうとする破は廉れん恥ちな者どもを窘たしなめてほしい。

「冥華こそ自分の立場を理解しているのか？　おまえも今は奴隷と変わらないぞ、俺に指図はできない」

「そこをなんとか！」

　女性たちを後ろに庇かばって仁に王おう立ちしていると、他の奴隷を別の場所へ連行していたヴィーが戻ってきた。

「おい、騒がしいな。なにをしている」

「冥華が女を寄越さぬ」

　チクったな、ゾイ。

「馬鹿姫は爪つめの先まで阿あ呆ほなのか」

　ヴィーは大きく息を吐き、指先で眉間を揉もんだ。

「なぜ大人しくしない。王の不興をまた買うつもりなのか」

「ちび、おまえが見知らぬ女を庇わねばならん義理などないだろうが」

　ゾイとヴィー、二人掛がかりで笹良を責めてきた。卑怯だ。

「笹良、頼む、する」

　きらきらっとか弱い振りをしてみたが、返ってきたのは逃げ出したくなるくらいきつい視線と暴言だった。

「無む駄だだ。そういういたいけな顔をしてもおまえの態度は許しがたいほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんだ」

「ヴィーっ」

「うるせえな、少し黙らないか」

「ぎゃっ、放せ、放せっ！」

　ヴィーに腕を摑まれ、女性たちと引き離されそうになる。

「泣く、笹良、怒る！　呪のろうぞっ」

「この……っ、腹の立つ餓鬼だな、なぜこうまで暴れるんだ！」

「痛い！　ひどい、あっち行け」

　腕に嚙みつこうとした直後、業ごうを煮にやしたのかヴィーに身体を持ち上げられてしまう。

「本当に立場がわかっているのか？　王の加護は今のおまえにない！　俺がなにをしようとも許されるのさ」

「傷口を抉えぐるようなことを言ったな！」

　仕返しにヴィーの髪を引っ張ろうとすると、それより早く顎あごを摑まれた。片腕で笹良を軽々と抱き上げた状態でだ。

「んむ！」

「食うぞ、馬鹿姫」

「変態食人鬼!!」

「なんでそういう悪い言葉だけはすらすら口をついて出るんだ、阿呆が！」

「お願い、ヴィー、許す！」

「それほど女を庇いたいなら、おまえが代わりにやれ！」

「嫌だ！」

　むっと睨むと、近い距離からヴィーに重い目で見つめられた。とっさに怯えが走ってしまうような力があった。

「冥華も一応、女の証あかしがきたんだったな？　所しよ詮せん俺は雑食だ、おまえでもかまわねえ」

　その目は、怖い。空元気が、ヴィーの視線ひとつで呆あつ気けなく突き崩くずされてしまう。

「どうしたお姫さん。その女どもを守りたいんだろう？」

　顎を摑んでいたヴィーの手がゆっくりと下へ降りていく。どくどくと心臓が激しく音を立てる。昨日の、野や蛮ばんな夕日の刻が脳裏に蘇よみがえる。

「王の言葉通りだ、冥華がどれほど庇っても、この女どもはおまえをあっさりと見捨てる」

　皮肉な笑みを浮かべるヴィーの唇が近づいてきて、身体が強張った。長い指が喉のどを伝って鎖さ骨こつのあたりでとまる。

「ヴィー」

　彼を呼ぶ声が情けないほど震えていた。首筋を撫でてくる指を両手で摑み、ぎゅうっと自分の額に押しつける。ヴィーもガルシアもジェルドもゾイも皆、怖い。

　──このあたたかい手が昨日、人を殺した。笹良も、近いうちに殺されるんだろうか。船長のように斬られたらどのくらい痛いんだろう。想像できない。

「ふぁ」

「……おい」

　笹良は、目の前に苦しがったり怖がったりしている人がいたら、ちっとも楽しくない。でも海賊たちは違うらしい。平然と笑っていたってことは、根本から考え方も感覚も異なるんだ。

　ヴィーの指を握り締めたまま、しゃくり上げて泣く。心がぼろぼろだ。おかげで、何度泣かないって決心しても、その誓ちかいが心のヒビからこぼれてしまう。

「ヴィー……、お兄ちゃん、似てる。怒る、なし」

「おまえなぁ」

　ヴィーの疲労感たっぷりといった感じの声が耳に届く。お願い、『海賊』の目をしないでよ。笹良はその目は、嫌だ。

「──王はまだ、冥華を切り捨てたわけではないだろう」

　ゾイが静かに口を挟はさんだ。ちらっと視線を向けると、ゾイはなにかを推おし量はかるように考えこんだ。すぐに顔を上げ、萎い縮しゆくしている女の人たちをじっくりと眺める。

「この女たちには別の仕事をさせる。それでいいだろう、冥華」

「ゾイ、話がわかる！」

「今泣いていたくせに、顔を輝かせるな。調子のいいやつだな」

　ゾイが笹良の顔を正面からがしっと片手で摑んだ。ひどい！　と思ったのは一瞬で、えらく乱暴だったが、もしかして涙を拭ぬぐってくれたんじゃないか。

「問題は、冥華だ」

　不満そうにしているヴィーを横目に、ゾイは難しい表情を見せた。

「まあいい、女たちと同じ仕事をさせる」

　来い、とゾイが女性に合図し、歩き出した。彼女らはこっちに不安そうな目を向けた。笹良は涙を拭ったあと、こくっと頷いた。大丈夫、心配いらないと思う。

　王様やジェルドとの約束は、気持ちがいいくらい信用できないが、ゾイやヴィーなら比ひ較かく的てき噓うそをつかないように見えるので、安心だ。

　笹良も一緒に行こう。ヴィーに「下ろして」と髪を引っ張って合図する。

　ヴィーに担かつがれたまま、ゾイたちのあとをついていくわけにはいかない。できるなら、この窮きゆう屈くつなドレスも脱いで、以前の楽な服を用意してほしいところだ。

「着替え、無理かなあ」

　奴隷だし。ぐずぐずとそう考えているうち、またじわりと涙が浮かんできた。人生で、初めて枷をつけてしまったじゃないか。いくら貴重な体験とはいえ、全然嬉しくない。

「笹良、歩く……」

　そう言いながらも、ヴィーの髪から手を放せなかった。

　本音では今までみたいにガルシアにからかわれて、彼の足元に座っていたい。怠たい惰だな願いだ。昨日の悲劇がなかったら、どんなにいいだろう。わざとなのかって叫びたくなるくらい、現実は茨いばら道みちのほうへ転がっている気がする。

　下りなきゃ。未練を断たち切るため、ゆっくりとヴィーの髪から手を放す。

「王に頼んでほしいか？」

　ヴィーは静かな表情でそう言った。

　頼むって……「こっちの考えが間違ってました」と王様に謝り、許してもらって、以前のように贅ぜい沢たくな日々に戻してもらうってこと。喉から手が出るほど、そうしたいよ。

　でも、それを選べばまた、同じ苦痛を繰り返すんだ。海賊だもの。別の船を襲おそって、荷を奪って、抵てい抗こうする人々を殺して。この船が死者の魂たましいでいっぱいになっちゃう。

「……ううん、これでいい」

　きっとここが正念場なんだろう。この先どう現実が動くかわからないけれど、もう後戻りなんてできない。たとえ間違った選択であっても突き進むしかない。

「おまえは馬鹿だな」

　ヴィーは溜息をついた。馬鹿とか餓鬼とか、あんまりな表現だ。

　毛束のひとつを引っこ抜いてやろうかな。物ぶつ騒そうな考えを抱いたとき、ヴィーに身体を抱え直された。驚いた瞬間、空色の瞳がくっつきそうなほど近づく。

「ヴィー？」

　日頃の態度が、少しばかり褒められたものではないという自覚がなきにしもあらずなので、また恐ろしい真似をされるのかとびくついてしまった。とっさに強く目を閉じる。

　その直後、きゅっと瞼になにかが押し当てられた。目に溜まっていた涙を押し潰つぶすように──すくうように。

「あぅ」

　熱を持ったこそばゆさ。その唐とう突とつな感かん触しよくにびっくりし、笹良は条件反射で仰のけ反りかけた。片腕から転がり落ちないようにか、ヴィーは空いているほうの手で笹良の頰のあたりを押さえた。

「動くんじゃねえ」

　囁ささやき声に、どきっとする。もう一回、瞼の上に柔らかいものを押しつけられた。骨張った長い指は、意外にも優しい強さで笹良の動きを封じる。少しのあいだ、時間がとまった気がした。

　軽い音を立てて、ようやく瞼を押さえていたものが離れる。笹良は呆ぼう然ぜんとした。間近にある空色の瞳をまじまじと見つめる。

　今、瞼にキスされた？

　唇が離れたあとも、どきまぎするようなくすぐったい感触が瞼に残っている。痛くはないのにその場所が熱い。王様のときとは違って、ちょっと乱暴で、けれども──。

　漂う香こうの匂においや体温がなんだか、両腕ですっぽりと身体を包んでいるようにはっきりと感じられる。こんなのって、変だ。

　な、なんでヴィーが、以前のお気楽煩ぼん悩のう王様ならともかく！

　頭のなかで花火がぱちぱちと燃えているみたいだ。疑問や焦あせりがあちこちに弾はじけ飛んでしまい、声が出ない。ヴィーは何事もなかったかのように素っ気ない態度で笹良を床に下ろした。よろめきそうになったところを支えられ、ぽぬっと無造作に頭を押されてしまう。

「早く行け」

　暗い通路の先で待っていたゾイたちのほうへ、笹良はおっかなびっくり歩き出した。







　笹良たちにあてがわれた仕事は、船内の清せい掃そうだった。

　といっても、幹部の船室や機関室へは立ち入り禁止だ。まずは下っ端海賊が寝ね泊とまりしている共同部屋から掃そう除じすることにした。内部をじっくりと見たのは初めてだ。

　なんとなく穴あな蔵ぐらっぽいというか、映画で観みた軍隊の宿舎みたいな印象を受ける。

　三段式の狭いベッドがずらりとたくさん並んでいるんだけれど、それでも数が足りないらしく、パイプの突起や隙間を利用してハンモックがいくつも作られている。

　壁や寝しん台だいの柱には、彼らの私物と思おぼしき生活用具がぶら下がっていた。靴や着替え、帽ぼう子し、こまごまとした物を詰つめているズダ袋ぶくろ、網あみなどだ。

「ここは『巣箱』とも呼ばれている。……こいつらはちっとも整理をしない」

　憎々しげな口調でゾイが説明した。言われてみれば、そこはかとなく蜂はちの巣を連想させる部屋だ。おまけに饐すえたような臭いがするし、汚い。
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「この刻なら大半の手下どもは出払っている。残っているのは体調の優すぐれぬ者や休きゆう憩けい中の者か」

　彼らは最初、だらんとベッドに寝転がっていたけれど、笹良たちが姿を現すと「おっ？」という興味津しん々しんの顔を見せた。悪いが、遊んではやれないぞ。

「なんだセリ、おまえまでなぜ巣箱で寝ている？」

　ゾイの意外そうな声に、ハンモックに寝ていた男がむくりと身を起こした。

　大おお柄がらで筋肉質の、無精髭を生やした金きん髪ぱつ海賊だ。盛り上がった上じよう腕わん部ぶに、恐ろしげな図柄の刺青いれずみを入れている。上半身裸はだかでいるのは、肩かたの怪我のせいだろう。血のにじむ包帯を巻いている。……荷船襲撃の際にできた傷だと思う。

「あー……、ゾイか。俺はここが落ち着くんだよ」

「またこいつらと賭かけをしていたのか？　船内での無断の賭と博ばくは禁じられているだろうが」

「細けえなぁ。女によう房ぼうみたいに目くじらを立てんなよ。金を賭けているわけじゃねえから、王だって目こぼししてくれてんだろ」

　ゾイが珍めずらしく言い包くるめられている。おおらかというか、ざっくばらんな海賊のようだ。

　ゾイと対等に話しているってことは、彼も幹部の一人なんだろう。そういえば、たまにヴィーやギスタと話しているのを見かけた覚えがある。にしてもすごい腹筋だな。

「まあいい。俺は用があるから、暇ひまなら女たちを見張っていてくれ。あとで迎むかえにくる」

「ああ？　面めん倒どうくせぇなあ、もう」

　そういうセリの視線が、笹良に向かった。「ん？」と訝いぶかしむように目が細くなる。

「冥華をお守まもりしろってか？」

　笹良はセリとゾイを交互に見つめた。下っ端海賊が笹良たちによからぬ真似をしないよう、護衛を兼かねて監視を頼んだってところだろうか。複雑な気持ちだ。

　こんなふうに守ってもらえることだけでも、ありえないくらいの好待遇に違いない。

「仕方ねえなあ」

　セリは片手をひらひらさせた。ゾイは多少疑わしげな表情で彼を見ると、諦めたように溜息をついた。わざわざ笹良に「問題を起こすなよ」と忠告して去っていく。

「人を台風の目扱いして……」

　やさぐれながらも、掃除を開始する。盥たらいに海水を汲くみ、まずは床磨みがきだ。

　狭いのでモップが使えない。小汚い布でせっせと床を磨く笹良の様子を、セリはベッドの柱に寄りかかって面おも白しろそうに見つめている。邪じや魔まだぞ。

　態度はだらけているが、案外気のいい海賊のようだった。女性に悪さをしようとする海賊をめざとく見つけては、いい音を立ててひっぱたいてくれる。おかげで安心して掃除ができた。

　共同部屋は中甲板に全部で八つもある。一日で片付けられる部屋はひとつだ。汚すぎる！

　二日目、三日目と、笹良たちは乏とぼしい明かりのなかで掃除に勤いそしんだ。

　──そして、四日目。

「……調子が狂うんだけど」

　王様に逆らったのだから、もっと過か酷こくな労働を強要されるに違いないと覚かく悟ごしていたし、女嫌いの海賊にもいびられるだろうと思っていたんだけど、この状じよう況きようをどう言っていいのか。

　共同部屋の清掃は体力が必要だ。多少の黴かびは当たり前ってなくらい汚よごれているし、想像を絶する悪臭が漂っているし。でも問題は、この絶望的な汚さじゃない。

「なんで皆、群がる？」

　海賊たちが、集まりすぎだ。

　初日に現れたのはジェルドだった。物もの陰かげから、警戒心の強い猫ねこのように、じー、と見つめてくる。どうやら甲板での会話を根に持っているらしい。

　しばらく放っておいたんだけれど、「早く謝れよ！」っていう切々とした圧力を感じた。それでも放置していると、とうとう折れてジェルドのほうから少しだけ近づいてきた。

「冥華の馬鹿」

　ぼそっと恨うらみがましく言われる。横にいるセリの視線が怪しいぞ。

「俺だって冥華なんか嫌いだからな」

「……」

「嫌いになるんだからな！」

　涙目になってる。子どもか？

「……女たちを全員、殺してやる」

「ジェルド」

　呼びかけると、ジェルドは懸命に「おまえから謝れ」という視線を投げてきた。

　本気で嫌えたら、こんなに悩まなくてすむのに。笹良は内心で溜息をついた。

「笹良、ジェルド、仲直り」

「はあっ？　今いま更さらなに言ってんの？　おまえなんて知るかよ。ふざけんな」

「そう」

「…………。なに簡単に諦めてんのさ。もっと必死になれば!?」

　ジェルドがうざ……、いや、弟のように思えてきたぞ。

　そばに寄って笑いかけると、やっとジェルドは許してくれた。

　──と、まあ、こうして能天気な彼だけが来るんだったら、まだ納得できるのだ。ところが、ゾイやサイシャ、おまけにギスタまで現れる。

　カシカも顔を出すし、時々遊んでくれた下っ端海賊もそわそわとした様子で姿を見せにくる。この数日で会わなかったのは、王様とヴィーか。はっきり言って迷惑だぞ。

　なにか用があるのか？　と思って尋たずねても、そのときの相手によって千差万別な反応が返ってくる。機き嫌げんを直したジェルドはとにかく「遊ぼう」とごろごろじゃれてくるし、ギスタの場合はなぜか居眠りするし、ゾイだと完璧にこっちを無視して地図を広げたり書き物をしたりと、作業に没ぼつ頭とうする。カシカの場合は、ちょっと切ない目をしてすぐに立ち去る。交流のあった下っ端海賊も、視線が合うと慌ただしく逃げるが、しばらくするとまたやってくる。

　皆して入れ替わり立ち替わり、いったいなんなのだ？

　全員、そんなに暇を持て余しているのか。

「冥華ー」

「ほら来た……」

　床に座りこんで、ブラシをかけていたとき、ジェルドが姿を現した。

　余談だが、荷船襲撃の際に着ていたドレスでは窮屈すぎて掃除ができなかったので、今は海賊船に乗りこんで間もない頃のように、質素で動きやすい衣服に替えている。

　ドレスで掃除中、何度も裾に足をひっかけて転ぶという情けない姿をさらしてしまったため、ゾイが大きな溜息をつきつつも着替えを用意してくれたのだ。

　ついでに装身具も返したのだけれど、ジェルドからもらった比石の首くび飾かざりだけは今も服の下にこっそりつけている。これはガルシアがくれた珠たまも使っているので外す気にはなれなかった。

「掃除まだー？」

　ジェルドは誰かのハンモックに身を預けて笹良を見下ろした。

「まだ」

「あーあ、埃ほこりまみれになっちゃって」

「……海賊たちが普段から部屋を奇麗に使っていれば、こんなことにはなってない」

「湯ゆ浴あみさせてやろっか。着替えたいだろ」

「いい」

　贅沢なアクセサリーやドレスは、見ているぶんには楽しいけれど、実際に自分が着るとなると、途と端たんに違い和わ感かんを覚えてしまう。もとの世界だったら、話はまた違ったかもしれない。

　この海賊船で派手な恰好は、なんだかしたくない。釣つり合わないなって真っ先に思う。

　自分の心境の変化が不思議だ。

　アルバシュナに来る前までは、あんなにかわいい服やアクセサリーがほしくてたまらなかったのに、今はどんなに地味でも活動しやすい服のほうがずっと気楽なのだ。

「冥華がつれなーい」

　ジェルドは不貞腐れたようにつぶやくと、反対側を向いた。仲直りをして以来、ジェルドは一層懐なつくようになっている。

　揺れるハンモックを見つめながら、笹良はぼんやりと考えた。

　もしも。海賊船の皆の立場が平等で、なおかつ盗みも殺しもなく平和だったら、笹良も喜んでドレスを着たんじゃないだろうか。むしろ、誰もが着飾っているなかで自分だけが見み窄すぼらしい恰好をしていたら、顔を上げられなくなるほど落ちこんだはずだ。

　結局のところ、自分の目が届く範はん囲いだけを意識した都合のいい判断にすぎない。そう考えると、日本にいたときと、大して違いはないのかも。

　遠く離れた場所の様子なんて、「ああ、そうなんだ」とただ思うだけで、それ以上の特別な気持ちなんか持たなかった。安全な家のなかでニュースを見て、「異国で戦争が起きたよ、怖いね」ってお父さんたちが話すのを適当に聞き流しているときと同じだ。

　戦争って、よくわかんない。笹良にとってはそれこそ非現実的で、異次元の出来事だ。自分が巻きこまれる可能性なんか、考えたこともない。頭にあるのは、夏に向けてのダイエット。学校の成績。友達との約束。ほしいもの、たくさん。当たり前の平和と日常。

　その当たり前が覆くつがえされる驚きのなかで、今暮らしている。ここへ来るまでの毎日って、だらだらしすぎだったのかな。楽しいことや興味の持てることばかり気まぐれに追いかけて、肝かん心じんなものから顔を背けていた？　でも真ま面じ目めに勉強するの、面倒くさかった。たまに、学校へ行くのも怠だるくなり、息苦しさに耐えられなくなって、制服のまま町へ遊びに行ったこともある。

　──なんだか、どれだけ頑張れるかってことより、どれだけ楽ができるかってことに、目を向けていた気がする。

　さぼってせいせいしながらも、心のどこかで、こんなことをしていていいのかって、焦る声が響いていたはずだ。勉強の遅おくれだって、気にならなかったといえば噓になる。

　友達は先に進んでいて、自分だけ目標を見つけられずに、同じ場所でうろうろしているんじゃないかって悩むときもあった。それも息苦しさのひとつだった。

　全部が全部、ないがしろにしてきたわけじゃないけれど、それでも。

　もっとまっすぐに、夢中で見つめることを、大事にするべきだったのかも。

　そうしたら、毎日のなかに、なにかを詰めこむことができたんじゃないか。ここへ来て、笹良は何度も自分が薄っぺらだって感じたから。

　だけど、じゃあ、なにをすればいい？　大事なことって、どれ？

　今はまだ、わからない。なにを目指せばいいのかも見えていない。それでも鼓こ動どうが訴えてる。ドンと思いきり叩きつけるような勢いと強さで──もう俯くな、目を曇くもらせるな！　って。

「──冥華ってば！　聞いてんの！」

　意識の隙間に飛びこんできたジェルドの声に、はっと我に返る。いつの間にかジェルドがハンモックから下りて、掃除用の布を握り締めたままの笹良の前に身を屈め、顔を覗きこんでいた。

「さっきから呼んでるのに、無視するわけ？」

「すまぬすまぬ」という意味をこめて彼の膝を軽く叩き、笑いかける。

　彼は拗ねた表情を見せつつも、その場に胡座あぐらをかいて頰ほお杖づえをつき、笹良をじいっと見つめた。その、「つぶらです！」と主張する目はなんなのだ。

「俺、退屈きらーい。遊ぼうって」

「掃除中」

「そんなもん、誰かにやらせとけば？」

　そういうわけにはいかないのだ。

「黙もく々もくと床を磨いててさあ、面白いのか？」

　いや、面白いかどうかという問題じゃないぞ。

「あー、ほら、顔まで汚れてるじゃないか。だめだろ！」

　ジェルドは眉間に皺を寄せると、くいっと笹良の頰を拭った。

「髪もさあ、こんな適当になってるし。俺が直してあげるからさ、上に行こうぜ」

　なかなか髪型や恰好にこだわりを持っているらしいジェルドは、一部分不揃いの長さになってしまった笹良の髪を見て眉間の皺を深め、腕を取った。笹良は慌てて踏ふん張った。

「髪を整えてくれるのは嬉しいけれど、今はかまってあげられないよ」

「え、なんで抵抗すんの？」

「そんな本気で驚かれると、笹良も困るぞ」

「言葉！　わかんねぇ！」

「えーっと。心、ジェルド、嬉しい。でも、だめ。掃除」

「なにそれ。俺と掃除、どっちが大事なんだよ！」

「恋こい人びとかっ」

　くくっと笑う声が聞こえた。そっちを振り向くと、監視役のセリがベッドの柱にもたれてにやついていた。人が困っている姿を見て笑うとは！　ジェルドをとめたらどうなのだ。

「冥華、つき合い悪すぎー！」

　ジェルドに怒られた。なんか本当に、学校の友達と話してる気分になってきたな。

「頑固だなあ、もうっ。俺が王にとりなしてやるからさ、それでいいだろ」

「だめ」

「だめって言うの、だめ！　俺はこう見えて、船のなかじゃ結構偉い立場だぜ。命令する。俺と来い」

　痺しびれを切らしたらしい。笹良の戸惑いなんておかまいなしに、ジェルドは腕を摑んだまま共同部屋を出ようとする。困るのだ。確かにジェルドは幹部ポジションなんだろうが、笹良の今の立場はここのボスたるガルシアが命じたものなので、掃除を放り出すわけにはいかない。

「掃除よりもねえ、俺を愉ゆ快かいにさせることのほうが重要なんだよ」

　よいしょ、と抱き上げられ、焦ったとき。天の助けなのか、はたまた次なる難関と悩むべきか、ゾイが姿を現した。

「おまえたちはなにを騒いでいるんだ。外まで響いているぞ」

　美少女誘ゆう拐かい寸前のジェルドに目をとめて、ゾイは至し極ごく冷れい淡たんな態度で問いかけた。

「なにって、別に」

　ジェルドが怖おじ気づいている。海賊の関係図が少し見えてきたぞ。ちょっぴりお馬鹿でお祭り大好き気質なジェルドは、冷静沈ちん着ちやくタイプのゾイが苦手に違いない。

　正統派優等生とチャラ系の対面っていう空気が薄うつすら漂っているな。そう考えると、ゾイってかなり異色の海賊じゃないだろうか。海賊はどちらかと言えば、ジェルドタイプが多い。

「冥華をどこへ連れて行く気だ。王の許可は得ているのか」

「どこって、別に」

「別に、じゃない。はっきり答えろ」

　よし、笹良の見立てはあながち間違いってわけじゃなさそうだ。ジェルドが見るからに、たじたじになっている。

「いいだろ、どこでも！」

　ううむ、まさにその態度って、言葉では勝てない子どもの癇かん癪しやくだ。

「冥華を下ろせ。そんなに暇なら、上で仲間に稽けい古こでもつけていろ」

　溜息まじりにゾイは命じた。ぐ、という感じでジェルドが押し黙り、渋しぶ々しぶと笹良を床に下ろす。弱いジェルドを初めて見た！

　不機嫌そうに出て行くジェルドへ「またね」と手を振り、ゾイに向き直る。

「ゾイ、どうしたの？」

「まだここの掃除が終わっていないのか。遅い」

　ゾイの小こ姑じゆうとめいた発言に、そばで床を拭ふいていた女性たちがびくびくしながら必死に掃除を続けた。

「皆を脅おどかす、なし！」

「脅かしていない。他にも船室はあるんだぞ」

「そうは言うけど、日頃からもっと丁てい寧ねいに掃除をしておけば、こんなに汚れてないのに」

　日本語で言ったのに、次の瞬間、険悪な表情を浮かべたゾイに軽く額を小突かれた。

「鬼き畜ちく！」

　額を押さえて睨み上げると、今度はつむじあたりをぺこっと叩かれ「ちゃんと働け」と小言を頂ちよう戴だいしてしまった。どう反撃しようかと企たくらむあいだに、ゾイは去ってしまう。

「な、なんなの！　用事があってここへ来たんじゃなかったのか！」

　もしかして小突かれ損じゃないか？

　呆気に取られていると、再び「くくくっ」という不気味な笑い声が聞こえた。セリが、面白いものを見たという表情を浮かべ、片手で口元を覆おおっている。

「セリ、笑う、禁止」

「冥華は物怖じしねえなあ。あのな、俺の名前は、正しくはセリナルって言うんだ。ほら、言ってみろ」

「セリ」

「この野や郎ろう。ゾイが小突きたくなる気持ちがわかるぜ」

「暴力、なし」

「ずいぶん毛色が違うお姫さんだ。いじりたくなるくらい憎らしいな」

　セリは目め尻じりに人懐っこい皺を作って楽しげに笑った。軽く小突かれたので、布をぶつけてやりたくなったものの、やめておいた。

　他の女性たちが、掃除を続けながらもこっちの会話に耳を傾かたむけているのがわかったためだ。

　それにしても……本当に海賊船って汚れすぎだ。
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　粗末な食事にも慣れてきた夜のこと。

　檻のなかで丸まって眠るのも平気になってきた。なぜか別の檻に入っている古参の奴隷たちが気き遣づかってくれて、自分の毛布を差し出してくる。なかには食事をわけてくれる人もいて、嬉しく思う反面、戸惑いも感じた。オズやローランも親切だ。でも、狭い檻暮らしでの特別扱いは、不協和音のもとになる。ましてや明日はどうなるかわからない厳しい状況なのだ。

「ねえ、あなた様はどちらの姫なのですか」

　そろそろ眠りにつこうかという頃、目尻のややきつい美人な女性が尖とがった口調で尋ねた。

　喧嘩はよくない、と宥めるように、優しげな雰囲気を持つ別の女性が、彼女の腕を遠慮がちに引く。けれど美人は険しい表情を崩さず、柔らかな淡い金色の髪を無造作に払うと、どぎまぎする笹良をひたと見据えた。

「なぜ野蛮な海賊たちに、目をかけられているの？　なにか取引でもされたの？　それとも、本当は私たちを見張っているのかしら」

　彼女の言葉で、聞き耳を立てていた全員のあいだに緊きん張ちよう感かんが漂った。

「違うと思いますわ。この方は……私たちの命を救ってくださったのですし」

　答えに詰まる笹良に代わり、優しげな女性が明るい青色の目を瞬しばたたかせ、おずおずと答えた。

「そうかしら？　でもそれだって仕組まれた罠わなではないの？　見たところ、ずいぶん変わった容姿だわ」

　美人の厳しい追つい及きゆうに、誰もが顔を伏ふせる。

　どう答えればいいんだろう。決して仕組んだわけじゃないが、冥華と呼ばれる理由を片言の異世界語で正しく伝えられる気がしない。そもそもお姫様ではないのだ。

「けだものとなんら変わらぬ海賊どもと睦むつみ合うなんて、ぞっとするわ」

　言葉にならない動どう揺ようが皆のあいだに広がるのがわかった。笹良も追いつめられた心地だった。

「くだらない会話はやめろ。こっちは疲れて眠い。騒ぐな」

　不安のざわめきを断ちきるように、オズが淡々とした声音で言った。

　それで場は静まったけれど、小さなしこりが皆の胸に残ったんじゃないかって思った。
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「冥華、おまえは今日からサイシャの手伝いをしろ」

　掃除を始めてからおよそ一週間がすぎた頃だ。ギスタに突然そう命じられた。

　余談だが、小汚い船室を掃除する笹良のもとにギスタが現れたのって、二時間近くも前のことなのだ。その台詞せりふを口にするまで彼はなにをしていたのかというと、壁に寄りかかってすやすやと居眠りをしていたのだった。起きたと思ったらいきなり命令され、呆気に取られてしまう。まさかと思うが、その言葉を告げにきたはずがつい忘れてしまい、思い出そうとするうちに寝こけてしまったっていうんじゃないだろうな。

「手が足りないそうだ。怪我人の面倒を見てやれ」

「他、女、一緒？」

「他はいらん。冥華は頻ひん繁ぱんにサイシャの医務室を訪おとずれていたから、多少は勝手がわかるだろう？」

　女性たちと離れて大丈夫だろうか。

　不安が表情に出たようだ。ギスタは顔を近づけると、抑よく揚ようのない声で囁いた。

「王がそうしろと。従え。女たちはゾイにまかせておけばいい」

　あぁ、ゾイが気にかけてくれるなら大丈夫か。

「……って、ガルシアが、笹良をサイシャのところへ向かわせろと言ったの？」

「ほら立て」

「ギスタ!?　また小こ脇わきに……っ」

　あっという間に腹部を抱えられ、身体が宙に浮いた。

「笹良は荷物じゃないんだぞ、この運び方はひどい！」

「海に捨てたくなるから、騒ぐな」

　見送る女性の視線が痛かったが、どんなにもがいてもギスタは手を放してくれなかった。彼の頭には、笹良という生物はこうやって運ぶものとインプットされている気がする。

　ギスタってとことんマイペースだな。でも、珍しくランプを持って歩いている。彼は暗くら闇やみでも平気で歩けるはずだけど……、もしかして笹良のためだろうか。

「冥華は船を降りたくはないのか」

　サイシャの医務室へ向かう途中、ギスタは足元を見ながらぽつりと尋ねた。

　返事をしてあげるから、その前に笹良の体勢をなんとかしてほしい。ぐいぐいと腰帯を引っ張って、小脇に抱えるのは禁止だと訴えると、意思が通じたのか、それとも偶然か、抱え直してくれた。普ふ通つうに抱き上げたほうが笹良の表情を摑みやすいと思ったんだろう。

「冥華は逃げようとする素振りを見せないな」

　いや、帰りたいのは山々なのだが海の上ではどうしようもないじゃないか。陸はかなり恋しいと思っているんだぞ。

「なぜ海賊船などに迷いこんだ？」

　まったく、謎だな！

　深々と頷くと、静けさを感じる視線とぶつかった。やっぱりギスタって神かん巫なぎみたいな印象がある。そのせいか、ヴィーやグランとは違う意味で、ギスタも怖くない。

「船長になにか伝えるべき言葉はあるか」

　少し驚いた。遊び大好きなジェルドならともかく、他人の事情には無関心で飄ひよう々ひようとしているギスタまで気遣いを含ふくんだ言葉を口にするとは思いもしなかったのだ。

　それってつまり、王様に取り次いでやろうか、という意味のはずだ。

「ガルシア……元気？」

　恐る恐る尋ねると、意味を推し量るような眼差しを寄越された。

「王様、お酒、飲む。たくさん、なし。煙管きせるも、たくさん、だめ。身体、一番」

　お酒は程ほど々ほどにしないと身体に悪いのだ。食事が疎おろそかになっていることも多かったし。煙管もあんまりよくないと思うぞ。

「食べる、する。伝えて」

　少し間を置いたあと、「それだけか？」とギスタが聞いた。

　頷くと、以前のように──どうしてか、哀あわれむような目で見られてしまった。

「俺は意外にも、冥華の奇妙さを気に入っているのだがな」

　ぎょっとしたが、まぁ、笹良は可憐な美少女だから当然だな！　「奇妙さ」という表現にちょっと引っかかりを覚えなくもないが、それは気づかなかったことにする。

　ありがとうの意味をこめて髪を撫でると、ギスタは苦く笑しようするように目を細めた。
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　なぜサイシャの手伝いが必要になったのか。

　医務室を目にして理解した。急に怪我人が増えている。笹良が船内にこもって掃除をしているあいだに、ガルシアたちはきっとまた荷船を襲ったんだ。

　今海賊船が進んでいる航路は、荷船の行き来が多いのかもしれない。







　サイシャの手伝いといっても、笹良に割り当てられた仕事はごく簡単なものだった。

　怪我人に直接手当てをするんじゃなくて、簡単な薬を調合するとか傷口にあてがう布を用意するとか、そういう雑用に終始していた。薬の材料を見つめながら、複雑な思いを抱く。

　彼らは怪我人だけれど、罪のない人たちが乗る船を問答無用で襲い、無む慈じ悲ひに命を奪ったかもしれない悪者なのだ。深い傷を負っていても自じ業ごう自じ得とくで、同情の余地なんか少しもないはずなのに、こうして血まみれの姿を見ると、早く治ってほしいと思ってしまう。

「おい冥華、手があいているときは、そっちの棚たなにある本を見ておけ。生薬について書かれているからよ。読めねえところは、カシカに聞きな」

「うん」

　怪我人の治療をするサイシャとカシカの邪魔にならないよう医務室の隅すみに行き、本とにらめっこしながら生薬の配合に挑ちよう戦せんする。

　薬って、奥が深い。植物だけじゃなくて鉱こう物ぶつも使うんだ。原料と水を混ぜて十分に練り合わせ、それを乾かん燥そうさせる。さらに別の材料を合わせることもある。

「うう、この鼻につく刺激臭、ちょっぴりクセになりそうだ」

　ちなみに粉末状のものは、サイシャたちのように目見当をつけることができないので、小指の爪の形程度にカットされているサイコロみたいな「計測石」を秤はかりの受け皿に乗せ、分量を比ひ較かくしている。なんだか理科の実験に似ている。すり鉢で混ぜ、仕上げた薬を、保管用の瓶びんに入れて完成だ。この作業に慣れてきたあたりで、今度はもう少し複雑な薬を作るよう指示された。

「冥華、数字の読み方を教えてやる」

　カシカがてきぱきと、羊皮紙に数字を書いた。それと本に記されている数字、生薬の絵を見比べる。面白いことに、自分で少しずつ書き溜めたらしいサイシャの本は、ほとんど絵と数字だけだった。細密画のように丁寧だ。

「文字の読めないやつが多いからな。万が一に備えてそういう本を書いているんだ」

　カシカの一言に、納得した。サイシャって頭がいい。文章でごちゃごちゃと解説するより、絵で見せたほうが確かにわかりやすい。

「もともとは、陸でも優ゆう秀しゆうな医者だったと聞いたことがある」

　カシカはちらっとサイシャのほうに目をやり、低い声で言った。

「それが事実かどうかは知らないけどな。……あぁ、冥華、余分には薬を作るなよ。すぐに湿し気けってだめになるんだ。手間はかかっても、使う分だけを、毎回調合しろ」

「わかった」

　笹良は戸棚からいくつか瓶を取り出した。怪しげな干ひ物ものを細かく切ったり、虫を乾燥させた不気味なものをすり潰つぶしたり、他の原料と混ぜ、団子状の薬を作ったりした。

「ええと、これは吐血、のぼせ……。こっちは皮ひ膚ふ病？　あれ、同じ薬を使ってる？　あっ、他に混ぜるものがあるのか……。っていうか、これも湿しつ疹しんの薬なのに、なんで皮膚病のほうの生薬とわけてるんだ？」

　唸うなりながらしばらく見比べて、気づいた。外傷か、内側に原因がある病気かで、処方が全然違う。触さわるのに躊ちゆう躇ちよしてしまう生薬が大半だったけど、なんだか楽しかった。こうして知識を増やすのはいいことに違いない。薬の調合って、いつか役に立つかもしれないし。

　白衣の天使のごとくいそいそと仕事に勤しんでいたときだ。

　笹良の近くで作業をしていたカシカの動きが一瞬とまった。カシカだけじゃなくて、ふっと風が通り抜けたかのように、皆が沈黙する。

　なんだろうと不思議に思って顔を上げた瞬間、空色の瞳とぶつかった。ヴィーだ。

　普通に挨拶をしようとして、そういえば最後に会ったとき不ふ埒らちな真似をされたんだったと思い出した。ヴィーはすぐに視線を逸らすと、サイシャに尋ねた。

「怪我人の手当ては終わったか？」

　怖々と頷くサイシャに、ヴィーは酷こく薄はくな微び笑しようを見せる。そういう表情を目にすると、まったく知らない人に思えて、気き後おくれしてしまう。人って別の顔をいくつも持っているらしい。

「晶船がそろそろ見えてくる。二日ほど繫つなぐから、この後は好きにしていいぞ」

　しょうせん？

　商船、娼船と発音は同じだが、頭のなかの翻ほん訳やく機きは別の字をあてている。

　首を傾かしげる笹良をよそに、医務室にいた比較的元気な海賊たちが喜びの声を上げた。娼船が来たときとはまた違った喜び方だ。

　玩具おもちやを与えられた子どものように「やったね！」と素す直なおに嬉しがっている感じがする。

　晶船ってなんだろう？

　好奇心が疼うずいた。尋ねてみたいが、人前ではもうヴィーと対等に話しちゃいけないのかもしれない。ヴィーがいなくなったあと、こっそりと誰かに聞こう。そう決めたとき、ヴィーがふいに振り向いた。でも結局なにも言わず、伝えるべきことを終えるとすぐに去っていく。

　素っ気ない態度が寂さびしいような、逆にほっとしたような、よくわからない気持ちになる。

　頃合いを見計らって、嬉しそうにしている下っ端海賊の袖そでを引いてみた。

　下っ端海賊と一ひと括くくりにしているが、意地悪だったり気さくだったりと、色々だ。笹良が尋ねた相手は、怪我がそんなにひどくなくて、親切に教えてくれそうな若い海賊だった。

「しょうせん、なに？」

　無邪気を装よそおうと、その海賊はあっさり教えてくれた。

「ああ、冥華は晶船を見たことがないのか？　俺たちが利用する商船のことさ」

　襲撃した荷船とは違うのか？

　詳くわしく聞き出し、感心した。海賊御ご用よう達たしの違法な商船のことらしい。

「強ごう奪だつした荷を、必要な物品と交換してくれる船か……」

　なぜ晶船という呼こ称しようなのかというと、単純に見た目の問題らしかった。

　物品を乗せた複数の中型船を丈夫な縄なわばしごで繫いでいるのだが、それが結けつ晶しよう型のコロニーを作っている場合が多いので、晶船と呼んでいるのだとか。規模にも違いがあり、遠目からだと小島と勘違いするくらい多くの船を繫いでいたり、結晶型とは言えない形を取っていたりすることもあるらしい。ほんの二、三艘そうだけのタイプもあるんだって。

　結晶型、というのはいわゆる基本形のようだ。これでようやく納得したぞ。海上には存在しない品々や食料をどこで入手しているのかと、常々不思議に思っていたのだ。

「こうして出会う晶船で、日用品をやりくりしていたんだ」

　そう考えると、陸にあがらずとも海上のみで十分生きていける。荷を強奪し、それで別の物を購あがなう。

「ガルシアたちは、陸が恋しくならないのかな」

　笹良のつぶやきは、晶船の登場に浮かれる海賊たちの耳に届くことはなかった。
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　怪我人たちの手当てが終わると、大半の海賊が晶船へと出かけてしまった。

「掃除に戻ったほうがいいのかな」

　でもさっき、一人でうろつくなとカシカに忠告されてしまったのだ。ここでカシカの仕事が終わるのを待っていよう。笹良は丸まる椅い子すに大人しく腰かけた。

「晶船、どんな感じなのかちょっと見たかったな」

　少しのあいだ、暇を持て余して足をぶらつかせていたのだが、次し第だいに落ち着かない気分になってきた。ここにいれば安全だと思っていたが、違ったようだ。

　今、医務室には笹良の他に、寝台で休んでいる海賊が数人存在する。どちらかといえば、警戒しなきゃいけないのは下っ端より、ある程度自由がきいて態度の横おう柄へいな中堅海賊だ。

　なんか笹良、それほど深手を負っていないのにどういうわけか医務室に残っている中堅海賊の一人に、暑苦しい目で見られている。

「一応まだ冥華だぞ」と主張するのはまずいんだろう。

　ガルシアは皆の前で、笹良を奴隷に落とすと宣言している。ということは、自分の身は自分で守らなきゃならない。熱い視線を送ってくる中堅海賊の魔手から逃のがれるために、急いで策を練る。どこに隠れようか。カシカの船室……は、幹部のゾイと相部屋だから無断侵しん入にゆうはだめだな。たぶんヴィーやジェルドも晶船に向かっているだろうし。ガルシアの部屋に行くことも絶対できないし。そうなると、掃除を続けているだろう女性たちのもとへ戻るのが一番かもしれない。きっとそこには見張り番のセリもいるはずだ。そうしよう。

　笹良は予備ランプを無断で借り、すばやく医務室を脱出した。

　追いかけられたら困るので、昇しよう降こう口ぐちを上がって他の層へ出たり通つう廊ろうを変えたりする。

　でも忘れていた。自分が方向音おん痴ちということと、頻繁に物の位置が変化する海賊船の汚さを。

「笹良、船のなかで何回迷子になればいいんだ！」

　自分に腹を立てながらたかたかと突き進む。実際には、片足に枷をはめているので、もたもたとした小さな歩みだ。

「セリの名前を呼んでみようかな」

　太鼓や笛が手元にあればよかったのに。

　そうだ、奇妙な音を立てる半笑い人形を探そうか。あれで騒音を立て、セリをあぶり出すのだ。騒音を立てればセリだけじゃなく欲望まみれの中堅海賊までも誘おびき寄せてしまうという事実をすっかりすっ飛ばし、笹良は意気揚々と半笑い人形を探す冒ぼう険けんに出た。

　熱い祈いのりが天に届いたのか、はたまたあの半笑い人形に好かれているのか、自分でも驚くことに、以前監禁された狭い船室に短時間で辿たどり着いてしまった。乙女の祈りって偉い大だいだな！

　その船室に近づくと、笹良が滑すべりこめるくらいに扉が細く開いている。

　きっと誰かが鍵をかけ忘れたんだろう。それとも白衣の天使となって貢こう献けんした笹良へのご褒美に、神様が扉の封ふう印いんを解いてくれたとか。「気がきくな、神様！」と賞賛しながら忍しのびこもうとして──とっさに笹良は身を屈かがめ、ランプの火を吹ふき消した。

　誰かが室内にいる！

　すぐに通廊へ逃げればいいものを、飛んで火に入る夏の虫というのか、音を立てないよう室内にすばやく潜もぐりこみ、しっかり隠れてしまった。狭いといっても荷を置いている船室なのでそれなりの広さがあり、かくれんぼにはもってこいだ。いい具合に薄暗い。それに、室内の誰かは、こっち側に背を向ける形で熱心になにかを探している。おかげで簡単に侵入できた。

　笹良は緊張しながら木箱の陰にそうっと移動した。

　しかし、ここからどうすればいいんだろう。

　明らかに無む謀ぼうな真似をしている自分に気づき、青ざめる。室内の相手が中堅以上の海賊であれば、いくら鈍にぶい笹良でもこれほど大だい胆たんな行動は取らなかっただろう。けれど木箱に触れて慎しん重ちように物色しているのは、掃除に勤しんでいるはずの、きつい目をした美人な女性だったのだ。

　これっておかしくない？

　見張り番のセリの目を盗んで、この部屋に侵入したってことだよね？

　セリに頼まれてなにかを探しにきたとは考えにくい。捕虜を一人にするはずがないからだ。いや、笹良も盗み見という怪しい行動を取ってはいるけれど、彼女とは状況が違う。仕事をさぼってきたわけじゃない。バレたらすっごくまずいんじゃないか？

　とめたほうがいいのか。それともいっそ襲撃するかっ？

　木箱の陰で悩む笹良の指になにかが触れた。ぎゃっと叫びそうになるのを堪こらえ、怖々と、床につけていた自分の指に触れた物体を確かめる。

「……」

　脱力した。これか！

　監禁されたとき、グランに助け出してもらう直前に放り投げた、例の半笑い人形だった。

　こんな死角となる場所に落ちていたのか。人形の適当な造作にじわっと腹が立ち、もう一度放り投げたい誘ゆう惑わくに駆かられたものの、ふと思い直す。

　意外なときに役に立つかもしれない。笹良はそそくさと自分の懐にしまっておいた。

　いや、感動の再会を果たした半笑い人形と、楽しく戯たわむれている場合じゃない！

　捜そう索さくに集中している女性に声をかけるべきだろうか。

　迷うあいだに、さらなる災わざわいがやってきた。

「──探しものは見つかったかい」

　突然響いたその低い声に、心臓がとまりかけたのは、はらはらしつつ覗き見していた笹良だけじゃないはずだ。扉に背を向けていた女性も驚いたように大きく肩を揺らし、振り向く。笹良はぎりぎりのところで、身動きするのを堪えることに成功した。

　この声って……。

　少しでも動けば、たぶんこうして隠れていても声の主に気配を悟さとられる。必死に息を殺し、心を落ち着かせる。

「あ……わ、わたし」

　女性の、驚きよう愕がくと恐きよう怖ふを含んだ、掠かすれた声が聞こえた。笹良の場所からは、ぎゅっと身を縮める彼女の影しか見えない。けれど、現れた人物の正体は声でわかる。

「さて、なにをお探しかな」

　──セリだ！

　恐れていた事態が現実になってしまった。たとえ今、セリから逃げることができたとしても、ここは海賊船のなかなのだ。逃げ道なんてない。もしかするとセリは意図的に隙を作って、彼女の目的を確かめようとしたんじゃないか。その考えが、一番信しん憑ぴよう性せいがある。

　どうしよう、笹良も出ていって、適当な噓をでっちあげたほうがいいのか。

　相手がジェルドだったら、面白がってごまかされてくれたかもしれない。

　でも無理だ。ほとんど交流のないセリ相手に、笹良の子どもじみた言い分が通るとはとても思えない。それに今回は、カシカがひげもじゃ海賊に襲われていたときとは状況が全然違う。明らかにこの女性は、なにかをこっそりと探していた。

「海賊船で暗あん躍やくとは、肝きもの据すわった女だな」

「そんな……誤解です」

　このままばっさりと斬きり捨てられるんじゃないか。その前に半笑い人形をセリに投げて気絶させ、彼女を救うか？　悲ひ壮そうな決意を抱いたときだ。

「奪われた荷を……っ。母の形見をどうしても取り戻したかったの！」

　彼女は叫ぶように言うと、突進する勢いでセリに抱きついた……んだと思う。セリの姿は、位置的に見えないんだけれど、展開はそうとしか思えない。

　えっ、でもなんで抱きつく？

「お願いです、もう二度と勝手な真似まねはいたしません。どうか許して！」

「へえ。海賊相手に取引かい。じゃあ、それなりの見返りはあるんだろうな」

　セリの、余裕を含んだ面白がるような声が聞こえた。セリめ、母の形見を探していたんだから寛かん容ような心で見逃してやってはどうなのだ！

「見逃してくださいますか」

「相応のものをもらえるんならな」

　……あれ、微妙な沈黙が流れたぞ。

「ねぇ、お願いよ……」

　笹良は内心で悶もん絶ぜつした。耳がざわざわしてきたんだけど！　この部屋限定で温度が上がってないか？　それに、二人が熱く見つめ合っているような雰囲気だ。

「どうか許して？」

「それは、おまえ次第だが？」

　なんだ今の甘い声！　ぎゃあ、やっぱりそうだ、間違いない！

　大胆な二人に、笹良は気絶しそうになった。

　それになんか変な音が……、って口づけの音!?　しかも濃のう厚こうな感じがする！

　ちょっと待ちなさい！　ここに未成年の笹良が隠れているんだぞ、そんなところで怪しい行為は禁止だ。出るに出られないし、マジ困るんだってば！

「あなたのために、なんでもするわ」

　口づけの合間に、耳をこすりたくなるくらい甘い声こわ音ねで女性がそう言った。

　笹良はどうすればいいんだ。少しでも女性が嫌々している気配があれば、覚悟を決めてとめに入るんだけれど、今の声は、その……喜んでいる？　いや、楽しんでいるの間違いか？

「まさかこれだけか？」

　尋ねるセリの声も、大人の駆け引きな感じだ。両親の、いけない場面をはからずも目撃してしまったような気まずさがある。笹良、のたうち回りたいぞ。

「言わせないでほしいわ」

「だったら、言わせぬように塞いでくれ」

「ん……」

　いつの間にか恋人みたいな熱い会話になってる！

「足りないな」

　も、もうだめだ！　笹良にはこれ以上耐えられない！

　耳に蓋をしたい。しかし身動きすれば、気配がバレる。女性のくすぐるような笑い声が聞こえ、そのあと「素敵な方」などとセリを褒め称える色々な言葉まで聞こえた。確かこの女性って、以前笹良に「海賊と睦み合うなんてぞっとする」って吐き捨てていなかったか。

　だとすると、恋人同士のような振る舞いって、見逃してもらうための作戦？

　もしも演技だった場合、この女性はなんとか自力で危機を逃れようとしているのに、笹良が余計な口を挟んだら台無しになるんじゃないだろうか。

　でも本気と演技の見分けがつかないぞ。

　どうしよう!?

　そのうち切なげな吐息とか衣きぬ擦ずれの音が聞こえ始めたので、笹良は頭のなかで必死に歌い、気を紛まぎらわせた。やがて二人は、清純な乙女の耳に入れるには相応ふさわしくないようなきわどい台詞をかわしつつ、仲良く連れ立って出ていった。

「よ、よかった……！」

　途中で場所を変えてくれる気になったらしい。

　あのまま濃密な空気が流れていたら、途中で我が慢まんしきれず絶叫していただろう。

「なにもしていないのにこの疲労感はどうなんだ！」

　別の意味で満まん身しん創そう痍いな状態だぞ。少しのあいだ、息も絶え絶えにぐったりと木箱に寄りかかる。なんだか死し闘とうを繰り広げた直後という気分だ。この部屋は鬼門に違いない。

　次の災いが訪れる前にさっさと出よう。よろめきながら船室を出て、ずるずると歩く。

「どこへ行こ……」

　掃除をしている女性のもとへ行くつもりだったのに、セリたちがそこで大人の時間をすごすかもしれないし。

「みなしご状態だ」

　孤こ独どくに浸ひたり、項垂れる。いや、待てよ。さすがに他の女性もいる場所でいちゃつかないか。じゃあやっぱりそこへ行こう。気を取り直して再びたかたかと通廊を進──む予定が、実際は亀かめの歩みになった。足の枷もつらいけれど、問題は明かりだ。倉庫部屋に忍びこんだときにランプを消してしまった。火をつけたくてもその道具を持っていない。

　ぼやを出してはまずいので、一応ランプ自体は持ってきている。

「海賊船に、ぜひ電気を通したい……っ」

　昇降口を上がって別の層へ移動したはいいものの、数歩進んだだけでさっそく、足元に転がっている謎の物体に躓つまずいてしまった。

　呻うめき声を上げたとき、前方でランプの明かりが揺れた。誰かがいる。

「誰？」

　瞬まばたきをして、じっと見つめる。ランプの明かりに浮かぶ青い髪に、心臓が跳ねた。

「ガルシア？」

　暗い通廊の先に立っていたのは王様だった。

「どうしてガルシアがここに？」

　予想外の鉢はち合あわせに、狼狽うろたえてしまう。てっきり皆と晶船に向かっていると思っていたし……それに荷船の襲撃を企んだ張本人だし、色々とひどい真似もされたし、もうどういう顔をすればいいのかわからない。なにも言えずに固まっていると、ガルシアは以前となんら変わりのない落ち着いた態度で近づいてきた。目の前で立ちどまり、笹良を見下ろす。

　敵意や嫌悪は感じなかった。そのことに、知らず知らず安心する。

「どうした、迷ったのか」

　普通に話しかけられ、驚いた。どうしてなんだろう。笹良を奴隷扱いするって言ったのに。

　おずおずと見上げると、苦笑された。王様の動きに合わせてランプの火が揺れる。

「黙っていてはわからぬよ」

　長い指先が躊躇いなく笹良の顎に触れた。視線がぶつかる。

　不思議な色をたたえた瞳は、通廊にいるためか、甲板で見るときよりも暗く沈しずんで見えた。

「ササラ？」

「さ、サイシャ、手伝い、終わる。掃除、戻る、今」

　つっかえながらもなんとか返事をし、ランプのほうへ視線を逃がす。

「そうか」

　ガルシアの指はまだ離れない。優しい感触だった。もう少しだけ、と時間を引き延ばしてしまいたい衝動が急に芽生える。──冷酷な海賊王に対して、なんでそんなふうに感じてしまうのか、自分でも謎だった。戸惑いを隠すために、笹良は急いで口を開いた。

「……晶船？」

　ガルシアは晶船に行かなかったのか、と尋ねたいのだ。

「もう見てきたさ。おまえには珍しいだろうが、俺は数えきれぬほど利用しているからな」

　あ、そうか。常連客みたいなものなんだろう。

「さて。次はおまえの仕事ぶりでも見ようか」

「なに？」

　抵抗する暇もなく腕を引っ張られた。

「が、ガルシアっ」

　悲鳴のような声を上げてしまった。前みたいに威い勢せいよく暴れることが、もうできない。

　地の底に叩き落とすというくらい容よう赦しやなく惨むごたらしい行いを平気でするくせに、こんなふうに気安く接してくる。胸が苦しくなってきた。

　なんで本当、嫌えないんだろう？

　悔くやしいことに、ガルシアに気持ちが引き寄せられてしまう。たとえ「嫌い！」って百回胸に刻んでも、それを搔き消す勢いで、「嬉しい」という言葉が二百も生まれてしまうのだ。

　心が矛む盾じゆんのなかで溺おぼれ、窒ちつ息そく寸前だ。
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　ガルシアとともに向かった先は、掃除途中の小汚い船室だ。

　ここは主に下っ端や、一応中堅だけれど実力はまだ不十分、ってランクの海賊がよく出入りする遊ゆう戯ぎ室で、暇つぶしの道具や使用済みの汚れた食器類が散乱している。

　捕虜の女性たちがそれを黙々と片付けていた。セリとあの女性の姿はなく、途中交代したらしい監視の海賊が暇そうな顔で椅子のひとつに行儀悪く腰かけている。

　顔は知っているものの、一度も話をしたことのない海賊だ。彼に視線を向けたとき、「笹良はもしかしてなかなか悪運が強いんじゃないか」っていう考えが頭を掠めた。

　なんの話かというと、倉庫部屋に隠れていたときのことについてだ。

　笹良が木箱の陰に身を潜ひそめ、少し経過したあとにセリがやってきた。

　もしもあのとき、倉庫部屋にいた女性が意図的に泳がされていたのだとすれば、こっそりと彼女を追つい跡せきしていただろうセリに、当然笹良の存在もバレていなければおかしい。

　でも、セリは笹良に気がついていない様子だった。それはなぜなのか。

　荷を探さぐる彼女から少しだけ、目を離した時間があるせいじゃないか。セリ自身が動けば、掃除をする女性たちの見張りができない。そのため彼は、自分の代わりに監視をしてほしいと、今笹良が眺めている海賊に頼みに行ったんだと思う。笹良はちょうど、セリが彼女から離れたときに倉庫部屋へ辿り着いたのだ。この考えが正しければ、笹良ってばある意味、間一髪な登場だったに違いない。そういうわけで、自分の悪運の強さにしみじみとした。

　日頃、善行は積むべきだな。笹良は深く頷き、監視役の海賊から目を逸らした。

　掃除をしていた女性たちが、ガルシアと笹良の登場に気づき、手をとめた。

　監視役の海賊も、海賊王の姿に面食らった顔をし、椅子から立ち上がる。ガルシアは、セリの不在を気に留めなかった。女性が一人足りないことにも触れない。なぜか監視役の海賊と女性たちを船室から追い出してしまう。ガルシアと二人きりって、気まずいぞ。

　こっちの恐れを知ってか知らずでか、ガルシアは「ほら働け」と促うながすように、監視役の海賊が腰かけていた椅子にどっかりと座りこんだ。

「そんなにじろじろと見られると、やりにくい……」

　微妙な緊張感をなんとかやりすごすため、小さく悪態をつきながら、テーブルを磨く。

　最初はぎくしゃくするほどガルシアの視線を意識していたものの、次第に、邪悪と呼ぶべきしつこい汚れに怒りを覚え、かまっていられなくなった。

「なんなの、この汚れ」

　いったい何年分の汚れが染みついているんだ。

「不衛生の巣そう窟くつだぞ、海賊船！」

　おまけにこの、壁に飾られている絵画。人を侮ぶ辱じよくしているとしか思えない胡う散さん臭くさい絵柄はなんなのだ。海賊が描かいたのか？

　笹良は背伸びをして、壁の中央に陣取っている絵画を睨んだ。誰かの肖しよう像ぞう画がらしいが、元は栗くり色いろに塗られていただろう髪が、埃をかぶって白髪しらがに変化しているではないか。いや、全体的に埃をかぶっているので、人物の輪りん郭かくもぼやけており、幽ゆう霊れい状態だ。

　だめだ、描いた人には悪いが、いくらなんでも下手すぎる。笹良の美意識が許さない。

「よし、処分決定だ」

　独断と偏へん見けんで結論を出し、その絵画を壁から外そうとするも、釘くぎが打ちこまれているのか、うまくいかない。なにか道具はないのかと、笹良は腹を立てつつ振り向いた。

「……楽しそうだな」

　うっと息を詰めた。しまった、途中から完全にガルシアの存在を忘れていた。

「おまえは本当に変な子だね。罰のつもりで与えた境遇が、いささかも罰になっておらぬ。救済の手を差し伸べる者の存在を抜かしてもだ、おまえ自身が環かん境きようにまったくこだわっていない。罰も形無しだ」

　ガルシアは遠い目をして溜息をついた。笹良をこっそり手助けしてくれた人がいるって、しっかりバレているじゃないか。やべっ、どうにかして取り繕つくろわなきゃ。

「ササラ」

　違うぞ、心底うちひしがれ、か弱く震えているのだ、という主張をするため、きらきらっと目を輝かせつつガルシアの前に立ってみた。

　祈るように両手を組み合わせ、いたいけな雰囲気を漂わせる。

「普通の姫は、仮に形だけであったとしても、皆の前で奴隷にすると言えば多少なりとも屈辱を覚えるものなのだが」

　笹良はお姫様ではない……と反論しかけ、慌てて首を振った。ここで否定したら、精神的に少しもこたえていないみたいだ。

「すっごく傷ついた、もう動けない」

　ガルシアの前でふらりと儚はかなく床に倒たおれてみた。

　どうだ、迫はく真しんの演技だぞ。いや、演技ではなく実際に胸が痛いし。

「あぁ、どうしたものかね？」

　呆れたような、笑みを堪えているかのような、なんとも言いがたい表情を浮かべてガルシアが嘆たん息そくする。

「困った子だね、ササラ」

　こんなに頑張って切々とアピールしているのに、なぜ素直な心で感じ取ってくれないのだ。

「平気で汚れた衣服をまとい、着飾ったときと同じ眼差しで俺に意見する。これほど脆ぜい弱じやくでありながら。その根拠なき高慢さはいかんとも……。はたして、天てん為いなのか？」

　自分の膝に頰杖をつくと、ガルシアはつらつらと独白口調で言った。

「褒められているのかけなされているのか、わからない」

　それにしても笹良に対する評価って、いつもひどくないか？　謎めいていると以前言われたことがあるが、それだって「神秘的」といった意味じゃなく、「異様」って怪しまれているだけに思える。自分の推測にむかっとするものを覚え、ガルシアをじとりと見み遣やった。

「くつ……、発音難しいな、えーと……、くつしょ……くづひょ？」

「屈辱って言いたいのか？」

「うん。そう。笹良、屈辱、ある」

　誤解しないでほしい。笹良にも悔しいことや悲しいことを感じる心くらいあるのだ。

　頭ごなしに命令されれば、反発だってしたくなる。

　馬鹿じゃない、と主張したくなったが、ふとガルシアの言葉に引っかかりを覚えた。なんだか、お互たがいの考えに大きな落差がある気がする。笹良が抱く屈辱と、ガルシアの言う屈辱。

　程度の問題ではなくて……感じる部分が、違うみたい？

「アルバシュナのお姫様、掃除、恥ずかしい？」

　シンデレラだって掃除してたじゃん、と思うんだけど。なんでそれが恥ずかしいんだ。

「人の皮を被かぶった獣けものの住すみ処かの清掃だぞ。外げ道どうの世話など誰が喜ぶ？」

　ガルシアは奇妙な顔をした。そんな質問をすること自体が普通じゃない、って言いたげだ。

　そうか、やっぱり。日本生まれの笹良は、海賊船がどうこうっていうよりも「強要された」って部分がまず許せない。海賊船が広すぎて掃除が大変だとやさぐれてもいるが──その悔しさのなかに身分は食いこんでこない。掃除と身分って、別に繫がんないと思うからだ。

　この前提が異なるせいで、ガルシアも笹良も、相手に違和感を抱くんじゃないか。

「贅沢も暴力も辱はずかしめも効果がない。とすると、残るは……」

　そんな怖いことは考えないでよ！

　ガルシアが出す答えって、きっと恐ろしいものに決まってる。なにも言わせるもんか！

　意気込みながらガルシアの膝に飛び乗り、その青い頭にしがみつく。

　王様はもぞもぞと身じろぎし、笹良の腕から顔を出して微笑んだ。

「言わせたくないのか？」

　当たり前だ。

「おまえがなにを恐れるか、だいたい想像がつく」

　嫌だったら！

「どうして海賊王はいつも笹良に意地悪をするんだ！」

「あ、今のは言葉がわからずとも、顔つきで推し量れるな。どうせまた俺を意地悪だの狼ろう藉ぜき者だの粗そ暴ぼうだのと罵っているだろう」

「そこまでけなしてない」

「なに？　その通りだって？　言わせてもらうがな、俺をこんなにひねくれさせたのはササラだぞ？　本来の俺はな、素直なよい子だ」

「よい子……。聞かなかったことにする！」

　ガルシアは少し笑うと、笹良を横向きに座らせた。すぐに笑みを消し、感情を窺うかがわせない冷静な眼差しを寄越す。空気が変わったように思えて、どきっとした。でも暴力的な雰囲気ではなかった。なんだか誰にも言えない秘密の時間って匂いを感じて、そわそわしてしまう。

「俺になにか言うべきことはないのか？」

　笹良は驚いた。もしかするとその問いって、前にギスタが「船長になにか伝えるべき言葉はあるか」と気遣ってくれたのと同じ？　ガルシア本人が尋ねるなんて思いもしなかった。

　あのときギスタに言づてを頼んだのだが、届いているだろうか。

「自分自身の望みはないのか」

「……そりゃあ、たくさんあるけど」

　うやむやになっている奴隷たちの環境改善。女性たちの身の安全。勿論笹良への嫌がらせも断固として却きやつ下かだ。商船ももう襲ってほしくない。でもそれは海賊稼か業ぎようを続ける限り、無理な相談なんだろう。あとは──もとの世界に帰りたい。

　なんか、どれも途方もない願いのような気がする。

「ガルシア、望み？」

　逆にガルシアはなにがほしいんだろう。

「俺の望みをおまえが叶かなえられるとは、とても思えないが」

　侮あなどっちゃだめだ。

「おまえのような幼き者に期待を寄せるものではないだろう？」

　丸めこもうとするんじゃない。世のなかには「万が一」とか「奇跡」という言葉があるじゃないか。ダメもとで言ってみればいいのだ。

「ガルシア、言う！」

　腕を引っ張り、催促すると、ガルシアは戸惑ったような表情を浮かべた。

　孤独さとか繊せん細さいさとか……そういう寂しさが瞳をよぎった気がした。

　笹良は失敗してしまった。めったに見せないガルシアの心の声、その影を目にした驚きを、顔に出してしまったのだ。

　心の声がはっきりした形に変わるより早く、いつもの狡こう猾かつな海賊王に戻ってしまった。冷たく、揺るぎのない、氷のような眼差しは、笹良の詮索をこれっぽっちも許さない強さがある。

　腹が立つほど硬い心の盾だ。いったいどんな槍やりなら、その盾を貫つらぬけるんだろう。

「……ガルシアこそ、笹良が泣いても暴れても笑っても効果なしじゃないか」

「なんだ？　また罵っているな。俺は海賊どもの頭かしらだぞ。怒らせると、恐ろしいのだが？」

「知ってる」

　なんだか落ちこんでしまった。ふいっとガルシアから顔を背ける。

　なんの嫌がらせなのか、すぐさまガルシアのほうに向きを戻された。

「このっ。憎らしい表情だぞ、海賊王」

　対抗心が芽生えた。笹良はまたつんっと横を向いた。

　再び顔の位置を戻される。なんで王様までそう意固地な目をしているんだ！

「遊んでいるんじゃないぞ、本気で抵抗しているの！」

　文句を言うと、なぜかじいぃっと顔に穴が開きそうなほど見つめられてしまう。吐息のかかりそうな距離だ。南国系の甘い香かおりや不思議な変化を見せる瞳、鮮あざやかな青い髪、それら全部にどうしてか胸がざわめく。わけもわからず、ぎゅっとしたくなる。

　粗野で非情な海賊王のくせに、なんでこうも華はなやかなんだろう。

「なあササラ。あまり認めたくはない話なのだがな」

　なにさ。

「おまえをからかえぬ日々は、案外退屈だな？」

　ゆっくりと口元を綻ほころばせて、なんとも生意気な発言をする。

「他の者がおまえをからかって楽しんでいるのではないかと、もう気になって気になって……」

　どういう悩みなのだ。

「それは俺の特権だろう？　だがおまえは俺にばかり厳しい。懐かぬし、反発するし」

　この会話の流れで、誰が笑って懐くんだ。

「俺は虐しいたげられている気がする」

　真剣な顔で言うんじゃない。

「ゾイに相談したら溜息をつかれた。どう思う？」

　どつく意思を覗かせると、不届きな王様は優雅に笑った。

「暴れ姫君、そう怒らずに」

　暴れ姫君とはなんだ、無礼だぞ。

　ぐぅ、と唸りつつ、ガルシアの髪をやや乱暴に引っ張る。それでも彼は楽しそうにしている。変なところで優しいから、とても憎んでいるはずなのに、最後の最後でどうしても嫌えない。そんなことを改めて考え、笹良は頭がくらくらした。
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　その夜の出来事だ。

　一日中仕事に勤しみ、疲労ですぐにでも眠ってしまいそうになりながら味気ない食事を取っていたときだった。瞼が何度も落ちかけて周囲の様子をきちんと目に入れることができない状態だったのに、ふと耳に飛びこんできた不安そうな声に、意識が揺さぶられた。

「リンジャーが帰ってこないの」

　最初、人の名前だとはすぐに思いつかず、なんの話かと首を捻った。

　食事の手をとめ、檻のなかで会話する人々の顔をこっそりと眺める。

「……今、晶船をとどめているらしい」

「まさか、リンジャーは売られたの？」

「わからない。だが、姿が見えないということは」

「海賊め」

　会話をしていたのは、優しげな雰囲気の女性と数人の男性だった。

　リンジャーって、もしかして。

　笹良は捕虜たちを確かめた。セリと一緒にどこかへ行った女性の姿がない。

　彼らの話を整理してみる。おそらく、セリと消えたあの人がリンジャーっていうんだろう。まさか船室内を勝手に歩き回った罰として、晶船へ連れていかれた？

　顔が強張るのがわかった。どうしよう、そのことを皆に伝えたほうがいいんだろうか。

　でもそうすると、リンジャーが内緒で船室を探っていたことから説明しなきゃいけなくなる。

　──そして、なぜ彼女の行動を笹良が知っていたかという点もだ。

　急に怖じ気づいてしまった。同じ檻に入っている捕虜たちには、笹良はよく思われていない。比較的関係が良好なのは、オズや古参の奴隷たちなのだ。

　もしも笹良がリンジャーの件を皆に伝えた場合、どうなるだろう。リンジャーとセリの取引のように、笹良が勝手にうろついていた事実を別の海賊に告げ口して、自分の待遇を変えてもらおうとする人が出てくるかもしれない。そこで問題になるのは、笹良の今後じゃないのだ。

　なぜなら、医務室を出たあとの笹良が迷子になっていたことはすでにガルシアが知っている。それを考えると、笹良がリンジャーたちの様子を覗き見していた事実をバラされたとしても、きっとセリの不興を買う程度で終わる話じゃないか。

　海賊はきっと、取引を持ちかけてくる相手こそ狙ねらい撃うちにする。

　──待って、違う。もっと考えなきゃ。

　捕虜たちは、笹良が海賊に贔屓ひいきされていると知っている。笹良自身も、それについては認めないといけない。それを踏まえて、リンジャーとセリの話を彼らに伝えた場合、海賊との取引を心配する前に、まずこの場所で恐ろしい事態が起きるんじゃないか。

　笹良に対する不満が引き金となってだ。

　勝手な行動が原因でリンジャーが売られたというなら、なぜその様子を見ていた笹良は無事なのか。これって、皆にすれば「ずるい」ってなるはず。ただでさえ彼らは海賊に船と自由を奪われ、行き場のない怒りを抱えている。先の見えない過酷な状況で、特別扱いされている笹良が隣にいるのだ。そこでさらに、リンジャーだけが売られたと知ったら。

　──怖い。

　海賊が、ではなく、ここの捕虜たちが目に浮かばせるかもしれない殺意が、怖いのだ。

　皆に気づかれないよう震える息をそっと落とし、食べ物を入れた器を床に置いて膝を抱える。少し、落ち着いたほうがいい。まだどれも仮定の話だ。勝手に最悪のシナリオを組み立てて皆を悪者にするなんて、どうかしてる。事実が見えていないからこそ想像が悪いほうへ膨ふくらんで、気持ちが暗くなるのだ。しっかり確かめたあとで、皆に告げるかどうかを決めればいい。

　本当にリンジャーが晶船に売られたとは断言できないんだし。

　よし、明日、セリに尋ねてみよう。

　後ろ向きになりそうな心をごまかして、笹良は密かに決意した。







　五章　予言者の涙の真実







　翌日の正午。今日は部屋の清せい掃そうではなく、海かい賊ぞく服の繕つくろいを命じられた。

　他ほかの女性たちも一いつ緒しよだ。男性陣じんは索さく具ぐの補強を命じられ、朝早くから姿を消している。

　ミシンがあれば楽なのに。そう余計なことを考えながら教えてもらった通りに針を通す。場所は、寝ね起おきしている檻おりのなかだ。縫ぬい物なので移動する必要がない。明かりを増やしてもらったけれど、それでもまだちょっと手元が暗かった。気をつけないと自分の指を刺さしそうになる。

　ちなみに裁さい縫ほうの先生役は、なぜかジェルドだ。檻での作業なんだから監かん視しは不要なはずなのに、楽しそうにアルバシュナ製裁縫針の使い方を説明し始めたのだ。アクセサリー製作の他に裁縫も得意だなんて、将来いいお嫁よめさんになれそうだぞ、ジェルド。

　しかし、困った。ジェルドがつきっきりになってしまったせいで、セリと会えない。

　檻の外で胡座あぐらをかき、鉄てつ格ごう子しを背もたれ代わりにして縫い物をするジェルドを見つめながら、笹良は唸うなった。普段はじっと大人しくしているのなんて苦手だろうに、なにかを作っているときは動かずとも平気なんだな。海賊って、不思議だ。

　あんまり長く背中を見つめていたせいか、ジェルドに勘かん付づかれた。手をとめて、こっちに顔を向ける。

「なに、冥華。わからないところでもあった？」

　ジェルドが動くと、縫い物をしていた女性たちが恐おそれをなしてびくっと肩かたを揺ゆらす。

　一見陽気なジェルドにも怯おびえた態度を取るのは、船を襲しゆう撃げきされたときに仲間を攻こう撃げきしていた彼の姿を目撃したためだろう。残ざん忍にんさと朗ほがらかさ、その二面を持つ海賊幹部のジェルドに懐なつかれている笹良って、やっぱりどう考えても特別扱あつかいされているように見えるはずだ。彼も他人の目を気にせず、ちょっかいを出してくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、笹良、これ、好き」

「ふうん？」

　ある意味、ガルシアの命令があっても態度を変えないジェルドって、大物かもしれない。

　カシカなんか、笹良に対して責任を感じているのか、傍はた目めにもわかるほど切なそうな目を向けてくるぞ。

「へえ、なかなか上手だね、冥華」

　ジェルドは鉄格子の隙すき間まから手を伸のばすと、笹良の縫いかけの衣ころもを奪うばって感心したように笑った。もとの世界にいるときからミニクッションやぬいぐるみを、よく作っていたのだ。乙女おとめの嗜たしなみだ。

「俺はねえ、冥華の服を作っているんだよね」

「笹良の？」

「どう、これ。滑なめらかな白生き地じってめったに手に入らないんだよね。かなり高価な布だよ」

「ウエディングドレスっぽいんだけど」

「襟えりぐりは大きく取ったほうが大人っぽいよ。冥華は小こ柄がらだからねえ、腰こしを膨ふくらませた型よりも、裾すそにひらりと動きのあるほうが合う」

「それ、いつ着るんだ」

　頭を抱かかえたくなってきた。女性たちも呆あつ気けに取られた顔でジェルドと笹良を見つめている。

「ジェルド……」

「なに？　俺が作った服は着たくないとでも？」

　睨にらまれてしまった。

「俺は偉えらいの。着れといったら素す直なおに着ること。命令だよ、命令」

　威い厳げんないなあ。

「女は着き飾かざらなきゃ、なんの意味があるんだ」

　怪あやしい想像をしているな。脱だつ力りよくしていると、彼は面おも白しろそうに人差し指をちょいちょいした。

「で、冥華。そんなに俺を見つめて、どうしたんだい。やっと惚ほれたのか？」

「いいえ」

　速攻で否定したら、ジェルドが拗すねた。

「冥華ってひねくれてる。俺のよさに、なぜ気がつかないかなー」

　海賊という点に目を瞑つぶれば、人懐っこい笑え顔がおは悪くないんだけど。手先は器用だし、お馬ば鹿かだけど一緒に遊んでくれるし。

「でもジェルド。人、嫌きらい……苦手。違ちがう？」

　誰だれに対しても笑みを向けるけれど、彼はそうそう他人に心を許さない。むしろその笑顔は冷たい。ガルシアより排はい他た的てきだともう気づいてしまった。

　ジェルドは一いつ瞬しゆんきょとんとした。それから訝いぶかしげな表情を浮うかべ、最後にすうっと鋭するどい目をして笹良を睨む。逆げき鱗りんに触ふれたかもしれない。

　飛び退のく前に、ジェルドは溜ため息いきをついた。不ふ貞て腐くされた態度でぽいっと布を放ほうり出す。

「腹が立つね、冥華」

　さっきの質問はなし、聞かなかったことに！

「おまえの言葉ってさ、時々頭が痛くなる。冥華のことは面白いから好きだけど、気に食わない言葉を吐はくときは、本気で皮を引き剝はがして、手足を嚙かみちぎりたくなるんだよな」

　怖こええ！　肉にく食しよく獣じゆうか？

「ねえ、俺がさ、冥華を食ったら、王は怒おこるかな」

　危険な問いかけに、笹良はずずっと後退した。しまった、檻のなかにいるんだった。

　ここはひとつ冷静に話し合いを、と平和的解決を求めようとしたとき、ジェルドがにやにやと笑いながら身を屈かがめて檻のなかに入ってきた。

「ぎゃっ」

「ちょっと遊ぼうな、冥華」

「誘ゆう拐かいされる！」

　檻から引きずり出されそうになり、必死の思いで鉄格子にしがみつく。けれど脇わき腹ばらをくすぐられ、むず痒がゆさに負けて手を離はなしてしまった。

　その隙を狙ねらって、ジェルドがさっと腕うでを伸ばし、笹良の身体からだを抱だきかかえる。

「ジェルド、仕事っ」

　なんとか逃にげようとしたものの、ジェルドはとまってくれなかった。

　青ざめる女性たちの視線を一身に浴びて、監禁部屋を出るはめになる。

「どこに連れていくつもり！」

　本当に皮を引き剝がす気なのか。冗じよう談だんだと笑い飛ばせないところが怖い！

　ジェルドが向かった先は、上の層へと続く昇しよう降こう口ぐちの横だった。

「ほら、これで話がしやすくなっただろ。女たちには聞かせたくないことがあったんじゃないの」

「もしかして、わざと危険な会話をして連れ出してくれたの？」

　偉いっ、お馬鹿だと思っていたけれど、勘が鋭いな！

　お礼の意味をこめてジェルドの頭をぽむぽむと撫なでる。褒ほめられたのがわかって嬉うれしかったのか、彼はうっとりと目を細くして笑った。大型犬っぽいな。

「なんの相談だい」

　気をよくしているジェルドに、笹良も微笑ほほえみかけた。

「セリ、会う。できる？」

「セリ？　なんで？」

　彼は怪け訝げんそうに、靴くつの先をとんとんと鳴らした。

「話、する、したい」

「えぇ、そんな相談かよ！　なんで俺が他の男に冥華を会わせなきゃなんないわけー？」

　途と端たん、ジェルドは不貞腐れた。すっごいやる気のない態度に変わっているぞ。

「セリの野や郎ろうとなんの話があるんだよ」

「秘密」

「やつとの密談に、手なんか絶対貸したくねえ！　嫌いだもん、あいつ。いつも余よ裕ゆうぶっているっていうかさあ」

　すっかりご機き嫌げん斜ななめになったらしく、ジェルドは顔を背そむけた。全身から負の感情が漂ただよっている。図ずう体たいだけ大きくなった子どものようだ。

「そう言わずにお願い」

　隔かく壁へきに寄りかかって、だらけ始める彼の手を揺らし、訴うつたえる。

「そんな面白くない頼たのみを叶えてさ、俺になにか見返りがあるのか」

「海賊って本当に取引が好きだな……」

　見返りは笹良の感謝、と身み振ぶりで伝えた。

「目に見える形で誠意がほしいね」

「誠意という言葉がマジ似合わねえっ」

「今、けなしただろ？」

「いいえ。ジェルド、優やさしい！　頼たより、なる！」

　腰を低くしてジェルドをきらきらっと見つめる。以前、彼にだけは頼みごとをするのはやめようと決意したのを、すっかり忘れていた。

「じゃあさぁ、今度俺と遊んでよ」

「遊ぶだけでいいの？」

　ガルシアが許可をくれたらいいぞ。

　ほっとして頷うなずくと、機嫌が直ったらしく彼は、にぱっと笑った。

「セリのやつなら、甲かん板ぱんにいると思うぜ」

　笹良は、単純……いや、素直なジェルドが大好きだ！







　ジェルドと一緒に笹良は甲板へ向かった。

　午後のアルバシュナは隅すみ々ずみまで晴れ渡わたり、目ま映ばゆかった。顔の前に手をかざしてみると、指の隙間から太陽の白い光が差しこむ。手足を思う存分動かし、どこまでも駆かけていきたいような気持ちがふいにわき上がる。その衝しよう動どうを抑えるために深呼吸し、腕を下ろした。

　ずいぶん長いあいだ、この空と海を目にしていなかった気がした。いつの間にか馴な染じんでしまった潮風。海と空の青。微び妙みように色が違う。海は透すき通った輝かがやきがある一方で、終わりのない深さを感じさせる。空は反対に、胸がすっとするような清せい涼りよう感かんをもたらす。海に対する恐れは少しずつ小さくなってきたものの、それでもふとした拍ひよう子しに足がすくむ。奇き麗れいで怖い色だ。

「いたぜ」

　潮風を受けて気持ちよさそうな顔をしていたジェルドが、指を動かした。

　示されたほうを視線で追うと、セリがこっちに背を向ける形で船ふな縁べりに両腕を預けていた。

　甲板を行き来する海賊の姿が多く、その誰もが浮き立っているのは、別の船が近くに停てい泊はくしているためだ。移動用の小こ舟ぶねがさっそく海面に下ろされている。前にガルシアが開けた穴は、もう修理済みらしい。

　笹良は『晶船』と呼ばれる海賊専属の商船を初めて目にした。

　面白い！　第一印象はそんな感じだった。

　普通の帆はん船せんとずいぶん違う。好奇心に誘さそわれて、ジェルドの手を引っ張りながら恐る恐るセリのほう……海賊船の向こう側に停とまっている晶船がよく見えるほうへと近づく。

「不思議な屋形船みたい。娼船よりもざわざわしてる」

「目が輝いているよ。冥華もこういう船、好きだろ」

　ジェルドのからかいに、うんうんっと大きく頷く。

　晶船は全部で五艘そうある。どれも海賊船より小型で、船体のサイズは統一されていなかった。

　一艘目は主に船員が生活の場としている感じで、そんなにごちゃっとしていない。もう一艘には寺めいた屋根がある。三、四艘目は細長く、露ろ店てんのように変な柄の天幕がはられていた。

　五艘目は建物のようにやや背が高い。つぎはぎだらけの不ぶ恰かつ好こうな庇ひさしにも、それから船縁にも籠かごや網あみ袋ぶくろを下げていて、そこに様々な商品が入っている。

　甲板にも積み荷があるようだ。これらの船は歪いびつな五角形の図を作るように繫つながれていた。漁ぎよ猟りよう用よりも太い縄なわばしごがかけられている。結晶型っていうよりは、蜘蛛くもの巣に引っかかった船、って雰ふん囲い気きだ。それがなんだか面白い。

「この晶船はまだ規模が小さいほうだなあ。巨きよ大だいな晶船は、ちょっと壮そう観かんだぜ。全体を見ると海にぽっかり浮かぶ宝島のようさ」

「見たい！」

　久しぶりにわくわくする。こういう船なら大だい歓かん迎げいだ。

「見られると思うよ。この海域は晶船のたまり場だからな」

「本当？」

「子どもみたいだ、冥華」

　そう言うジェルドも楽しげな表情を浮かべている。笹良のわくわくが彼にも伝でん染せんしたらしい。二人でにやっと笑い合い……って、和なごんでいる場合ではないのだ。

　セリに大事な話があるんだった。

「ジェルド、ここ、待つ」

　用事をすまそう。ジェルドに手を振り、セリのところへ行くことを告げる。

「なんでさ。一緒に行ったらまずいわけ？」

　不服そうなジェルドを宥なだめて、笹良は急いでセリへと近づいた。

「セリ」

　たかたかっと近づき背伸びをして呼びかけると、晶船の様子を眺ながめていた彼が向き直った。陽光が眩まぶしいのか、わずかに目を細めている。

「おや冥華。どうしてここにいる？」

　とぼけた挨あい拶さつをされてしまった。

「話」

「話かい」

　できればひとけのない場所に移動したいのだが……まあ、ここでも大丈夫か。海賊たちが周囲を忙せわしなく歩いているけれど、買い物や作業に夢中でこっちに気をとめる者はいない。

「リンジャー。どこ、知る？」

　前後の脈みやく絡らくもなく直球の質問を投げたのは、まずかったかもしれない。

　セリは薄うすい笑みを浮かべたまま、笹良を見つめた。余裕の表情が、恐きよう怖ふを誘う。つい後退してしまった。セリとは掃除中にちょっと会話をした程度だ。ヴィーやジェルドのようにぽんぽんとなんでも言えるほど気安く接したことがないので、どういう反応を返されるか想像できない。

　彼は軽く咳せき払ばらいすると、片腕を船縁に乗せ、指先で軽く叩たたいた。

「リンジャーとは誰だ」

「え？　誰って……捕ほ虜りよの」

　戸と惑まどった。この質問を、どう受けとめればいいんだろう。

　笹良を警けい戒かいして知らない振りを装よそおっているのか、それとも単純に彼女の名前までは知らなかったのか。もしかして、行方ゆくえ知れずの女性はリンジャーではなかった？

　いや、そんなはずはない。いなくなったのは、確かに笹良が目撃したあの女性なのだ。

　次になにを聞けばいいのか、迷った。

　ごまかされているのだとすれば、このまま話を続けると藪やぶ蛇へびになるかもしれない。

「誰だい、冥華」

　セリの底冷えするような目を見て、うなじがじわっと熱くなる。

　答えるまで解放してくれないみたいだ。ヴィーたちとはやっぱり違う。たとえ人懐っこい微び笑しようを浮かべていようとも、セリの眼まな差ざしは冷めている。親しみのない海賊の目。

「女の人」

「女か」

「……セリ、一緒、リンジャー。檻、戻もどる、ない。どこ？」

　片言で伝わるだろうか。

「リンジャーねぇ……？」

　セリは船縁からゆったりとした動きで数歩離れると、深い息とともに腕を組んだ。そのポーズで見下ろされると、威圧されているような気分になる。

　実際彼は、笹良に洗いざらい吐かせようとして意図的にそんなポーズを取ったんだろう。

「俺も聞きたいんだがな。なぜ冥華は、俺がそのリンジャーという女の行方を知っていると思ったんだ？」

　笹良は言葉に詰つまった。急いで言い訳を考える。

「せ、セリ、見張り」

　セリは今まで笹良たちを監視していたから……と返すも、駆け引き上手な海賊相手に小手先の噓うそなんて通用しないらしい。

「それにしては、おまえの声こわ音ねに迷いがねえなぁ。俺が知っていると確信しているだろう。なぜだい？」

　──セリって、怖い！

　こっちの対応によっては簡単に暴力をふるいそうな無情さが見え隠かくれしている。

　そうか、こういう冷れい淡たんな態度が海賊として当たり前なんだろう。ヴィーやゾイは、笹良を甘やかすガルシアに倣ならってずいぶん手加減をしてくれていたのだ。

　笹良は密ひそかに足に力を入れた。ここで引いたら間違いなくセリに侮あなどられる。ヴィーたちのように、呆あきれて終わり、とはならない。セリは、もっと突つっこんでくるタイプに見える。

「笹良、見た。サイシャ、怪我、人、手伝い。終わる、迷子。セリ、リンジャー、いた」

　サイシャの手伝いの後、迷子になってしまった。通路をうろついてる途中でリンジャーと一緒にいるセリを見かけた、と説明したいのだ。本当は倉庫部屋でばっちり覗のぞき見していたのだが、手の内を全部明かすのは危険だ。ただ、笹良が迷子になったことはガルシアも知っているので、その点に関しては正直に話しても問題にならないはず。

「なるほどねえ。しかしなぜ、冥華の目は俺を非難しているんだろうな？」

　背中に鳥とり肌はだが立つ。なんて聡さとい海賊なんだ。笹良は確かに、リンジャーの失しつ踪そうにはセリが一枚嚙んでいて、大きな責任があるんじゃないか、と考えていたのだ。

「そ、それはっ、リンジャー、消える、どこ、わかる、ない。心配」

「違うな、おまえはもっと知っている」

　即そく座ざに切り返され、焦あせった瞬間、逃げ道を封ふうじるかのように強く腕を摑つかまれた。

「冥華はどうもよくわからねえ娘むすめだな。ただの小娘にしては、異様さが目立つ」

　なんだと？

「おまえが海賊船に連れられてきたときは、こんなぱっとしねえ餓が鬼きを選ぶとは王もとうとうイカれたかと危あやぶんだものだが……思った以上に頭が回りやがる」

「む」

　恐怖がつかの間、憤いきどおりに変わった。

「どうして誰もかれも、可か憐れんな笹良を正面きって不ふ審しん人物扱いする！　許せねえっ」

　どれほど無む謀ぼうなのか、自分が信じられない。笹良は、前方に倒たおれる勢いでどすっとセリの胸に頭突きしてしまった。腕を摑まれている状態なので、頭で攻撃するしかなかったのだ。

　しでかしたあとで血の気が引いた。こんなヤバそうな海賊に喧けん嘩かを売ってどうする。

　セリのほうも、まさか頭突きされるとは思っていなかったらしい。半ば啞あ然ぜんとした顔で笹良を見つめている。平手打ちとかならまだ予想の範はん疇ちゆうだったかもしれない。

「……おい」

　これはもう、か弱く微笑んでごまかすしかない！

「な、仲良し、挨拶」

　今の頭突きはちょっと変わった親愛の表現、などと嘯うそぶいて逃げようとしたけれど、腕を放してはもらえなかった。いっそ全力で体当たりして海に突き落とすか？

　そう逆上し、じりっと身体に力を入れたときだ。

「──おまえたちは、なにをしているんだ」

　第三者の声が割りこんできて、笹良は文字通り飛び上がった。

「ヴィー！」

　救世主か。思わず「助けてっ」と言いかけて、凍こおりつく。

　ヴィーの他にガルシアもいた。──さっきまで縫い物をしていた女性たちと、数人の奴ど隷れいを背後に従えてだ。オズもその輪に含ふくまれている。

　なぜ彼らと一緒に行動してるんだ？

　ガルシアとヴィーの顔を交こう互ごに見ながら、視線で尋たずねる。

「おまえとセリとは、珍めずらしい組み合わせだな」

　ガルシアが面白そうに笹良を見つめ返した。一方ヴィーは、きつい眼差しで、こっちを睨んでいる。

「ガルシア、なに、する？」

　理由がわからないままに、強い焦りが胸に広がった。急いでセリの手を振りほどき、ガルシアに飛びついてぐいぐいと腰帯を引っ張る。

「なんのことはないさ。余っている奴隷を数人、晶船に売る」

「売る!?」

「晶船の船長が、奴隷の手がほしいと言うのでな。女もこの船にはいらぬ」

「ちょっと待って！　なんでいきなりそういう話になるの！」

　ガルシアの説明を聞いて再び飛び上がり、あたふたと晶船へ視線を走らせる。

　晶船の船長らしき三十代あたりのごつい男が、船を繫ぐ縄ばしごに片足をかけて、こちらの展開を見守っていた。

「売るって、そんな」

　ガルシアはくすりと笑うと、笹良の頭を一撫でした。

「さて、どの奴隷をつれていくかと思案していたときだ、この男がな、おまえをもとの身分に戻してやれというのだよ。奴隷の分際でこの俺に意見する。それも愉快ではあるな」

　ガルシアは、ちらりと背後に視線を向けた。オズが静かに、笹良を見ていた。

「なんで、オズが売られるの！」

　叫さけんだ直後、はっとした。

　笹良を檻から解放する代だい償しようとして、自分の身を晶船に売ってほしいって頼んだ？　なんで!?

「まったく取引にもならぬ取引に応じてやった俺も、大たい概がい親切だろうよ」

「どこが親切!?」

　ガルシアを押しのけて、オズの腕にしがみつく。

「なぜ、なぜっ」

　オズはどこか困ったような目をして、笹良を見下ろした。ぎこちなく腕を上げて、笹良の肩に置こうとするも、「触さわっていいのか、わからない」というように空中でとめる。

「どうして笹良を助けようとするの!?　そんなこと頼んでないっ」

　まさか最初に会ったとき、オズが斬きられそうになったのを庇かばったから？

「いいよ！　恩返ししてほしかったわけじゃない！」

　オズの身体を昇降口のほうへ押し戻そうとするも、びくともしねえ！　アルバシュナの男たちってなんでこう、体格がいいんだ。

「だめ、売る、やだ！」

　笹良の手から、オズは逃のがれようとした。

　船内に押し戻すのは諦あきらめ、その代わりに彼の腰にすがりつく。

「なあササラ。おまえにとっては好都合ではないのか」

　ガルシアの意味深な台詞せりふに、振り向く。

「好都合？」

「そうとも。船の底から出られるだろうに」

　笹良の境きよう遇ぐうだけの問題なのか？　ガルシアの眼差しには他の意味も含まれている気がする。

　──海賊船から解放されれば、少なくともオズは比石の研磨をしなくてすむ、ってことを言いたいとか？　でも、晶船でどんな苦く役えきを課せられるか、わかったものじゃない。だって、奴隷として売られるのだ。どちらがオズにとっていいんだろう。海賊船？　晶船？

　その見み極きわめが、今の笹良にはできない。

　けれど、ここでオズの手を離せば、二度と会えなくなるんじゃないか。

「オズ、笹良、平気、このままでいい！　晶船、行く、禁止っ」

　比石の研磨は、命までも削けずるという。その問題を、どうにかして改善できるよう必死に考えるから。行っちゃいけないのだ。

「おかしな娘だ。なんでそうも奴隷を庇う？」

　セリが怪訝そうな表情を浮かべてぽつりとそう言った。

「なにもおかしくなんてない！」

　取引で人の命運を左右するなんて、そっちのほうが異常だ。

「なあ、腹立たしくも愉快だろう？　俺の冥華は、どんな話にも悉ことごとく反発してくれるのさ」

「反発ですかねえ」

　ガルシアとセリは視線を交かわしてそう言った。

「……不思議の姫ひめ、手を放せ」

　心底困った目をしてオズが囁ささやいた。

「嫌いやに決まってる！」

　きっぱり拒きよ否ひして、オズの手をぎゅっと両手で握る。

「笹良のせい？　助けるために晶船に行くなんて、嫌だよ！　またこんなふうに、誰かが犠ぎ牲せいにっ」

　じわりと目の奥が熱くなる。まただ。グランにカシカ、ルーア、そして今度はオズ？　自分が原因で、誰かの身が窮きゆう地ちに追いやられる。吐き気がするほど繰くり返される展開だ。

　日本語で言い募つのったためか、正確な意味はオズには伝わらなかったようだ。ただ、なんとなくは悟さとったらしい。

「……俺のことはいい。不思議の姫は、奴隷に向いていない」

「向くとか向かないとか、そんなの関係ないってば！」

　やんわりとこっちの身を引きはがそうとするオズの腰に一層強くしがみつく。

「不思議の姫、おまえが気にとめることではないから」

　オズの言葉には、どうしてか、後ろめたそうな響ひびきがあった。

　そっと顔を上げると、声の通りのつらそうな眼差しとぶつかる。すぐに逸そらされた。

　なんでそういう表情をされたのか、混乱しているせいでうまく考えられない。

「ガルシア、笹良、今のままでいい！」

　こちらのやりとりを冷ややかに見ていた王様に視線を投げ、訴える。

「どうしてこれほどおまえは俺の意に反してくれるのだろうな」

「そうじゃないけど！」

　ガルシアはさっきのセリみたいに悠ゆう然ぜんと腕を組み、奇麗な微笑を見せた。

　だけど最近の王様は、皆みんなの前であっても時々、感情を窺うかがわせるようになった。

　今も一瞬、苛いら立だちを瞳の奥にちらつかせた。

「ならばおまえも女の代わりに売られてみるか？」

「──また、選せん択たく？」

「誰もが俺のように、おまえの我が儘ままを許すとは限らない。わかっているだろうか、どれほど俺が許しているのかを。多少は労働をさせたが、それでも守られてきただろう？」

　呆ぼう然ぜんとしながらも、頭の片隅ではその言葉に納なつ得とくしていた。

　無情な選択、非道の行こう為い、受け入れられないことがいくつもあったけれど、海賊船で暮らしている事実を思えば、これまでの笹良って、たぶん前例のない好待遇だったに違いない。

「さあ、俺の船を降りるか？」

　できぬだろう。そう嘲あざけるガルシアの目を見つめ返すことができなかった。

　この船を降りた瞬間、冥華という身分を失う。そうなったとき、誰の助けもない場所でどんな恐ろしい目に遭あうか。ガルシアに奴隷扱いされるのとは、わけが違う。本音の奥には、やっぱり「なんとかなるだろう」っていう浅い考えがあり、確実に甘えていた。

　身分なんてわからない──そう心をごまかしながら、現実にはこうして「冥華」を手放せないでいる。もう自分を騙だませない。この世界で「人間」らしく生きるには、身分が必要なのだ。

「……」

　船を降りる、という言葉が出ない。その後に降りかかる恐ろしさをはっきりと予感してしまったためだ。娼船のお姉さんたちと同じ仕事を強しいられるかもしれない。

　それもできないとわかったら、海に沈しずめられるかもしれない……。

　ぎゅっと目を瞑る。見知らぬ場所に移るのは、血の気が引くほど怖い。

　どの未来を選ぶのが正しいんだろう。苦難を乗り越こえる力が、笹良にあるんだろうか。

　──でもここでオズの手を離してしまったら、本当に心の全部が「冥華」っていう身分に飲みこまれるんじゃない？

　そんな自分は嫌いだ。これ以上、乙女度だって減らせない。声に出して言える勇気はないし、心臓の鼓こ動どうが暴動を起こしているみたいに激しいけれど、ここはきっとしっかり立ち向かうべき場面なのだ。笹良は深呼吸をした。オズの腕に両手を絡からめ、寄りかかる。

「笹良、乙女を取り戻す」

　こうなったら行くとこまで行ってみよう。

　もしも耐えられないほど怖いことが未来にあるときは──そのときは。

「不思議の姫」

　笹良の決意を悟ったのか、オズは驚おどろいたように名前を呼んだ。

　一緒にいてね、と笑いかけようとした直後、突とつ然ぜん腕を取られ、乱暴にオズから引き離された。

「!?」

　身体が宙に浮いた。驚いて手足をばたつかせるより早く、視野に青い髪かみが映る。

「おまえという子はどれほど強ごう情じようなんだ」

「ガルシア！　なにっ!?」

　王様に抱き上げられたのだと、その瞳を見つめ返したあとでようやくわかった。条件反射でガルシアの肩に片手を回してしまったが、やすやすと捕ほ獲かくされている場合じゃない。

「放せ、下ろしてよっ」

　片腕一本で笹良を抱き上げるガルシアの肩を押し、甲板に飛び降りようとするも、その動きはすぐに阻そ止しされてしまった。

「なにするの、笹良は荷物じゃない！」

　大声で訴えると、ガルシアは苛ついた表情をさらに険しくさせた。下ろしてもくれない。

「ヴィー、この者らを晶船に連れていけ」

「待ってよ、話は終わってないし、勝手に決めないでったら!!」

　ヴィーがちらりとこっちを見た。おどおどとしている女性やオズを促うながし、晶船に繫いでいる縄ばしごへ向かう。

「だめ、行かないで、オズ！」

　離れていくオズたちへ懸けん命めいに腕を伸ばす。届かない。青い髪の王様は笹良を自由にしてくれない。オズは一度だけ困ったように振り向いた。

　彼の白い髪が、海風に嬲なぶられてさらりと揺れた。

「ガルシア、放す！　オズ、戻って、笹良も行くっ」

　叫んでも、誰一人味方してくれない。

「取引、するっ。笹良も行く、ガルシア、早く！」

「うるさい子だね、本当に」

「やだ、やだよ、行っちゃ嫌なのに、オズっ」

　冷たい顔をしたガルシアに手でばさりと口を覆おおわれてしまった。笹良は目を剝むき、ガルシアを凝ぎよう視しした。取引するって言っているのに！

「少し黙だまらないか」

「むぐっ」

「まだおまえを売り飛ばすつもりはない」

　ガルシア、卑ひ怯きようだ！

　自分から取引の話を振ってきたくせに、途中でやめるなんてずるい。

　その手を外そうとすると、怒いかりを宿した目で微笑された。一瞬圧あつ倒とうされた。

　笹良が反対意見ばかり口にして感情的に動くから、今まで氷の壁を作っていたガルシアもつられて心の活動を再開するようになったんだろうか。

　──今はガルシアのことは、どうでもいい！　オズたちが行ってしまう。

「んー、むー！」

　どうしていつも笹良の願いは跡あと形かたもなく蹴け散ちらされてしまうんだ。

　不思議の姫。そんなふうにたとえてくれるオズが、いなくなってしまう。

　悲しくてわけのわからないことだらけだ。望んだものが片っ端ぱしから裏返しにされてしまう。

　晶船に乗りこむ彼らの姿を見送ることさえ、非道な王様は許しちゃくれない。

　笹良の動きを封じたまま、ガルシアはくるりと方向を変え、昇降口へと歩き出す。けれど、数歩進んだところでふいに足をとめ、後方へ──セリが立っているほうへ顔を向けた。

「セリナル、女を始末するのはかまわぬが、報告くらいはしてもらおうか」

　──女を始末？

「あぁ、そいつはすみません。なにを探さぐっているか聞き出そうとはしたんですがね、とっさに歯向かわれて、つい首を折っちまった」

　セリが苦笑しながらなんでもないことのように答えた。笹良に視線を向けてだ。

　まさか、その話って。

「寝首をかかれそうになったか」

「さすがに抱いている最中で刺さされかけますとねえ、手加減できませんな」

「おまえだろうと罰ばつは与えるぞ。しばらくのあいだ甲板磨みがきをやれ」

「アイ。仕方ありませんや」

　雑談のような軽い雰囲気で交かわされた二人の言葉の意味を飲みこむ前に、身体が先に反応し、強こわ張ばった。

　──リンジャー。殺されたの？

　目眩めまいがとまらない。

　抵てい抗こうする気力が抜け落ちたことを知ってか、ガルシアは笑みを深め、再び歩き出した。
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　覚悟を決めていたはずの奴隷生活は、こんな形で呆気なく幕を閉じた。

　自分の頑がん張ばりで変えた境遇じゃない。誰かの犠牲の上に成り立つ日々の再来だ。海賊船に拾われて間もない頃ころのように、他愛ない我が儘のみなら許される毎日が望まずとも戻ってきた。

　時間をかけて好き勝手に改装した以前の部屋に戻されたあと、最初にされたのは、片側の足首にはめられている枷かせを外す作業だった。ガルシア自らが、ベッドの端に浅く腰かけた笹良の足元に跪ひざまずき、重い枷を取ってくれたのだ。

　笹良がひ弱なせいなんだろうか、枷をはめていた部分に擦すり傷ができていた。ようやく自由を得て足も軽くなったはずなのに、心には重いものが隙間なく詰めこまれている気がする。

　ルーアにもらった香水やきらきらとしたアクセサリー、お手製のミニクッション群。不在のあいだに捨てられてしまっただろうと半ば諦めていたのに、どれも欠けることなくちょこんと並んでいて、戻ってくる前の状態と少しも変わっていなかった。

　一見楽しげに取り繕われている部屋をゆっくりと眺めてから、跪いたままのガルシアに視線を落とす。彼は片腕を笹良の膝ひざに軽く乗せると、探るように見つめてきた。

　笹良は彼から目を逸らし、自分の内側に意識を向けた。

　──リンジャーは、セリに殺されてしまったんだ。

　この海賊船は、何人の命を吸い取ってきたんだろう。そう思って、ぞっとした。

　甲板からいつか、殺された人々の怨おん念ねんが煙けむりのように立ち上ってくるかもしれない。

　そして背中にはりつき、冷たい息を吐き出して囁くのだ。おまえも早くこっちに来い……。

「ササラ、浮かない顔だな」

　リンジャーは、お母さんの形見を探していたと言っていたのに。

　覗き見していたとき、結局協力はできなかった。無断で歩き回っていたことを見逃してもらうために彼女はセリを誘ゆう惑わくし、取引を持ちかけていた。ところがセリはさっき、彼女に歯向かわれたと説明した。彼の言葉が事実なら、なんでリンジャーはそんな勝ち目のない危険な賭かけに出たんだろう。色仕掛けをして虜とりこにするほうがまだ、生き残れる可能性があったはずだ。

　セリは倉庫部屋捜そう索さくの理由がどんなものであれ、最初から許すつもりなんかなかったのか。リンジャーは途中で彼の思惑に気がつき、一いつ矢し報むくいるために歯向かったのかもしれない。

「答えようともしない。無言の抵抗か？」

　真相は当人にしかわからない。

　笹良がこうして考えることに、なにか意味があるの？

「笑いもしない」

　オズや女性たちの未来はどうなるんだろう。

　希望という字は、彼らの辿たどる道に刻まれているんだろうか。笹良の道には？

「少しも反応せぬ」

　──ねえガルシア、笹良はきっといくつも大切なことを見逃しているんだよね。

「そして涙ばかりを落とす」

　誰のために、目を背け続けてきたんだろう。

「おまえはわからぬ。ぬるい深みを知る娘」

　いつか家族のもとに帰るんだから、この世界にあるものの名前なんてなにも知りたくない……そんなふうに考えていたときがある。侵しん食しよくされ、馴染んでしまうのが怖かったからだ。

　日々をすごすうちに、やっぱり少しでも歩み寄ったほうがいいんだと考え直したけれど、もうそういうふわふわした無責任な決意は捨てなきゃいけないみたい。

　笹良が原因で犠牲になった人がいるんだもの。意図的に悲劇の原因にされたんだとしても、罪悪感が胸にしっかり根付いてしまった。

「恐れもかえりみず泣く女め神がみか。涙なみだを凍らせれば、宝石になるかもしれぬな」

　世界中の宝石が全部、悲しい気持ちを閉じこめた涙で作られているのだとすれば、きっと星の数よりたくさんあるに違いない。

　一番悲しい思いが、より美しく輝くんだろうか。それはとても、皮肉なことだ。

「ほら、そろそろこちらをお向き」

　促されて、指先で頰ほおを支えられたけれど、王様の目を見つめ返すことができず、自然と瞼まぶたが下りた。なんだか感覚が遠い。海のなかを漂っているように不安定だ。

「ササラ」

　海から離れたい。

「もう泣かずに」

　青い色、悲しい。
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　オズたちが晶船に売られてから、一週間がすぎた。

　死ぬまでずうっと、海の上をさすらう運命なんだろうか。この生活はいつまで続くんだろう。

　笹良は今、王様椅い子すに座るガルシアの足元に陣取って、自分で開発した裁縫セットを並べ、ちくちくと縫い物をしている。時間を巻き戻したかのように、またしてもガルシアの足元に置かれている。この平へい穏おんがどのくらい異常なのか知りつつも、今回はあえて大人しく従っている。

「ササラ、なにを作っているんだ？」

「秘密」

　縫っているのは奴隷たちに渡す予定の着替えだ。サイシャの手伝いをし、薬の配合も多少は覚えることができた。こっそりと材料をもらい、調合したものを差し入れたりもしている。物資に余裕があるのは、晶船で仕入れたためだ。それだけは、いいタイミングだったと思う。

「おまえはいつもなにかを作っているな」

　ガルシアが煙管きせるの煙をくゆらせて、笑い声を上げた。

　ちらっと彼を見上げ、作業を再開する。王様が海図室に長時間こもるときが勝負だ。カシカに頼んで檻に行き、密かに掃除をする。奴隷たちが仕事で不在のときじゃないと、バツが悪い。

　あと、入浴はさすがに認めてもらえないから、少しでも清潔を保って病気を防ぐため、皆に髪を短くするよう頼んだりもした。本当は丸まる刈がりにすれば一番衛生的なんだろうけど……奇抜な髪型も多い海賊相手ならともかく、アルバシュナの一般の人々に坊ぼう主ずになれとは言いにくい。

　奴隷たち自身に刃は物もののたぐいを持たせるのは禁止なので、笹良がはさみに似た道具を用意して臨時美容師に早変わりし、しゃきしゃきと切る。入浴はだめでも身体を拭ぬぐうくらいは許されるだろうと企たくらんで、おしぼりを持ちこんだり。これは結構喜んでもらえた気がする。

「もう少し俺を見てくれないか？　寂さびしいぞ？」

「ガルシア、静か、する」

「すげない。傷ついた」

　ガルシアは溜息を落とした。無視してやる。

　捕虜の人々は、一応差し入れ品は受け取ってくれるものの、心を許していないというのが明らかだったし、笹良のことを海賊側の人間だと信じてもいるらしく、どこか敬遠する素振りを見せる。反して古参の奴隷たちは、なんとなくではあるだろうけれど海賊船に拾われた笹良のこれまでを知っているためか、感謝の言葉をくれることが多い。

「……ササラ？　なぜいきなり睨む？　あまり邪じや険けんにされると、俺とて切なくなるのだがな」

　噓つきめ。

　ガルシアは笹良が奴隷たちに会いに行くのを黙もく認にんしている状態だ。

　彼らの境遇こそ改善してくれないが、こまごまとした罪のない物を差し入れする程度なら大目に見てくれる。ヴィーやジェルドは反対のようだったけれどさ。

　こんな亀の歩みのような改善じゃなくて、根本から大きく変えていかなきゃ意味がないんだってことは、わかっている。けれども、簡単には変えられない。

「俺の冥華なのにな……」

「うん、王の冥華、冥華」

「おまえ、また適当に流したな？　ひどい子だ」

　王様が拗ね始めたので、大人しくさせるため、ぽんぽんと膝を軽く叩いておいた。それにしても考えることがいっぱいだ。比石の研磨も頭を抱えたくなる問題なんだよなあ。

　この石が船の原動力である限り、誰かが研磨しなきゃならない。

　奴隷の解放を高らかに叫ぶのはいいけれど、じゃあ誰が代わりにその仕事を受け持つのかっていう厄やつ介かいな現実が立ち塞ふさがる。

「もー！　問題ありすぎだぞ！」

　急に腹が立って大声を上げると、不貞腐れていたガルシアがびくっとした。

「海賊全員、廃はい業ぎようしたら一気に問題が解決するのに」

「……意味はわからぬが、おまえが恐ろしい謀はかりごとを巡めぐらせているのは想像できる」

　ガルシアはなぜ『海賊』なんだろう。というか、いつまで海賊船に乗り続けるのだろう。

　曲がりなりにも船長なんだから、かなりの財産をどこかに隠し持っているはずだ。

　今までかき集めた財宝を使って国の官かん僚りようと取引し、恩おん赦しやを得るとか、身分を回復して陸の人間になるとか、そういう選択もできるんじゃないだろうか。以前、王様を裏切ったハディだってそれを目指していたんだし。笹良ってば、ようやくこういった問題に気がついたのだ。

　目先の騒そう動どうに囚とらわれすぎて、核かく心しんに触れるのがずいぶん遅おくれてしまった。

「なあ……このところ、なぜ難しい顔をしている？」

　表情をくるくると忙せわしなく変えていたらしい笹良を、ガルシアは不思議そうに見つめた。

「まだオズたちの件で悩んでいるのか？」

　悩まないほうがおかしい。そう反論したいが、この件をむやみにしつこく責め立てると、他の奴隷たちにまで波は紋もんが広がってしまうかもしれない。その危険は冒おかせなかった。

　それに──笹良自身、あまり突き詰めて考えると、なんだか自分が壊れてしまうんじゃないかってふと怖くなる。時々、なんで自分がおかしくなっていないのか、本気で疑問に思うのだ。そんな恐れを持つこと自体、どこか狂くるい始めてきている証拠なのかも。

「いいことを教えてやろうか」

　なんだ。

「おまえのその頭が、俺のことだけで満たされたら、煩わずらわしい問題などなくなるぞ」

　……余計な行動は取るなって、遠回しに脅おどしているのか？

「誤解をしているようだな。おまえが俺に対して一いち途ずではなく、あちこちに心を砕くだいてふらつくから、俺もつい意地悪になるのだ、とは思わないかね？」

　なに？

「男心がわかっておらぬな」

　そっちこそ乙女心がわかってねえ！

「ここから叫ぶか？　冥華の愛が足りぬと」

「……。ガルシア。ジェルド、似る」

　王様はちょっと言葉を失った。ジェルドと同じ扱いは嫌なのか？

　動どう揺ようし始めたガルシアを見上げながら、考えを巡らせる。今日はいつもよりも機嫌がいいみたいだ。よく晴れていて、気持ちのいい風が吹ふいているせいかもしれない。満帆の船は、すいすいと滑すべるように海面を進んでいる。白く泡あわ立だつ航こう跡せきを、大きな魚が横切る。海鳥が、太陽の下を滑かつ空くうする。乗っているのが海賊船じゃなければ、これから心躍おどる冒ぼう険けんが始まりそうな、爽さわやかな陽気だった。「さあ宝島を目指そう！」って号令をかけたくなるような。

　手下に交ざって甲板にモップを走らせていたセリが、目を細めて青空を見上げている。帆ほ柱ばしらや索具の軋きしむ音も、慣れてしまえば心地ここちいい。海賊たちの掛け声も、網を引き上げる音も。

　船はいつも様々な音に溢あふれている。夜でさえ。

　本当に、この生活は……この船は、いつになったらとまるんだろう。

　本人に直接聞いてみようか。

「ガルシア」

「どうした」

　かまってもらえると思ったのか、王様はにこりとすると、組んでいた足を下ろし、「膝にお乗り」と合図した。一いつ旦たん、ガルシアに対する複雑な感情には目を瞑る。

　笹良は縫い物を置き、よいしょっとガルシアの膝によじのぼった。ちょっと暑いと感じているのか、王様は髪を後ろでくくっている。服もそういえば薄めの生地のものだった。

　耳に垂らしている大振りの耳飾りが奇麗だ。

　苺いちごのように赤い珠たまを連ねた腕輪に目がいく。何個の珠を繫げているんだろう。ガルシアの手首を取り、「一個、二個」……と珠を数えつつも、意識の別の場所で、どう尋ねようかと悩む。

「さて、なにを聞きたい」

　ガルシアは、笹良に自分の手首を奪われてもとくに文句を言わず、好きなようにさせてくれた。むしろ面白がっている。ふと、ガルシアは案外、こうして誰かと触れ合うのが好きなんじゃないかって思った。いかがわしい意味じゃなくて、純粋にだ。

　もしかすると、さっきの言葉は本心？　笹良が本当に、ガルシアだけに心を捧ささげれば、誰にも意地悪をしなくなる？　──まさかね。そんなことを淡あわく考えながら、口を開く。

「海賊、年、長い？」

　海賊歴は長いのか、と聞きたいのだ。

「長いだろうな」

　はっきりしない答えだな。

「なぜ、海賊？」

「前に聞かせたと思うがな。俺の女親も海賊だったから」

　親が海賊だと、状じよう況きよう的てきに子どもも同じ生なり業わいにつかざるを得ないんだろうか。

「選ぶ余地などなかろうよ。お尋ね者の子ゆえな」

　そうか。自由に生きていける環かん境きようではなかったんだろう。

「いつ、海賊、終わる？」

　いつまで海賊業を続けるの、と尋ねたい。

「どうかな。先のことなどわからぬよ」

　ごまかした！

「船、どこ、行く？」

「潮の流れのままに」

「……陸、行く？」

「どうだろうね」

　もうっ、全然まともに会話してくれない。よそ見をすると嫌がるくせに、いざかまうと身を引くのか？

　どつくぞっ、と腹を立ててガルシアを睨むと、苦笑が返ってきた。

「今日はやけに質問をする」

　なんでも知りたいお年頃なのだ。

「急に関心を持つとはな。誰かに入れ知ぢ恵えでもされたのか？」

　笹良だとて色々と考えているのだぞ。

「おまえは俺を見ると、眉み間けんに皺しわを寄せてばかりだ。かわいくない」

　そうさせているのは誰なのだ。

「笑わぬようになったし」

　そう……かな？　結構笑っていると思うけれどな。

　このあいだも同じようなことをガルシア本人に言われた気がする。

　ガルシアは笹良の表情を隅々まで観察すると、指の節あたりで頰を軽く撫でてきた。この仕草、以前もよくしてくれた。頰を撫でて、それからさらさらと髪を撫でてくれるのだ。

「俺が優しくすると、大抵の女は笑うのだが、おまえはいつも腹を立てるか、泣きそうな顔をする」

　なんの自じ慢まんなのだ。

　大抵の女は、という表現が妙に引っかかり、腹が立った。いったい何人のお姉さんに優しくしてきたんだ。ごつっとガルシアの肩の下あたりを額で攻撃すると、奇妙な顔をされた。

「この反応がわからぬ。普通は拗ねるか恥じらうか、駆け引きに持ちこむかだろうに。普通の娘は突進せぬよ」

　人の行動にけちをつけるんじゃない。

「どうも嫌われているようだな」

　そうじゃないのだ。

　憎んでいるけれど、嫌っていない。矛む盾じゆんだろうか。

「俺はおまえが好きさ」

　あっそう。

　…………なに？

「可愛かわいがっているだろうに」

「──う、噓つき！　馬鹿馬鹿っ、嫌いだ、ガルシア！」

　なんで簡単に噓を言うの！

「こっちの反応を笑うためだけに、平気で心のなかに手を入れてくるんだから！」

「なにを言ってる？　信じられない、と詰なじっているのか？」

　笑わないでよ、平然と傷つけないで。

　もう嫌だ、どうしてこんなひどい王様の言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうしなくちゃいけないんだ。

　自分がみっともなく狼ろう狽ばいするのが、許せない。いつの間にか、ただひたすらに、冷たく笑う王様の表情や眼差しの色を窺っている。ガルシアは、自分が放つたったひとつの言葉が他人にとって未来を抛なげうってもかまわないほど価値があるものに変わることを、ちゃんと知っている。

　なのに、無関心だ。それはもう、圧倒的に軽い。

「噓ばかりついていたらいいんだ！」

「今度は叱しかり飛ばすのか」

　必死に逃げようとしても束そく縛ばくされてしまうのなら、立ち向かうしかない。

「時、巡る、わかる。ガルシア、迷う。心、波！」

　ガルシアがふと怪訝な表情を見せた。

「失う、言葉。好き、わかる。噓、追う、される。……いつかわかればいいんだ、ガルシア。心の氷が溶とけたとき、たくさん気持ちが溢れて困ってしまえばいいんだっ。そうしたら、こんなに簡単に好きだなんて言えなくなる。それまでついた噓がきっと幽霊みたいにまとわりつく」

「また謎なぞの予言か、ササラ」

「めっちゃくちゃ悩め！　死ぬほど後こう悔かいしてしまえ！」

　今のガルシアなんて、ちっとも本気に取っていない。単なる戯ざれ言として頭のなかのゴミ箱にぽいっと投げ捨ててしまっている。でもいつか絶対、途方に暮れる。ゴミ箱に捨てていた物が溢れたとき、それが本当は踏ふみ潰つぶしちゃいけない大事なものだったってことを、知るべきだ。

「ガルシアは笹良がいなくなっても平気なんだよね。ああ消えたなって単純に事実を確認して終わるんだ。でもさ、なぜいなくなって平気なのか、その理由をきちんと考えている？」

　なぜと思う部分が一番重要なんだよ。ガルシアの目を覗きこんで告げると、日本語だったせいもあってか、退屈そうに顔を背けられた。この気まぐれで冷淡な王様は、大切な言葉ほど、真しん剣けんに問い質ただそうとはしない。

「ガルシア、いつか、泣く。きっと泣く」

「俺が？」

　ガルシアは、ありえない、と馬鹿にするように唇の端を歪ゆがめた。

　さっき笹良がいじっていた赤い珠の腕輪を、思い出したように自分でも指で弄もてあそぶ。

　その仕草が、なぜかやけに心に残った。







　六章　海賊姫の船の探検







　翌日、自室代わりの部屋で、サイシャに借りた生薬の本を読みこんでいたときのことだ。

　ジェルドがひょっこりと姿を現した。

「冥華、忘れているだろ。遊んでくれるんじゃなかったかい」

「あっ、しまった」

　笑ってごまかそうとすると、上から下へとがっつり睨にらまれた。「不満です！」とはっきり顔に書いて、足音荒あらく近づき、笹良の手から本を取り上げる。

「冥華の馬ば鹿か！　繊せん細さいな男心をなんだと思ってるんだ！」

「うぬっ。やっぱりガルシアと同じことを言ってる……」

　仕方がない、遊んでやるか。不ふ貞て腐くされてベッドに転がるジェルドへ、笹良は自信満々に、とあるアイテムを見せつけた。そう、手作りトランプだ。

「……なんだよ、これ？」

「遊び」

「違ちがう、こんな健全な遊びをしたいんじゃねえ!!　もっとさあ、むらむらする『遊び』があるだろ!!　…………って、冥華が作ったの？　え、なにこれ。すごくないか？　実はさあ、海かい賊ぞく船にある賭かけ台とか札とかを作ったのって、俺なんだよね！」

「すごい」

「だろ！　冥華だけだぜ、こういうことを正しく評価してくれるのって」

　笹良たちは、きゅんとし合った。

「遊びのない人生なんて、つまらねえ！」

「つまらね！」

「冥華ぁ……、好き！」

「ジェルド、好き……！」

　──というわけで、笹良たちはきらめきながら遊んだ。他ほかにも色々と作っておいたアイテムを紹しよう介かいする。まず、パズル……もどき。いいのかこんな遊びを異世界に伝えて、と思わなくもなかったが、とりあえず知識を総動員してジェルドに伝授しとく。意外にも大絶賛されたのは、カードのイラストだ。そうか、こっちの世界では日本で見るような漫まん画が絵って珍めずらしいのかもしれない。幻げん想そう的てき乙おと女めイラストだけど、画家になった気分だな。

　遊び倒たおしたあと、爽そう快かいな疲ひ労ろう感かんに浸ひたった。

　ジェルドって、いつもこうなら楽しい友達なのにな。

「なんだこの、不本意ながらも満ち足りた気持ちは……。冥華と寝ねるの、楽しみにしていたのに」

　ジェルドは怪あやしい発言をしながらベッドに転がった。

　ずりずりと近づいてきて、笹良の膝ひざに頭を乗せる。なんとなく「よしよし」と撫なでてみると、栗くり色いろの髪かみは、海風にさらされているせいか少しぱさっとした感かん触しよくだった。

　それにしてもこうしていると、本当に飼い主に懐なついている大型犬みたいだぞ。

「うーん、気持ちいーね、太ふと腿もも」

　蹴けり落とすしかないな。

　ドレスをめくられそうになったので、身を捩よじろうとするとジェルドは笑いながら身を起こした。のすっと肩かたにすり寄られる。ジェルドからは、ガルシアとは違った大人っぽい匂においがした。麝じや香こうに似ている。そこに、かすかな体臭と海の匂いが混ざっている。ちょっと危険で、でもなんだか嫌きらいになれないっていう、彼そのものの香りだった。

「惜おしいなぁ、もうちょっとこのあたりに肉付きがあれば、いいんだけど」

「海、落とす」

　いや、始末する前に。ジェルドなら、ぽろっと事実を教えてくれるかもしれない。この船がどこへ向かっているのか。いつか陸を目指すのかを。

「ジェルド、船、行く、どこ？」

　ぎゅむっと両手でジェルドの髪を引っ摑つかむ。そんな荒っぽい真似まねをされても、彼は嫌いやがらず、嬉うれしそうに笑っていた。飼い犬だ。

「あぁ、忘れてた。これを言いにきたんだった」

　どうやら本来の目的は遊びじゃなくて、伝言があったためらしい。

「大型の晶船に近づいているよ。明日には目にできる」

「前、晶船、もっとたくさん？」

「そうそう。たくさん連なってる船。馴な染じみの晶船なんだよねぇ。今度はきっと冥華にもお許しが出るだろうから、楽しむといいよ」

　楽しむ、とはいかないだろう。

　晶船にオズたちが売られてしまった。別の晶船ってことは、彼らに会えない。

「規模が大きいからな。──俺たちだけじゃなくて他の海賊も利用しているんだ。面おも白しろいぜ」

　他の海賊!?
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　それは騒そう々ぞうしさに溢あふれた宝島のようだった。

　ごちゃっとしていて、彩いろどり鮮あざやか。

　錨びよう泊はくしている晶船を目にし、笹良はぎょっとした。

「でかい！」

　これはもう船と呼んじゃいけない。というか、船に見えない。

　それに他の海賊船が何隻せきか、近くに停とまっているじゃないか。

　いや、もちろんガルシアたち以外にも海賊っているんだろうな、とわかっていたけど、まさか、こうして吞のん気きに目もく撃げきできるとは想像していなかったのだ。笹良はくらくらっとした。額を押さえてよろめく笹良の背を、優ゆう雅がな微び笑しようを浮うかべたガルシアがさりげなく支えてくれる。

「壮そう観かんだろう？」

　今度の晶船は、巨きよ大だいなお盆ぼんにこんもりと物を積んでいるような印象だ。いや、一見お盆のように平らな感じがするけれど、海中に沈しずんでいる船腹部分は深さがあるのかもしれない。

　最初に見た晶船みたいに天幕があった。小屋状だったり傘かさ状だったりするのが見える。ただし規模は桁けた違い。

「特大版おもちゃ箱みたい」

　小型の海上都市、と表現するのは奇き麗れいすぎるな。がらくたを積み上げた海上屋台の連なりとでも言おうか。

　全部で何隻あるんだろう。どれも流されないように、縄なわばしごできっちりと繫つながれている。

「どう見ても蜘蛛くもの巣だ」

「うん？　なんだって？　すごいって言ってるのか？」

「そんな感じ」

　アルバシュナって、不思議でいっぱいだ。

「海上の王！」

　突とつ然ぜん、元気な声が降ってきた。一隻の晶船から小こ柄がらな少年がたたたっと身軽に飛んだりはねたりして、船ふな縁べりにすちゃっと降りてくる。どこの軽かる業わざ師しなのだ。

「レザンか。大きくなったな」

　潑はつ剌らつとした様子で登場した少年に、ガルシアが飄ひよう々ひようと答えた。海賊王、孫を見つめる好こう々こう爺やのようだぞ。

　レザンと呼ばれた少年が「憧あこがれの人！」を見るような恍こう惚こつとした目でガルシアに笑いかけた。ついでのように、ちろっと笹良にも視線を向けてくる。

　こら、なんだその不ふ審しん者しやを見る目つきは。

「この小こ娘むすめって、何者ですか」

　ガルシアは笑うだけで答えなかった。

「王の冥華だぜ」

　余計な説明をしたのは、いつの間にか気配を感じさせることなく背後に立っていたジェルドだ。

「えっ。これが、王の女!?」

　笹良は静かに怒いかりの炎ほのおを燃やした。船縁から突つき落としてもいいだろうか。

「冗じよう談だんでしょう。今までの女と比べて、あまりにも……」

　レザンは「絶対信じない」という不ふ屈くつの表情を浮かべて笹良を無ぶ遠えん慮りよに眺ながめ回した。

　もう我が慢まんできない。むしろ我慢しちゃいけない。海に突き落とす！

　第一、今までの女ってなんだ！

　笹良はぐっと唇を嚙かみ締しめると、ガルシアの腰こしにさしている剣けんを勝手に引き抜き、レザンに振ふりかぶった。

「ササラ。落ち着け」

　ガルシアが慌あわてたように笹良の腕うでを摑む。うるさい、文句を言うならガルシアも斬きるぞ。

「冥華っ、ほら、いいからこっちに来い」

　ジェルドに続いて、気配を悟さとらせずに接近したカシカにもとめられてしまう。

　くそっ、必ず仕返ししてやる！

　怨おん念ねんをこめて唸うなる笹良を、カシカがずるずるっと船せん尾び側まで引きずった。強制的に遠ざけられる様子を、諸悪の根源であるレザンはぽかんと見送っていた。
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　笹良は王様椅い子すの上でぶすくれながら膝を抱かかえた。

「あの子、なに!?　笹良の美徳をわかってない！　無礼！」

「レザンは晶船の頭かしらの息子むすこだ。頼たのむから喧けん嘩かを売るな。彼を傷つけたら頭が黙だまっていないぞ」

「……。今日だけは見み逃のがしてあげてもいい……」

「この晶船の頭と、王は昔からの知り合いなんだ。もとは王の船に乗っていたんだよ」

　へえ、海賊船から独立したってことだろうか。

「冥華、王の昔の女なんて、気にしなくていい」

　いきなり話題転てん換かんして嫌なことを思い出させないでほしい。

　海賊王だもんね、きっとたくさんの美女と仲良しなんだよね、別にちっとも気にしてないけど！　内心、八つ当たりしながら横を向く。胸がちくちくして、落ち着かない！

「ああ、冥華は……うん、どの女よりも、その、独創的だし、奇想天外だ。これまでの女は確かに、勿もち論ろん美しくはあったが、だからといって容姿を比べる必要などないだろ？」

　カシカは心底困ったという顔をすると、声を詰つまらせて、ほぼ貶おとしめているに等しい慰なぐさめの言葉をくれた。それを口にしたのが生き真ま面じ目めなカシカじゃなければ、速そつ攻こうで縛しばり上げて魚の餌えさにしてやるところだ。

「冥華にだって、探せばきっと見られるところがどこかにある。そんなに落ちこむな」

「カシカの言葉に落ちこみそうだぞ」

　善意って時々、逆効果を生むな。恨うらむに恨めず、呻うめき声を上げたときだ。

　サイシャが杖つえの音を響ひびかせながらせかせかと歩み寄ってきて、カシカを軽く睨みつけた。

「こんなところで油を売ってやがったのか、カシカ。前の晶船で手に入らなかった薬品選びを手伝えって言っただろうが」

「あぁ、すまない。すぐ行く」

　カシカは立ち去ろうとして、ふと気づいたように戸と惑まどいの表情を笹良に向けた。

「冥華、すぐに誰だれかを寄よ越こすからここで大人しくしているんだ。くれぐれも動くな」

「大だい丈じよう夫ぶ、動く、なし」

　しっかりと約束したのに、サイシャにまで疑わしげな目で見られた。カシカが眉み間けんに皺しわを寄せ、笹良の額を指先でつつく。

「絶対に動くな。一歩も動くな。いいか、他の海賊も集まっているんだ。晶船は中立を守ってる。だから、敵同士であっても揉もめ事は禁じられているが、それでも喧嘩が起きないわけじゃない。余計な騒動を起こすな」

「もう、うるさいぞ、カシカ」

「これでも齧かじって、少しのあいだ待っていろ」

　カシカは懐ふところから小振りの林りん檎ごを取り出し、手て渡わたした。

「ねえカシカ、笹良をなんだと思っているんだ……」

　餌え付づけか？　たかが林檎ひとつで懐かい柔じゆうできると思わないでほしい。立ち去るカシカとサイシャを見送ると、笹良は王様椅子の上で丸まり、大人しく待つことにした。

「晶船を見てみたかったけど、仕方ないかー」

　たくさんの人間が行き来する場所には、当然情報も集まるはずだ。

　もとの世界に戻もどるためのヒントを探したいけれど、当分は王様を刺し激げきしたくない。でもいつになったら帰れるんだろう。笹良は緩ゆるく首を振った。それを考えると、本気で息苦しくなる。

　気持ちを切り替え、かぷりと林檎に歯を立てる。カシカの代わりに誰が来てくれるのかな。

　甘い果実の味にうっとりとしたとき、突然頭上に影かげが落ちた。

　王様椅子の横に積み上げられている樽たるの上に、人が乗っていた。生意気な少年レザンだ。

「び、びっくりした！　なに！」

「おまえ、なんでこんなところで林檎を食っているんだよ」

　レザンは樽の上に屈かがみこむと、不思議そうに笹良を見下ろした。

　もしやレザンも食べたいのか？　「む」と食べかけの林檎を差し出す。

　彼は異物と対たい峙じしているかのような、奇き妙みような目つきで笹良を眺め回した。

「……あんた、本当に王の女なのか？」

　噓うそだろ、と言いたげな口調だ。林檎を投げつけるべきだろうか。

　そんなことを確かく認にんするために、わざわざ登場したのか？

「用、ある？」

　失礼な言葉ばかり投げつけられそうだったので、やや突つつ慳けん貪どんな態度で尋たずねてしまった。笹良と同年代くらいの少年だし、恐おそれる必要はない。

「なんだあんた、変わった話し方をするなぁ。いったいどこの田舎いなか者だよ」

　だめだ、この少年の精神を鍛きたえ直すために、一度本気で襲しゆう撃げきしたほうがいい。

「王が攫さらったとはとても思えないし。そんなに金持ちの娘なのか？」

　レザンはどうやら、笹良が富ふ裕ゆう層の娘だからガルシアの目にとまったんだ、という勝手な結論を出したらしい。笹良が海賊船にはそぐわぬ薄うす緑みどり色いろのドレスをまとっているため、そんな途と方ほうもない妄もう想そうを膨ふくらませたみたいだ。

　いいのだ、同年代の少年なんかに笹良の可か憐れんさがわかってたまるか。

「ちぇ、女ってつまんねえの。怯おびえてるのかよ」

「誰がだ！」

　売られた喧嘩はきっちり買わなきゃ乙女がすたる。威い勢せいよく立ち上がって両手を腰に当てると、レザンは反応が返ってきたのが嬉しかったのか、にやっと笑った。

「こんなところにいてさぁ。おつきのやつがいなきゃ歩けないのかよ」

「違う」

「俺の船を見ないなんて、どうかしてるぜ」

　彼は顔をしかめると、不満そうにつんっと横を向いた。なるほど、自分の船を自慢したくて仕方ないらしい。

「笹良だって晶船に興味があるし、許されるなら見たいけど」

　迎むかえが来るまでは勝手な行動を取るわけにはいかない。言葉は通じなくても、笹良の表情でおおよそ把は握あくしたようだ。レザンは、むっとし、小馬鹿にするように唇の端はしを曲げた。

「ほらな、怖こわいんだろ。なんであんたらお姫様ってさ、自分で考えて動かないんだよ」

「考えてる」

　お姫様たちだって自分の立場を理解しているからこそ、動かないんだと思うぞ。万が一のことがあれば、咎とがめられるのは自分じゃなく周囲の者だとわかっている。

「晶船、見たくないのか」

「……見る、したい。でも」

「だったら来いよ。王の女なんだろっ」

「んむ!?」

　焦じれたレザンは、軽かろやかな動作で甲かん板ぱんに降り立って、いきなり笹良の腕を引っ張った。

「まっ、待って、笹良、動いたら……っ」

「王にはあとで伝えとけばいいだろ！」

　レザンがぽんっと言葉を投げた。そうか、笹良を王の女と思っているから、自分の船を見てほしいに違いない。レザンはガルシアに憧れている。

　困ってしまう。勝手に動けば、カシカに特大の雷かみなりを落とされる。

　でも晶船は見たい。帰り道のヒントを探すという目的以外にも気になることがあるのだ。

　この船にも奴ど隷れいが存在するはずだ。晶船で彼らは、どんな扱あつかいを受けているんだろう。

　──オズたち、海賊船で働かされていたときより過か酷こくな状じよう況きようになっていないだろうか。

　不安になる。レザンの晶船にオズがいるわけじゃないが、それでも奴隷の境きよう遇ぐうを知っておきたい。

「ほら、ちゃんと歩けよ」

「ん……」

　大丈夫だろうか？

　父親が頭というなら、レザンに対して悪さをするならず者はそうそういない、と信じたい。

「少しくらいなら、いいか？」

「なにぶつぶつ言ってんだよ」

　海賊王を崇あがめているレザンが、笹良に対してよからぬ真似をするとも思えないし。

　一応、念のために聞いておくか。

「レザン」

「なんだよ」

「笹良、晶船、初めて。知る、ない。喧嘩、怖い。レザン、笹良、守る？」

　もし恐ろしいことが起きたときは気合いを入れて笹良を守ってほしいのだ。身振りを交えて姑こ息そくな頼みをしておく。

「あんた、ほんっとうにお姫ひめ様さまなんだな。……ま、いいぜ。俺は頭の跡あと継つぎなんだ、女の一人くらい守れる」

　頼たよられたことが嬉しかったらしい。彼は照れを隠かくすようにぶっきらぼうな口調で言った。

　海賊とは思えない爽さわやかさだな、レザン。笹良がどうこうっていうより『王の女』の威力か。少し複雑な気分になるが、この調子なら大丈夫そうだ。

　む、身を挺ていして力ちから一いつ杯ぱい守ってくれたまえよっ、と重々しく頷うなずき、ぽすぽすっとレザンの肩を叩たたく。

「変な姫だな！」

　またしても不審人物扱いされてしまったが、レザンの笑え顔がおは悪くなかった。




[image: ]




「祭りの出店みたい……」

　笹良は放心状態で晶船内を眺めた。海上の繁はん華か街がい、というべきだろうか。

　甲板を利用してぎゅうぎゅうに色んな物が並んでいる。マストにも果物や野菜を入れた網あみがぶら下がっている。それに、ずいぶんたくさんの人がいた。彼らも全員海賊なのか。

「おっかねえ！」

　少し先を歩くレザンの手にしがみつきつつ振り向き、晶船の周囲に停てい泊はく中の船を観察する。

「あれも全部、海賊船？」

　信じたくない思いでレザンに尋ねる。

「当然だろ。灰色の帆ほはアサード船長の船。男前だから女には人気が高いけど、結構冷酷だって評判だ。いけすかないやつさ。群ぐん青じようの帆は、リリサ船長の船だな。やつも神しん出しゆつ鬼き没ぼつでさ、海上騎き士し団だんを翻ほん弄ろうしているらしい。むかつく野や郎ろうだけどな。で、紫し紺こんの帆はミマリザジーク船長の船だ。こいつは本物の鬼き畜ちく野郎さ。邪じや悪あくさなら、誰もかなわない。このあいだも小島をひとつ制圧したんだとか。その島の住人はすべて八つ裂ざきに……」

「待った、レザン」

　すこぶる悪お寒かんを感じたぞ。

　揃そろいも揃って、ブラックリスト入り間違いなしの極ごく悪あく非道な犯罪人じゃないか。

「当たり前だろ、海賊だから。善人なもんか」

「そうだけど！　悪すぎ！」

　ふと気になったんだが、笹良に他船の情報を漏もらしても平気なのか？

「他、船、えーと、話す、レザン、平気？」

「なに言ってるんだよ。船乗りなら誰でも知ってる話じゃないか」

　知らない、知らない。

　本当に大丈夫なのか？　そんな凶きよう悪あくな海賊がこの晶船に集つどっているなんて、悪夢のようだ。

「規模の小さい晶船だったら特定の船だけを相手にしているところも多いけどな、俺の船はとりわけ中立の立場を厳守してる。もしも掟おきてを破ってこの船を襲おそう痴しれ者が現れたら、ちゃんと報復はするぜ」

「報復」

　聞いてはいけない言葉を聞いてしまった。笹良って、ヤバイ異世界語ばかり詳くわしくなっていく気がする。八つ裂きとか、邪悪とか。

「やっぱり大人しくガルシアの船へ戻る」と逃とう走そうしかけるも、自分の船を自慢したいレザンにあっさりと捕つかまり、恐きよう怖ふの晶船見学を余よ儀ぎなくされた。くそっ。

「頭に会わせてやる。王の女だからな、特別だぞ」

　いらないぞ、そんな特別は。丁てい重ちようにお断りすると言っているじゃないか。

　そもそも晶船は複数の船を縄ばしごで繫いでいるので、移動するたび震ふるえずにはいられないのだ。頼りなくぐらぐらと揺ゆれる縄ばしごの下は、本物の海なんだぞ！　さっき、向こうの海面を鮫さめみたいな魚が泳いでいなかったか？

「落ちる！　帰る、する！」

「鈍どん臭くさいな！　早く来いって」

「行けるわけがないってば！」

　レザンと違って笹良は軽業師のように身軽ではないのだ。せめて丈夫な板を渡してほしい。

　本気で嫌がったのに、人の話をちっとも聞かないレザンによって、強ごう引いんに船から船へと引っ張られた。

「笹良の恰かつ好こう、思いっきり目立っているし！」

　甲板を行き交うごつい海賊たちの視線が痛い。ガルシアの船に乗っている海賊の一人とすれちがった気がするけれど、声をかける余裕もなかった。

「あんた、カング食う？」

「なに？」

　三隻目の晶船まで連れ回され、息も絶え絶えな状態で甲板を歩いていたときだ。レザンが爽やかに尋ねた。ちなみにそこでは、主に食べ物を取り扱っていた。

　無理やりという様子で並ぶ歪いびつな天幕の上に、もしかして魚の骨で作っているんじゃないかと疑いたくなるような怪しい形のカンテラが細い縄で繫がれている。

　本当に祭りの夜店のようだ。いや、夜店をもっと小汚く、ぐちゃっと縮小して、どさっと商品を積み上げている感じかな。この密集具合と人の多さ、ヤバさ、海賊のでかさ、どこから突っこんでいいのかもうわからないじゃないか。全体的に、でたらめすぎるぞ。

　ガハハと笑い合って発はつ泡ぽう酒しゆをあおる海賊たちを、思わずじっとりと見送ってしまった。

「おい、聞いてんのか」

　しまった、現実逃とう避ひしていたようだ。

「カング、なに？」

　恐る恐る尋ねるとレザンは、ぐねぐねした網の上でなにかを焼いていた出店のおっちゃん……違う、商人風海賊に明るい笑顔で挨あい拶さつした。そして、それを受け取る。

「ほら」

　レザンが差し出したのは、ビッグサイズの鳥とり串ぐし的食べ物だった。香こうばしい匂においだ。

「美味おいしそう……」

　祭りの雰ふん囲い気きがさらに強くなる。この分だとどこかに林りん檎ご飴あめや綿飴なんかも売っているんじゃないだろうか。金魚すくいならぬ、鮫すくいとかもありそうだ。

「あー……、あんたお姫様だっけ。こういう下民の食べ物は……って、おい」

　レザンは皮肉を言おうとしていたようだが、途中で絶句した。

　笹良が「鳥串……」と日本の食べ物を思い出して、彼の腕に、はしっとしがみついたせいだ。

　決して食い意地がはっているわけじゃない、久々にまともそうな食べ物に会えたから、これを逃してはなるまいという欲求があっただけだ。

「食べる、食べるっ」

　せがむと、レザンは複雑な顔を見せた。お姫様なのにがめついと感じたのかもしれない。

　ここは心の平へい穏おんのために、笹良が食べる意思を見せたので喜んでいると受けとめておく。

　哀あわれな子を見るような目をしたものの、レザンは素す直なおにそっとカングというらしき鳥串を渡してくれた。はぐっと一口、食べてみる。

「美味しい！」

　味も、日本の夜店で売っている鳥串そのものだ。ぴりっと塩がきいている。表面は網で焼いているので、イイ具合にかりかりしていて、中は軟やわらかい。ほくほくだ。嚙むと、肉のうまみがじゅわっと口内に広がる。

「イケる。もう一本食べる！」

　感動で涙なみだが出てきたぞ。見た目も味もまともな食べ物と、ここでようやく出会えたのだ。……でもまさかこれ、海鳥の肉なんじゃ？　笹良の飛行船……いや、深く考えるのはやめとく！

「あんた……そんなに飢うえていたのかよ」

　飢えていた、という間違った表現に切ない思いを抱いだくも、レザンが同情しながらもう一本買ってくれたので、反発するのは控ひかえておいた。

「レザン、食べる？」

　自分だけ堪たん能のうするのもどうかと思い、食べかけの串を差し出すと、微妙な間のあと、「本当に王の女なのか？」とレザンは悩める顔をしてつぶやいた。どういう意味なのだ。

　笹良は大きな幸福感に包まれつつ、レザンと手を繫いで次の船に移動した。

　でも、大事なことを忘れていた。

　騒動とは、気を緩めた瞬しゆん間かん狙ねらいすまして起きるものだということを。
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　四番目に見学した船は、町の中央公園で開かい催さいされていたような古着マーケットを連想させた。

　赤、黄、青、ピンク、紫など、色とりどりの織物が骨製のハンガーにつり下げられている。色しき彩さいの帳とばりが作られているみたいだ。

「布、かわいい。ほしいな！」

　この世界というか海賊船では、水は勿論のこと、布すらかなりの貴重品だ。

　現代のように大量生産できる縫ほう製せい工場なんてないだろうし、個人にしてもすべて手て縫ぬいのはずだ。布を切ったり縫ったりする以前に糸だって紡つむがなきゃいけない。

　布が高級品であるという事実、ミニクッション群を作っているときは知らなかった。

　カシカが雑談の合間にぽろりと教えてくれたことだ。

　以前、汚れ物はきちんと洗って着替えるようにと海賊たちに推すい奨しようしたことがあるのだが、皆みんな、根っからの不潔好きで衣服を替えなかったわけじゃないんだな。

「ここにジェルドがいたら仲良く布選びできたかも」

　奇麗な布をうっとりと眺めていたときだ。笹良たちがいる場所から少し離はなれたあたりで海賊同士の衝突があったらしく、多数の人の囃はやし声が響いてくる。

「喧嘩だ！」

　レザンが眉まゆをひそめながらも、どこか好奇心を滲にじませた顔をして駆かけ出した。置き去りにされた笹良も、眺めていた布を放ほうり出し、慌ててあとを追う。

　船内での喧嘩や殺せつ生しよう沙ざ汰たは御ご法はつ度ととはいえ、本来はライバルである海賊たちが顔を合わせるのだ。ちょっとした小こ競ぜり合いや揉め事に関しては、目を瞑つぶっているんじゃないか。

　レザンに倣ならって、人ひと垣がきができているなかを突き進むのではなく、天幕のひとつに近づき、ハンガーをかけるためのパイプというか骨組みに足をかけてその上の庇ひさしに乗る。

　かなり不安定で、注意して移動しないと折れてしまいそうな庇だ。恐ろしいな。

　しかし、眺めは抜ばつ群ぐん。さすがはレザンだ。特等席を発見するのがうまい。ちょうど斜め下で喧嘩をしている。

「海賊って騒動や喧嘩のたぐいが本当に大好物だ……」

　こうしてちゃっかり眺めている自分も、人のことは言えないかも。

「お！　なんだよ、あいつ、アサードにいちゃもんつけてるのか。馬鹿だなあ」

　アサードって確か、レザンがさっき教えてくれた極悪非道船長のことじゃないか？

　確か男前とも言っていた。余計なことまで思い出し、つい熱心に見つめてしまった。

　いかにもガラの悪そうな海賊二名が、一人の男性に激しく食って掛かかっている。余よ裕ゆう綽しやく々しやくって態度を取っている男性がアサードなんだろう。笹良は感動した。なぜならアサードは、おしゃれなワイン色の海賊帽ぼうをかぶっていたのだ。鈍にび色いろの鎖くさりを連ねたブローチをくっつけている。

「あれ、かぶりたい！」

　別なところに注目してしまったため、肝かん心じんのアサード本人を見るのが少し遅れた。

　でも帽子で顔が見えないし！

「晶船内で争う気はないのだが？」

　アサードは、ガラの悪い海賊たちの罵ば倒とうもさらりとかわし、飄々と答えた。なんかちょっぴりガルシアっぽいな。

　明らかに相手にしていませんといったアサードの態度に、怒りが限界を超こえたのか、海賊二名が勇んで剣を抜き、襲いかかった。

「やべえ、あいつ武器を使う気だ！」

「うぬっ」

　笹良たちは、わくわく、違った、はらはらと見守った。本気で心配しなかったのは、晶船内で殺し合いの展開になれば、誰かが必ずとめに入ると思ったからだ。

　アサードのほうは剣さえ抜かずにたやすく海賊たちをあしらった。簡単に勝負がついてしまったので、周囲の野や次じ馬うまたちも、つまらないという感じのブーイングを浴びせている。

　けれどもだ。

　アサードに恥をかかされた海賊が逆上し、しつこく攻撃を仕掛けた。

　その行動を、アサードは軽やかに蹴り飛ばすという方法でかわしたため──吹き飛んだ海賊の身体からだが、よりにもよって笹良が乗っている骨組みに衝突してしまったのだ。

　身の軽いレザンはすばやく退散して甲板に降り立ったが、ドレスを着込んでいる上、か弱い乙女の身である笹良にそんな真似ができるはずもない。

「ぎゃあっ！」

　ぱきっと骨組みが折れた。天幕がずれ、身体が大きく傾かしぐ。

「お、落ちるー!!」

　信じられねえ！

　落下の痛みを想像し、おののいて目を瞑った瞬間、どすっと身体に衝撃が走った。笹良、たぶん死んだ。そう諦あきらめてぐったりしていたのだけれど、不思議なことに少しも痛みを感じない。

「……んむ？」

　恐る恐る片方だけ瞼まぶたを開けてみると、すぐ近い場所にある、暗い赤色の瞳ひとみとぶつかった。

　笹良は条件反射で、ぎゃ、と小さく叫さけび、死んだ振りをした。

「空から娘が降ってくるとは、珍しいことだ」

　くつりと笑う声が聞こえたが、無視、無視。

　必死に努力してしらばっくれていたのに、身体を動かされた。いや、抱え直されたらしい。

「どこの姫君かな」

　死んだ振りが、バレてる。観念して目を開ける。

　レザン曰いわく、男前でいけすかない海賊船長のアサードが、暗い赤の目を細めて、笹良をじっと見つめていた。

「下ろしてっ。放せ！」

「聞き慣れない言葉だ」

　しまった、日本語で訴うつたえてしまった。

　もがもがっと暴れたがアサードは下ろしてくれそうにない。こうなれば！

　別に、海賊帽子がほしかったわけじゃないと、先に断言しておく。

　笹良はつい、下ろせと訴えるために、アサードの帽子をかっさらってしまったのだ。

　肩くらいまでのゆるやかな髪があらわになった。そこで初めて、彼の顔をちゃんと確認する。

　そうか、レザンはこういうタイプを男前と思うんだな。

　笹良は感心した。長身で体格がよく、無ぶ精しよう髭ひげ。ううむ、確かにちょっと女たらしっぽい雰囲気の甘い目をしている。年は四十前後だろうか。笹良の父親よりちょっと下、かな。

　やべっ、じっくり観察している場合じゃなかった。自分の顔を隠すために、奪うばい取ったアサードの帽子をかぶる。本当にこの帽子を盗ぬすみたかったわけじゃない。
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「下ろす、お願い」

　こそりと頼むと、今度はなぜかすぐに下ろしてくれた。

「アサード、その女に手を出すなよ！」

　レザンの慌てた声が聞こえた。助けにくるのが遅い！

「なんだ、おまえにもようやく女ができたのか？」

　くくっと笑うアサードの声に、笹良は状況を忘れて憤ふん慨がいした。

「なに言ってんだ！　そいつは──！」

　余計なことを口走るんじゃないっ。顔を真っ赤にしながらアサードの前に出てきたレザンに向かって、笹良は思わず海賊帽を投げつけた。

　レザンは「うわっ」と奇声を上げてよろめきつつも、顔の前で帽子をキャッチした。

　周囲の時間がとまった。注目の的になっている。こういうときは──。

「し……、しー、ゆー、あげいん」

　逃にげるしかない。

　ぽかんとしているレザンやアサードたちに、これ以上ないくらい清らかな笑みを振りまくと、笹良は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。
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　敵前逃亡を果たした報むくいだろうか。それとも海の呪のろいなのか。

「一人じゃ無理！」

　笹良は絶望していた。隣となりの船に移動しようと企たくらんだのはいいが、恐ろしくて縄ばしごを渡れない。だが、ここで躊ちゆう躇ちよしていたら、無断で帽子を奪われたアサードと、いきなりそれを投げつけられたレザンに追いつかれ、こてんぱんにされるかもしれない。

　勇気を奮い起こして、一歩を踏ふみ出したのが悪かった。

「揺れる！」

　縄ばしごに靴くつの踵かかとが引っかかり、転んでしまった。

　縄の隙すき間まから海が見える。波が揺れている！

　慌てて移動しようと立ち上がるも、また転倒。動どう揺ようしすぎているせいですぐには動けず、縄ばしごに引っかかっている靴も取れない。縄のヨリがほぐれている部分に、踵が食いこんでしまっているのだ。

「外れてよ！」

　靴と格かく闘とうしていたとき、迷めい惑わくなことに人相のよろしくない海賊たちが近づいてきた。

「おい、娘がいるじゃねえか」

　目の錯さつ覚かくだと思って向こうへ行ってほしい。

「晶船も、ようやく女を置くようになったのかよ」

　置いてない。

「どうした、お嬢じようちゃん。手を貸してやろうか」

　いらないので、放っておいて。

　首を横に振って固辞したのに、海賊たちは意地悪そうな笑みを浮かべて接近した。

「こら、縄ばしごを揺らさないでよ！」

　迫せまり来る魔まの手に青ざめたとき、海賊たちがなぜか急に動きをとめ、笑みを凍こおらせた。

　その変化に訝いぶかしんでいると、海賊たちはささっと背を見せ、去っていった。

「なんで逃げる？」

　ぽかんとしたあとで、首筋にちりっとした刺激が走った。

　……振り向いていいのか、笹良は。

　数秒悩み、覚悟を決めて、後ろを確認する。

　全身が凍りつくのがわかった。背後にも海賊が立っていたのだ。

　ジェルドよりも二、三歳年上だろうか。かっちりした印象の若い海賊だった。濃こい灰色の瞳は氷のように冷たい。雰囲気や着ている服から判断して下っ端ぱじゃないとわかる。

「怖こええ！」

　笹良は引きつった。その海賊がゆっくりと屈み、手を伸のばす。後ろでひとつにまとめている濃茶の長い髪が、動きに合わせてさらりと揺れた。

　羨うらやましいくらいさらさらな髪だな！　使っているシャンプーをぜひ知りたい。

　いや、そんなことよりも早く逃げないと、捕とらわれてしまうんじゃないか？

「誘ゆう拐かい、だめ！」

　さっきの海賊たちを思い出して慌てた声を上げると、彼はわずかに首を横に振った。

　冷酷そうな見た目に反して親切な海賊だったらしい。縄ばしごに引っかかっている笹良の靴を取ると、すっと差し出す。別にいいが、なにか一言くらい発してほしいぞ。

「あ、ありがと」

　びくつきながらも感謝を伝えると、彼は人形のような温度のない目で見つめてきた。こうも反応がないと、次になにを言っていいかわからない。

「んぬ？　……海に投げ捨てるのだけはやめ……っ」

　突然身体を抱え上げられ、笹良は焦あせった。彼の肩にしがみつく。近い距きよ離りで目が合う。一瞬、「この娘は何者？」と訝しむように眉根が寄せられたものの、殺意や欲望のたぐいは感じられない。彼は、乱暴ではないけれど丁てい寧ねいとも言いがたい仕草で甲板に戻してくれた。

　笹良はにっこりし、礼代わりに彼の腕を指先で軽く叩いた。偉いぞ。

　わずかに彼は、怪しむような表情を浮かべて笹良を見下ろした。

「またここでも不審人物に思われてる気がする……」

　なんとかして可憐な乙女だという印象を与えたい。そう懸けん命めいに考えたときだ。

「──ちび！」

　飛び上がりそうになるくらいの怒ど声せいがあたりに響き渡った。

　笹良は、靴を拾ってくれた海賊の背に急いで隠れた。彼はやや戸惑ったように振り向いた。

「隠してっ、見つかるとまずい！」

　懇こん願がんした直後、恐ろしい足音が迷いなくこっちへ接近した。

「この馬鹿姫が!!」

　罵ののしり声とともに、その海賊の背から笹良は乱暴に引っ張り出された。怒りをたたえた空色の瞳とぶつかる。──ヴィーだ。

「動くなと言われていただろうに、ふらふらしやがって。横よこ静せい索さくにぶらさげるぞ！」

「ヴィー、心、黒っ」

　見つかった恐怖と、迎えにきてくれたという安心感が綯ない交ぜになり、思わずぼそっと悪態をついてしまう。その直後、悪魔のような表情を浮かべたヴィーに、襟えり首くびをつまみ上げられた。一見ぷらんとつり下がっているかのようだが、首がしまって苦しい！

「そうか、俺は心が黒いか。よし、だったら期待に応こたえて仕置きをしてやる」

「いいっ」

「遠慮をするな。俺は心が黒い男だからな！」

「ヴィー、優やさしい！」

「うるせえ、馬鹿姫め！　おまえのような粗そ忽こつ者ものにこそ枷かせが必要だ。再び取りつけてやる」

　やべえっ、ヴィーが本気で怒おこってる！

　助けを求めて、靴を拾ってくれた海賊のほうへ視線を向け──笹良はきょとんとした。

「逃げ足、はや」

　ヴィーが説教するあいだに、彼はさっさと立ち去っていた。

「まったく、手間のかかる女だなあ」

　無礼な発言をしたのは、ヴィーの背後からひょこっと顔を出したレザンだ。

「誰が!?」

　反射的に言い返すと、レザンは片手を腰に当て、溜ため息いきをついた。

「勝手に逃げ出したおまえが悪いんだろ。帽子を投げつけてくるしよ」

　レザンは呆あきれたように言うと、去っていく海賊の背を見て、眉をひそめた。

「うわ、あいつって、リリサ船長じゃないかよ」

「……リリサ？」

「さっき教えたろ」

「神出鬼没な、むかつく野郎？」

　ということはこの短時間に、二人の凶悪な船長と遭そう遇ぐうしたのか？　嬉しくない！

「いらぬ注目を集めやがって」

　などと怒りを交えて説教するヴィーの腕からなんとか脱出し、恐る恐る視線を巡らせる。

　舷げん側そく付近にたむろしていた海賊が騒動を期待する目でこっちを眺めているのに気づいた。そのなかでもとりわけ威力を持つ眼まな差ざしに、笹良はどきっとした。

　アルバシュナの海賊たちは全員が全員、素晴らしくデカくゴツイので、野や獣じゆうっぽいという程度ならもうそんなに驚おどろかない。けれど、その海賊は他の誰より異様な雰囲気を醸かもし出していた。

　波打つ長い髪、ひょろりとした手足、大きな耳。目に映るすべての命を吸収しようとしているような強い視線だった。誰もいない夕暮れの町で、凶器を背に隠した通り魔と運悪く遭遇してしまったかのような、いい知れない恐ろしさを感じ、背筋が寒くなる。

「うえっ、ミマリザジーク船長だ。嫌なやつに見られてるぜ」

　ミマリザジーク。その名前も、レザンはさっき口にしていた。

　次々と首しゆ謀ぼう級の海賊を目撃してしまうとは、笹良ってどれほど不運なのだ。宝くじとかはめったに当たらないのに、アクシデントは連続してやってくる。

「来い、馬鹿姫。船に戻るぞ」

　呼び方に不満はあったが、ヴィーに抱だき上げられても笹良は反はん抗こうしなかった。

　一刻も早く、ミマリザジークという名の船長の眼差しから逃れたかったのだ。
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　海賊船に無事帰還し、船室に戻ったあとのことだ。まだ怒りが収まらないらしいヴィーの手で、ベッドにぼてりと転がされてしまった。

「おまえというやつは！」

　お仕置きを免まぬかれようと、笹良は急いでベッドのなかに潜もぐりこんだ。

「なんでいつも言うことを聞かない！　カシカに忠告されただろうが」

　もぞっと毛布から半分だけ顔を覗のぞかせ、厳いかめしく仁に王おう立ちしているヴィーの様子を窺うかがう。

　カシカったら、ヴィーを連れてくるつもりだったのか。できれば温和なグランか、喜んで買い物につき合ってくれそうなジェルドがよかった！

「でもレザン、いた。笹良、悪い、ない」

　レザンに拉ら致ちされたのだ、だから笹良は悪くない、と力強く告げると、ヴィーの顔つきがさらに鬼おにと化した。凶悪な目だぞ、ヴィー。

「レザンに責任を押しつけるな。誘さそわれても断ればいいだろうが！」

　怖っ。毛布のなかに深く潜り、笹良は寝た振りをした。

「しらばっくれようとするんじゃねえ」

　勢いよく毛布を引きはがされた。海賊ってマジ乱暴！

「乙女の寝込みを襲うなんてフシダラだ！」

「また悪いことを言ってやがるな、こいつ。少しは大人しくしやがれ」

　いつも楚そ々そとして大人しいじゃないか、と言うようなことを片言で訴えると、ヴィーの目がいよいよ危険になってきた。

「……っとうに腹の立つお姫さんだ！」

　いきなり両りよう頰ほおをむぎゅっと摑まれ、潰つぶされた。

「ヴィー！　悪!!」

「褒めてくれてありがとうよ！　どうせ俺は心の黒い海賊だからな」

「根に持ってる！」

　懸命にもがいて笹良はヴィーの手から逃れた。性しよう懲こりもなく頰を摑もうとする悪い指に、がじがじと嚙みつく。このとき、頭のなかには「嚙みちぎってやる！」という決意だけがあった。

「──？」

　結構な力をこめて指をがぶっと嚙んだはずなのに、ヴィーは急に抵てい抗こうをやめた。

　それどころか、驚いたように固まっている。なんで反撃しないんだろう。

　おかしいな、と少し慌てたとき、ヴィーと目が合った。痛がっているのでも怯ひるんでいるのでもなく、ただ妙に追いつめられているかのような、なんとも言いがたい表情を浮かべている。

「……この……、こいつは、本当に……、糞くそ餓が鬼き!!」

　ヴィーは突然呻うめくと、低く罵った。

「男の指を軽々しく咥くわえるんじゃねえ、馬鹿姫」

　笹良はむっとした。うるさいぞ。

「ヴィー、指。笹良のもの」

　乙女にひれ伏ふせ、海賊め。

「こいつは、どこまでも……！　こんなに腹の立つ小娘がいていいのか？」

　海に突き落としてやりてえっ。

　脇わき腹ばらをつねってやろうとした瞬間、両腕を引っ張られる。

　ヴィーは笹良を抱えたままくるりと体勢を変え、ベッドに座った。いつかのときのように、胸に背を預けるような形で抱きこまれてしまう。

「ヴィー？」

　大きな両手が笹良の腹部に回った。ふっとヴィーが吐と息いきを漏もらすのがわかった。足のあいだにすっぽりと包まれ、笹良は急にどぎまぎした。あんまり思い出さないようにしていた瞼への口づけが唐突に蘇よみがえり、身動きできなくなる。ふいに訪れた沈ちん黙もくに焦りが募つのった。ヴィーからはもう、怒りの気配は感じない。それでも腹部を押さえる手が、気になってしかたなかった。

「……おまえのせいで、疲つかれた」

　しばらくして、憮ぶ然ぜんとした言葉が笹良の頭に落ちた。

　疲れただけ？　そうなのか？

　聞き返したらいけない気がする。なぜそう思うのか、自分でもよくわからない。笹良はぎこちなく体勢を変え、横向きに座った。顔が見えないからきっと、どぎまぎしてしまうのだ。

　さっきは強く嚙みすぎたかもしれない。少し反省し、彼の指を握る。

　ヴィーはすぐに反応しなかった。なんだか気き後おくれしてしまう。

　膝を抱えるようにして縮こまったとき、ふとヴィーの手が動いた。めくれ上がったドレスから覗いている笹良の膝を、手のひら全体で包みこむ。じんわりと、膝があたたかくなった。少し熱いと感じるような手のひらだった。

「おい」

「な、なに？」

「ドレス、少し短いんじゃねえか」

「…………。総司みたいなこと言う……」

　笹良は脱力した。制服のスカートが短い！　って毎朝のように注意されていたぞ。じゃあどのくらいならいいのって訊きくと、真顔で臑すねあたりを指差された。

「肩も無む駄だに出すんじゃない」

　ヴィーの行動が、よくわからない。叱しかったと思ったら、気き遣づかってくれる。

　大人って、いったいどのくらい謎なぞを隠し持っているんだろう？
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　レザンの頭には結局挨拶できないまま、晶船見学が終了した。

　あとでわかったことだが、カシカはグランに迎えを頼んでいたらしい。

　ところが王様椅子のある場所で待っているはずの、肝心の笹良がいない。その周辺を手分けして捜さがす途中で、ヴィーに知られたのだとか。

　やっぱりヴィーって兄の総司に似ている。皮肉な発言をするのに、決して見捨てない。

　本当を言うと笹良は、反抗的な態度を取りながらも総司にかまってもらえることが嬉しかった。「しかたのないやつだな」って、ぐりぐりと頭を撫でられたときなんか、怒った表情をいつまでも持続できず、最後には頰が緩んでしまっていた。

　甘ったれだと笑われても平気だった。遊んでほしくて、わざと怒られるような悪戯いたずらを仕掛けたことも、数えきれないほどある。幼いときは両親が忙いそがしく、総司に面倒を見てもらっていたから、それで依い存ぞんしてしまうのかもしれない。どうであれ、一いつ緒しよにいるのが楽しかった。

　総司やお母さんたちは今、なにをしているんだろう。

　笹良のことを思い出してくれているかな。

　真夜中、毛布に包くるまってぼんやりとお母さんたちの顔を思い出し、感傷に浸ひたっていたときだ。ふいに疑問がわき上がってきた。カシカがグランに笹良の迎えを頼んだのは、この海賊船に来たばかりの頃ころ、彼が護衛をしてくれていたからなんだろうけれど──。

「……でも、最初ってどういう理由で、笹良に護衛がつけられていたんだっけ？」

　海賊たちに手出しされないように、だっただろうか。毛布から顔を出して瞬まばたきを繰くり返すうち、眠ねむ気けが覚めてきた。よくよく考えてみると、なにか不自然な気がする。

　笹良の異様さを王様が気に入ったから守ってくれた……それって表向きの理由じゃないのか。

　ガルシアって、そこまで笹良のことを大事には思っていないはずだ。

　だとすると「護衛」ってなんのためなのか。それに、そうだ。監かん禁きんされていた笹良を助けたのに、今のところグランは罰ばつされた様子もない。

　通つう廊ろうではぐれたときには、背の皮を剝はがすという残酷なお仕置きをしたのにだ。無断で監禁部屋から連れ出すほうが、普通は厳しく処罰されるんじゃないか。

　ガルシア、気づいていないのかな。それとも荷船襲撃が成功したので、目こぼしした？

　判断基準がわかんない。

　悩むうちに、完全に目が冴えてしまった。軽く息をつき、上半身を起こす。

　何気なくあたりを見回し、笹良はぎょっとした。船室内は、あとわずかで消えてしまいそうなランプをひとつ小テーブルに置いているだけだったので、隅のほうは闇やみに押し潰されている。ベッドの周囲のみ、辛かろうじて窺える程度の光量だ。

　笹良が驚いたのは、小テーブルの椅子に、王様がぽつりと座っていたせいだった。どこか疲れた様子で小テーブルに肘ひじを預け、軽くこめかみを押さえている。

「ガルシア？」

　こんな時間にどうしたんだろう。

　ふとガルシアが身じろぎし、こっちに顔を向けた。いつものようにゆったりと笑う。

　疲れているように見えたのは気のせいだったんだろうか。

「起こしたか？」

　いや、考えごとをしていて目が覚めた、という意味をこめてふるふると首を横に振る。

「ガルシア、笹良、用？」

　王様は笑みを深めると、椅子から立ち上がってベッドの端はしに移動した。

「なに、少し考えたいことがあってな。おまえが模様替えした奇き怪かいな船室を眺めれば、気分転換になるだろうと」

　どういう評価だ。

「考える、なに？」

「色々さ」

　すぐごまかす！

「俺の冥華は、どうすれば懐いてくれるのか、とかな」

　人を反抗期の子ども扱いしちゃだめだ。

「それで、おまえのほうはなぜ眠っていなかった？」

　言っても大丈夫だろうか。

「グラン、傷、平気？」

「グラン？　まだ気にかけていたのか」

　呆れたように言われたので、むっとした。当然なのだ。

「人の心配よりもおまえ自身はどうなのかね。晶船で、昼間は大だい活かつ躍やくだったと聞いたぞ」

　ぎゃ、やっぱりバレている。

「本当におまえという子は、前後左右見境なく飛び跳はねるのだな」

　人をボールのように言うんじゃない。

「ある意味、おまえの出現は新時代の象しよう徴ちようなのかもな。流る転てんとは時代にもあてはまる」

「しん……、しんじ、だい……新時代？　しょうちょう……象徴」

「そう。新しき時代。だが俺は古い人間なのさ。おまえよりもずっとね」

　そりゃあガルシアのほうが年上だろうけど。十歳くらい差があるのかな。海賊たちの正確な年齢って摑みにくい。

「おまえは古きものを叩き壊こわす女神なのかもしれない。だが、過去の遺物に隠された腐ふ敗はいは手て強ごわいものだぞ」

　別に笹良はなにも壊すつもりはないよ。

「新世界の女神を手中に収めているのが古き俺とは、どういう配はい剤ざいなのか」

　手て懐なずけたと思っているなら、それは大間違いだ。

　抽ちゆう象しよう的てきすぎてあんまり楽しくない話題に感じられた。笹良は毛布の上に正座すると、虚こ空くうに視線を投げているガルシアをじっと見つめた。……王様は、いつだってよそ見ばかりする。

　笹良は内心荒ぶりながら腕を伸ばした。つれない王様の頰を両手で軽くむにゅりとする。

「しゅ……手中、ガルシア、違う。笹良、手中」

　ガルシアはびっくりしたように目をまんまるにした。

「なに？　おまえが俺を収めているって？」

　勿論だ。

「そうか……、まさかおまえからそんな誘いを受けるとは。いささか照れるが、いいだろう」

　なんで急に色っぽい目つきをするんだ、海賊王め。

「脱ぐか？　脱がせてくれるか？」

　乙女をからかうんじゃない。

　ガルシアの頰をつねると、苦笑された。仕返しされては嫌なので、手を放そうとすると、撫でろといわんばかりに頰をすり寄せてくる。飼い猫ねこっぽいぞ。

「……晶船はどうだった？　楽しかったか？」

　いきなりの話題転換に戸惑いながらも、笹良は頷いた。

「なにが楽しかった？」

「布、たくさん。賑にぎやか。お祭りみたいだった」

「おまつ……、なに？」

　ガルシアが不思議そうにしたので、笹良は身振り手振りで、自分の住んでいた織おり汐しお市の祭りを説明した。異国情じよう緒ちよ漂ただよう町並みは、寂さびれているけれど奇麗だった。夜になると、ほおずきみたいな赤い提ちよう灯ちんが並ぶ。浴衣ゆかたを着ると、少し大人になった気分。林檎飴を食べながら金魚すくいをする。神社の石段を上がるときの下げ駄たの音が蘇よみがえる。鼻はな緒おで擦こすれて痛くなり、帰り道は下駄を両手にぶら下げて、裸足はだしで歩いたこともある。それも思い出のひとつだった。

　日本語まじりの説明なので、大半は理解できなかっただろう。それでもガルシアは熱心に、ふんふんと相あい槌づちを打った。

「……裸足で？　道を？」

「うん。足、ざらざら。痛い」

「ふうん……」

　なにを思ったか、ガルシアは身をずらし、笹良の足を摑んだ。

「しかし、柔やわらかな足の裏をしているが？　ざらざらした陸を歩いたようには見えぬ」

「くすぐったい！」

　笹良はあたふたと自分の足をガルシアの手から引っこ抜いた。名残なごり惜しげに人の足を見るので、王様の意識を逸らすために笹良は急いで口を開いた。

「ガルシア、今日、変」

「変か？」

　ガルシアは微笑ほほえみながら溜息を落とした。一瞬、沈黙が流れる。

「──ぎゃっ！」

「今日はとくに冷える」

　突然抱きこまれ、ベッドの上に引き倒された。慌ててもがくも、不届きなガルシアは解放してくれなかった。毛布を摑んで笹良ごと自分の身にかぶせる。

「なんで抱き枕にするのっ」

　不ふ埒らちな真似をされるのかと少し怖くなったが、抱きこまれただけでそれ以上のことはなにも起こらなかった。しばらくガルシアの様子を窺う。

「寒々しいものだ。この水の音。船にぶつかる水すい滴てき。腹の奥まで湿しめり、乾かわきやしない」

　くぐもった声が聞こえた。

「寝しん台だいも帆はん布ぷも服も湿り続ける。疎うとましいことだ。大気さえも、冷え冷えと……」

「……どうしたの？」

　抱きかかえられた上、すっぽりと毛布に包まっている状態だったので、かなり息苦しかったし、ガルシアの表情も見えない。ぬくもりは、心地ここちよさより不安を大きくした。

「風さえも湿っている。まったく……」

　唐とう突とつに、ガルシアは心底海が嫌いなのではないかと感じた。

「ガルシア、寒い？」

　笹良を拘こう束そくする腕の力がわずかに緩んだ。もぞもぞとガルシアが動き、毛布から顔を出す。ぷは、と笹良もようやく息を深く吐はき出した。

「そうだな。おまえは寒くはないか？」

　寒くはない。どちらかといえば、異世界は残暑を迎えている頃なので、夜でも蒸むし暑く、じめじめとしている。海上にぷかりと浮かぶ船で生活しているのだから、四六時中湿っぽさを感じるのは当然なのだが、それにしても今日のガルシアはどこかおかしい。

「病気？」

「いや、ただ、眠れぬだけだ」

　こんなふうにガルシアがはっきりと投げやりな──なにかを恐れているような台詞せりふを口にすることなんて、なかったんじゃないか。一人が、怖いのかな。

「大丈夫、笹良が一緒」

　なぜか焦りが生まれた。ガルシアの腕から無理やり這はい出ると、急いでその青い頭を抱きかかえる。柔らかな髪に顔を埋うずめて、宥なだめるように撫でた。

「ササラ──おまえは、太陽の匂においがするね」

　しばらくしてから、羨むような、かすかな声が耳に届いた。

　密ひそかにどぎまぎしていると、ガルシアは小さく息を落とした。

「なあ、ササラ」

「なに？」

「俺のそばに、ずっといるか？」

　なんて言われたのか、すぐには把は握あくできなかった。ガルシアは苦笑し、笹良の身をさらに引き寄せた。

「あの、ガルシア」

「ここで眠ってもいいか？」

「えっ、あ……、うん」

　さっきの言葉の意味を聞きたいのに、口に出せない空気に変わっている。

　王様はゆっくりと眠りのなかに落ちていった。室内に静けさが戻る。耳を澄すますと、船体を叩く波の音さえ聞こえそうだった。笹良はそっとガルシアの様子を確かめた。

　いつもふてぶてしい王様が、今は小さな子どものように思えて、急に胸が締めつけられた。

　怖い物語を聞いて暗闇を恐れるような、子どものよう。
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　物事は、隙をつくようにいきなり変化を見せる。

　気づいたときには、もう遅い。

　振り向いても、さっきまであったはずの平穏は、もう見えないのだ。







　七章　華は沈む







　晶船が浮うかぶ海域から離はなれ、七日ほどが経過した頃ころ。

　海かい賊ぞく船せんに近づく黒い影かげを発見したのは、甲かん板ぱんで笹良と一いつ緒しよに縫ぬい物をしていたジェルドだった。波間に漂ただよう船せん影えいを単眼鏡で確かく認にんするガルシアの顔に、今まで目にしたことのない種類の微び笑しようが浮かぶ。その表情を目もく撃げきした笹良は「あれ、もしかしてガルシアはこの展開を読んでいたのかな」となんの根こん拠きよもなく考えた。それまでは、獲え物ものを探してあちこちの海域を巡めぐっているんだと思っていたが、あの船影を目指していたのかもしれない。

　接近する船の正体がわかったとき、薄うつすらと奇き妙みような感覚を抱いだいたものの、喜びのほうが上回った。というのもその船は、最初に海賊船と遭そう遇ぐうした小規模の晶船だったのだ。帆はん走そう中は縄なわばしごを外している。

　あの船には、オズたちが乗っている。もしかしたらガルシアが、オズたちと再会できるようこっそり針路を変へん更こうしてくれたのかもしれない。そんな楽観的な考えがよぎった。

　この数日のガルシアは様子が違ちがったから。

　初めて会った頃ころのように、怪あやしい言葉を吐はき出しつつも、うっとりするほど優やさしかった。いつも近くに置いてくれた。奴ど隷れいたちにも時々、休きゆう憩けいを許可してくれる。

　やっと王様も日頃の不ふ遜そんな態度を反省したんじゃないのか、そして他人に対する情を意識するようになったのかも──そう都合よく受けとめて、安心していたくらいだった。

　だから、この再会が偶然じゃなく、生ぬるい情愛によるものでもなく、単純に目的があったためにすぎないって、気づけなかったのだ。




[image: ]




　まさか、晶船の船長にクレームをつけられるとは思わなかった。

「海上の王、あんたとはまだそれほど長いつき合いじゃないがね、信しん頼らいはしていたんだぜ。なにしろ無敗の王だ。あんたの船から受け取った品は、貴族様が持つもんよりも確かだとな」

　場所は、海賊船の甲板だ。

　笹良は、晶船の船長と対たい峙じするガルシアの背にしがみつき、悩なやんでいた。オズに会いたいと思っていたのに、その願いを口に出すのが躊躇ためらわれるくらい緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きに包まれている。

「見てくれ。あんたのところで仕入れた奴隷が、翌日にゃ地じ獄ごくへ真っ逆さまだ。しまいに腐くさり始めてよ、散々な目にあったぜ。おかげで古くからいる船員にも伝でん染せんし、何人か失ったんだ。あんた、海の病を持っていた奴隷をわざと寄よ越こしたな」

　晶船の船長は、遠巻きにしている海賊たちにも聞こえるよう大声で責め立てると、甲板に寝ねかせてあった長い包みをばっと開いた。なかは、ぎゃー！　う、うう、虫がにょろにょろと這はっている腐ふ乱らん死体じゃないか。腐敗がひどくて、もとの造作がわからない。

　これ、オズじゃないよね!?

　いや、たとえオズじゃなくとも、決して「よかった」とは安心できない。ガルシアのところで仕入れたということは、オズと一緒に移動した奴隷なわけで。

　どうしよう、奴隷たちの売買には笹良も関係しているのだ。

「こいつをどう補ほ償しようしてくれるんだい。ええ、海上の王」

　晶船の船長が冷たい目でガルシアを睨にらみ上げた。

　そうか、彼はガルシアに弁償させるつもりで海賊船を追ってきたのか。

　冷静に考えてみよう。奴隷は、晶船に移動する前から海の病に冒おかされていた、というのが船長の主張だ。奴隷は海賊船にいるあいだ、比石の研けん磨まに従事していた。

　とすると、海の病って比石の毒によるもの？

　でも、短期間で、ここまで激しく肉体が腐るのか？

「さて、ではどうしてほしい？」

　ガルシアはなんの弁明もしなかった。腹のうちを窺うかがわせない微笑を滲にじませて、船長に問いかける。一いつ瞬しゆん、船長は怯ひるんだように目を瞬しばたたかせたものの、すぐに居直った態度を見せ、きっぱりと「他ほかの奴隷を寄越してほしい」と要求した。さらに「今度は自分の目で奴隷を選びたい」と訴うつたえる。ガルシアは、失笑した。すぐさま快い笑え顔がおに変える。

「なるほど。まあ、よかろう」

　えっ、受け入れるのか。

　驚おどろいてしまった。てっきり策を弄ろうして船長を手玉に取るとばかり思っていたのだ。

　やられっぱなしで相手の言い分を飲むなんて、王様らしくない。

「ギスタ、船長殿どのに奴隷たちを見せてやれ」

　その言葉にも驚きよう愕がくする。ここに奴隷たちを連れてくるんじゃなくて、船内の底まで船長を案内するのか？

　ガルシアの背後に控ひかえていたギスタが目礼し、そわそわしている船長を伴ともなって船内へと消えていく。

「海賊船のなかを他人に見せて、大だい丈じよう夫ぶなの？　……船、見る、人、平気？」

　おたつきながら尋たずねると、ガルシアはこちらに顔を向けてにこやかに笑った。

　変だ。この表情は間違いなくなにかを企たくらんでる。

「ササラ、向こうへ行こうか」

　ガルシアに手を取られ、笹良は王様椅い子すのほうへと連れてこられた。

　王様は悠ゆう々ゆうと椅子に腰こしを下ろすと、膝ひざの上に笹良を乗せ、好こう々こう爺やのごとく長い煙管きせるを咥くわえて晶船に視線を投げた。笹良も海上を見み遣やった。

「あれ？　今、晶船のほうで、動くものが──」

　目を凝こらしたときだ。ガルシアの指が、笹良の口に置かれた。「しー」と言うようにだ。

　しばらく経たったあと、ギスタと船長が数人の奴隷を従えて甲板に戻もどってきた。彼らのなかには、檻おりに入っているとき世話になったローランの姿もあった。

「船員の補償として、布や金貨などの荷もいくつか用意させてもらった。これで詫わびになるか？」

「さすがは海上の王！　とんだ災難だったが、こう気前よく弁償してくれるんなら、文句はねえ」

　船長とガルシアが表面上は穏おだやかに挨あい拶さつした。やきもきするも、そばに控えているギスタが口を挟はさまないので、笹良もおいそれとは気軽に発言できなかった。

　ローランと目が合った。彼は「なにもするな」というように小さく首を振ふる。

　奴隷たちがどうなるのか気になるけれど、ガルシアの雰囲気からしてこのまま素す直なおに譲ゆずるとは思えない。なにかしでかすはずだ。

「では王、またの取引を」

「ああ」

　船長が数人の奴隷を連れて晶船に戻っていくのを見届ける。

　何事もなくするすると離れていく船を眺ながめ、笹良は焦あせった。

「待ってよ、あのまま行かせるの!?」

　なにかあると予想したからこそ、奴隷たちを引きとめなかったのだ。

「ガルシア、船を呼び戻し──!?」

　慌あわてて王様を振り向いたときだった。

「!?」

　鼓こ膜まくがおかしくなりそうなほどの轟ごう音おんが周囲に響ひびき渡わたった。

　鋭するどい耳鳴りに襲おそわれ、意識もつかの間、白く光る。ぞわりと全身に鳥とり肌はだが立った。

　どん、どん、と巨きよ大だいな太鼓を打ち鳴らしたような、重い音が海面に広がり、波を揺ゆらす。

「なんの音!?」

　笹良は海へと顔を向け、呆ぼう然ぜんとした。

　木板の屑くずをまき散らして、晶船が爆ばく発はつしていた。赤い炎ほのおが噴ふき上がり、黒こく煙えんが海風になびく。

「あ……」

　映画でこういうシーンを観みたことがある。ばきっと真っ二つに割れて渦うずを巻きながら沈ちん没ぼつする船。乗船していた人々が、なすすべもなく波に飲まれていく。

「なんで突とつ然ぜん爆発したの!?」

　叫さけぶと同時に、さっき視界の端はしによぎった光景を思い出した。船長が奴隷を選びに下の層へ行っているあいだのことだ。晶船に忍しのび寄る何者かの影。

「晶船が相手だろうと、見過ごせぬことがある。仕置きを怠おこたると、骨までしゃぶられるのさ」

　冷笑を浮かべる王様を見つめたあと、笹良は膝の上から飛び降りて、船ふな縁べりにしがみついた。

　隣となりにゾイが立っていて、単眼鏡を覗のぞいている。笹良は飛び上がってそれを横から奪うばった。

「──？」

　声を上げそうになるのを、なんとか堪こらえる。

　見間違いでなければ、脱だつ出しゆつ用の小さな舟ふねが沈没船の向こう側に離れていった気がする。

　笹良は、そこではっとした。ゾイもあれを目撃しただろうか。

　思わず顔を上げると、彼と視線がぶつかった。無言で数秒見つめ合う。

　彼は笹良の手から単眼鏡を奪い返すと、なにも言わずに舷げん縁えんを離れた。王様にも報告しようとしない。

　──ゾイ、見み逃のがしてくれた？

　視線を沈没船のほうへ戻す。そのとき、海面に下ろされていたロープを伝ってヴィーとジェルドが舷側を上がってきた。水すい滴てきをしたたらせる彼らを見て、笹良は息を吞のんだ。

　もしかして晶船に接近して爆薬を仕し掛かけてきたのはヴィーたち？

　前にも同じ方法でハディの船を攻こう撃げきしていたはず。

「ま、こんなもんですか」

　ジェルドは濡ぬれた髪かみをかきあげると、ゆったりと王様椅子に座っているガルシアへ視線を向けた。その隣でヴィーが肌にはりつく上着を脱ぎ、ぎゅっと絞しぼる。

「ねえ王、爆破する前に、やつらを皆みな殺ごろしにしたほうがよかったんじゃない？」

　ジェルドはあっけらかんとした口調でそう言った。

「いや、いいのさ、これは一種の見せしめだ。海賊王は晶船であっても罰ばつするのだと」

　ガルシアは微笑ほほえみながらも、刃は物もののような眼まな差ざしを晶船の残ざん骸がいへと向けた。

「見せしめって」

　すうっと重心が下がった気がした。あの船にはオズや女性たち、それにローランがいたのに！

「ガルシ……っ」

　呼びかけて、笹良はふと視線を動かした。

　もう一人、遅おくれて海面から上がってきた人物がいたのだ。

　その人と、視線が交わる。

「ご苦労だった。オズ」

　ガルシアは煙管をしまい、淡たん々たんと告げた。

「……オズ？」

　笹良は何度も瞬いた。甲板に足をつけた白い髪の青年が、海賊王に目礼する。

　幻まぼろしじゃない。本物のオズだ。

　ご苦労だった、って、どういう意味？

　どういう意味？　というか、どうしてオズが戻ってきたの。

　混乱してしまい、頭のなかが整理しきれない。オズが無事に戻ってきてくれてよかったはずなのに、小骨のように不快ななにかが喉のどの奥に引っかかっていて、素直に喜べない。

「オズ、どうやって晶船から脱出できたの？」

　笹良はよろよろと彼に近づき、濡れたその腕うでを摑つかんだ。ねえ、なにか言ってよ。

「──」

　オズはしばらく笹良を見下ろすと、顔を背そむけてガルシアのほうへ歩き出した。迷いのない確かな足取りを見て、身体からだの力が抜けていくのがわかった。奴隷の身分に落とされた笹良を救うためにガルシアと取引し、晶船へ行ったんじゃなかったのか。

　あのときのオズも、今みたいに顔を背けた。

　──噓うそだったから？

　じゃあこれって全部、仕組まれていたこと。

　いったいどこの時点からだろう。でもオズは最初、別の船に奴隷として捕つかまっていたはずじゃないか。それを、笹良が選んだ。

　海賊船に移ったあとで、ガルシアが手先となるよう彼に打だ診しんした？

　それとも……奴隷として捕まっていたこと自体が謀はかりごとのうち？

　まさか、そんな！　なんのためにそこまでする？

「長いあいだ、よく耐たえてくれたな」

「いえ」

　椅子に腰かけているガルシアと向き合うオズの背を、必死に見つめる。

　労いたわりの言葉は、奴隷に対するものじゃなかった。仲間に告げる言葉だ。

　だとすると、オズは奴隷じゃなく本当は海賊だったのか。ガルシアの命令で密みつ偵ていとなり、晶船で情報収集していた？

　オズの目をもう一度見たかった。そうすれば思い違いなのかどうか、わかる。

　笹良はがくがくしそうになる足を動かし、オズの横に立った。気配を察しているだろうに、彼は振り向こうとしなかった。

「どうだった。なにか摑んだか？」

「王の推測通りでした。俺とともに晶船へ渡った女の一人が、どうも頭かしらと交こう渉しようをしたようです」

「交渉か」

　ガルシアが頷うなずくと、それまで静観していたセリがにやりと笑った。

「リンジャーといったか、俺にこなをかけてきた女はこの船内を探さぐっていた。聞き出す前につい殺しちまったが」

「仕方がない。男を滅ほろぼすのはいつの時代でも、女と決まっている」

　ガルシアはおおらかに受けとめて、そんな冗じよう談だんを口にした。

　リンジャーという名に、笹良は震ふるえた。

「その女と、晶船の頭と交渉を始めた女は、また別の目的を持っていたのではないか？」

　苦笑するセリに視線を投げたオズが、考えこむように腕を組み、口を挟んだ。

「別の目的とは？　俺が持つ財宝や比石を横取りするという話だけではなくか？」

　ガルシアが先を促うながし、オズを見据える。

　オズは視線をガルシアへと戻し、濡れた髪を両手でかき上げると、軽く溜ため息いきを落とした。

「──それがなかなか尻尾しつぽを出しませんで。だが貴族の女の匂においがしましたよ。この海賊船に捕とらわれているあいだは目立たぬようおのれの姿を装よそおっていたと思います。初めは弱々しく見せていたが、頭と交渉を始めたときはやけに堂々としていた。明らかに態度が違う。もしかすると、あえて荷船を我らに襲わせ、海賊船に潜もぐりこんだのではないかと」

「なるほど。護衛船がさっさと逃にげていったのも、そのためか」

　故意に荷船を襲わせた!?

「ふふっ、『海賊王の船』を調べ上げるつもりだったか。やってくれる」

　笹良は驚いた。この会話に口出しできない。笹良にとっても大事な話のような気がしたからだ。

「それで、交渉の内容は？」

「すみません、この船で捕ほ虜りよとなっている騎き士しを救出するため、晶船の頭が屍しかばねを用意したのは事実ですが、女の企みまでは探りきれなかった」

「ふうん」

「ただ、頭があまりにも簡単に女の取引を受け入れたのが気にかかる。女に対する接し方も、手のひらを返したように丁てい寧ねいになっていました」

「比石や財の独占を狙ねらっただけではないようだな。騎士からこちらの内情を聞き出すつもりだったのだろう」

「件くだんの騎士は、俺が娼船に渡ったときには、すでに捕らわれていました。女とどういう繫つながりがあるかは不明です。頭のいい男だ。腕を焼いていました」

「腕を？　ああ、上じよう腕わんのこのあたりか？」

「ええ、おそらく、属する騎士団と神を知られぬよう、刺青いれずみを消したのかと。言葉にもなまりがない。意図的に特とく徴ちようを消しています」

「繫がりなど問題ではないのさ。利用できるならば、恩を売って関係を作ればいいだけのこと。その騎士も、俺がおまえにさせたように上官の命を受けて、あえて捕らわれの身となっていたのかもしれぬ」

　ガルシアの言葉が頭のなかを駆かけ巡めぐる。騎士。利用。恩。

「騎士も関係しているとなれば、大事でしょう」

「なに、騎士も貴族も一皮剝むけば海賊と変わらぬ強ごう奪だつ者しやにすぎぬ。いや、大義名分などという薄うす汚よごれた旗を振りかざすほうが、より性しよう悪わるではないか。海がもたらす益の重要性に改めて気づき、獲かく得とくしようと動き始めたのだろうよ」

「ですが、騎士が関かかわるのならば、その背後でいずれかの国が糸を引いているのは確実です。我らの活動にも影えい響きようしてくるでしょう。海上貿易がしばらくのあいだ、制限されかねない」

「──先走った国と騎士の策さく謀ぼうの範はん囲いだけですむなら、いいのだがな。問題は、その規模だ。本格的に海賊禁圧に意欲を見せているのなら、面めん倒どうな事態になるぞ」

　わずかに憂ゆう鬱うつそうな響きを言葉に乗せて、ガルシアは苦笑した。

「王？」

「なんにせよ、大きく時が動くのは間違いない」

　ガルシアは懸け念ねんを振りきるかのように軽く首を振った。

　笹良はへたりとその場に腰を落とした。大きく時が動く……。それを笹良も感じたのだ。いや、自分の知らないところで、とっくにもう動き出している。そんな気がした。

「大丈夫かい、冥華？」

　吞のん気きな表情を浮かべて話を聞いていたジェルドに腕を摑まれ、立ち上がるよう促された。

「あぁオズ、そういえばおまえもササラを気にかけていたようだな」

　ガルシアの視線を受けて、ジェルドが笹良を抱かかえ上げ、王様椅子へと歩み寄る。

　すとん、とガルシアの膝の上に戻されてしまう。

「王──その娘むすめは」

　オズの声が遠い。

「おまえは不思議の姫ひめと呼んでいたな。まったくその通りさ。謎なぞめく貴とうとき涙なみだの君だ、この娘」

　ガルシアは冗談を言うと、愛あい玩がん動物でも愛めでるように笹良の髪を撫なでた。怪しい発言に反発する気力がない。

　今まで変だな、おかしいな、と疑問に思ってきたことのいくつかが、ようやく見えた。

　オズは奴隷じゃなかった。笹良がアルバシュナに迷いこむ前からスパイ活動をしてきた海賊なんだ。しかも、下っ端ぱでもない。ガルシアには丁寧な口調で接しているけれど、幹部のセリには対等の話し方をしていた。とすると、オズも幹部の一員に違いない。

　娼船で初めて会ったとき、オズはもしかすると奴隷に扮ふんして動く潜せん伏ぷく期間が長期にわたっていたため、少し荒すさんでいたのかもしれない。

　けれど、あの場面で笹良が庇かばわずとも、殺されることはなかった。

　きっとそのまま奴隷として置かれたか、理由をつけて海賊船に連れ戻されたか。

　なぜゾイに剣けんを一度向けさせるような芝しば居いをしたかというと──そうだ、ローランの目があったためだ。

「……本物の、貴族の娘ですか？」

　オズは躊躇いがちにガルシアに尋ねた。

「おまえはどう思う？　ササラ自身は否定しているが、誰だれが見ても普ふ通つうの娘ではないだろう？　これはたっぷりと愛されて育った子だ」

　全員の視線が笹良に集中した。羨うらやむような、珍めずらしがるような、恐おそれるような……視線の種類は様々だった。

「誰にも物もの怖おじせず、向こう見ずに映るが、それは間抜けだからではない。娘にとって『誰が相手でも対等である』ということは、息をするかのごとく当たり前なのだ。恐ろしい子だろう？　こんな娘がいていいのか、と俺は時折思う」

　それのなにが恐ろしいんだ。笹良を非常識な人間のように言わないでほしい。相手を敬うことくらい、ちゃんと知っている。

「これだけそばに置いているのに、まだ摑みきれぬ。ササラは決して、自分を偽いつわっているわけではない。それはわかるのにだ──……」

　次し第だいに、ガルシアの声が遠のいた。笹良は力なく彼の胸にもたれ、目を瞑つぶった。

　改めて気づくことが、いくつもある。

「俺が娼船に渡ったときには、すでに捕らわれていた」というオズの話で、ローランがなんらかの事情により奴隷となっていた騎士だとわかった。オズ以外にも晶船へ連れていかれた奴隷はいるけれど、娼船出身の人はローランだけだったのだ。

　いや、ちょっと待って。ガルシアは、娼船で顔を合わせたときにはもう彼を騎士だと見破っていた？

　それは考えにくいか。そのときはまだ彼の正体を看破していなかったはずだ。娼船にいた奴隷全員を平等に警けい戒かいしていたに違いない。

　海賊世界はいまだ謎な部分が多い。ただ、海賊に襲しゆう撃げきされた結果、貴族や騎士が奴隷の身に落ちることは珍しくないんだろう。

　だからガルシアは、この船内に置いていた奴隷たちでさえ、手下のバスガンに管理をさせていた。過か酷こくな労働を与あたえ、枷かせまではめて、自由行動を禁じていたのだ。

　娼船の奴隷たちだって確かな身元はわからない。そんな状じよう況きようで、あからさまにオズとの再会を喜べるはずがない。ひょっとすると、あそこでオズが暴れ、ガルシアの気を引いたのは、精神的な問題じゃなくて、なにか報告することがあったためじゃないか。

　そうなのだ、ガルシアが娼船を引きとめたのは、なにも仲間の気晴らしのためだけに女性が必要だったんじゃない。オズの様子を確認するという目的もあったんだ。

　そこでオズが反応しなければ密偵続行、話があるのならわざと反はん抗こう的てきな態度を取り、ガルシアのもとに戻る。そういう取り決めだったんじゃないか。

　ところが、イレギュラーな事態が起きる。──笹良だ。

　オズを庇ったあと、笹良はローランまで購あがなってほしいと頼たのんだ。そのせいでゾイとガルシアにきつい目で見られてしまった。不ふ審しんがられていたのかもしれない。なぜ彼を指名したのかって。ローランを指名したのは、とくに深い事情なんてない。

　彼が縋すがるような目を見せたからだけれど、ガルシアたちには納なつ得とくしてもらえないだろう。

　ガルシアたちの目線で考えると、笹良って怪しまれてもしかたないような行動を、無意識に次々と取っているんだ。

　頭が痛くなってきた。

　そういえば、こんなこともあった。ポーラスが出現した翌日だ。カシカと一緒にいたとき、船の下層部でオズと偶然会った。

　あれって比石を運んでいたというのは口実で、ガルシアになにかを──新しく捕虜となった人々のなかにスパイが交ざっているんじゃないかと──報告しに行っていたんだろう。

　冷静に思い返せば、おかしいんだ。あのとき、カシカが一人で薬を取りに行ったけれど、もしオズが普通の奴隷であれば、建前にすぎなくとも「王の冥華」と呼ばれている笹良の身をそう簡単に預けるはずがない。実は海賊幹部だってわかっていたからこそ預けても大丈夫だと判断し、笹良を守るよう命じたんだ。

　笹良を奴隷からもとの立場に戻すための取引についても、気づくことがある。

　実際のところは取引でもなんでもなかった。オズは単純に晶船を探るようガルシアに命じられて、移動しただけだ。女の人を泳がせる目的もあったんだろう。

　なぜならその前に、リンジャーが海賊船を調べていた。その理由を聞き出す前にセリが殺害してしまったので、次の手を打った。警戒を解くため、意図的に女性陣を海賊船から解放し、同行させたオズに見張らせたんだ。わかってしまうと、なにも不思議はなかった。

　でも、オズやガルシアはいったいどの時点で、ローランが実は騎士だとわかったのかな。娼船で会ったときにはまだ気づいていなかった？　とすると、この海賊船に来てから？

　──まだだめだ、考えが足りない。もっと突つき詰つめないと……。

　でも頭が痛い。これ以上考えると、頭痛がひどくなりそうだ。

　笹良は意識を内側に集中させていたため、まだ続いていたガルシアたちの会話を少しのあいだ、把は握あくできずにいた。

　軽く首を振ったとき、ふとガルシアの声が耳に忍びこみ、それで我に返る。

「──だが、諦あきらめてもらおう。これは俺の贄にえなのだ」

「……え？」

　贄って、なんの話？

　ガルシアの顔を見つめ、目を瞬かせる。知らないうちに船内が静まり返っていた。波が船腹にぶつかる音、帆ほ綱づなの軋きしむ音だけが単調に響いている。

「騎士の暗あん躍やく、海賊同士の裏切り、それらは今いま更さら珍しくもないが、ここへきて突とつ如じよ活発になっているようだ。いずれ一ひと悶もん着ちやくあるかもしれぬ。敵対するにしろ諂へつらうにしろ、備えが必要だが──どういう巡り合わせか、俺の身に宿る呪しゆがちょうど陰の期を迎むかえ、翳かげりを見せ始めた。これは、そういったときに出現した闇やみの華。俺の贄として、この娘以上に相応ふさわしい者がいるだろうか」

「ガルシア？　……なに？」

　贄って、誰が？

　笹良？

「オズ、おまえが女に情を見せるのは珍しい。いや、それを言うなら他の者もか。ゾイやヴィーまで娘に心を動かされるとは思わなかった」

　王様は近くにいた海賊たちを見回すと、困ったように微笑んだ。

「まあ、ササラが海賊どもすら啞あ然ぜんとさせるほど不可思議な娘だったせいもあるが。普通の娘なら、平然と甲板を歩き回って海賊と戯たわむれぬ。娼しよう婦ふたちでさえ警戒心は忘れぬのに、ササラときたら──俺たちを『人間』として扱あつかい、平等に接してくる。俺は、これと話をしていると、自分がただの男になったような気がするときがある。それが許されるのだと。おまえたちもだろう？　あぁ、だからなのか？　おまえたちまでほだされたのは」

「ガルシア……なんの話をしているの？」

　小さく名を呼ぶ自分の声が、震えていた。

　全然わからない。贄ってなに？

　今は騎士たちの話をしていたはずじゃないか。

「なあササラ、おまえは幾いく度ども、船はどこへ向かっているのかと尋ねたな」

　ガルシアが甘やかすかのように笹良の頰ほおを柔やわらかく撫でた。

「教えてやろう。贄を捧ささぐ〈盲もう冥めいの水すい窟くつ〉へ」

　もうめいのすいくつ？

「俺の力を見たことがあるだろう。あれは水の底より与えられた呪だ。決して無限の力ではない。使えば減る。補わねばならぬ。あぁササラ、そんな顔をするな。船ではよくあることなのさ。古めかしいしきたりだが、あえて女を一人乗船させ、災わざわいが訪おとずれたとき、海神に捧ぐ供く物もつとする。間違いが起こらぬように、船乗りどもにはその瞬間まで悟さとられないよう女を男装させておくこともある。俺の場合は、災いに備えての供物ではないが、まあ、やることは変わらぬ」

　供物って……冗談でしょ。

　近い距きよ離りで見つめるガルシアの微笑は、惚ほうけてしまうほど魅み惑わく的てきだ。目を逸そらせないような力がある。角度によって色が変わるその不思議な瞳ひとみを、密ひそかに気に入っていた。

「俺のための、冥華」

　──ぐるぐると、意識が深いところに落ちていく。

　目に映っていても、なにも感じなければ存在しないのと同じ。音を拾っても、それに意味を見み出いださなきゃやっぱり存在していないのと同じだ。

　笹良はそうして少しのあいだ、現実を遠ざけた。

　誰かが行ったり来たりして、なんだかめまぐるしかったけれど、それもどうでもよかった。

　次第に、視界が海のような青にじわじわと浸しん食しよくされていく。身体ごと、その深い青のなかに沈しずんでいくような気がした。
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「正気に返ったか、ササラ」

　柔らかく呼びかける声が耳の奥に滑すべりこみ、身体のなかで溶とけた。もやもやとしていた意識がはっきりとし始める。

　……笹良、どうしたんだっけ？

　居い眠ねむりでもしていたとか。少し前の出来事が思い出せない。なんだかやけに頭が痛い。

「ガルシア？」

「ここにいるさ」

　ぱちりと瞬まばたきをして、周囲の様子を確かめる。

「……船室だ」

　いつの間にか、寝ね泊とまりしている船室に移動している。ベッドに横たわる笹良の頭側にガルシアが腰かけ、優しく微笑んでいた。

「んむ」

　笹良はのろのろと上半身を起こした。もう朝なんだろうか。

　なんだか、あまり寝た気がしない。どういうわけか、胸の真ん中がすかすかする。

　不思議に思って首を傾かしげていると、ガルシアは困ったように苦笑した。「あどけない」と一言つぶやく。

「いきなりなに？」

　睨みつけて──ふいに頭痛がおさまった。

　窓を開け放ったように、記き憶おくが一気に蘇よみがえる。白い髪のオズの姿や、海に広がる爆発音。沈没する晶船。濡れた服を絞るヴィーとジェルド。甲板に落ちる水滴。

　最後に、生贄という言葉が襲いかかってきた。それが心臓に突き刺ささり、一瞬呼吸をとめる。

　人間って激しいショックを受けるとマジで意識が飛ぶんだ。頭の片隅で、そんなことをぼんやりと考え、驚いたりもした。

「ガルシア、部屋、運ぶ？」

「ああ、俺がな。ここに連れてきた」

　王様の冷静な表情をちらりと見遣る。船に満ちる湿しつ気けに怯おびえていた、怖こわがりの子どもみたいだった人は、もういない。目の前にいるのは『海賊王』だ。月を抱く海のように不思議な色合いを見せる瞳は、薄暗い船室のなかでも、一ひと際きわ奇き麗れいに見えた。

「数日で水窟に着くだろう。それまでは不便かもしれぬがな、室内から出ることを禁ずる。おまえの用は今後、ジェルドにまかせよう。他の者はどうも、おまえになにかしらの情を抱いたようだからな」

「……ガルシア」

「なんだ」

　涙が出ない。笹良はわりと躊躇わずに泣くほうなのに、なんでだろう？

「冥華、たくさん？」

　娼船のお姉さん方が言っていたのを思い出す。何人目の冥華なのかって。カシカも、過去に他の冥華がいたようなことを匂におわせていた。

「そうだな、さすがに数は覚えていないな」

　そんなにたくさん？　一年に一回、供物を捧げているとか。笹良の感覚では残ざん忍にんとしか思えないのだけれど、海賊たちにとってはごく当たり前の行こう為いなのかもしれない。

　彼らは自分たちを海のけだものだという。荷船の捕虜たちも同じように考えていた。

　人扱いしてくれない相手を、海賊も尊びはしないってことなのか。……そんな面倒な話じゃなくて、単純に、必要だからするだけなのかも。

「冥華、イコール、生贄なんだ」

　日本語でつぶやくと、ガルシアはわずかに不思議そうな顔をした。意味を問うような瞳に、曖あい昧まいに首を振る。どうしても知りたいってわけじゃなかったんだろう、それ以上は尋ねてこなかった。

「意外に落ち着いているな」

「うん」

　だって、知っていたもの。

　海賊が純じゆん粋すいな親切心で、どこの馬の骨とも知れない娘を手厚く保護してくれるはずがない。

　だから、いずれ手て酷ひどいしっぺ返しがくるだろうという予感があって、いつも不安だった。

　それが、とうとう現実になったみたいだ。不実な海賊たちに心を許しちゃいけないってわかっていたはずなのに──裏切られた、っていう幼い声が胸に落ちてきて、息苦しくさせるのだ。

　こんな気持ちになるなんて、変。

「冥華、王の供物？」

　尋ねると、ガルシアは短い沈ちん黙もくのあとに、水窟には穢けがれた魔ま物ものが住む、と言った。

「魔物を宥なだめ、力を得るには女が必要だ」

　顔を覆おおう代わりに、ガルシアの指を一本、きゅむっと摑む。

　彼は振りほどかなかった。逆に、搦からめとるようにして笹良の指を自分の唇くちびるへと引き寄せる。

　そうか、笹良ってその魔物に与える餌えさなんだ。

「冥華」

「そう、冥界の華だ」

　冥くらき水底に住む魔物に捧ぐ、華。

　なんだ、最初からそう言われていたんじゃないか。

「ガルシアの、冥華」

「あぁ」

　ガルシアは祈いのるように、笹良の指に唇を押しつけた。

「できれば、最後まで知りたくなかったよ」

「……なんて言ってる？」

「いつの間にか期待していたみたい。海賊は残酷の化け身しんっていうくらいひどい真似まねばかりするけれど、それでもちょっとずつ、変わってきているんじゃないかなあって……」

　そう簡単にうまくいくはずがなかった。

　本当に変化があったのなら、荷船を襲いはしないだろう。

　それに、たとえどんなに非道な海賊行為を目にしても、「自分だけは大丈夫」だなんていう甘い考えが胸の底にあったのだ。

「相変わらず奇妙な発音の言葉だ。……だが、嫌きらいではない」

　もっと聞かせろ、というようにガルシアがじっと笹良を見る。

　でも、もう言葉が出なかった。

　誰だったっけ。海賊王は水を制するのだって聞いた覚えがある。ガルシアは水を操あやつる不思議な力を持っていた。その力は、これまでの冥華たちの命によって紡つむがれていたのか。

　本当にこの世界ってば、笹良の常識を超こえている。
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「冥華、起きてるか」

　食事を載のせた皿と奇麗な純白のドレスを持ったジェルドが、いつものように明るく笑って笹良の部屋に現れた。

「まずは食事を取りなよ」

　ジェルドは軽い口調でそう言うと、ベッドの横に腰かけて足をぶらぶらさせていた笹良の膝に皿を置いた。もうお昼時なのか。

　納得してこくりと頷くと、ジェルドは笹良の頭を撫で、自分もベッドの上に乗った。抱えていたドレスを脇わきに置いて気持ち良さそうに寝転ぶ。

　食事を終えるまで、そこで待つつもりらしい。笹良はゆっくりと食事を始めた。

　生贄と宣告されてから、今日で二日目。そのあいだ、トイレ以外の用事で船室から出ていない。船のなかにはどこにも逃げ場なんてないし、抗あらがう気も起きなかった。

　顔を合わせるのは、王様が口にした通りジェルドだけだ。

　彼は派手なことが好きでちょっぴりお馬ば鹿かだけれど、誰よりも心が硬こう質しつだ。

　こんな状況になっても以前と同じ自然体で接してくる。これが海賊の怖さなのかもしれない。親密になったと思わせ、油断させてから笑顔で切り捨てる。

　いや、きっと笹良の一方的な考えだ。

　なんのことはない、笹良がそれだけの価値しかなかったという証しよう拠こなのだ。ここで死んでも惜おしくはないと結論を出されたにすぎない。

　皆も当然、冥華って呼ばれる意味を知っていたんだろう。

　笹良は、パンもどきの食べ物を小さくちぎり、口に運んだ。苦い現実も一緒に飲みこめたらいいのにと思う。

　──最初から供物として捧げられる娘と思われていた。それで皆はほとんど反感を抱かなかった。

　生贄の役目を果たすまでは悲観して自殺しないよう、せいぜい贅ぜい沢たくさせてやろうと考え、見守っていたのかもしれない。この海賊船は女によ人にん禁制なのに、親切に食事や服をくれたし、面倒も見てくれた。冷静に考えれば相当矛む盾じゆんしていたってわかる。ガルシアと顔見知りらしいルーアでさえ、船に残りたいと願い出たときには、ジェルドに皮肉をぶつけられていたくらいだ。

　第一、実力主義の海賊船なのだ、王の寵ちよう姫きという理由だけじゃ誰も納得しないはずだと、なんでもっと真剣にその点を考えなかったのか。

　カシカが制裁されたときの光景が蘇よみがえり、苦い思いが口のなかに広がる。

　お仕置きするにしたって、ちょっとやりすぎじゃないかと思っていたけれど……こうして真相がわかれば、不思議でもなんでもない。

　ガルシアは別に、気まぐれで暴行したわけじゃなかったんだ。

　生贄の娘を殺されては困るって考えたからなんだろう。二度と勝手な真似をするなという脅おどしの意味が含ふくまれていた。他の人たちが同じ真似をしないよう牽けん制せいも兼かねていた。

　笹良に「護衛」がついていた理由も、同じ。

　海賊たちの魔の手から守るためというより、自殺を防ぐため。そうに違いない。

　なにせ水の力が翳り始めたときに見つけた不可思議な娘だもの。供物に最適じゃないか。

　腕っ節の強い海の荒あらくれ者たちのくせに、大おお真ま面じ目めに『生贄』を捧げるなんて、どれだけ原始的なんだ──日本にいたら、正面切ってそう言えた。いい大人がそんな迷めい信しんを信じるなんて馬鹿らしいって。

　でもここはアルバシュナだ。実際に、魔法のような力までが存在する。

　笹良の価値観では語れない。

　物事って色々な見方ができる。正解かどうかなんて、実は大した問題じゃないのかも。そこに生きる者が、なにを最も信じたいかっていうことが未来を動かす。

　笹良は自分にとって一番心地ここちいい見方を、信じていた。

　ヴィーやカシカは、笹良の意識に合わせて、接してくれたのだ。

　星空の宴えん会かいをした翌日、甘やかしてやるというような言葉をガルシアは口にしていた。

　笹良は反抗しつつも無意識に、大事にしてくれることを求めていたのだ。だからこそ優しさとぬくもりを得られた。それらはすべて、冥華となる代償だった。

　事実をひとつひとつ確認していくうちに、食事を続ける気力がなくなった。半分も口をつけていない皿を、小テーブルに戻す。

「もういいのか？　全然食べてないだろ。朝も残していたじゃないか」

「いらない」

「ふーん……？」

　ジェルドは上体を起こすと、笹良の顔を覗きこんだ。しばらく探るような目つきをしてから、にこりとし、「じゃあ、そろそろ用意をしよう」と言った。その言葉に、どきりとする。

「用意って？」

「ほら、このドレス、ようやく完成したんだよね」

　彼は脇に置いていたドレスを手に取ると、誇ほこらしげに広げた。以前檻で縫い物をしていたときに見た純白のドレスだ。

「この日のために作っていたのか？」

「コノヒノ……なんだって？」

　ありがとうというのもおかしな気がしたので、曖昧に笑って、ドレスを受け取る。

「着替えねえの？」

　笹良はベッドを下りて、ジェルドに後ろを向くよう身振りで頼んだ。彼はにやにやしてから従った。

「大きさ、ちょうどいいだろ？　冥華の体型に合わせているからさ」

　着ていた衣服を脱ぎ、ドレスに手をかけたとき、ジェルドが自信たっぷりに言った。

　確かにサイズはぴったりだ。ストイックなくらいに白いドレス。裾すそのみに細かな刺し繡しゆうがある。

　着替え終わって、ふと、ずっとつけたままにしていた首くび飾かざりに指で触ふれてみた。

　ジェルドが作ってくれた比石と青あお珠たまの首飾りだ。これは外そうかな。どうしようか。

「……やっぱり、つけていこう」

　もうひとつ持って行きたい物がある。

　笹良は少し笑った。あの、妙な半笑い人形のことだ。倉庫部屋で発見したあと、ずっと隠かくし持っていて、今はこの船室に置いてある。

　あれを見ていると、なぜかわからないが、どんなことでも笑って流せそうな、軽い気持ちになる。だって本当に不細工なのだ。その適当な造作がじわじわと楽しくなってくる。

　最後にひとつくらい、明るいものを手元に置いておきたい。

　あとでグランかカシカに頼んでみようか。

　ぼんやりと考えながらジェルドの腕に触れる。彼がベッドの上で体勢を変え、振り向いた。

「うーん、可愛かわいいね。よく似合ってる」

　嬉うれしそうに頷く彼に、笑ってしまった。脱力するほど悪意のない表情だったのだ。

「惜しいなあ。俺、冥華のことが結構好きだったんだけどなー」

　好きだったけれど、境遇に同情して逃がそうとは思わない。その程度の好意だ。

「ここだけの話な。王は今までになくおまえを、というか『冥華』を長くそばにとどめていたんだぜ」

「……どういう意味？」

「王は謎が多いからねえ。なんといってもさ、わざわざ女を供物にするってのが信じがたいんだよな。王ってむしろ、迷信を逆手にとって、利用するほうだから」

「ん……」

「でも実際、王が持つ力は使えば消しよう耗もうしていくみたいでさ。生贄の女を捧ぐと、力が戻るっていうのは確かなんだよ。別にさぁ、王くらい強ければ、ああいう魔術？　っぽい力なんかはいらないんじゃねえのって思うんだけどな」

「うん」

「まあ、さすがに嵐あらしが相手の場合は、腕力だけじゃどうにもなんないもんな。ポーラスを発見した日も、船の揺れを防げていなかったし。海で生きていくにはやっぱり必要な力か」

　ジェルドは、『冥華』が王の持つ水の力を復活させるための生贄だっていうのは、わかっているようだ。

　──でも、それ以上のことは知らないみたい。

「今までにも『冥華』はいたんだけど、あくまでそれは供物扱いだったんだよなぁ」

　笹良だって現在進行形で、そうじゃないか。供物も生贄も同じだ。

「笹良、供物」

「冥華は全っ然違うって。襲った荷船に女がいて、供物を必要とする時期だったときはさ、躊ちゆう躇ちよせずさっさと贄にしていたんだぜ。もちろん船内での自由なんてない。ずっと監かん禁きんだ。気まぐれに船室から出してやることもあったけど、こうまで俺たちと関かかわる冥華なんかいなかった」

「そうなの？」

「そー。うるさく泣き喚わめいて『逃がして』って言うか、『早く殺して』って頼むか、そのどっちかだよ」

　……それは笹良が、海賊たちの恐ろしさと本性を知らなかったからだ。

「王だって、わざと用もない海域を巡ったりしてたものな」

「笹良、怪しい」

　他の冥華と比べて、笹良の出現が怪しすぎたせいだろう。正体を見極めるため、すぐには生贄にしなかっただけだ。

「だとしてもだ。もしかしたら、王は本気で迷っていたのかもしれない。おまえを供物とすることをさ」

　でも、ジェルド。

「まあ結局、王はやっぱり王だったってことかな。冥華を供物にするって決めたものな」

　王は王。ガルシアは意志を曲げなかった。笹良にほだされることはなかったのだ。

「それでも、冥華に選ばれたってことは、王の目にとまったってことだ。今までの女は、どことなくだけどさ、なにか共通しているところがあった。おまえはそのなかで、とくに異色の娘だった」

　心の奥底を覗き見るような目をしてジェルドは面おも白しろそうにつぶやいた。

「これは俺の直感だけど、おまえが一番、『王の冥華』だって思うぜ」

　よくわからない。そういう思いが顔に出たらしい。彼はふいに、大人びた表情を見せた。

「残念だね、王の飢き餓がはやまなかった」

　飢餓。以前にも聞いた気がする。確かこのアルバシュナについて、グランに教えてもらっていたときじゃなかったか。それって、王様が持つ不思議な力を笹良では満たせなかった、って意味だったのか。あのときはただの不ふ埒らちな言葉だとしか思わなかった。

　どれが生き残るための重要なヒントなのか、その判断が全然できていない。それがこの結果に繫がったんだ。

「冥華、女の優しさや甘さだけじゃ、男は物足りないのさ」

　ジェルドは笑った。

「おまえはまだ、なにかが足りなかったんだね」

　頭を撫でられ、笹良は静かに目を閉じた。本当に、その通りだ。
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　その日の午後。笹良はジェルドに連れられて、甲板に出た。

「このあたりはフロージブ海域っていう。大陸からも遠く、島もない。交易の道からも外れているし、おまけに風の向きがしょっちゅう変わるせいで、針路を維い持じしにくいんだよ」

　ジェルドは海面を指差して説明した。

「幽ゆう霊れい船せんの海ってことでも知られてるんだぜ。どこの国の領海でもないからさ、自由航行が許されているんだけど、ま、普通の船乗りならまず近づかない」

　笹良は海面から甲板へと視線を戻した。晴れた日だ。風が少ないせいか、帆の多くは畳たたまれている。海賊たちがだみ声で歌いながら、甲板にモップをかけていた。

　船首付近では、通りかかった手下になにかを指示しているヴィーやゾイたちの姿が見られた。

　真っ先にこっちに気がついたのはゾイの隣にいたカシカだ。ぐっと奥歯を嚙かみ締めて怒おこったような顔をする。

　そっちへ近づくと、会話を避けるようにカシカは足早に立ち去った。

　お別れの言葉を言いたかったのに。そう思いながらカシカの後ろ姿を寂さびしく見送る。

「小舟は下ろしたかい」

　ジェルドの質問に、ヴィーは少し嫌いやな顔をした。彼らのよそよそしい態度に、密かに落ちこむ。笹良が生贄って、やっぱり冗談じゃないんだ。大声で、噓だー！　って叫んだら笑い話に変わらないだろうか。そんな馬鹿なことを考えてしまう。

「王は？　まだ来てねえの？」

「すぐ来るだろう」

　彼らのやりとりをぼんやりと聞く。

　ゾイは渋しぶい表情を浮かべていた。でも普段とそんなに変わらないかな。いつも小難しい顔をしているし。そういえばゾイが楽しげに笑っているところってあんまり見たことがない。

　彼の姿を眺めているうちに、一言謝りたい気分になった。

　ガルシアに奴隷扱いを受けたときのことを、ふいに思い出したのだ。その後のゾイは憂鬱そうに、笹良になんの労働を与えるか悩んでいた。内心は、厄やつ介かいな展開になったと頭を抱えていたんだろう。『冥華』に、奴隷たちと同じような過酷な仕事を与えて廃はい人じんにするわけにはいかない。笹良だって「奴隷生活ってもっとつらいんじゃないか？」と不審に思っていたくらいだ。掃そう除じは大変だったけれども、鞭むち打たれることもなく、いささか拍ひよう子し抜けしていたのだ。

　それを言うなら、選択を持ちかけたあとのガルシアも本音の部分ではちょっと困惑していたに違いない。まさか笹良が奴隷になるほうを選ぶとは思わなかったはずだ。奇妙な表情を浮かべていたもの。

　ゾイはとりあえず王様の面目を保ち、なおかつ笹良が死んだりしないようにと頭を悩ませ、船室の掃除をさせた。

　ヴィーのこれまでの言動も、思い返せばヒントがたくさんちらばっていた。「王の寵愛を得ておけ」とはっきり忠告だってしてくれた。きっとこの日のために。

　王の心を変えられなければ生贄にされるって知っていたからだ。

　人は裏切るものだと、そんな皮肉を言っていたのも思い出した。自分の安全のために他人を見捨てるんだと。それって自分のことをさしていたのかもしれない。

　慈じ悲ひでは作られていない船。犠ぎ牲せいの上に成り立つ海上生活だ。

　ヴィーは、目を合わせてくれない。ただ腕を組み、軽く俯うつむいて、ジェルドと話している。胸が痛い。お兄ちゃんのようで、やっぱり違った海賊。どうしても、裏切られたという気持ちがわいてしまう。船はどこへ行くのかと聞いたときだって、彼は返答を濁にごしていた。

　生贄として捧げる水窟だ、なんて言えるはずがない。

　レゲエ髪をつくつくと引っ張ったり、ぐでんと寄りかかったりするのが密かに好きだった。もうそういう真似もできないんだ。

　……ギスタやサイシャはどこにいるんだろ。

　彼らにも、ちゃんと警告をされていた。海賊のなかでギスタが一番冷静に、笹良を等身大の姿で捉とらえていた気がする。迷い猫ねこって言っていた。

　笹良がなんとなく奇妙に感じていたこと、ギスタだったらごまかさないで教えてくれたかもしれない。「王になにか言うことはあるか」って、そう聞いてくれたりしたのだ。

　真実を知るチャンスをみすみす逃したのは、上辺しか見ようとしなかった自分だ。

　掃除中、サイシャやジェルド、それにゾイたちが頻ひん繁ぱんに現れたのだって、笹良が無茶をして死なないか監視をしていただけなのに。それを笹良ったら「皆、暇なのか？」と馬鹿な勘違いをした。ささやかな好意で会いに来てくれていたわけじゃなかった。

　彼らの言動には、どれも意味があった。

　異世界の人だから常識が違う──その一言ですませてしまっていた。

　こんな調子じゃあ、「生贄にはさせたくない」って思ってもらえなくても当然だ。

「──…かな、冥華」

「んぬ」

　自分の考えにどっぷりとはまっていたため、ジェルドに話を振られたことに、すぐには気がつかなかった。慌てて目を瞬かせ、彼に焦しよう点てんを合わせる。

「またさぁ、冥華みたいな『冥華』が現れるかな」

　ジェルドは、よいしょ、と笹良を抱え上げ、船縁に座らせた。まさかこのまま突き落とす気なのかっ、と青ざめたが、腰を支えてくれたので違うらしい。

　ジェルドの上着をしっかり握り締めてから、「なんの話だ？」と首を傾げる。

「だからさ、俺は本気で冥華のことを気に入っていたんだって。また次の冥華も、おまえみたいな子だったら楽しいじゃないか」

　ジェルドは期待をこめた目をして、笹良に笑いかけた。

　息が詰まった。冗談を言われているのかと思ったけれど、どうやら本心のようだ。

　なんかジェルドって、時々子どもみたいに無む邪じや気きになるな。駆け引きや戦いには長たけていて海賊特有の非情さもある反面、ごく普通の触れ合いには慣れていないっていうか……情じよう緒ちよ面が大きく偏かたよっている印象がある。

「冥華も俺のこと、結構好きだったろ」

「……うん」

　どうしてか、胸が痛くなった。人の心配をしている場合じゃないのになあ。

　もしもジェルドが日本のような、平和な世界に生まれていたら、素直で優しい好青年に育っていたんじゃないか。仲良く遊園地に行ったり、買い物したり。

　一緒に遊んでいたときの彼は、血まみれの剣で人々を斬きりつけていた『海賊のジェルド』とは違う人なんじゃないかって思いたくなるほど、気のいい朗ほがらかな青年だったのだ。

　もっとそばにいられたら、なにかを変えることができたんだろうか。

「おまえのように遊べる女だと、面白い」

　ジェルドは、ふふっと無む垢くに映るくらいの明るい笑みを見せると、笹良の膝に両手を置いた。こら、支えてくれないと落ちるじゃないか。

「また『冥華』みたいな冥華に会えるかな」

　困った海賊だ。

「ジェルド。次、『冥華』、笹良、違う。会う、ない」

　とてっとジェルドの栗くり色いろの髪に手を置き、困惑しながら告げる。世のなかには自分とそっくりな人が必ずいるっていうから、笹良と似ている女性もどこかには存在するだろうけれどさ。

　仮に次の冥華が笹良のような性格の女性であっても、それは別人なのだ。海賊船で同じ時間をすごした笹良は、この笹良だけだと、ジェルドはわかっていない気がする。

　まさか、次の冥華が笹良と似ていれば、今の笹良が持つ記憶をその人と共有できるって、当然のように思っているんじゃないだろうか。

「笹良、人、同じ、なし」

「？」

　彼は「わけわからん」という顔を見せた。……本当にそう思っていたのか？

「ジェルド、今の笹良とは、さよならなんだよ」

　こんな説明をするはめになろうとは、考えてもいなかったぞ。生贄の運命をほろほろと悲しむ予定だったのに、なぜジェルドを心配しているんだろう、不思議だ。

　正直、生贄なんて見たこともないし体験したこともないので、どこか現実感が乏とぼしくて反応に困るのだ。きっと死ぬのかな、海に投げこまれるのかな、と思うんだけど……そもそも自分が命を落とすという展開がまだ飲みこめていない。

　今、こんなに普通に呼吸をして、生きているためかも。

「冥華さぁ、さよならっつっても、また『冥華』が船に来るぜ？」

「う、ううん……」

　さっぱり理解してない様子のジェルドを見て、苦い顔をしたのは、そばで話を聞いていたヴィーだった。いつもは厳しいゾイも、さすがに困ったような表情をしている。

　どう言えば伝わるだろう。ここでしっかり教育しておかないと。そう悩んだときだ。

　ガルシアがギスタやオズたちを連れてやってきた。海をぎゅっと凝ぎよう縮しゆくさせて、人の姿を取らせたら、ガルシアみたいな存在になるのかもしれない。

　青い髪を見つめて、笹良はふとそんなことを考えた。
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　心が追いついていなかったんじゃない。

　単純に、最悪な現実を受け入れられなかっただけだったらしい。

　呆あつ気けないものだった。魔女の黒ミサめいた怪しい儀ぎ式しきをするんだろうかと思っていたけれど、実際はなにもない。海賊船が難破した際の脱出用として搭とう載さいされている小舟に、乗せられるらしい。以前ガルシアが穴を開けていた例の小舟だ。

「一時停船だ。すぐに戻る」

　ガルシアがゾイたちに指示を出した。どうやら途と中ちゆうまでは王様も一緒に乗るようだ。

　甲板にいる海賊たちが作業の手をとめて笹良のほうを窺っていた。グランもサイシャも来ている。いないのは、カシカだけだ。きっと彼らは何度も、こうして『冥華』を見送りしているんだろう。なんとなく察したのだが、幹部たち以外は、『冥華』はガルシアの力を満たすための生贄じゃなくて、因習通り海神に捧げる供物だと受けとめているようだった。

　人ひと身み御ご供くうの結果、海神は返礼として、ガルシアに力を与えているんだって感じ。

　結果的には同じことなんだけれど、意味合いが微妙に違う。

　ガルシアはわざとそんなふうに誤解させているのかもしれない。

　レザンあたりは、単純に王が愛でているお姫様と勘違いしていたようだし。

　それにしてもこの世界って知れば知るほど驚異だ。

　海神へ女を捧げれば船の安あん泰たいが守られるという迷信が彼らのなかにしっかりと根付いている。信しん仰こうと似たようなもので、正しいか間違いかってことは二の次なんだろう。

「さあ、行くか、『冥華』」

　ゾイたちから離れて少しのあいだ海の向こうを見ていたガルシアが、囁ささやくようにそう言って、笹良の身体を軽々と抱だき上げた。なんか、急に胸がどきどきしてきた。

　どうしよう、本当なんだ。これって現実なのだ。

　口から心臓が飛び出そう。震えそうだぞ、というか吐きそうだし、泣きそうになってきた！

　最初の頃は海賊船になんか絶対に保護されたくないと思っていたのに、今は本気で降りたくない。

　ここでロンちゃんを呼んだらだめかな。アルバシュナで最初に出会った吞気なはぐれ死神だ。不気味な黒いローブを羽織った骸がい骨こつなのに、びっくりするほど美声で、思いやりがあった。ポーラスが出た日だって、笹良が乗っているこの海賊船を襲わないでくれた。

　笹良が呼べば、呼ばれてやるって。今名前を呼ぶのは都合がよすぎる？　それに、昼間は弱いって言っていた。

　でも、マジで胸がおかしくなってきた。供物にされそうなんだけど、どうすればいい？

　というか、もう！　笹良ってば、この瞬間までやっぱり痛快な逆転劇を期待していたのだ。カシカとかヴィーとか！　ねえ助けてって叫びたい。馬鹿姫って詰なじられてもいいし、どつかれても意地悪されても、荷物のように担かつがれてもいいから、生贄なんて冗談だよって笑いかけてほしい。普通はそういう展開になるはずでしょ!?

　混乱して、うまく息ができない。

　──海なんて嫌い。

　嫌い、嫌い、大嫌い！

　お母さん、お父さん、総司、レイちゃん、響ひびきちゃん、ロンちゃん。笹良はなんでこんなひどい世界にいるの。

　海賊船の横に小舟が下ろされた。片腕で笹良を抱え上げていたガルシアが、小舟へ下りるための縄ばしごに手をかける。信じらんない、誰も冗談って言ってくれない!!

　笹良は思わずぎゅっとガルシアの肩かたに縋ってしまった。いい匂におい。南国系の甘い香かおりだ。優しく撫でてくれた手なのに、なんで？

　皆、嫌い！

　噓つき、裏切り者、海賊なんてすげえ腹黒！

　こんな残酷な仕打ちってありえねえ！　ジェルドも、笹良のことを結構好きだって言ってたじゃん。本当なんなの、これ。よってたかって乙女おとめを欺あざむくの!?

　信用しちゃったじゃないか、優しいところもあるって。心まで預けたのに。皆ふざけてる、どこが優しいっていうんだ。海賊なんて、これだから!!

　少しくらい罵ののしっても許される、そうしなきゃ、胸が壊れる。

「──ジェルド、元気でね！　あのね、ミニクッション……部屋、作る、もの、カシカ、全部あげる、伝えて！　サイシャにも感謝。ゾイ、時々、笑うっ。ギスタ、鯨くじら、嬉しい！　オズ、身体、元気、する。グランも、背中、気をつけて。……そ、それから、ヴィー……、ありがと！　悔くやしいけど、お兄ちゃんみたいでっ、だから、ありがと！」

　なにを言っているんだろ。

　心の底から呪のろって、しばらく立ち直れないくらい罵ば倒とうしてやろうと思っていたのに。

「皆、飲みすぎ、だめ！　奴隷、いじめる、なし。それから、殺し合い、襲う、よくない！　いつか、海賊、やめる。お願い、皆、仲良く！」

　なにさ、なにさ。『冥華』の意味、知ってて黙だまっていたくせに。

　笹良のことを馬鹿な子だなって思っていたんだ。だったら、こっちも思う存分傷つけてやったってかまわないじゃないか。他人の命をちっとも大事にしない野や蛮ばんな海賊なんだから。

　──なのに、なんで、皆の無事を真っ先に思っちゃうんだよう！

　ちょっとくらい仲良くしてくれたことがあるからって、これこそありえない。今の状況を笑って許せるわけないのに！

　笹良、頭悪すぎる。悔しいな、泣き喚いて、暴れてやりたい。

　気丈な態度を作ってしまうのって、乙女の意地ってやつなのか。

　さよなら！　と皆に向かって大きく手を振ると、海賊幹部たちは全員、違う表情を浮かべた。ヴィーはすごく険しい顔をしたし、ジェルドはよくわかっていない様子で目をぱちくりさせたし、ゾイはちょっと呆あきれたし、ギスタは怪け訝げんそうにした。オズは固まっている。サイシャはなんだか寂しそうだ。グランは感情を少しも悟さとらせない顔つきだった。

　ガルシアが皆のほうを一いち瞥べつした。

　でもなにも言わずに笹良を抱え直し、小舟に下りた。

　さよなら、海賊船。

「人を傷つけなければ、血を流したりしなければ、海賊たちのこと好きだったよ！」
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　ガルシアと小舟に下りたときだった。

　ドレスが皺しわになるのもかまわず膝を抱えて丸まっていると、笹良の前になにかがどさっと投げこまれた。ぎょっとし、海賊船へ顔を向けると、船縁に少し身を乗り出して海面を見下ろしているカシカと目が合った……ような気がした。

「これ、カシカが放ほうってくれた？」

　投げこまれた袋ふくろを手に取る。妙に膨ふくらんでいるけれど、なにが入っているんだろう。というか、生贄の笹良に、どうして物をくれたんだろう。

　中身を確かめようか迷っていると、ガルシアがこっちに視線を落とした。

　奪われるかもと焦り、とっさに袋を抱えこんで警戒する。
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　彼はしばし考えるような表情を浮かべたものの、袋を取り上げようとはしなかった。なにもなかったように身を屈め、海面に指先を差し入れる。

　すると、不思議な現象が起きた。

　ゆらゆらと静かに揺れていた海面が急に流れを変えて一度ぐるっと渦うずを巻き、小舟を動かし始めたのだ。小舟がちゃぷちゃぷと水音を立てて、海賊船から離れる。

　啞然とした直後、異様なものを目撃してしまい、笹良は青ざめた。今、海中を得体の知れぬ不ふ吉きつな黒いものがよぎらなかったか？

　しかもなんか、にょろっと長かった！

　海神って龍りゆう神じんなんだったか。龍ってことは、要するに蛇へびか？

「巨大ウミヘビ？」

　水窟には魔物が住むってガルシアが言っていたけれど、まさか──今ちらっと目撃した気色悪いアレに、笹良を食べさせるって意味なの？

　やっぱり嫌だ！　覚悟なんか全然決まっていない。

「が、ガルシア！」

　恥も外聞もなく、拝み倒たおして考えを変えてもらおうかと心底思った。

　ぎゃ、また海面すれすれを通った！　数が増えている。この小舟を追いかけてきているぞ！

「ササラ、こちらへ」

　視線をうろうろさせていると、ガルシアが海面から指を引き抜き、腕を伸のばした。笹良の身体を引き寄せ、抱きこむ。

　本当にひどい。当たり前のように優しい素振りを見せるのだ。笹良を恐きよう怖ふの底へ突き落とそうとしている張本人のくせに、その直前までは守ってくれるなんて、なおさら冷酷だ。

「最後まで皆の安否を気にかけるとは思わなかったな。おまえは大した娘だ」

　そんな真似をさせているのは誰なのだ。

　ガルシアの腕のなかで震えつつ、必死に睨み上げると、苦笑が返ってきた。

「ろくに抵てい抗こうもせぬ」

　抵抗したって敵かなわないじゃないか。

　最初から一度だって勝てなかった。思い返してみると、幽霊船で出会ったときからガルシアは笹良のことを「海神への贄ではないか」と言っていたのだ。

　答えはいつだって、問いが生まれる前にはもう用意されているものみたい。

　なのにいつだって、結果論でしか語れない。

「結局、おまえの正体は摑めなかったな」

　うるさい、うるさい。

「不覚にも、惜しいと思ったのだよ」

　そう思うだけじゃないか！

「俺はもしかすると、おまえを恐れたのかもしれぬ。その、わけのわからぬ無謀さをな」

　けなしているのか、喧嘩を売っているのか？

「俺がこうなる前に会っていれば、なにかが変わっていただろうか。おまえの無知な慈悲に胸を打たれたかもしれぬ」

　今の状況ではどんな慰なぐさめも無意味だ。

　でもこの腕は嫌になるほど心地がいい。

　笹良はぎゅうっと心を封ふうじこめる。溢あふれるな、もう気持ちを傾かたむけちゃだめ。

「奇妙なものだ。俺は驚くべきことに、緊張している」

　他人ひと事ごとのようにガルシアは笑った。

　必死に自分を戒いましめても見み蕩とれずにはいられなかった。

　どくどくと血の巡りが速くなる。熱病に冒されたかのように冷や汗あせまでも滲み始め、喉がからからになる。目眩めまいと苦しさ。きゅっとする胸。この感覚。身体のなかからきらきらした星が飛び出しそう。そういう鮮あざやかな思いが、爪つま先さきまで満ちている。

　噓だ、こんな気持ちは幻！

　そう否定したいのに、わかってしまった。

　鳥肌が立つくらいの激しい想おもい。

　その感情を知った瞬間、あらゆるものが一いつ斉せいに、美び貌ぼうの面をかぶるらしい。なにを見て、なにを聞いても嬉しくなる。切なくなる。

　時間をとめ、世界をとめ、心に嵐を生む感情。

　もうわかってしまったのだ。巡り、花咲くこの気持ちの正体が。

　今、それに気づかせるなんて、神様はやっぱり意地が悪い。

「ササラ？」

　ガルシアが、一番奇麗に見える。海より印象的な青い髪がさらりと揺れる。月の色を含む瞳が柔らかく細められる。誰より、誰より特別に見える。息ができなくなる。

　笹良は呆然とした。

　冷たい氷の心を持つ王様。たくさん憎んだけれど、どうしても嫌うことができなかった。

　波の音が聞こえる。海鳥がどこかで悲しく鳴いていた。

「おまえは愉快だった。俺は一時、退屈を忘れた」

　噓つき。

　簡単に打ちのめしてくれる。ガルシアのせいで、心が粉々だ。

「恨みたいだけ、恨むがいいよ」

　ふっとガルシアが顔を傾けた。

「恨め、冥華。俺はその呪じゆ詛そを啜すするから」

　誘さそうときにこそ相応しいような掠かすれた声音に、はっと目を見開いた瞬間、ふわりと吐と息いきが唇に触れた。驚いて身体を突っぱねようとするも、ガルシアの腕は逃げることを許してくれなかった。髪のなかへくぐらせるように後頭部に片手が回る。

　うっとりしてしまうくらい優しい感かん触しよくがまた、唇に重なった。

　ガルシア。

　自分のなかで響く声が刃やいばに変わってずたずたに心を切り裂さく。助けてガルシア。

「──」

　体温が同じになるまで、切なさが限界になるまで、一いち途ずに口づけられてしまった。吐息の甘さを味わうかのように。他人の唇が、蕩とろけそうになるほど柔らかいものなんだって、初めて知った。

　唇は塞ふさがれ、けれど逆に心はこじあけられてしまったみたい。

　愛いとおしむようにガルシアは何度も唇を啄ついばんだ。青い髪の先が、時々頰を嬲なぶる。首の後ろを撫でる指先の甘さに、身体の芯しんがとろりと痺しびれる。

　ぐらぐらしたし、くらくらした。

　その瞳を、なにより神秘だと思った。世界がどんなふうに見えているのか知りたかった。心の氷を溶かしてほしかった。ぬくもりや優しさを宿した目で笑いかけてほしかった。言葉の甘さに心も追いついてほしかった。そして、海の青さよりも鮮せん烈れつにその不思議な色の瞳に姿を映したかった。独り占じめしたかった、昼も夜も全部。

　あぁガルシアのことが好き。

　憎しみですら勝てないほど、とても好きになっていたのだ。
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　海賊船が手のひらに載りそうなほど遠くなるまで、小舟はするすると波の勢いを借りて進んだ。

　ガルシアは笹良の身体をゆっくり離すと、じいっと見つめながら丹たん念ねんに髪を撫でてくる。

「俺の冥華。力の糧かてとなってくれ」

「……それが別れの言葉？」

　優しさのかけらもない冷たいやつだと大声で罵ってやりたい。

　でもこんなに「好き」という気持ちが溢れている。その思いに恨み言のすべてがひれ伏ふしてしまっているのだ。恋こいって、どれだけ馬鹿になれるかって、人を試ためすものみたい。

「冥華、俺に恋れん情じようを抱いたか」

　否定できない自分が嫌だった。せめて歯を食いしばり、横を向く。

「恋情を抱かせねばならなかったのさ。そうでなくては贄として不適格。俺を恋こい慕したう者こそが、けだものを宥める」

　どうして笑うの。あんまりじゃないか。

「俺の絶望、娘の絶望をけだものはなにより好む。それが呪と化す」

　ガルシアは、もう一度指先を海面に沈めた。

　いつの間にか消えていた細長くて黒い不気味なものが再び海面近くまで浮ふ上じようし、ぐるぐると小舟の周囲を巡っている。

　ガルシアの指を中心にして、水が大きな波は紋もんを広げた。波が立ち上がり、形を変える。

　──水の、小舟だ。

　今更ふぁんたじーだと仰ぎよう天てんするつもりはないが、それでもガルシアが編み出した水の小舟には面食らった。以前にも、海水製の鯨を作り出したっけ。それと同じだ。

　こういう『不可思議』を生む力のために供物にされるんだって思うと、なんとも言えない気持ちになる。これは本当に、ガルシアに必要な力なのか？

　青く透とう明めいな小舟は、ガラス細工のようにきらきらとしていた。今乗っている小舟よりもさらに小振りだ。

「供物のための舟だ。移れ」

　息を吞み、ガルシアの顔を見つめる。

　ガルシア、好き。

　大好きなのだ！

　こんな目に遭あってさえも、そう感じてしまう。心ってままならない。自分のことじゃなかったら、なんでこれほど残酷な男に惹ひかれるんだ！　ってきっと正気を疑ってる。

　この残酷さを知った上で、魅了されたのだ。いや、それに魅了されたのかも。他の海賊たちのように。──だったらもう、どうしようもない。

　すうっと深呼吸して身体の震えをごまかす。

　カシカが投げてくれた小袋を抱えると、笹良はそろりそろりと水の舟に移動した。手て触ざわりは滑なめらかで、本当につるつるとしたガラスみたいだった。途中で壊れたりしないだろうか。

　そう不安になるも、ひんやりとした感触は意外にもしっかりしていた。水より固く、氷より優しい。

「お行き」

　ガルシアは柔らかく微笑むと、水の小舟をそっと押した。

　ぎゅうぎゅうに押しこまれたおもちゃ箱みたいに、言葉が喉の奥で詰まっている。

　笹良は小舟のふちに少し身を乗り出し、深く息を吐いた。

「ガルシア！　笹良……、頼んであげる、水のけだものに女の人を二度と犠牲にしないよう頼んでみるから！　そうしたら、ガルシアは幸せ？　湿しめっぽい夜、気にならなくなる!?」

　人生で一番泣きたい日なのに、なぜか涙が出なかった。

　今までたくさん泣いてきたから、とうとう涙も底をついてしまったのかもしれない。

「笹良ね──一緒にいられて嬉しかったよ！」

　言うそばから、奇妙なことに胸が乾かわいていく。

　そうか、気がおかしくなるってこんな感じなのか。

「ガルシア、一緒、楽しかった!?」

　全部、海の底に沈めよう。狂くるわせて、壊して、叩たたき割ってしまおう。砕くだけ散った恋の上を歩いていけば、しばらくのあいだは足が血まみれになるけれど、いつかきっと忘れられる。

　水の舟は緩やかにガルシアから遠ざかった。

「ねえ、一人にならないで！　ガルシアは自分じゃ気づいていないけど、すごく寂しがりだよ！　誰かの心に触れたいから、傷つけようとするんだ！　心がなくなるのが嫌で、いつでも血を流していようって──」

　ガルシアは言葉の意味を知ろうとするように、真剣に笹良を見ていた。

「一人、だめ。ガルシア、誰か、一緒にいて!!」

「──ササラ」

　名前を呼ばれたのがわかって、ぐっと熱いものがこみ上げてきた。それから笹良は、思いきって目を逸らし、船の縁を摑んだ。

　どうしてこんな惨みじめな現実になったのかな。

「……海なんて、だから嫌いだ」

　このまま海上を一人でさまよって、餓死するの？　……もういいや、どうでも。

　投げやりにそう考えたときだ。急にぐらりと水の舟が揺れた。

「なに!?」

　沸ふつ騰とうした湯のように、大きな黒い泡あわが周辺にぶくぶくと浮き上がってくる。

「違う、泡じゃない？」

　無意識に否定の言葉が口をついて出る。

　瞬きも忘れて、その光景に見入った。黒いにょろにょろした物体が小舟の周りを泳いでいる。そこから鱗うろこのようなヘドロが剝はがれ落ち、海面に漂う。

「これって……比石の塊かたまりだ」

　笹良は目を剝いた。ヘドロに包まれている比石だ。周囲の海面が真っ黒に変わるほど、比石の塊が浮いている。

「冥華を捧げることって、比石を得る意味もあったのか！」

　なるほど、これじゃあ他の海賊たちも、生贄を捧げることに反対するはずがない。手っ取り早く比石を入手できるんだもの。

　放心しながら眺めていると、海面を覆っていた黒い塊がふいに揺れた。脈動しているみたいに何度か、盛り上がったりへこんだりを繰くり返す。

　そして唐突に、黒いヘドロを割って水柱が噴き上がる。絶句した瞬間、水柱の先せん端たんが鎌かま首くびをもたげる蛇のように笹良を見下ろした。先端には、顔があった。

　怨えん恨こんとも悲ひ嘆たんとも取れる、歪ゆがんだ恐ろしい形相。笹良は悲鳴を上げ損そこねた。

　その顔が大きく口を開き、襲いかかってくる。

　水の小舟もろとも笹良は飲みこまれ、海中へ沈んだ。
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　水が鏡のように、遠い日を蘇らせた。

　今よりもっと幼い頃の記憶だ。海に溺おぼれたあの日のこと。

　ゆらりゆらゆら、揺れている。

　髪も水と遊び、スカートの裾も優ゆう美びな魚の尾おひれのように揺らめく。

　海面に差しこむ光の束がどんどん細くなり、水の色が濃さを増す。そしてとうとう真っ暗になった。月のない真夜中より、もっと暗い。

　音もなく沈んでいくうち、寂しさが募つのった。真しん珠じゆのような泡が、いくつも浮かんでいった。

　──お兄ちゃん。

　笹良のこと、面倒だった？

　鬼おにごっこなんて嫌いだよ。

　意地悪な顔で笑うお兄ちゃんの友達も怖い。

　置いていかないで、帰り道がわからないよ。手を振り払はらわれると、胸が痛くなる。

　このあと、海のなかへ落ちてしまうんだもの。

　誰の手も届かない深しん淵えんに、身体が吸いこまれていく。

　お兄ちゃん、笹良は死ぬのかな？

　海のなかはどうしてこんなに寂しいんだろう。お気に入りのぬいぐるみもないし、可愛い靴くつもない。お母さんたちだっていない。

　絵本で読んだことがあるよ。ずっと昔、地上では戦争がたくさんあったんだって。世界中の人が百年涙を落とし続けたから、海ができてしまった。それで海はしょっぱいんだ。

　ねえ、お兄ちゃん──深淵の果てに、誰かいる。

　あの人、とても寂しそう。ひとりぼっちで頭上を見つめている。だけど海は深いから、どんなに願っても空は見えないし、光も届かない。

　笹良、どうしてだろう、あの人のところへ行かなきゃって思う。

　あ──目が合ったよ！

　うん、行ってみよう。

　勢いこんで果てに向かい、その人に笑いかけると、すごく驚かれてしまった。

　ここへ来ちゃいけないって。

　どうして？

　寂しそうだから一緒にいるねって言ったのに、その人はもっと寂しげに笑った。戻りなさいって、頭を撫でてくれる。

『いかなる因果か──私が落ちた嘆なげきの底に娘が現れるとは。すべての冥き底に通じる水の呪に捕らわれたのか。だがここはおまえが暮らせる地ではない。さあ、お戻り。もう二度と溺れてはならないよ』

　我が加護を、とその人は囁いた。

　一緒に戻ろう、そうしたら寂しくないよって言うと、その人はやっぱり悲しげな表情を浮かべて首を横に振った。自分はもう狂っているからここを動けないんだって。

　でも、たった一人でそこにいるのは、絶対に寂しい！

　笹良は楽しいほうが好きだ。

　だから必ずまた来るねって約束した。今度遊びに来るときは、お菓子を持ってくるね。ぬいぐるみやお花、絵本、きらきらした素敵なもの、たくさん持ってくる。一緒に遊ぼうね！

　あ、やっと笑ってくれた。

　冥き者すべて、おまえを守り、虐しいたげることはない。その人は優しく微笑んでそう誓ちかった。

　ねえ、お兄ちゃん。

　笹良、またいつか、この人に会いに行ってもいいかな──？




[image: ]




　遠い日の記憶に、笹良は微笑んだ。

　そうか、もう二度と溺れてはならないってあの人が本当に切なそうに言ったから、笹良は海が嫌いに──近づかないようにしなきゃって思ったんだ。

　笹良、ずっと言いつけを守ってきたよ。

　でもごめんね。また溺れてしまったみたい。

　光のない深いところに、沈んでいく。







糸森 環（いともり　たまき）

８７０万アクセスの大人気ＷＥＢサイト「27時09分の地図」（http://ash-map767.riric.jp/index.htm（２０１５年７月現在））でｉａイア名義でオリジナル小説を公開中。２０１２年ペンネームを糸森環と改め、『花術師』（双葉社）でデビュー。「花神遊戯伝」シリーズ、「Ｆ─エフ─」シリーズ（角川ビーンズ文庫）、「恋と悪魔と黙示録」シリーズ（一迅社文庫アイリス）などを刊行する。
















装画／カズアキ










sheシー &アンド seaシー　華はなとけだもの








糸いと森もり 環たまき
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